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は じ め に 
 
神戸市では、昭和 40 年代、工場や人口が集中している市街地を中心に、河川や海域

の水質汚濁がすすみ、公害問題が深刻化しました。これに対し、昭和 42 年より公共用

水域の監視を開始するとともに、市内の主要企業と公害防止協定を締結し、総量規制の

考え方を導入するなど、法律以上に厳しい規制を行ってきました。さらに、「神戸市民

の環境をまもる条例（昭和 47 年公布、平成６年全面改定）」の制定、水環境の保全・創

造計画（平成 10 年）の策定、総量削減計画の推進、下水道整備等の生活排水対策の推

進など、さまざまな水環境保全施策に取り組んできました。 

この取り組みの結果、神戸の河川の水質は大きく改善され、近年は良好な水質を維持

しています。また、多自然型や親水型の河川の整備が進んできたことにより、河川を中

心とした地域コミュニティーの輪が環境共生都市推進の核となっています。 

一方、神戸の海域は、大阪湾奥部に位置し、大阪湾の水理構造や内部生産などの影響

を強く受けることから、流域の汚濁負荷量削減等の対策の効果が出にくく、その改善が

遅れています。 

また、「生物多様性の確保」という観点からも、水辺は生物が生息する空間としての

非常に重要な場であり、水、緑、生き物が一体で存在する環境資源として、その保全が

求められています。神戸市では、生物多様性に係る取組の一環として、平成 21 年３月

に「守りたい神戸の生きもの百選」を選定しましたが、この中にも河川で見られるチュ

ウサギ、クサガメ、アユ、ナマズ、ゲンジボタル、タコノアシ、海辺で見られるイソシ

ギ、ユリカモメ、アマモなどが選ばれており、公共用水域は、市民が身近に生きものと

ふれあうことのできる空間としても注目されてきています。 

このような水環境を取り巻く状況の変化を踏まえ、神戸市では、水質測定計画に基づ

く公共用水域や地下水の常時監視をはじめ、底質、水生生物等各種の調査を継続的に実

施しています。これらの調査を通して水環境に係る基本情報を把握することにより、人

の健康･安全の確保を基本とし、水環境が育む様々な恩恵を市民の皆様が享受でき、ま

た多種多様な生き物の生息基盤となる「清らかでうるおいのある水環境」の確保に努め

ています。 

この冊子は、平成 20 年度に実施した水環境に係る調査結果をとりまとめたものです。

当冊子により神戸市の水環境の現状をご理解いただき、市民の皆様が神戸の水環境に親

しみ、接する契機となり、また活動の際の情報源として活用いただけることを期待して

います。 

 

平成 21 年 12 月 
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Ⅰ 神戸市の水環境 
 
１．市域の概況 
(1) 地形 

神戸市は東西約 36km、南北約 30km、総面積

約 553km2 であり、六甲山系（最高峰 931m）に

より大きく南北に二分されている。 

六甲山系南側の海岸に沿った地域には、明

治時代以降、急速に人口の集中が進み、現在

では神戸市全人口約 153 万人のうちおよそ２

分の１が居住する既成市街地が広がっている。 

一方、六甲山系の北側は山地や丘陵地が波

状に展開し、西側は低くなだらかな台地が広

がっている。これらの地域では都市近郊農業

が営まれるとともに大規模な住宅団地や産業

団地が整備されている。  
 
(2) 河川 

本市域を流れる河川は、①都市河川水域

（表六甲河川群）、②北神水域（武庫川水系・加古川水系）、③西神水域（明石川水系・

瀬戸川水系）に区分することができる。 

 
図 1-1-1 水域の概要  

 

① 都市河川水域 

六甲山系南側の既成市街地域は、山麓部に住宅、中央部に商業地域、沿岸部に工業

地域が広がるという三層構造をなしており、これらの地域を、二十数本の二級河川、

準用河川が六甲山から大阪湾に向かって流れている。 

都市河川水域の河川の多くは、勾配が大きく、通常の河川水量は少ないが、ひとた

び豪雨があれば短時間に多量の雨水が流出し、これまでしばしば大きな災害を発生さ

せてきたため、治水面から河川護岸が整備されている。 

 
② 北神水域 

六甲山系北側には比較的河川規模が大きい「武庫川水系」と「加古川水系」とが

あり、両者を併せて「北神水域」と区分している。 

 

ア．武庫川水系  
武庫川は篠山市に源を発し、三田市、神戸市北東部、宝塚市を経て、尼崎市と西

宮市の市境を流下し大阪湾に注いでいる。 

武庫川本流が本市域を流下する距離は約６～７㎞と短いが、六甲山の北斜面の一

部や丘陵地域から流れ出る支流の有馬川、有野川、長尾川及び八多川などは比較的

流域面積が広い。この水系に位置する千苅水源池は、本市の貴重な自己水源である。 

イ．加古川水系  
加古川は丹波市に源を発し、播磨平野東部を流れて播磨灘に注いでいる。 

本市域には支流の淡河川、志染川及び草谷川が流れており、３河川とも一級河川

に指定されている。これらの河川は、六甲山系の北斜面の一部や標高約 600m の帝

釈山系・丹生山系、その周辺の丘陵地の水を集めて、三木市、稲美町、加古川市な

どを経由して、加古川本流に合流している。 



③ 西神水域  
六甲山系西北側には「明石川水系」と「瀬戸川水系」があり、両者を併せて「西

神水域」と区分している。 

 

ア．明石川水系 

明石川は北区山田町に源を発し、支川の櫨谷川、天上川、伊川などと合流後、明

石市内を流れて播磨灘に注いでいる。 

河川周辺の多くは河岸段丘に開けた農業地帯で、河川水は農業用水として利用さ

れるほか、明石市の上水源として取水されている。 

イ．瀬戸川水系 

瀬戸川（一部神戸市域では通称「鰈川」）は西区神出町、岩岡町に源を発し、支

川の印籠川、清水川と明石市内で合流後、播磨灘に注いでいる。河川延長は他水系

と比較して短い。この地域には利水できる河川が少ないこともあり、古くから多く

のため池が造られて農業用水に利用されている。 

 
(3) 湖沼 

本市の北東端には、羽束川、波豆川を水源とする貯水量約 1,160 万 m3の「千苅水源池」

があり、本市の上水源として利用されている。千苅水源池の上流域は三田市や宝塚市で、

集水域の多くは農地や山林であるが、近年、都市化が進んでいる。 

また、本市と三木市との市境には、志染川を水源とする貯水量約 1,886 万 m3の「衝原

湖」があり、本市の上水源として、また農業用水源として利用されている。 

 
(4) 海域 

既成市街地の南側は大阪湾が広がり、本市域における海岸線の総延長は約 130 ㎞に達

する。このうち東灘区から須磨区（境川）までの区域は、水面面積約 9,203ha(平成 21

年 4 月 1 日現在）の神戸港港湾区域として位置づけられている。 

神戸港には、埠頭施設など港湾関連施設並びに人工の海上都市であるポートアイラン

ドと六甲アイランドが整備されている。さらに、臨海部には大規模な臨海公園やプロム

ナードの整備も行われている。平成７年１月の阪神・淡路大震災により護岸や港湾施設

は壊滅的な被害を受けたが、その後の懸命の努力により、現在はほぼ震災前の状態に復

興が遂げられている。また、平成 18 年 2 月には神戸空港が開港した。 

一方、須磨から舞子にかけての海岸線は半自然海岸となっており、特に、「須磨海岸」

は阪神間に残る数少ない海水浴場として、長年、市民に親しまれている。 

また、明石海峡大橋に隣接した舞子海岸では、海岸防災と海浜の復元を目的とするコ

ースタル・コミュニティ・ゾーン整備事業が進められ、平成 10 年度より「アジュール舞

子」が海水浴場として多くの市民に利用されている。 

須磨区から垂水区にかけての海域は、のり養殖や漁場として古くより利用されている。

平成 20 年 3 月に明石海峡航路東口付近（神戸市垂水区沖合い）で船舶衝突事故が発生
し、沈没した船舶から流出した油がのり養殖や漁業への被害をもたらした。同年 10 月頃

には油の流出は沈静化し、平成 21 年 8 月～9 月には沈没船からの油の抜き取り作業が実

施され、油流出の懸念は解消した。 

 



２．水環境に係る監視・調査の概要 

神戸市では、水環境について、以下のとおり監視・調査を行っている。平成 20 年度に実施した監

視・調査は、表 1-2-1 に示すとおりである。 

 

(1) 水質測定計画に基づく調査（詳細はⅡ章に記載） 

神戸市では、水質汚濁防止法第 15 条に基づき公共用水域及び地下水の水質の汚濁の状況につい

て常時監視を実施している。また、常時監視は同法第 16 条に基づき定められた水質測定計画によ

り、計画的に行われている。神戸市では、水質測定計画に基づき、昭和 46 年から公共用水域の常

時監視を行ってきた。（公共用水域の測定は昭和 42 年より開始）。 

地下水についても、監視が義務付けられた平成元年より常時監視を行っている。 

(2) ダイオキシン類調査（詳細はⅢ章に記載） 

ダイオキシン類対策特別措置法第 26 条に基づき、水質・底質・土壌について常時監視を行って

いる。 

(3) 特別調査（詳細はⅣ章に記載） 

法に基づく調査に加え、広く水環境の現況を把握し保全を図るため、特別調査として、底質調

査、水生生物調査、海水浴場調査、六甲山渓流調査、ゴルフ場農薬の水質調査、環境ホルモン（内

分泌攪乱化学物質）調査を実施した。また、平成 20 年 3月に発生した明石海峡船舶衝突事故に係

る水質緊急調査を実施した。 

表 1-2-1 水質等の監視・調査（平成 20 年度） 

調査区分 調査名 調査地点 備 考 

公共用水域常時監視 
河川 45 地点＊ 
湖沼 ２ 地点 
海域 22 地点 

地点数には独自調

査地点（河川 2、湖

沼 1）を含む 

植物プランクトン調査 海域 12 地点  

水質測定計画に
基づく調査 
（Ⅱ章参照） 

地下水常時監視 
概況調査         ９地点 
継続監視調査       ５地点 

 

ダイオキシン類対策特別措置法に基づく 
ダイオキシン類調査（Ⅲ章参照） 

水質 23 地点（公共用水域 19地点、地下水 4地点） 
底質 19 地点 
土壌 ８地点（公園等） 

 

底質調査 
河川 ７地点（都市河川水域） 
海域 ８地点（Ｃ類型水域） 

水生生物調査 
河川 10 地点（北神水域） 
海域  ７地点 

 

海水浴場調査 
須磨海水浴場 ３地点 
アジュール舞子海水浴場１地点 

 

六甲山渓流調査 六甲山 渓流 19 地点  

ゴルフ場農薬の水質調査
・既設 19 ゴルフ場の排水口・調整池
など 22 地点 
・公共用水域 ５地点 

 
 

環境ホルモン調査 河川 ４地点、海域 ２地点  

特別調査 
（Ⅳ章参照） 

明石海峡船舶衝突事故に
係る水質緊急調査 

沖合い     ９地点 
海水浴場    ２地点 

事故に伴い流出し

た油の影響を調べ

る緊急調査 

＊貯水がないため調査できなかった烏原貯水池と、ﾛｰﾘﾝｸﾞ地点で H20 年度は調査しなかった 5地点を含む。 



 

３．平成 20 年度の水質の概況 

 

平成 20 年度の公共用水域の調査結果をみると、人の健康に関する項目（26 項目）については、

41 地点（河川 27 地点、湖沼 1 地点、海域 13 地点）で調査を行った結果、砒素が生田川１地点

で、ふっ素とほう素が有馬川の１地点で環境基準値を超過して検出されたが、自然的要因と考えら

れる（平成 19 年度は、生田川・小野柄橋１地点で砒素が環境基準を超過）。 

生活環境の保全に関する項目についてみると、環境基準の類型指定がなされている河川では、

代表的な水質指標であるＢＯＤについてみると、明石川、志染川、伊川、福田川の水質はいず

れも、平成 19 年度に引き続き環境基準を達成した。その他の河川についても全般的に良好な水

質で推移している。 

湖沼では、千苅水源池がＡ類型の環境基準点に指定されているが、代表的な水質指標である

ＣＯＤについてみると、平成 20 年度は、環境基準を非達成であった（平成 19 年度も非達成）。

湖沼の代表的な富栄養化の水質指標である全燐についてみると、千苅水源池では、Ⅱ類型に指

定されており、平成 20 年度は、環境基準、暫定目標とも非達成であった。（平成 19 年度は、環

境基準は非達成、暫定目標は達成）。 

海域では、代表的な水質指標であるＣＯＤについてみると、環境基準点（Ｃ類型）である兵

庫運河では、平成 20 年度は平成 19 年度に引き続き環境基準を達成した。神戸海域（大阪湾）

の水質について、水域類型別にＣＯＤの状況をみると、Ｃ類型では全地点で環境基準値を下回

っていたが、Ｂ類型では全地点で環境基準値を上回っていた。Ａ類型では７地点中の１地点で

環境基準値を下回っていた。大阪湾は閉鎖性海域であり、富栄養化等の影響を受け、特にＡ類

型及びＢ類型では水質改善が進みにくい傾向にある。富栄養化の水質指標である全窒素・全燐

について、類型毎の平均値をみると、全窒素、全燐ともⅡ類型で環境基準値を上回ったが、Ⅲ

類型、Ⅳ類型では環境基準値を下回った。 

 

地下水については、概況調査として環境基準項目（26 項目）について 9地点で調査を行った。 

その結果、継続監視項目として継続調査している項目以外のものについては、全ての項目で

環境基準に適合していた。継続監視調査（過去に汚染が発見された地点・項目の継続監視）で

は、5地点のうち 3地点で環境基準値を超過した（テトラクロロエチレン 1地点、砒素及びふっ

素 2地点）。これらの地点は、周辺への汚染の広がりがないことを確認しているが、今後も監視

を継続していく。 

 

ダイオキシン類については、測定した全地点で環境基準を達成していた。 

 

その他の調査結果についても、平成 20 年度は特に大きく変動した項目はなく、水環境の状況

は安定した状態であるといえる。 

今後とも各種調査を継続して実施し、神戸市域の水環境の状況を的確に把握するとともに、

各種施策・計画の基礎となるデータの集積に努めていく。 



 
 

Ⅱ 水質測定計画に基づく調査 



Ⅱ 水質測定計画に基づく調査 
 

１．公共用水域の常時監視（通年調査） 

(1) 調査の概要（平成 20 年度） 

① 調査期間、頻度 

平成 20 年４月～平成 21 年３月にかけて、原則として月１回、各地点１日につき１回、

採水し分析を行った。 

 

② 測定地点 

水質測定計画に基づき、河川 43 地点、湖沼１地点、海域 22 地点の計 66 地点を常時監視

地点としている。河川の一部地点についてはローリング方式としているため、平成 20 年度

は河川 38 地点、湖沼１地点、海域 22 地点の計 63 地点を調査の対象とした。なお、このう

ち河川１地点（烏原貯水池）は、工事の影響で貯水がなかったため、欠測とした。 

また、これらの測定地点の他に、河川２地点、湖沼１地点を独自調査地点（補助地点）

に位置づけ、補完的に測定を行った。 

 

③ 採水方法 

水質調査方法（昭和 46 年９月、環水管第 30 号）に準拠して行った。 

採取水深は次のとおりである。 

ア．河 川 

原則として流心において、水深の２割程度の深さで採水した。 

イ．湖 沼 

表層（水面下 0.5ｍ）及び下層（水面下 10ｍ）からそれぞれ採水した。 

ウ．海 域 

・水深５ｍ以浅の地点（１地点） 

表層（海面下 0.5ｍ）から採水した。 

・水深５ｍ以深の地点（21 地点） 

表層（海面下 0.5ｍ）及び中層（海面下２ｍ）からそれぞれ採水し、等量混合して分

析した（表中層等量混合）。 

なお、12 地点では中下層（海面下６ｍ）、底層（海底上１ｍ）でも採水した。 

 

④ 分析方法 

「日本工業規格 K0102」、「水質基準に関する省令（平成４年、厚生省令第 69 号）」、「水

質汚濁に係る環境基準について（昭和 46 年 12 月、環境庁告示第 59 号）」、「海洋観測指針

（気象庁編）」、「水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準の測定方法及び要監視項

目の測定方法について（平成５年４月、環水規第 121 号）」、「水質汚濁に係る環境基準につ

いての一部を改正する件の施行等について（平成 15 年 11 月、環水企発第 031105001 号・

環水管発第 031105001 号）」、「水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準等の施行

等について（平成 16 年３月、環水企発第 040331003 号・環水土発第 040331005 号）」に基

づいて実施した。 

 



(2) 公共用水域測定地点及び環境基準の類型指定状況 

① 公共用水域測定地点（平成 20 年度） 
は環境基準点を示す。 

ア．河川 

水 域 名 水 系 名 地点№ 河 川 名 測定地点名 
環境基準の

水 域 類 型

１ 武 庫 川 亀 治 橋 Ｂ 

２ 武 庫 川 大 岩 橋 Ｂ 

４ 有 馬 川 長 尾 佐 橋  

６ 有 馬 川 月 見 橋  

９ 有 野 川 流 末  

１０ 八 多 川 才 谷 橋  

武 庫 川 水 系 

 

流域面積 

約８８km２ 

１１ 長 尾 川 大 江 橋  

１２ 大 沢 川 万 歳 橋  

１４ 淡 河 川 万 代 橋  

北 神 水 域 

 

流域面積 

約１９８km２ 

加 古 川 水 系 

 

流域面積 

約１１０km２ 
１６ 志 染 川 坂 本 橋 Ｂ 

 １８ 明 石 川 藤 原 橋 Ｂ 

 １９ 明 石 川 玉 津 大 橋 Ｂ 

２０ 明 石 川 上水源取水口 Ｂ 

２１ 木 津 川 流 末  

２２ 木 見 川 流 末  

２３ 櫨 谷 川 流 末  

２５ 伊 川 水 道 橋 Ｃ 

２７ 伊 川 二 越 橋 Ｃ 

補６ 明 石 川 旧 水 源 Ｂ 

西 神 水 域 

 

流域面積 

約１５６km２ 

明 石 川 水 系 

 

流域面積 

約１３１km２ 

 

 

補２２ 明 石 川 西 戸 田 Ｂ 

 
２８ 鰈 川 西区岩岡町  

 

瀬戸川水系 

流域面積 

約２５km２ ２９ 印 籠 川 西区岩岡町  

 



※    は、ローリング方式のため平成 20 年度は測定を行っていない。＊がローリング地点。 

水 域 名 水 系 名 地点№ 河 川 名 測定地点名 
環境基準の

水 域 類 型

３０＊ 要 玄 寺 川 琴 田 橋  

３１＊ 天 上 川 天 上 川 橋  

３２ 住 吉 川 住 吉 川 橋  

３３＊ 天 神 川 辰 巳 下 橋  

３４＊ 石 屋 川 石 屋 川 橋  

３５＊ 高 羽 川 玉 利 橋  

３６ 都 賀 川 昌 平 橋  

３７＊ 西 郷 川 流 末  

３８ 生 田 川 小 野 柄 橋  

３９ 布 引水源池 水源池上流  

東部都市河川 

４０＊ 宇 治 川 山手幹線上流  

４１ 新 湊 川 南 所 橋  

４２＊ 天 王 谷 川 雪御所公園東  

４３ 烏 原 川 水源池上流  

４４ イ ヤガ谷川 水源池上流  

４５ 烏 原水源池 取 水 塔 前  

４６＊ 苅 藻 川 八 雲 橋  

４７ 妙 法 寺 川 若 宮 橋  

４８＊ 千 森 川 流 末  

４９＊ 一 の 谷 川 流 末  

 

 

 

 

西部都市河川 

５０＊ 塩 屋 谷 川 流 末  

 ５１ 福 田 川 福 田 橋 Ｅ 

都市河川水域 

 

流域面積 

約１７２km２ 

 ５２ 山 田 川 山 田 橋  

イ．湖沼 
水 域 名 水 系 名 地点№ 湖 沼 名 測定地点名 COD等の 

水域類型 
T-Pの 
水域類型 

武庫川水系 ３ 千苅水源池 取水塔前 Ａ Ⅱ 北 神 水 域 
 

加古川水系 補２１ 衝 原 湖 取水塔前   

 
 



ウ．海域 

水 域 名 地点№ 海 域 名 測定地点名 緯度・経度（世界測地系） 
COD 等の
水域類型

T-N,T-P
の 
水域類型

５６ 第 ２ 工 区 南 六 甲 大 橋 
 北緯 34°42′ 5″ 
 東経 135°16′ 4″ 

５９ 葺 合 港 摩 耶 大 橋 
 北緯 34°41′36″ 
 東経 135°13′ 1″ 

６１ 神 戸 港 東 神 戸 大 橋 
 北緯 34°40′39″ 
 東経 135°12′ 2″ 

６５ 六甲アイランド南 沖合（３） 
 北緯 34°40′12″ 
 東経 135°17′26″ 

７６ 第 ４ 工 区 南 沖合（１） 
 北緯 34°41′40″ 
 東経 135°18′26″ 

７９ ポートアイランド東 第６防波堤北 
 北緯 34°40′42″ 
 東経 135°14′45″ 

大 阪 湾 
（１） 

８０ 神 戸 港 中 央 
 北緯 34°39′52″ 
 東経 135°11′40″ 

Ｃ 

兵庫 
運河 

６４ 兵 庫 運 河 材 木 橋 
 北緯 34°39′35″ 
 東経 135° 9′59″ Ｃ 

 Ⅳ  

６２ ポートアイランド南 沖合（１） 
 北緯 34°38′38″ 
 東経 135°14′44″ 

６６ 第 一 防 波 堤 南 沖 合 
 北緯 34°38′42″ 
 東経 135°11′50″ 

６７ 苅 藻 南 神戸灯台南 
 北緯 34°38′52″ 
 東経 135°10′ 7″ 

６８ 苅 藻 島 南 沖 合 
 北緯 34°38′12″ 
 東経 135° 9′50″ 

７７ 第 ４ 工 区 南 沖合（２） 
 北緯 34°39′20″ 
 東経 135°18′21″ 

７８ 六甲アイランド南 観 測 塔 
 北緯 34°38′51″ 
 東経 135°16′36″ 

大 阪 湾 
（２） 

８１ 六甲アイランド南 沖合（２） 
 北緯 34°37′42″ 
 東経 135°16′50″ 

Ｂ Ⅲ 

７０ 須 磨 港 西 防 波 堤 
 北緯 34°38′22″ 
 東経 135° 7′55″ 

７１ 須 磨 海 域 ＪＲ須磨駅前 
 北緯 34°38′26″ 
 東経 135° 6′52″ 

７２ 須 磨 海 域 海 釣 公 園 
 北緯 34°38′ 1″ 
 東経 135° 6′23″ 

大 阪 湾 
（４） 

８２ ポートアイランド南 沖合（３） 
 北緯 34°37′42″ 
 東経 135°11′50″ 

７４ 垂 水 海 域 垂 水 漁 港 
 北緯 34°37′28″ 
 東経 135° 3′15″ 

７５ 舞 子 海 域 舞 子 漁 港 
 北緯 34°38′12″ 
 東経 135° 1′32″ 

大 阪 湾 
（５） 

８３ 垂 水 海 域 沖 合 
 北緯 34°36′36″ 
 東経 135° 5′32″ 

Ａ Ⅱ 

 



 

32 

補 22 

※ 西部都市河５地点については、 
ローリング地点のため平成 20 年度は
測定を行っていない。 
（図中（番号）○で表示） 

Ⅱ 
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凡 例 

水域境界 
環境基準類型 
独自調査地点（補助地点） 
測定地点（測定計画） 
環境基準点 

ABCE,Ⅱ 

図 2－1－1 河川・湖沼調査地点図 



 
 

凡 例 

N･Pの環境基準類型の境界 

COD等の環境基準類型の境界 

海水浴場 

測定地点（測定計画） 
環境基準点 
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図 2－1－2 海域調査地点図 



② 公共用水域の類型指定状況 
 

表 2-1-1 神戸市域内における「生活環境の保全に関する環境基準」の水域類型指定状況 

区分 水域 水域の範囲 類型 

武庫川中流 三田市大橋から仁川合流点まで Ｂ 

上流 伊川合流点より上流 Ｂ 
明石川 

下流 伊川合流点より下流 Ｃ 

志染川 呑吐ダム上流端から上流の本流 Ｂ 

伊 川 明石川との合流点から上流の本流 Ｃ 

河川 

福田川 福田川本流全域 Ｅ 

ＣＯＤ等 Ａ 
湖沼 千苅水源池 

千苅ダムのえん堤及びこれに接続す

る陸岸に囲まれた水域 全燐 Ⅱ 

兵庫運河 新川運河を含む ＣＯＤ等 Ｃ 

ＣＯＤ等 Ａ～Ｃ海域 

大阪湾 図 2-1-3 の水域 
全窒素・全燐 Ⅱ～Ⅳ

◆ 各類型の指定年月日、達成期間、基準値等の詳細は、第５章に記載する。 
 
 
 

 

 

 

 
神戸市 

 
C(ﾛ)  

 

 

 

 

 

 

 

 

全窒素,全燐  

 

 

 

Ⅱ類型 
図 2－1－3  海域における「生活環境の保全に関する環境基準」の水域類型指定状況 
COD,pH,DO,大腸菌群数,n-ヘキサン抽出物
大阪湾（ﾊ）
大阪湾（ﾛ） 

Ⅲ類型 
大阪湾（ｲ） 

Ⅳ類型 



(3)　平成20年度水質測定計画

　①　河川
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1 武庫川 亀冶橋 12 12 12 12 12 12 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
武 2 武庫川 大岩橋 12 12 12 12 12 12 4 4 4 4 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4 2 2 1 1 1 1 4 4 4 4 4 4
庫 4 有馬川 長尾佐橋 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 2 2 4 4 4 4 4
川 6 有馬川 月見橋 12 12 12 12 12 12 4 4 4 4 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4 2 2 2 4 4 4 4 4 4
水 9 有野川 流末 12 12 12 12 12 12 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
系 10 八多川 才谷橋 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
11 長尾川 大江橋 12 12 12 12 12 12 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
12 大沢川 万歳橋 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 4 4 4 4 4
14 淡河川 万代橋 12 12 12 12 12 12 4 4 4 4 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4 2 2 2 4 4 4 4 4 4
16 志染川 坂本橋 12 12 12 12 12 12 12 4 4 4 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 6 2 2 2 2 4 4 4 4 4 4
18 明石川 藤原橋 12 12 12 12 12 12 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
19 明石川 玉津大橋 12 12 12 12 12 12 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

明 20 明石川 上水源取水口 12 12 12 12 12 12 12 4 4 4 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 2 2 2 2 2 4 4 4 4 4 4
石 21 木津川 流末 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
川 22 木見川 流末 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
水 23 櫨谷川 流末 12 12 12 12 12 12 12 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
系 25 伊川 水道橋 12 12 12 12 12 12 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
27 伊川 二越橋 12 12 12 12 12 12 12 4 4 4 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 4 4 4 4 4 4
補6 明石川 旧水源 12 12 12 12 12 12 12 4 4 12 4 12 12 12 4
補22 明石川 西戸田 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
瀬 28 鰈川 西区岩岡町 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 4 4 4 4 4
戸 29 印篭川 西区岩岡町 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 4 4 4 4 4
30 要玄寺川 琴田橋 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 4 4 4 4 4
31 天上川 天上川橋 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 4 4 4 4 4
32 住吉川 住吉川橋 12 12 12 12 12 12 12 4 4 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4 2 2 1 1 1 1 4 4 4 4 4
33 天神川 辰巳下橋 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 4 4 4 4 4
34 石屋川 石屋川橋 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1     4 4 4 4 4
35 高羽川 玉利橋 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 4 4 4 4 4
36 都賀川 昌平橋 12 12 12 12 12 12 12 4 4 4 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4 2 2 1 1 1 1 4 4 4 4 4
37 西郷川 流末 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 4 4 4 4 4
38 生田川 小野柄橋 12 12 12 12 12 12 12 4 4 4 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4 2 2 1 1 1 1 4 4 4 4 4
39 布引貯水池 水源池上流 1 12 12 12 12 12 12 12 12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 12 12 12 1 12
40 宇治川 山手幹線上流 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1     4 4 4 4 4
41 新湊川 南所橋 12 12 12 12 12 12 12 4 4 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4 2 2 1 1 1 1 4 4 4 4 4
42 天王谷川 雪御所公園東
43 烏原川 水源池上流 1 12 12 12 12 12 12 12 12 4 4 4 4 4 4 4 1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 12 4 4 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4 4 4 12 12 12 12 4 12
44 イヤガ谷川 水源池上流 1 12 12 12 12 12 12 12 12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 1 1 1 1 1 12 12 12 12 1 12
45 烏原水源池 取水塔前 24 24 24 24 24 24 24 24 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 24 8 8 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 8 8 8 8 8 24 24 24 24 8 8 24
46 苅藻川 八雲橋
47 妙法寺川 若宮橋 12 12 12 12 12 12 4 4 4 4 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4 2 2 4 4 4 4 4
48 千森川 流末
49 一の谷川 流末
50 塩屋谷川 流末
51 福田川 福田橋 12 12 12 12 12 12 12 4 4 4 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 4 4 4 4 4
52 山田川 山田橋 12 12 12 12 12 12 6 4 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 4 4 4 4 4
※　№45烏原水源池・取水塔前は、計画には挙げているが、平成13年度より工事のため貯水しておらず、平成20年度も欠測であった。

　②　湖沼
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Ｓ
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3 千苅水源 取水塔前(表層) 12 12 12 12 12 12 12 12 4 4 4 4 4 4 4 1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 12 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4 4 4 4 12 12 12 12 4 4 12
取水塔前(下層) 12 12 12 12 12 12 12 12 4 4 4 4 4 4 4 1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 12 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4 4 4 4 12 12 12 12 4 4 12

補21 衝原湖 取水塔前(表層) 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 1 1 1 1 4 4 4 4 4
取水塔前(下層) 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 1 1 1 1 4 4 4 4 4

生活環境項目

要監視項目

流
域
名

健康項目

測
定
点
№

地点名

流
量

水域名

流
域
名

ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
生
成
能

特殊項目 その他の項目要監視項目

ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
生
成
能

特殊項目 その他の項目

測
定
点
№

水域名 地点名

流
量

健康項目生活環境項目

武庫
川

加古
川

加
古
川

東
部
都
市
河
川

西
部
都
市
河
川



③　海域
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型
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56 第2工区南･六甲大橋 12 12 12 6 12 12 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 12 12 12 12 12 12 12 12 12 6 6

59 葺合港･摩耶大橋 12 12 12 6 2 12 12 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 12 12 12 12 12 12

61 神戸港東･神戸大橋 12 12 12 6 12 12 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 12 12 12 12 12 12 12 12 12 6 6

64 兵庫運河・材木橋 12 12 12 6 2 12 12 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 12 12 12 12 6

65 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ南･沖合(3) 12 36 36 6 2 36 36 1 36 12 36 36 36 36 12 12 12 6 6

76 第4工区南･沖合(1) 12 36 36 6 36 36 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 36 12 36 36 36 36 20 12

79 ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ東･第6防波堤北 12 36 36 6 36 36 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 36 12 36 36 36 36 12 12 12 6 6

80 神戸港･中央 12 36 36 6 36 36 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 36 12 36 36 36 36 20 12

62 ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ南･沖合(1) 12 36 36 6 36 36 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 36 12 36 36 36 36 12 12 12 6 6

66 第1防波堤南･沖合 12 36 36 6 36 36 1 36 12 36 36 36 36 12 12 12 6 6

67 苅藻南･神戸灯台南 12 12 12 6 2 12 12 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 12 12 12 12 12 12 12 12 12 6 6

68 苅藻島南･沖合 12 36 36 6 36 36 1 36 12 36 36 36 36 12 12

77 第4工区南･沖合(2) 12 36 36 6 36 36 1 36  12 36 36 36 36 12 12  

78 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ南･観測塔 12 36 36 6 36 36 1 36 12 36 36 36 36 12 12

81 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ南･沖合(2) 12 36 36 6 2 36 36 1  36 12 36 36 36 36 20 12 12 6 6

70 須磨港･西防波堤 12 12 12 6 2 12 12 1 12 12 12 12 12 12     

71 須磨海域・JR須磨駅前 12 12 12 6 2 12 12 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 12 12 12 12 12 12 12 12 12 6 6

72 須磨海域・海釣公園 12 12 12 6 2 12 12 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 12 12 12 12 12 12     

74 垂水海域・垂水漁港 12 12 12 6 2 12 12 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 12 12 12 12 12 12 12 12 12 6 6

75 舞子海域・舞子漁港 12 12 12 6 2 12 12 1 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 12 12 12 12 12 12

82 ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ南･沖合(3) 12 36 36 6 2 36 36 1 36 12 36 36 36 36 20 12 12 6 6

83 垂水海域･沖合 12 36 36 6 2 36 36 1 36  12 36 36 36 36 20 12 12 6 6

※

その他の項目

測
定
点
№

地点名

健康項目 要監視項目生活環境項目

測定数36の項目は、３層（表中層・中下層・底層）で年12回測定を行った項目である。なお、溶解性CODは、年12回のうちの4回について、5
地点で表中層に加えて中下層及び底層での測定を行ったため、この地点での測定数は20となっている。

B
類
型

A
類
型

C
類
型



(4) 水質汚濁に係る環境基準の達成状況（平成 20 年度） 

水質汚濁に係る環境基準には、全公共用水域に適用される「人の健康の保護に関

する環境基準」と、類型指定された水域について適用される「生活環境の保全に関

する環境基準」とがある。平成 20 年度の環境基準達成状況は、以下のとおりであ

る。なお、環境基準の詳細については、第Ⅵ章に記載する。 

 

①「人の健康の保護に関する環境基準」の達成状況 

41地点（河川 27地点、湖沼１地点、海域 13地点）で人の健康の保護に関する項目（26

項目）の調査を行った結果、生田川の１地点で砒素が、有馬川の１地点でふっ素とほう素

が環境基準値を超過して検出されたが、いずれも自然的要因と考えられる。 

○ 砒 素：生田川・小野柄橋 年平均値 0.013mg/L（環境基準 0.01mg/L 以下） 

○ ふっ素：有馬川・長尾佐橋 年平均値 0.95mg/L（環境基準 0.8mg/L 以下） 

○ ほう素：有馬川・長尾佐橋 年平均値 1.3 mg/L（環境基準 1 mg/L 以下） 

 

②「生活環境の保全に関する環境基準」の達成状況 

ア．河川の環境基準達成状況 

河川の環境基準点における環境基準の達成状況を、表 2-1-2 に示す。河川の有機

汚濁の代表的指標であるＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）をみると、環境基準の

水域類型指定がなされている４河川の環境基準点においては、平成 19 年度に引き

続き、環境基準を達成した。 

 
表 2-1-2 環境基準点における平成 20 年度の環境基準の達成状況（河川） 

下段（ ）内は平成 19 年度の値 

適合率（％） 

水域名 
類
型 
環 境 
基 準 点 pH BOD SS DO 

大腸
菌 
群数

ＢＯＤ 

７５％ 

水質値 

(mg／L） 

ＢＯＤ 
環境基準値

達成
状況

明石川 Ｂ 上水源取水口 
100 

(100) 

100 

(92)

100 

(92)

100 

(100)

100 

(100)

1.1 

(1.2) 

○ 
(○)

志染川 Ｂ 坂 本 橋 
67 

(50) 

100 

(100)

100 

(100)

100 

(100)

92 

(92)

1.1 

(1.1) 

3mg/L 

以下 ○ 
(○)

伊  川 Ｃ 二 越 橋 
75 

(67) 

100 

(100)

100 

(100)

100 

(100)
― 

1.3 

(1.5) 

5mg/L 

以下 

○ 
(○)

福田川 Ｅ 福 田 橋 
17 

(17) 

100 

(100)

100 

(100)

100 

(100)
― 

1.7 

(2.0) 

10mg/L 

以下 

○ 
(○)

◆ 適合率(%)＝{(環境基準に適合している検体数)÷(全測定検体数)}×100 

◆ 75%水質値とは､測定データ（総数 n 個）をその小さいものから順に並べて 0.75×n 番目の測定データを

いい、環境基準の達成状況を評価する場合に用いる値。 

 

イ．湖沼の環境基準達成状況 

湖沼の環境基準点である千苅水源池におけるＣＯＤ等の環境基準の達成状況を、

表 2-1-3 に示す。湖沼の有機汚濁の代表的指標であるＣＯＤ（化学的酸素要求量）

をみると、平成 20 年度は、環境基準を達成しなかった(19 年度も非達成)。 



表 2-1-3 環境基準点における平成 20 年度の環境基準の達成状況（湖沼） 

下段（ ）内は平成 19 年度の値 

適合率（％）（表層・下層平均値で評価） 

水域名 
類
型 
環 境 
基 準 点 pH COD SS DO 

大腸菌

群数 

ＣＯＤ
７５％
水質値 
(mg/L) 

ＣＯＤ 
環境基準値 

達成
状況

千苅水源池 Ａ 取水塔前 
92 
(92) 

58 
(43)

92 
(100)

50 
(58)

75 
(83)

4.0 
(3.6) 

３mg/L 
以下 

× 
（×）

千苅水源池については、平成 14 年４月、全燐に関する環境基準のⅡ類型に指定さ

れ、平成 22 年度を目標とする暫定目標が設定されている。平成 20 年度は、環境基

準、暫定目標とも達成しなかった（表 2-1-4）。 

 
表 2-1-4 平成 20 年度の全燐に係る環境基準の達成状況（湖沼） 

下段（ ）内は平成 19 年度の値 

水 域 名      
類 

型 

環境 

基準点 

年平均値（表層）

（mg／L） 

環境基準値

（mg／L）

環境基準

達成状況

暫定目標 

（mg／L） 

暫定目標

達成状況

千苅水源池 Ⅱ 取水塔前 
0.026 

(0.019) 
0.01 

× 

（×） 
0.019 

× 

(○) 

 

ウ．海域の環境基準達成状況 

海域の環境基準点である兵庫運河・材木橋におけるＣＯＤ等の環境基準の達成

状況を、表 2-1-5 に示す。海域の代表的指標であるＣＯＤについてみると、平成

19 年度に引き続き環境基準を達成した。 

 
表 2-1-5 環境基準点における平成 20 年度の環境基準の達成状況（海域） 

下段（ ）内は平成 19 年度の値 

適合率（％） 

水域名 
類
型 
環境基準点 

pH COD DO 

ＣＯＤ
７５％
水質値 
(mg/L) 

ＣＯＤ 
環境基準値 

達成
状況

兵 庫 運 河 Ｃ 材 木 橋 
83 

(100)

100 

(100)

100 

(100)

5.0 

(4.1) 

８mg/L 

以下 

○ 

(○)

 

神戸海域（大阪湾）の調査地点について、ＣＯＤの環境基準値と比較すると、

Ｃ類型では全地点で環境基準値を下回ったが、Ａ類型では７地点中６地点で、Ｂ

類型では、全地点で環境基準値を超過した（表 2-1-6）。 

 

表 2-1-6 平成 20 年度の類型ごとのＣＯＤ値と環境基準値との比較（海域） 

( )内は平成 19 年度の値 

類
型 

75％水質値の 

類型平均値 
環境基準値 環境基準値超過地点／測定地点 

Ａ 3.2mg/L（3.2） ２mg/L 以下 ６／７（７／７） 
Ｂ 4.7mg/L（4.6） ３mg/L 以下 ７／７（７／７） 
Ｃ 5.1mg/L（5.2） ８mg/L 以下 ０／７（０／７） 

 

なお、大阪湾については、平成７年２月、全窒素及び全燐に関する環境基準の

類型指定がなされている。全窒素及び全燐の環境基準と、平成 20 年度の神戸海域

における類型毎の平均値との比較を、表 2-1-7 に示す。 

 



表 2-1-7 全窒素、全燐の平成 20 年度の状況 

( )内は平成 19 年度の値 

平成 20 年度 
項目 類型 環境基準値 

類型平均値 適合状況 

Ⅱ類型 0.3 mg／L 以下 0.32 mg/L  (0.30) × (○) 

Ⅲ類型 0.6 mg／L 以下 0.48 mg/L  (0.43) ○ (○) 

 

全窒素 

Ⅳ類型 １ mg／L 以下 0.73 mg/L  (0.64) ○ (○) 

Ⅱ類型 0.03 mg／L 以下 0.035 mg/L (0.032) × (×) 

Ⅲ類型 0.05 mg／L 以下 0.050 mg/L (0.046) ○ (○) 

 

全燐 

Ⅳ類型 0.09 mg／L 以下 0.065 mg/L (0.058) ○ (○) 

◆評価方法：各測定地点の表層または表中層の年平均値を水域類型別に平均した値で評価。 

 



(5) 河川の水質状況 

平成20年度の河川の水質（ＢＯＤ75％水質値）を表2-1-8に示す。 

表2-1-8 河川の水質（ＢＯＤ75％水質値：mg／L）の状況（平成20年度） 

水

域 
№ 河川名 測定地点名 

BOD75% 

水質値 

水

域
№ 河川名 測定地点名

BOD75% 

水質値 

1 武庫川 亀治橋 1.5 30 要玄寺川 琴田橋 1.4 

2 武庫川 大岩橋 1.5 31 天上川 天上川橋 1.5 

4 有馬川 長尾佐橋 1.0 32 住吉川 住吉川橋 0.7 

6 有馬川 月見橋 1.4 33 天神川 辰巳下橋 2.8 

9 有野川 流  末 1.5 34 石屋川 石屋川橋 1.0 

10 八多川 才谷橋 1.7 35 高羽川 玉利橋 3.2 

11 長尾川 大江橋 4.9 36 都賀川 昌平橋 0.6 

12 大沢川 万歳橋 1.3 37 西郷川 流末 1.3 

14 淡河川 万代橋 1.1 38 生田川 小野柄橋 0.9 

北
神
水
域 

16 志染川 坂本橋 1.1 39 布引水源池 水源池上流 <0.5 

18 明石川 藤原橋 1.4 

東
部
都
市
河
川 
40 宇治川 山手幹線上流 1.4 

19 明石川 玉津大橋 1.3 41 新湊川 南所橋 1.4 

20 明石川 上水源取水口 1.1 42 天王谷川 雪御所公園東 －☆ 

21 木津川 流  末 0.5 43 烏原川 水源池上流 0.7 

22 木見川 流  末 0.9 44 イヤガ谷川 水源池上流 0.8 

23 櫨谷川 流末 1.3 45 烏原水源池 取水塔前  －※ 

25 伊 川 水道橋 1.4 46 苅藻川 八雲橋 －☆ 

27 伊 川 二越橋 1.3 47 妙法寺川 若宮橋 1.8 

補6 明石川 旧水源 4.6 48 千森川 流末 －☆ 

補22 明石川 西戸田 0.9 49 一の谷川 流末 －☆ 

28 鰈川 西区岩岡町 0.9 50 塩屋谷川 流末 －☆ 

西
神
水
域 

29 印籠川 西区岩岡町 2.1 51 福田川 福田橋 1.7 

     

西
部
都
市
河
川 

52 山田川 山田橋 2.0 

※ No.45 烏原水源池は、平成 13 年度より工事のため貯水していない。平成 20 年度も欠測であった。 

☆ 西部都市河川のうち小規模河川については、ローリング方式のため平成 20 年度は測定していない。 
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図 2－1－4 河川におけるＢＯＤ（75％水質値）の分布状況（平成 20 年度） 



 

神戸市の河川は、市街地を流れる都市河川水域と、北神水域（武庫川水系・加古川水系）、

西神水域（明石川水系・瀬戸川水系）に区分することができる。 

都市河川水域は、昭和 40 年代には急激な都市化の進展等により汚濁の程度が非常に高かっ

たが、法令に基づく規制・指導の強化や、下水道の整備等生活排水対策の推進により、著し

く水質の改善が進み、昭和 50 年代からは全般的に良好な水質で推移している。 

北神水域は、北区の丘陵地域を流下しているが、比較的流量が多く、昭和 40 年代より水質

汚濁の程度は都市河川水域等に比べて良好で、近年は生活排水対策の進捗によりさらに水質

の改善が進んでいる。また、近年の宅地開発等により急激に人口定着が進んだ地域の河川で

は、昭和 50 年代には汚濁の程度が高かったが、生活排水対策の推進により、近年は良好な水

質を維持している。 

西神水域でも同様に、昭和 50 年代には汚濁の程度が高かった河川が見られたが、その後水

質の改善が進み、近年は良好な水質で推移している。 

水域毎のＢＯＤ（75％水質値）の経年変化を図 2-1-5 に示す。 
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① 北神水域 

北神水域は、武庫川水系と加古川水系に分けられる。いずれも北区の丘陵地域を流下して

おり、比較的流量が多く、農業用水や下流部で上水源として利用されている。昭和 40 年代

から 50 年代にかけては、宅地開発等により急激に人口定着が進み生活排水の影響を受けた

河川で、やや水質の悪化が見られたが、近年は下水道の整備や活排水対策の進捗などによ

り、改善が進んでおり、近年は良好な水質で推移している。 

なお、志染川（Ｂ類型）の環境基準点である志染川・坂本橋では、昭和 63 年度以降、Ｂ

ＯＤの環境基準（３mg/L 以下）を達成している。 
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図 2-1-6 北神水域の水質の経年変化（ＢＯＤ75％値） 

 
② 西神水域 

西神水域は、比較的流量が豊富で農業用水や明石市の上水源として利用されている明石川

水系と、明石市の都市河川である瀬戸川水系とに分けられる。 

明石川も、昭和 40 年代から 50 年代にかけては、生活排水や工場等からの排出水の影響等

を受けて、汚濁の程度が高い地点が見られたが、下水道の整備、生活排水対策や工場・事

業場対策が進んだ結果、近年は良好な水質で推移している。また、瀬戸川水系は、西区岩

岡町を流下する比較的小規模な河川であり、年度により変動も見られるが、おおむね良好

な水質で推移している。 

なお、明石川（Ｂ類型；ＢＯＤの環境基準３mg/L 以下）の環境基準点である上水源取水

口では昭和 48 年度から、伊川（Ｃ類型；同 ５mg/L 以下）の環境基準点である二越橋では

平成元年度以降、ともにＢＯＤの環境基準を達成している。 
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図 2-1-7 西神水域の水質の経年変化（ＢＯＤ75％値） 

 

③ 都市河川水域 

東灘区から垂水区の旧市街地を六甲山から大阪湾に向かって流下する都市河川は、比較

的小規模な急勾配の河川が多い。昭和 40 年代以降は、かなり汚濁の程度が高かったが、下

水道の普及に伴い、水質は大幅に改善された。ただし一部の河川では、下水処理場からの

放流水に含まれる硝化菌の影響を受けてＢＯＤ値が高くなる現象が見られたが、高度処理

化等の対策がとられたことにより、近年ではいずれの河川で良好な水質が維持されている。

なお、福田川（E 類型）の環境基準点である福田橋では、平成 5 年度以降ＢＯＤの環境基

準（10mg/L 以下）を達成している。 
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図 2-1-8 都市河川水域の水質の経年変化（ＢＯＤ75％値） 

 



(6) 湖沼の水質状況 

千苅水源池は有効水深27m、満水面積112万㎡、貯水量1,160万ｍ３の人工湖沼で､本市の貴重

な自己水源となっている。 

昭和53年３月、千苅水源池について湖沼の環境基準Ａ類型が指定された。 

また、平成14年４月には同水源池に全燐について環境基準Ⅱ類型が指定された。 

千苅水源池における水質の経年変化を図2-1-5に示す。 

平成20年度の測定結果をみると、湖沼における有機汚濁の代表的指標であるＣＯＤの75％水

質値については4.0mg/Lで環境基準（3mg/L以下）を達成しなかった。（平成19年度も3.6mg/Lで

環境基準を非達成）。また、富栄養化の原因物質であるＴ－Ｐについては、年平均値が0.026mg/L

であり、環境基準（0.01mg/L以下）、暫定目標（0.019mg/L）ともに達成しなかった（平成19年

度は0.019mg/Lで環境基準は非達成、暫定目標は達成）。 

長期的には、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐとも、概ね横ばい傾向で推移している。 
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図 2-1-9 千苅水源池における水質の経年変化 



(7) 海域の水質状況 

① ＣＯＤ（表層及び表中層） 

ア．分布状況 

ＣＯＤの平成 20 年度の 75％水質値を、地点毎に表 2-1-9 及び図 2-1-10 に示す。 

神戸海域の西側に位置する明石海峡から、東側に位置する大阪湾奥部に向かって、

ＣＯＤ濃度が高くなる傾向が見られた。 

表 2-1-9 海域のＣＯＤ（75％水質値：mg／L）の状況（平成 20 年度） 

類型 № 海域名 測定地点名 75％水質値 

64 兵庫運河 材木橋 ５．０ 

56 第 2 工区南 六甲大橋 ５．７ 

59 葺合港 摩耶大橋 ４．２ 

61 神戸港東 神戸大橋 ４．８ 

65 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ南 沖合(3) ６．１ 

76 第 4 工区南 沖合(1) ５．８ 

79 ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ東 第 6 防波堤北 ４．７ 

Ｃ
類
型 

80 神戸港 中央 ４．７ 

62 ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ南 沖合(1) ４．３ 

66 第一防波堤南 沖合 ４．２ 

67 苅藻南 神戸灯台南 ４．３ 

68 苅藻島南 沖合 ４．４ 

77 第 4 工区南 沖合(2) ５．５ 

78 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ南 観測塔 ５．４ 

Ｂ
類
型 

81 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ南 沖合(2) ４．７ 

70 須磨港 西防波堤 ３．５ 

71 須磨海域 ＪＲ須磨駅前 ３．２ 

72 須磨海域 海釣公園 ３．９ 

74 垂水海域 垂水漁港 ３．５ 

75 舞子海域 舞子漁港 １．８ 

82 ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ南 沖合(3) ４．２ 

Ａ
類
型 

83 垂水海域 沖合 ２．１ 
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図 2-1-10 海域におけるＣＯＤ（75％水質値）の分布状況 



イ.経年変化 

神戸海域（大阪湾）の有機汚濁の代表的指標であるＣＯＤ（75％水質値）の類型

別平均値（兵庫運河を除く、以下同じ）の経年変化を図 2-1-11 に示す。平成 20 年

度は、Ａ類型 3.2mg／L、Ｂ 類型 4.7mg／L、Ｃ類型 5.1mg／L で、例年並みの数値で

あり、経年的にはほぼ横ばいで推移している。 

 

3.2

4.7

5.1

0

2

4

6

8

S
59 60 6
1

6
2

6
3

H
1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
0

1
1

1
2

1
3

14 15 1
6

1
7

1
8

1
9

20

(年度）

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
m
g／
L
）

Ａ類型

Ｂ類型

Ｃ類型

図 2-1-11 海域における COD（75％水質値）の経年変化 
 

ウ．月別変化 
神戸海域におけるＣＯＤの類型別の月別変化を図 2-1-12 に示す。 

各類型とも概ね春季から夏季に濃度が高く、秋季から冬季に濃度が低くなる傾向を

示した。 
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図 2-1-12  海域におけるＣＯＤの月別変化（平成 20 年度） 



エ．構成比率 

 ＣＯＤに占める溶解性ＣＯＤ（0.45μｍのメンブランフィルターでろ過した後のＣＯＤ）と

懸濁性ＣＯＤ（全ＣＯＤから溶解性ＣＯＤを差し引いた値）の構成比率を図 2-1-13 に示す。

各類型とも溶解性ＣＯＤはあまり変動しないが、懸濁性ＣＯＤは、春季から夏季にやや高く、

秋季から冬季に低い傾向を示していた。またＡ類型よりＢ、Ｃ類型で懸濁性ＣＯＤの比率が高

くなっていた。懸濁性ＣＯＤの多くがプランクトン等の増殖により付加されたＣＯＤ（海域の

内部で生産されたＣＯＤ）であると推測される。 
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（注） グラフは、溶解性ＣＯＤ

したもの。 
図2-1-13  ＣＯＤ構成比率の月別変化（平成20年度）
を測定している 17地点（Ａ類型4地点、Ｂ類型7地点、Ｃ類型6地点）の値を集計



② 全窒素（表層及び表中層） 

ア．分布状況 

全窒素（表層及び表中層）の平成 20 年度の年平均値を、地点毎に表 2-1-10 に示す。 

神戸海域の西側に位置する明石海峡から東側に位置する大阪湾奥部に向かって全窒素

濃度が高くなる傾向がみられた。 

 

表 2-1-10 海域の全窒素（年平均値：mg／L）の状況（平成 20 年度) 

類型 № 海域名 測定地点名 年平均値 

６４ 兵庫運河 材木橋 １．７ 

５６ 第２工区南 六甲大橋 ０．８５ 

５９ 葺合港 摩耶大橋 ０．５０ 

６１ 神戸港東 神戸大橋 ０．４５ 

６５ 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ南 沖合(３) ０．７２ 

７６ 第４工区南 沖合(１) ０．６６ 

７９ ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ東 第 6 防波堤北 ０．５２ 

Ⅳ

類

型 

８０ 神戸港 中央 ０．３９ 

６２ ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ南 沖合(１) ０．５０ 

６６ 第一防波堤南 沖合 ０．４０ 

６７ 苅藻南 神戸灯台南 ０．４０ 

６８ 苅藻島南 沖合 ０．３５ 

７７ 第４工区南 沖合(２) ０．６４ 

７８ 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ南 観測塔 ０．５６ 

Ⅲ
類
型 

８１ 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ南 沖合(２) ０．４９ 

７０ 須磨港 西防波堤 ０．４３ 

７１ 須磨海域 ＪＲ須磨駅前 ０．３３ 

７２ 須磨海域 海釣公園 ０．３１ 

７４ 垂水海域 垂水漁港 ０．３０ 

７５ 舞子海域 舞子漁港 ０．２２ 

８２ ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ南 沖合（３) ０．３８ 

Ⅱ
類
型 

８３ 垂水海域 沖合 ０．２７ 

 



イ．経年変化 

全窒素の年平均値の経年変化を水域の類型別に図 2-1-14 に示す。 

Ⅲ類型及びⅣ類型では漸減傾向であるが、Ⅱ類型は横ばいで推移している。 

また、兵庫運河は、神戸海域より高い値で推移しているが、近年はやや改善してきている。 
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 図 2-1-14  海域における全窒素の経年変化（年平均値） 

 (注) 日

 
ウ．月別変化 

全窒素の月別変化を図 2-1-15 に示す。濃度は各月ともⅡ類型がもっとも低く、次いでⅢ

Ⅳ類型の順で高くなっていた。季節毎の傾向は特に見られなかったが、Ⅳ類型では 12 月

に高くなっており、またⅢ類型では月毎の変動が大きかった。 
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図 2-1-15  海域におけるＴ－Ｎの月別変化（平成 20 年度）
全窒素及び全燐について大阪湾水域を対象に水域指定がなされたのは、平成 7 年 2 月 28
である。 



エ．構成比率 

 全窒素に占める各態窒素の割合を、図 2-1-16 に示す。全窒素濃度は月毎にばらつきがある

が、概ね春季から夏季に有機態窒素の濃度がやや高くなっており、特にⅢ・Ⅳ類型でその傾向

が顕著であった。また、有機態窒素及び硝酸性窒素の量がⅣ類型で多く、次いでⅢ類型、Ⅱ類

型の順になっていた。
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図 2-1-16  窒素の構成比率の月別変化（平成20年度） 



③ 全燐（表層及び表中層） 

ア．分布状況 

全燐（表層及び表中層）の平成 20 年度の年平均値を、地点毎に表 2-1-11 に示す。 

神戸海域の西側に位置する明石海峡から東側に位置する大阪湾奥部に向かって全燐濃

度が高くなる傾向がみられた。 

 

表 2-1-11 海域の全燐（年平均値：mg／L）の状況（平成 20 年度） 

類型 № 海域名 測定地点名 年平均値 

６４ 兵庫運河 材木橋 ０．０６５ 

５６ 第２工区南 六甲大橋 ０．０９１ 

５９ 葺合港 摩耶大橋 ０．０６１ 

６１ 神戸港東 神戸大橋 ０．０５２ 

６５ 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ南 沖合(３) ０．０７４ 

７６ 第４工区南 沖合(１) ０．０７１ 

７９ ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ東 第 6 防波堤北 ０．０５８ 

Ⅳ

類

型 

８０ 神戸港 中央 ０．０４４ 

６２ ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ南 沖合(１) ０．０５２ 

６６ 第一防波堤南 沖合 ０．０４３ 

６７ 苅藻南 神戸灯台南 ０．０４２ 

６８ 苅藻島南 沖合 ０．０３８ 

７７ 第４工区南 沖合(２) ０．０６９ 

７８ 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ南 観測塔 ０．０５９ 

Ⅲ
類
型 

８１ 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ南 沖合(２) ０．０５１ 

７０ 須磨港 西防波堤 ０．０４１ 

７１ 須磨海域 ＪＲ須磨駅前 ０．０３５ 

７２ 須磨海域 海釣公園 ０．０３６ 

７４ 垂水海域 垂水漁港 ０．０３５ 

７５ 舞子海域 舞子漁港 ０．０２８ 

８２ ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ南 沖合(３) ０．０４０ 

Ⅱ
類
型 

８３ 垂水海域 沖合 ０．０３４ 

 



イ．経年変化 

全燐の年平均値の経年変化を水域の類型別に図 2-1-17 に示す。 

いずれの類型も、ほぼ横ばい傾向で推移している。兵庫運河は、昭和 60 年代から平成の初

め頃には神戸海域よりやや高い数値であったが、近年は改善しており、神戸海域と同程度の

数値で推移している。 
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図 2-1-17 海域における全燐の経年変化（年平均値） 

 (注) 日
で

 
ウ．月別変化

全燐の季

向を示すが、
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全窒素及び全燐について大阪湾水域を対象に水域指定がなされたのは、平成 7 年 2 月 28
ある。 
 

節変化を図 2-1-18 に示す。Ⅲ・Ⅳ類型では、例年概ね春季から夏季に高くなる傾

平成 20 年度は 9 月に低い数値を示した。 
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図 2-1-18 海域における全燐の月別変化（平成 20 年度） 

 



エ．構成比率 

 全燐に占める無機態燐（燐酸性燐）及び有機態燐の割合を、図 2-1-19 に示す。概ね春季から

夏季に有機態燐の割合が高くなっており、Ⅲ、Ⅳ類型では概ね夏季に有機態燐の量が多くなって

いたが、各類型とも10月から２月にかけて無機態燐の割合がやや多くなっていた。
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図 2-1-19  燐構成比率の月別変化（平成20年度） 

 



④ ｐＨ（表層及び表中層） 

ア．環境基準適合状況 

平成 20 年度のｐＨ（水素イオン濃度）の環境基準適合状況を表 2-1-12 に示す。 

環境基準に適合しなかった検体は、すべて環境基準値の上限を超過（ｐＨ8.4 以上）

し、アルカリ性側の数値になったものであり、特に夏季に顕著であった。植物プラン

クトンの増殖に伴い、光合成作用の影響を受けたものと推察される。 

 

表2-1-12  ｐＨの環境基準の適合状況 

海域名 
水域

類型 
環境基準値

環境基準適合検体数

／全検体数 

環境基準 

適合率 

Ａ 7.8～8.3 66／84 79% 

Ｂ 7.8～8.3 49／84 58% 神戸海域 

Ｃ 7.0～8.3 50／84 60% 

兵庫運河 Ｃ 7.0～8.3 12／12 100% 

 

イ．月別変化 

神戸海域におけるｐＨの類型別の月別変化を図2-1-20に示す。 

春季から夏季にかけては、Ｂ、Ｃ類型がＡ類型よりやや高い値を示しているが、年

間を通して同程度で推移していた。 

 

7.8

8.0

8.2

8.4

8.6

8.8

9.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Ａ類型

Ｂ類型

Ｃ類型

図 2-1-20 神戸海域におけるｐＨの月別変化（平成 20 年度） 

 

⑤ ＤＯ（表層及び表中層） 

ア．環境基準適合状況 

平成20年度のＤＯ（溶存酸素量）環境基準適合状況を表2-1-13に示す。 

Ｂ類型及びＣ類型では環境基準適合率は100％であったが、Ａ類型では夏季から秋

季を中心に環境基準値（7.5mg／Ｌ）を下回る値が測定された｡ 

 

表2-1-13  ＤＯの環境基準の適合状況 

海域名 
水域

類型 
環境基準値 

環境基準適合検体数／

全検体数 

環境基準 

適合率 

Ａ 7.5mg／Ｌ以上 65／84 77% 

Ｂ 5.0mg／Ｌ以上 84／84 100% 神戸海域 

Ｃ 2.0mg／Ｌ以上 84／84 100% 

兵庫運河 Ｃ 2.0mg／Ｌ以上 12／12 100% 

 



イ．月別変化 

神戸海域におけるＤＯの類型別の月別変化を図2-1-21に示す。 

例年、夏季に低く冬季に高い傾向を示すが、平成20年度は、春季から夏季にかけて

Ｂ，Ｃ類型がＡ類型より高い傾向にある。秋季から冬季にかけては同程度の濃度と

なっている。 

0

5

10

15

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

m
g/
L

Ａ類型

Ｂ類型

Ｃ類型

図 2-1-21 神戸海域におけるＤＯの月別変化（平成 20 年度） 

 

⑥ 透明度 

神戸海域の透明度の月別変化を図2-1-22に示す。 

類型別では、概ねＡ類型の透明度が最も高く、次いでＢ類型、Ｃ類型の順で小さく

なっていた。季節でみると、Ｂ、Ｃ類型で春季から夏季に低く、秋季から冬季に高い

傾向が顕著に現れていた。 
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図 2-1-22 神戸海域における透明度の月別変化（平成 20 年度） 

 

⑦ クロロフィルａ（表層及び表中層） 

神戸海域のクロロフィルａの月別変化を図 2-1-23 に示す。クロロフィルａは植物が

有する色素であり、植物プランクトンの増殖の指標となる。 

類型別にみると、Ｃ類型、Ｂ類型で高く、Ａ類型では低くなっていたが、夏季にそ

の傾向が顕著であった。 
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図 2-1-23 神戸海域におけるクロロフィルａの月別変化（平成 20 年度） 



 
⑧ 鉛直分布 

海域の鉛直分布特性を把握するため、常時監視地点 22 地点のうち、表 2-1-14 に示す 12 地

点で、表中層に加え、中下層（海面下 6ｍ）及び底層（海底上 1ｍ）でも水質測定を行ってい

る。中下層、底層の測定項目は、水温、ＣＯＤ、全窒素(T-N)、アンモニア性窒素(NH4-N)、亜

硝酸性窒素(NO2-N)、硝酸性窒素(NO3-N)、全燐(T-P)、燐酸性燐(PO4-P)、ＤＯの 9 項目である。

なお、№76、№80、№81、№82、№83 の５地点では、溶解性 COD を中下層、底層でも年４回

測定している（表 2-1-15）。 

 
 
 
表 2-1-14 ３層で測定を行っている地点と各地点の水深（平成 20 年度） 

類型 
(※) 
地点
№ 

測定地点名 
水深（ｍ） 

最小～最大（平均） 

８２ ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ南・沖合(3) 16.3～17.4(16.9) Ａ 
(Ⅱ) ８３ 垂水海域・沖合 21.5～23.7(22.4) 

６２ ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ南・沖合(1) 15.9～16.9(16.5) 

６６ 第一防波堤南・沖合 14.0～15.0(14.6) 

６８ 苅藻島南・沖合 14.9～16.1(15.6) 

７７ 第４工区南・沖合(2) 15.4～16.5(16.0) 

７８ 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ南・観測塔 16.2～17.3(16.8) 

Ｂ 
(Ⅲ) 

８１ 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ南・沖合(2) 17.1～18.1(17.7) 

６５ 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ南・沖合(3) 14.6～15.6(15.2) 

７６ 第４工区南・沖合(1) 11.8～13.0(12.5) 

７９ ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ東・第６防波堤北 13.4～14.4(13.8) 

Ｃ 
(Ⅳ) 

８０ 神戸港・中央 9.5～10.6(10.1) 

       ※（ ）内は、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐの類型 

 

表 2-1-15 各層の測定項目 

採取層 採取位置 項  目 

表中層 
海面下0.5m,2.0mの 

等量混合 

一般項目,COD,T-N,NH4-N,NO2-N,NO3-N,T-P,PO4-P, 

DO,pH,大腸菌群数,n-ﾍｷｻﾝ抽出物質,塩素量,溶解性COD,ｸ

ﾛﾛﾌｨﾙ a,健康項目物質,SS 等 

中下層 海面下 6m 

底 層 海底上 1m 

水温,COD,T-N,NH4-N,NO2-N,NO3-N,T-P,PO4-P,DO の 9 項目
 

（※ №76、№80、№81、№82、№83 の５地点で、溶解性 COD

を中下層、底層で年４回測定） 

 



ア．ＣＯＤ 

 ３層で測定を行っている12地点全地点の年平均値は、表中層3.8㎎/Ｌ、中下層2.2㎎/Ｌ、

底層 1.7 ㎎/Ｌであった。植物プランクトンの増殖の影響を受けやすい表中層が高い値となっ

ており、特にＢ類型とＣ類型では、春季から夏季にかけて、その傾向が顕著であった。（図

2-1-24）。
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図2-1-24  水深層別ＣＯＤ濃度の月別変化（水域類型別） 

 



イ．全窒素 

12 地点全地点の年平均値は、表中層 0.49mg/Ｌ、中下層 0.33mg/Ｌ、底層 0.28 ㎎/Ｌと、表

中層が高い値となっている。Ⅲ類型及びⅣ類型で表中層がやや高い月が多かったが、9 月のよ

うに底層の方が高い現象も見られた。（図2-1-25）。 
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図2-1-25  水深層別全窒素濃度の月別変化（水域類型別） 

 



ウ．全燐 

12 地点全地点の年平均値は、表中層 0.053mg/Ｌ、中下層 0.042mg/Ｌ、底層 0.048 ㎎/Ｌと、

表中層がやや高いものの3層の差は小さい。また、Ⅲ、Ⅳ類型で夏季に底層が高い値になって

いるが、貧酸素時の底泥からの溶出などによるものと考えられる（図2-1-26）。 
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図 2-1-26  水深層別全燐濃度の月別変化（水域類型別） 

 



エ．ＤＯ（溶存酸素量） 

12地点全地点の年平均値は、表中層9.7mg/Ｌ、中下層8.0mg/Ｌ、底層6.5mg/Ｌと、下の層

ほど低くなる傾向であった。Ａ類型ではどの季節にも各層の差はあまり見られなかったが、Ｂ、

Ｃ類型では春季から夏季かけて表中層と底層のＤＯ濃度の差が大きくなる傾向であった。また、

７月と８月には、底層ＤＯ濃度が２㎎/Ｌ以下となった貧酸素水隗が出現した地点もみられた

（図2-1-27）。 
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図2-1-27  水深層別ＤＯ濃度の月別変化（水域類型別） 



２．植物プランクトン調査 

（1） 調査の概要 

① 調査の目的 

海域に分布する植物プランクトンの実態を把握するとともに、植物プランクトン

が水質に与える影響等を検討する際の基礎資料とする。 
② 調査期間、頻度 

平成２０年４月～平成２１年３月、月１回（年１２回） 

③ 調査地点（図 2-2-1） 

水質測定計画に基づく調査地点から 12 地点（各水域類型４地点）を選定した。 

 

類型 地点№ 調査地点名 

71 須磨海域・ＪＲ須磨駅前 

74 垂水海域・垂水漁港 

82 ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ南・沖合（3） 

Ａ類型 

83 垂水海域・沖合 

62 ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ南・沖合（1） 

66 第一防波堤南・沖合 

67 苅藻南・神戸灯台南 

Ｂ類型 

81 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ南・沖合（2） 

56 第２工区南・六甲大橋 

61 神戸港東・神戸大橋 

65 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ南・沖合（3） 

Ｃ類型 

79 ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ東・第６防波堤北 
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図 2-2-1 植物プランクトン調査地点図 

 

④ 調査方法 

表中層混合水（水面下-0.5ｍと-2.0ｍの等量混合）を試料とし、中性ホルマリンで

固定の後、種の同定及び細胞数の計測を行った。 

 

 

 



（2） 調査結果 

① 地点別の出現状況 

地点別に植物プランクトンの細胞数をみると、平成 20 年度の全地点の年間平均値

は 22,272×106個／ｍ3で、例年より少なかった前年度（7,875×106個／ｍ3）と比較

すると約８倍の細胞数であった。類型別では、Ａ類型が 11,162×106個／ｍ3で最も

少なく、次いでＢ類型の 23,623×106個／ｍ3、Ｃ類型の 32,031×106個／ｍ3と、概

ね西側海域より東側海域が、沖合いより沿岸部の方が多くなる傾向であった。測定

地点別の年間平均値を図 2-2-2 に示す。 
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 2-2-2 植物プランクトンの測定地点別出現状況（年平均値） 

 

② 月別変化 

植物プランクトン細胞数の月別変化を、図2-2-3に示す。各類型とも同様の推移を

示していた。例年、夏季を中心に植物プランクトン数が多くなるが、平成20年度も、

４月から９月にかけて多く、10月に細胞数が急激に減少している。また、４月から

８月かけては、各類型で細胞数の差が見られた。秋から冬にかけて12月、１月、２

月のように各類型に細胞数に差がない月も見られた。 
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図 2-2-3 植物プランクトン細胞数の月別変化（類型別平均・対数表示） 

 



(3)  月別測定結果

平成20年4月
調査日：平成20年4月23日

優占種

地点 種名
全体個数に
占める割合

No.56 103,370 ×10
6  Skeletonema costatum 102,000 ×10

6
98.7

 Chaetoceros socialis 760 ×10
6

0.7

 Thalassiosira spp. 260 ×10
6

0.3

 Chaetoceros spp. 180 ×10
6

0.2

 Nitzschia pungens 90 ×10
6

0.1

No.61 39,240 ×10
6  Skeletonema costatum 37,600 ×10

6
95.8

 Chaetoceros socialis 610 ×10
6

1.6

 Chaetoceros didymum 250 ×10
6

0.6

 Chaetoceros curvisetus 210 ×10
6

0.5

 Thalassiosira spp. 160 ×10
6

0.4

No.62 90,150 ×10
6  Skeletonema costatum 89,200 ×10

6
98.9

 Chaetoceros socialis 410 ×10
6

0.5

 Chaetoceros curvisetus 140 ×10
6

0.2

 Gymnodinium spp. 120 ×10
6

0.1

 Scrippsiella trochoidea 100 ×10
6

0.1

No.65 69,650 ×10
6  Skeletonema costatum 67,100 ×10

6
96.3

 Fragilaria crotonensis 1,000 ×10
6

1.4

 Heterocapsa triquetra 360 ×10
6

0.5

 Chaetoceros curvisetus 300 ×10
6

0.4

 Chaetoceros socialis 250 ×10
6

0.4

No.66 46,490 ×10
6  Skeletonema costatum 44,700 ×10

6
96.1

 Chaetoceros curvisetus 670 ×10
6

1.4

 Chaetoceros socialis 340 ×10
6

0.7

 Nitzschia pungens 270 ×10
6

0.6

 Chaetoceros spp. 210 ×10
6

0.5

No.67 72,880 ×10
6  Skeletonema costatum 71,600 ×10

6
98.2

 Chaetoceros didymum 320 ×10
6

0.4

 Chaetoceros curvisetus 230 ×10
6

0.3

 Gymnodinium spp. 140 ×10
6

0.2

 Chaetoceros socialis 110 ×10
6

0.2

No.71 61,970 ×10
6  Skeletonema costatum 61,400 ×10

6
99.1

 Chaetoceros spp. 200 ×10
6

0.3

 Gymnodinium spp. 120 ×10
6

0.2

 Thalassiosira spp. 70 ×10
6

0.1

 Nitzschia pungens 50 ×10
6

0.1

No.74 34,490 ×10
6  Skeletonema costatum 33,700 ×10

6
97.7

 Chaetoceros curvisetus 210 ×10
6

0.6

 Nitzschia pungens 160 ×10
6

0.5

 Chaetoceros socialis 120 ×10
6

0.3

 Gymnodinium spp. 110 ×10
6

0.3

No.79 119,440 ×10
6  Skeletonema costatum 118,000 ×10

6
98.8

 Chaetoceros socialis 490 ×10
6

0.4

 Thalassiosira spp. 140 ×10
6

0.1

 Chaetoceros curvisetus 110 ×10
6

0.1

 Chaetoceros didymum 80 ×10
6

0.1

No.81 120,760 ×10
6  Skeletonema costatum 119,000 ×10

6
98.5

 Chaetoceros socialis 620 ×10
6

0.5

 Chaetoceros curvisetus 430 ×10
6

0.4

 Chaetoceros spp. 220 ×10
6

0.2

 Rhizosolenia fragilissima 150 ×10
6

0.1

No.82 73,320 ×10
6  Skeletonema costatum 71,300 ×10

6
97.2

 Chaetoceros socialis 1,210 ×10
6

1.7

 Nitzschia sigma 210 ×10
6

0.3

 Nitzschia pungens 160 ×10
6

0.2

 Thalassiosira spp. 150 ×10
6

0.2

No.83 14,645 ×10
6  Skeletonema costatum 14,400 ×10

6
98.3

 Chaetoceros spp. 110 ×10
6

0.8

 Gymnodinium spp. 50 ×10
6

0.3

 Thalassiosira spp. 47 ×10
6

0.3

 Nitzschia pungens 40 ×10
6

0.3

細胞数/m3

全個体数

細胞数/m3



平成20年5月
調査日：平成20年5月15日

優占種

地点 種名
全体個数に
占める割合

No.56 8,980 ×10
6  Nitzschia pungens 7,820 ×10

6 87.1
 Gymnodinium spp. 440 ×10

6 4.9
 Skeletonema costatum 300 ×10

6 3.3
 Eutreptiella sp. 220 ×10

6 2.4
 Prorocentrum minimum 90 ×10

6 1.0
No.61 6,320 ×10

6  Nitzschia pungens 4,530 ×10
6 71.7

 Eutreptiella sp. 1,300 ×10
6 20.6

 Gymnodinium spp. 330 ×10
6 5.2

 Chaetoceros spp. 100 ×10
6 1.6

 Prorocentrum minimum 60 ×10
6 0.9

No.62 8,167 ×10
6  Nitzschia pungens 7,210 ×10

6 88.3
 Skeletonema costatum 820 ×10

6 10.0
 Gymnodinium spp. 90 ×10

6 1.1
 Rhizosolenia fragilissima 16 ×10

6 0.2
 Chaetoceros spp. 13 ×10

6 0.2
No.65 5,892 ×10

6  Nitzschia pungens 3,960 ×10
6 67.2

 Skeletonema costatum 1,550 ×10
6 26.3

 Gymnodinium spp. 210 ×10
6 3.6

 Eutreptiella sp. 110 ×10
6 1.9

 Scenedesmus spp. 16 ×10
6 0.3

No.66 3,740 ×10
6  Nitzschia pungens 3,480 ×10

6 93.0
 Skeletonema costatum 120 ×10

6 3.2
 Gymnodinium spp. 60 ×10

6 1.6
 Prorocentrum minimum 30 ×10

6 0.8
 Eutreptiella sp. 30 ×10

6 0.8
No.67 2,995 ×10

6  Nitzschia pungens 2,840 ×10
6 94.8

 Gymnodinium spp. 100 ×10
6 3.3

 Skeletonema costatum 24 ×10
6 0.8

 Chaetoceros curvisetus 8 ×10
6 0.3

 Prorocentrum minimum 7 ×10
6 0.2

No.71 983 ×10
6  Nitzschia pungens 940 ×10

6 95.6
 Gymnodinium spp. 20 ×10

6 2.0
 Chaetoceros spp. 9 ×10

6 0.9
 Prorocentrum minimum 6 ×10

6 0.6
 Nitzschia sp. 4 ×10

6 0.4
No.74 46 ×10

6  Nitzschia pungens 19 ×10
6 41.3

 Gymnodinium spp. 16 ×10
6 34.8

 Prorocentrum minimum 9 ×10
6 19.6

 Nitzschia sp. 1 ×10
6 2.2

 Dictyocha fibula 1 ×10
6 2.2

No.79 6,100 ×10
6  Nitzschia pungens 5,330 ×10

6 87.4
 Skeletonema costatum 360 ×10

6 5.9
 Gymnodinium spp. 280 ×10

6 4.6
 Eutreptiella sp. 50 ×10

6 0.8
 Chaetoceros spp. 40 ×10

6 0.7
No.81 8,110 ×10

6  Nitzschia pungens 6,410 ×10
6 79.0

 Skeletonema costatum 1,430 ×10
6 17.6

 Gymnodinium spp. 130 ×10
6 1.6

 Rhizosolenia fragilissima 50 ×10
6 0.6

 Chaetoceros curvisetus 50 ×10
6 0.6

No.82 3,906 ×10
6  Nitzschia pungens 3,750 ×10

6 96.0
 Gymnodinium spp. 120 ×10

6 3.1
 Rhizosolenia fragilissima 16 ×10

6 0.4
 Chaetoceros spp. 11 ×10

6 0.3
 Prorocentrum minimum 3 ×10

6 0.1
No.83 62 ×10

6  Nitzschia pungens 38 ×10
6 61.3

 Gymnodinium spp. 11 ×10
6 17.7

 Prorocentrum minimum 6 ×10
6 9.7

 Nitzschia sp. 4 ×10
6 6.5

 Rhizosolenia fragilissima 2 ×10
6 3.2

細胞数/m3

全個体数

細胞数/m3



平成20年6月
調査日：平成20年6月10日

優占種

地点 種名
全体個数に
占める割合

No.56 136,740 ×10
6  Skeletonema costatum 135,000 ×10

6
98.7

 Gymnodinium spp. 940 ×10
6

0.7

 Prorocentrum minimum 310 ×10
6

0.2

 Gyrodinium spp. 50 ×10
6

0.0

 Protoperidinium spp. 40 ×10
6

0.0

No.61 100,880 ×10
6  Skeletonema costatum 100,000 ×10

6
99.1

 Gymnodinium spp. 410 ×10
6

0.4

 Prorocentrum triestinum 70 ×10
6

0.1

 Protoperidinium bipes 60 ×10
6

0.1

 Scrippsiella spp. 50 ×10
6

0.0

No.62 114,770 ×10
6  Skeletonema costatum 114,000 ×10

6
99.3

 Gymnodinium spp. 470 ×10
6

0.4

 Oltmannsiellopsis viridis 80 ×10
6

0.1

 Protoperidinium bipes 80 ×10
6

0.1

 Prorocentrum minimum 40 ×10
6

0.0

No.65 87,200 ×10
6  Skeletonema costatum 86,000 ×10

6
98.6

 Gymnodinium spp. 1,070 ×10
6

1.2

 Eucampia zoodiacus 40 ×10
6

0.0

 Protoperidinium bipes 20 ×10
6

0.0

 Protoperidinium spp. 20 ×10
6

0.0

No.66 64,410 ×10
6  Skeletonema costatum 63,900 ×10

6
99.2

 Gymnodinium spp. 380 ×10
6

0.6

 Chaetoceros spp. 50 ×10
6

0.1

 Prorocentrum minimum 40 ×10
6

0.1

 Protoperidinium bipes 20 ×10
6

0.0

No.67 107,540 ×10
6  Skeletonema costatum 107,000 ×10

6
99.5

 Gymnodinium spp. 290 ×10
6

0.3

 Prorocentrum minimum 40 ×10
6

0.0

 Protoperidinium bipes 30 ×10
6

0.0

 Protoperidinium spp. 20 ×10
6

0.0

No.71 56,920 ×10
6  Skeletonema costatum 56,500 ×10

6
99.3

 Gymnodinium spp. 280 ×10
6

0.5

 Protoperidinium bipes 40 ×10
6

0.1

 Prorocentrum minimum 20 ×10
6

0.0

 Protoperidinium spp. 20 ×10
6

0.0

No.74 101,960 ×10
6  Skeletonema costatum 101,000 ×10

6
99.1

 Gymnodinium spp. 440 ×10
6

0.4

 Chaetoceros curvisetus 120 ×10
6

0.1

 Rhizosolenia fragilissima 90 ×10
6

0.1

 Protoperidinium bipes 50 ×10
6

0.0

No.79 112,140 ×10
6  Skeletonema costatum 111,000 ×10

6
99.0

 Gymnodinium spp. 760 ×10
6

0.7

 Chaetoceros curvisetus 290 ×10
6

0.3

 Rhizosolenia fragilissima 80 ×10
6

0.1

 Protoperidinium bipes 40 ×10
6

0.0

No.81 119,610 ×10
6  Skeletonema costatum 119,000 ×10

6
99.5

 Gymnodinium spp. 270 ×10
6

0.2

 Chaetoceros curvisetus 140 ×10
6

0.1

 Prorocentrum minimum 50 ×10
6

0.0

 Protoperidinium spp. 40 ×10
6

0.0

No.82 74,060 ×10
6  Skeletonema costatum 73,500 ×10

6
99.2

 Gymnodinium spp. 360 ×10
6

0.5

 Protoperidinium bipes 60 ×10
6

0.1

 Scrippsiella spp. 50 ×10
6

0.1

 Chaetoceros spp. 30 ×10
6

0.0

No.83 12,440 ×10
6  Skeletonema costatum 12,200 ×10

6
98.1

 Chaetoceros curvisetus 110 ×10
6

0.9

 Gymnodinium spp. 70 ×10
6

0.6

 Protoperidinium spp. 30 ×10
6

0.2

 Protoperidinium bipes 20 ×10
6

0.2

全個体数

細胞数/m3 細胞数/m3



平成20年7月
調査日：平成20年7月10日

優占種

地点 種名
全体個数に
占める割合

No.56 64,640 ×10
6  Eutreptiella sp. 42,900 ×10

6
66.4

 Skeletonema costatum 11,000 ×10
6

17.0

 Chaetoceros spp. 4,840 ×10
6

7.5

 Gymnodinium spp. 2,860 ×10
6

4.4

 Cyclotella spp. 1,760 ×10
6

2.7

No.61 7,310 ×10
6  Skeletonema costatum 3,630 ×10

6
49.7

 Chaetoceros spp. 1,280 ×10
6

17.5

 Gymnodinium spp. 650 ×10
6

8.9

 Cyclotella spp. 510 ×10
6

7.0

 Nitzschia sigma 320 ×10
6

4.4

No.62 7,000 ×10
6  Chaetoceros spp. 2,700 ×10

6
38.6

 Skeletonema costatum 2,660 ×10
6

38.0

 Cyclotella spp. 420 ×10
6

6.0

 Gymnodinium spp. 420 ×10
6

6.0

 Nitzschia sigma 250 ×10
6

3.6

No.65 30,720 ×10
6  Skeletonema costatum 21,900 ×10

6
71.3

 Cyclotella spp. 3,230 ×10
6

10.5

 Chaetoceros spp. 3,080 ×10
6

10.0

 Thalassiosira spp. 1,170 ×10
6

3.8

 Eutreptiella sp. 610 ×10
6

2.0

No.66 5,210 ×10
6  Chaetoceros spp. 2,870 ×10

6
55.1

 Skeletonema costatum 910 ×10
6

17.5

 Cyclotella spp. 370 ×10
6

7.1

 Gymnodinium spp. 290 ×10
6

5.6

 Nitzschia sigma 200 ×10
6

3.8

No.67 13,980 ×10
6  Skeletonema costatum 5,790 ×10

6
41.4

 Chaetoceros spp. 4,990 ×10
6

35.7

 Cyclotella spp. 1,250 ×10
6

8.9

 Thalassiosira spp. 953 ×10
6

6.8

 Nitzschia sigma 330 ×10
6

2.4

No.71 5,040 ×10
6  Skeletonema costatum 2,500 ×10

6
49.6

 Chaetoceros spp. 1,450 ×10
6

28.8

 Nitzschia sigma 320 ×10
6

6.3

 Gymnodinium spp. 250 ×10
6

5.0

 Thalassiosira spp. 170 ×10
6

3.4

No.74 3,680 ×10
6  Chaetoceros spp. 1,720 ×10

6
46.7

 Skeletonema costatum 1,430 ×10
6

38.9

 Gymnodinium spp. 190 ×10
6

5.2

 Thalassiosira spp. 170 ×10
6

4.6

 Detonula pumila 70 ×10
6

1.9

No.79 8,040 ×10
6  Chaetoceros spp. 3,610 ×10

6
44.9

 Skeletonema costatum 1,460 ×10
6

18.2

 Cyclotella spp. 792 ×10
6

9.9

 Thalassiosira spp. 760 ×10
6

9.5

 Gymnodinium spp. 500 ×10
6

6.2

No.81 13,000 ×10
6  Skeletonema costatum 5,370 ×10

6
41.3

 Chaetoceros spp. 4,800 ×10
6

36.9

 Cyclotella spp. 1,670 ×10
6

12.8

 Thalassiosira spp. 440 ×10
6

3.4

 Gymnodinium spp. 250 ×10
6

1.9

No.82 2,710 ×10
6  Skeletonema costatum 1,300 ×10

6
48.0

 Chaetoceros spp. 680 ×10
6

25.1

 Nitzschia sigma 200 ×10
6

7.4

 Gymnodinium spp. 170 ×10
6

6.3

 Thalassiosira spp. 150 ×10
6

5.5

No.83 169 ×10
6  Skeletonema costatum 110 ×10

6
65.1

 Chaetoceros spp. 13 ×10
6

7.7

 Gymnodinium spp. 9 ×10
6

5.3

 Cyclotella spp. 7 ×10
6

4.1

 Thalassiosira spp. 6 ×10
6

3.6

全個体数

細胞数/m3 細胞数/m3



平成20年8月
調査日：平成20年8月5日

優占種

地点 種名
全体個数に
占める割合

No.56 22,260 ×10
6  Cyclotella spp. 20,700 ×10

6
93.0

 Chaetoceros spp. 1,190 ×10
6

5.3

 Nitzschia pungens 90 ×10
6

0.4

 Rhizosolenia fragilissima 80 ×10
6

0.4

 Cerataulina pelagica 70 ×10
6

0.3

No.61 12,270 ×10
6  Cyclotella spp. 7,410 ×10

6
60.4

 Chaetoceros spp. 3,170 ×10
6

25.8

 Cerataulina pelagica 350 ×10
6

2.9

 Leptocylindrus minimus 270 ×10
6

2.2

 Gymnodinium spp. 260 ×10
6

2.1

No.62 89,210 ×10
6  Cyclotella spp. 86,500 ×10

6
97.0

 Chaetoceros spp. 1,310 ×10
6

1.5

 Skeletonema costatum 430 ×10
6

0.5

 Leptocylindrus minimus 310 ×10
6

0.3

 Gymnodinium spp. 160 ×10
6

0.2

No.65 320,000 ×10
6  Cyclotella spp. 318,000 ×10

6
99.4

 Chaetoceros spp. 670 ×10
6

0.2

 Skeletonema costatum 490 ×10
6

0.2

 Thalassiosira spp. 150 ×10
6

0.0

 Nitzschia pungens 130 ×10
6

0.0

No.66 19,970 ×10
6  Cyclotella spp. 15,500 ×10

6
77.6

 Chaetoceros spp. 2,720 ×10
6

13.6

 Nitzschia pungens 430 ×10
6

2.2

 Leptocylindrus minimus 340 ×10
6

1.7

 Skeletonema costatum 290 ×10
6

1.5

No.67 3,390 ×10
6  Chaetoceros spp. 1,660 ×10

6
49.0

 Cyclotella spp. 400 ×10
6

11.8

 Nitzschia pungens 390 ×10
6

11.5

 Leptocylindrus minimus 350 ×10
6

10.3

 Cerataulina pelagica 220 ×10
6

6.5

No.71 4,600 ×10
6  Chaetoceros spp. 3,030 ×10

6
65.9

 Leptocylindrus minimus 360 ×10
6

7.8

 Cyclotella spp. 320 ×10
6

7.0

 Rhizosolenia fragilissima 250 ×10
6

5.4

 Nitzschia pungens 240 ×10
6

5.2

No.74 4,150 ×10
6  Chaetoceros spp. 2,540 ×10

6
61.2

 Leptocylindrus minimus 800 ×10
6

19.3

 Nitzschia pungens 210 ×10
6

5.1

 Cerataulina pelagica 170 ×10
6

4.1

 Skeletonema costatum 120 ×10
6

2.9

No.79 57,630 ×10
6  Cyclotella spp. 54,800 ×10

6
95.1

 Chaetoceros spp. 1,340 ×10
6

2.3

 Leptocylindrus minimus 300 ×10
6

0.5

 Rhizosolenia fragilissima 300 ×10
6

0.5

 Gymnodinium spp. 290 ×10
6

0.5

No.81 81,360 ×10
6  Cyclotella spp. 78,200 ×10

6
96.1

 Skeletonema costatum 1,420 ×10
6

1.7

 Chaetoceros spp. 820 ×10
6

1.0

 Leptocylindrus minimus 180 ×10
6

0.2

 Gymnodinium spp. 150 ×10
6

0.2

No.82 7,830 ×10
6  Cyclotella spp. 5,200 ×10

6
66.4

 Chaetoceros spp. 1,640 ×10
6

20.9

 Cerataulina pelagica 250 ×10
6

3.2

 Leptocylindrus minimus 250 ×10
6

3.2

 Nitzschia pungens 140 ×10
6

1.8

No.83 2,670 ×10
6  Chaetoceros spp. 1,650 ×10

6
61.8

 Cerataulina pelagica 250 ×10
6

9.4

 Leptocylindrus minimus 240 ×10
6

9.0

 Rhizosolenia fragilissima 200 ×10
6

7.5

 Nitzschia pungens 170 ×10
6

6.4

全個体数

細胞数/m3 細胞数/m3



平成20年9月
調査日：平成20年9月9日

優占種

地点 種名
全体個数に
占める割合

No.56 20,020 ×10
6  Chaetoceros spp. 7,110 ×10

6
35.5

 Skeletonema costatum 6,600 ×10
6

33.0

 Chaetoceros curvisetus 2,200 ×10
6

11.0

 Thalassiosira spp. 1,690 ×10
6

8.4

 Nitzschia spp. 1,030 ×10
6

5.1

No.61 3,480 ×10
6  Leptocylindrus danicus 820 ×10

6
23.6

 Biddulphia mobilensis 680 ×10
6

19.5

 Skeletonema costatum 660 ×10
6

19.0

 Chaetoceros spp. 480 ×10
6

13.8

 Chaetoceros curvisetus 360 ×10
6

10.3

No.62 830 ×10
6  Leptocylindrus danicus 460 ×10

6
55.4

 Biddulphia mobilensis 165 ×10
6

19.9

 Chaetoceros spp. 55 ×10
6

6.6

 Thalassiosira spp. 35 ×10
6

4.2

 Gymnodinium spp. 35 ×10
6

4.2

No.65 25,450 ×10
6  Skeletonema costatum 15,800 ×10

6
62.1

 Chaetoceros spp. 5,500 ×10
6

21.6

 Leptocylindrus danicus 1,830 ×10
6

7.2

 Nitzschia spp. 1,170 ×10
6

4.6

 Biddulphia mobilensis 513 ×10
6

2.0

No.66 651 ×10
6  Leptocylindrus danicus 244 ×10

6
37.5

 Chaetoceros spp. 107 ×10
6

16.4

 Skeletonema costatum 100 ×10
6

15.4

 Nitzschia spp. 53 ×10
6

8.1

 Biddulphia mobilensis 40 ×10
6

6.1

No.67 656 ×10
6  Leptocylindrus danicus 409 ×10

6
62.3

 Chaetoceros spp. 67 ×10
6

10.2

 Chaetoceros curvisetus 50 ×10
6

7.6

 Gymnodinium spp. 39 ×10
6

5.9

 Biddulphia mobilensis 30 ×10
6

4.6

No.71 157 ×10
6  Biddulphia mobilensis 53 ×10

6
33.8

 Chaetoceros curvisetus 30 ×10
6

19.1

 Chaetoceros spp. 26 ×10
6

16.6

 Thalassiosira spp. 15 ×10
6

9.6

 Leptocylindrus danicus 12 ×10
6

7.6

No.74 32 ×10
6  Chaetoceros spp. 12 ×10

6
37.5

 Thalassiosira spp. 7 ×10
6

21.9

 Biddulphia mobilensis 5 ×10
6

15.6

 Gymnodinium spp. 3 ×10
6

9.4

 Coscinodiscus wailesii 2 ×10
6

6.3

No.79 3,690 ×10
6  Leptocylindrus danicus 1,210 ×10

6
32.8

 Chaetoceros spp. 1,010 ×10
6

27.4

 Thalassiosira spp. 460 ×10
6

12.5

 Biddulphia mobilensis 370 ×10
6

10.0

 Nitzschia sigma 200 ×10
6

5.4

No.81 2,050 ×10
6  Chaetoceros spp. 715 ×10

6
34.9

 Leptocylindrus danicus 485 ×10
6

23.7

 Skeletonema costatum 215 ×10
6

10.5

 Biddulphia mobilensis 150 ×10
6

7.3

 Nitzschia spp. 120 ×10
6

5.9

No.82 543 ×10
6  Chaetoceros spp. 175 ×10

6
32.2

 Leptocylindrus danicus 172 ×10
6

31.7

 Skeletonema costatum 67 ×10
6

12.3

 Chaetoceros curvisetus 22 ×10
6

4.1

 Gymnodinium spp. 18 ×10
6

3.3

No.83 111 ×10
6  Chaetoceros curvisetus 29 ×10

6
26.1

 Chaetoceros spp. 19 ×10
6

17.1

 Skeletonema costatum 19 ×10
6

17.1

 Leptocylindrus danicus 12 ×10
6

10.8

 Nitzschia spp. 10 ×10
6

9.0

全個体数

細胞数/m3 細胞数/m3



平成20年10月
調査日：平成20年10月8日

優占種

地点 種名
全体個数に
占める割合

No.56 2,391 ×10
6  Skeletonema costatum 756 ×10

6
31.6

 Nitzschia sigma 430 ×10
6

18.0

 Prorocentrum triestinum 246 ×10
6

10.3

 Nitzschia pungens 230 ×10
6

9.6

 Lauderia borealis 150 ×10
6

6.3

No.61 345 ×10
6  Cyclotella spp. 62 ×10

6
18.0

 Lauderia borealis 43 ×10
6

12.5

 Thalassiosira spp. 38 ×10
6

11.0

 Skeletonema costatum 32 ×10
6

9.3

 Prorocentrum triestinum 27 ×10
6

7.8

No.62 1,114 ×10
6  Skeletonema costatum 807 ×10

6
72.4

 Thalassiosira spp. 70 ×10
6

6.3

 Lauderia borealis 57 ×10
6

5.1

 Cyclotella spp. 37 ×10
6

3.3

 Leptocylindrus minimus 31 ×10
6

2.8

No.65 1,414 ×10
6  Skeletonema costatum 820 ×10

6
58.0

 Lauderia borealis 156 ×10
6

11.0

 Thalassiosira rotula 87 ×10
6

6.2

 Cyclotella spp. 61 ×10
6

4.3

 Thalassiosira spp. 61 ×10
6

4.3

No.66 497 ×10
6  Skeletonema costatum 387 ×10

6
77.9

 Lauderia borealis 22 ×10
6

4.4

 Cyclotella spp. 19 ×10
6

3.8

 Thalassiosira rotula 19 ×10
6

3.8

 Gymnodinium spp. 11 ×10
6

2.2

No.67 283 ×10
6  Skeletonema costatum 124 ×10

6
43.8

 Thalassiosira rotula 36 ×10
6

12.7

 Leptocylindrus minimus 31 ×10
6

11.0

 Cyclotella spp. 26 ×10
6

9.2

 Thalassiosira spp. 15 ×10
6

5.3

No.71 282 ×10
6  Lauderia borealis 111 ×10

6
39.4

 Cyclotella spp. 35 ×10
6

12.4

 Nitzschia spp. 19 ×10
6

6.7

 Thalassiosira rotula 18 ×10
6

6.4

 Thalassiosira spp. 15 ×10
6

5.3

No.74 286 ×10
6  Lauderia borealis 89 ×10

6
31.1

 Thalassiosira spp. 84 ×10
6

29.4

 Leptocylindrus minimus 32 ×10
6

11.2

 Thalassiosira rotula 26 ×10
6

9.1

 Nitzschia spp. 18 ×10
6

6.3

No.79 1,783 ×10
6  Skeletonema costatum 1,030 ×10

6
57.8

 Thalassiosira spp. 176 ×10
6

9.9

 Lauderia borealis 104 ×10
6

5.8

 Nitzschia sigma 81 ×10
6

4.5

 Nitzschia pungens 80 ×10
6

4.5

No.81 703 ×10
6  Skeletonema costatum 237 ×10

6
33.7

 Leptocylindrus minimus 159 ×10
6

22.6

 Lauderia borealis 69 ×10
6

9.8

 Cyclotella spp. 57 ×10
6

8.1

 Thalassiosira spp. 54 ×10
6

7.7

No.82 1,593 ×10
6  Skeletonema costatum 1,490 ×10

6
93.5

 Chaetoceros spp. 30 ×10
6

1.9

 Thalassiosira spp. 22 ×10
6

1.4

 Leptocylindrus minimus 20 ×10
6

1.3

 Lauderia borealis 17 ×10
6

1.1

No.83 86 ×10
6  Lauderia borealis 41 ×10

6
47.7

 Gymnodinium spp. 10 ×10
6

11.6

 Leptocylindrus minimus 9 ×10
6

10.5

 Cyclotella spp. 7 ×10
6

8.1

 Thalassiosira spp. 6 ×10
6

7.0

全個体数

細胞数/m3 細胞数/m3



平成20年11月
調査日：平成20年11月6日

優占種

地点 種名
全体個数に
占める割合

No.56 1,523 ×10
6  Nitzschia closterium 360 ×10

6
23.6

 Nitzschia pungens 290 ×10
6

19.0

 Nitzschia spp. 260 ×10
6

17.1

 Nitzschia sigma 160 ×10
6

10.5

 Chaetoceros spp. 120 ×10
6

7.9

No.61 730 ×10
6  Nitzschia spp. 300 ×10

6
41.1

 Nitzschia closterium 120 ×10
6

16.4

 Chaetoceros spp. 110 ×10
6

15.1

 Gymnodinium spp. 80 ×10
6

11.0

 Chaetoceros curvisetus 30 ×10
6

4.1

No.62 5,330 ×10
6  Nitzschia spp. 1,730 ×10

6
32.5

 Nitzschia sigma 1,130 ×10
6

21.2

 Chaetoceros spp. 980 ×10
6

18.4

 Chaetoceros curvisetus 520 ×10
6

9.8

 Nitzschia pungens 400 ×10
6

7.5

No.65 4,370 ×10
6  Chaetoceros spp. 1,170 ×10

6
26.8

 Skeletonema costatum 900 ×10
6

20.6

 Nitzschia spp. 760 ×10
6

17.4

 Chaetoceros curvisetus 550 ×10
6

12.6

 Nitzschia sigma 220 ×10
6

5.0

No.66 4,630 ×10
6  Nitzschia spp. 1,590 ×10

6
34.3

 Chaetoceros spp. 1,050 ×10
6

22.7

 Skeletonema costatum 520 ×10
6

11.2

 Nitzschia sigma 460 ×10
6

9.9

 Nitzschia pungens 380 ×10
6

8.2

No.67 980 ×10
6  Nitzschia spp. 440 ×10

6
44.9

 Chaetoceros spp. 190 ×10
6

19.4

 Nitzschia pungens 140 ×10
6

14.3

 Nitzschia sigma 120 ×10
6

12.2

 Nitzschia closterium 40 ×10
6

4.1

No.71 18 ×10
6  Chroomonas spp. 4 ×10

6
22.2

 Gymnodinium spp. 4 ×10
6

22.2

 Nitzschia closterium 3 ×10
6

16.7

 Skeletonema costatum 2 ×10
6

11.1

 Dictyocha fibula 2 ×10
6

11.1

No.74 21 ×10
6  Chroomonas spp. 6 ×10

6
28.6

 Gymnodinium spp. 3 ×10
6

14.3

 Nitzschia sigma 2 ×10
6

9.5

 Thalassiosira spp. 2 ×10
6

9.5

 Dictyocha fibula 2 ×10
6

9.5

No.79 3,493 ×10
6  Nitzschia spp. 910 ×10

6
26.1

 Chaetoceros spp. 760 ×10
6

21.8

 Nitzschia pungens 580 ×10
6

16.6

 Skeletonema costatum 340 ×10
6

9.7

 Nitzschia closterium 320 ×10
6

9.2

No.81 6,493 ×10
6  Chaetoceros spp. 1,640 ×10

6
25.3

 Nitzschia spp. 1,200 ×10
6

18.5

 Nitzschia sigma 1,000 ×10
6

15.4

 Skeletonema costatum 860 ×10
6

13.2

 Nitzschia pungens 620 ×10
6

9.5

No.82 3,742 ×10
6  Nitzschia spp. 1,460 ×10

6
39.0

 Chaetoceros spp. 500 ×10
6

13.4

 Chaetoceros curvisetus 440 ×10
6

11.8

 Leptocylindrus minimus 370 ×10
6

9.9

 Skeletonema costatum 330 ×10
6

8.8

No.83 20 ×10
6  Gymnodinium spp. 6 ×10

6
30.0

 Thalassiosira spp. 2 ×10
6

10.0

 Dictyocha fibula 2 ×10
6

10.0

 Chroomonas spp. 2 ×10
6

10.0

 Eutreptiella spp. 2 ×10
6

10.0

全個体数

細胞数/m3 細胞数/m3



平成20年12月
調査日：平成20年12月3日

優占種

地点 種名
全体個数に
占める割合

No.56 309 ×10
6  Chaetoceros curvisetus 93 ×10

6
30.1

 Lithodesmium variable 83 ×10
6

26.9

 Gymnodinium spp. 35 ×10
6

11.3

 Scrippsiella spp. 20 ×10
6

6.5

 Skeletonema costatum 17 ×10
6

5.5

No.61 292 ×10
6  Lithodesmium variable 76 ×10

6
26.0

 Chaetoceros curvisetus 62 ×10
6

21.2

 Gymnodinium spp. 31 ×10
6

10.6

 Prorocentrum dentatum 25 ×10
6

8.6

 Skeletonema costatum 24 ×10
6

8.2

No.62 390 ×10
6  Chaetoceros curvisetus 108 ×10

6
27.7

 Lithodesmium variable 86 ×10
6

22.1

 Skeletonema costatum 72 ×10
6

18.5

 Prorocentrum dentatum 43 ×10
6

11.0

 Gymnodinium spp. 28 ×10
6

7.2

No.65 700 ×10
6  Gymnodinium spp. 226 ×10

6
32.3

 Chaetoceros curvisetus 139 ×10
6

19.9

 Lithodesmium variable 119 ×10
6

17.0

 Skeletonema costatum 61 ×10
6

8.7

 Prorocentrum dentatum 37 ×10
6

5.3

No.66 443 ×10
6  Chaetoceros curvisetus 190 ×10

6
42.9

 Skeletonema costatum 87 ×10
6

19.6

 Lithodesmium variable 84 ×10
6

19.0

 Gymnodinium spp. 27 ×10
6

6.1

 Prorocentrum dentatum 19 ×10
6

4.3

No.67 320 ×10
6  Chaetoceros curvisetus 102 ×10

6
31.9

 Skeletonema costatum 88 ×10
6

27.5

 Lithodesmium variable 63 ×10
6

19.7

 Gymnodinium spp. 28 ×10
6

8.8

 Prorocentrum dentatum 19 ×10
6

5.9

No.71 201 ×10
6  Skeletonema costatum 67 ×10

6
33.3

 Lithodesmium variable 43 ×10
6

21.4

 Chaetoceros curvisetus 21 ×10
6

10.4

 Gymnodinium spp. 20 ×10
6

10.0

 Prorocentrum dentatum 14 ×10
6

7.0

No.74 115 ×10
6  Skeletonema costatum 38 ×10

6
33.0

 Lithodesmium variable 35 ×10
6

30.4

 Prorocentrum dentatum 13 ×10
6

11.3

 Nitzschia sigma 8 ×10
6

7.0

 Gymnodinium spp. 5 ×10
6

4.3

No.79 535 ×10
6  Chaetoceros curvisetus 137 ×10

6
25.6

 Lithodesmium variable 122 ×10
6

22.8

 Skeletonema costatum 93 ×10
6

17.4

 Prorocentrum dentatum 50 ×10
6

9.3

 Gymnodinium spp. 48 ×10
6

9.0

No.81 353 ×10
6  Chaetoceros curvisetus 195 ×10

6
55.2

 Gymnodinium spp. 44 ×10
6

12.5

 Lithodesmium variable 31 ×10
6

8.8

 Skeletonema costatum 26 ×10
6

7.4

 Leptocylindrus minimus 21 ×10
6

5.9

No.82 330 ×10
6  Lithodesmium variable 92 ×10

6
27.9

 Chaetoceros curvisetus 69 ×10
6

20.9

 Prorocentrum dentatum 53 ×10
6

16.1

 Skeletonema costatum 46 ×10
6

13.9

 Gymnodinium spp. 41 ×10
6

12.4

No.83 74 ×10
6  Skeletonema costatum 36 ×10

6
48.6

 Lithodesmium variable 14 ×10
6

18.9

 Gymnodinium spp. 6 ×10
6

8.1

 Cyclotella spp. 5 ×10
6

6.8

 Prorocentrum dentatum 5 ×10
6

6.8

全個体数

細胞数/m3 細胞数/m3



平成21年1月
調査日：平成21年1月9日

優占種

地点 種名
全体個数に
占める割合

No.56 24,630 ×10
6  Skeletonema costatum 24,000 ×10

6
97.4

 Gymnodinium spp. 340 ×10
6

1.4

 Cyclotella spp. 220 ×10
6

0.9

 Chroomonas spp. 30 ×10
6

0.1

 Eutreptiella sp. 30 ×10
6

0.1

No.61 15,560 ×10
6  Skeletonema costatum 14,900 ×10

6
95.8

 Gymnodinium spp. 532 ×10
6

3.4

 Chroomonas spp. 90 ×10
6

0.6

 Eutreptiella sp. 20 ×10
6

0.1

 Heterocapsa triquetra 20 ×10
6

0.1

No.62 11,260 ×10
6  Skeletonema costatum 10,600 ×10

6
94.1

 Gymnodinium spp. 370 ×10
6

3.3

 Chroomonas spp. 190 ×10
6

1.7

 Cyclotella spp. 30 ×10
6

0.3

 Distephanus speculum 20 ×10
6

0.2

No.65 10,090 ×10
6  Skeletonema costatum 9,160 ×10

6
90.8

 Gymnodinium spp. 676 ×10
6

6.7

 Chroomonas spp. 100 ×10
6

1.0

 Eutreptiella sp. 90 ×10
6

0.9

 Distephanus speculum 30 ×10
6

0.3

No.66 12,390 ×10
6  Skeletonema costatum 11,800 ×10

6
95.2

 Gymnodinium spp. 380 ×10
6

3.1

 Chroomonas spp. 100 ×10
6

0.8

 Nitzschia sigma 50 ×10
6

0.4

 Eutreptiella sp. 20 ×10
6

0.2

No.67 13,780 ×10
6  Skeletonema costatum 13,100 ×10

6
95.1

 Gymnodinium spp. 390 ×10
6

2.8

 Chroomonas spp. 180 ×10
6

1.3

 Cyclotella spp. 60 ×10
6

0.4

 Distephanus speculum 50 ×10
6

0.4

No.71 13,870 ×10
6  Skeletonema costatum 13,300 ×10

6
95.9

 Gymnodinium spp. 380 ×10
6

2.7

 Chroomonas spp. 100 ×10
6

0.7

 Cyclotella spp. 20 ×10
6

0.1

 Eutreptiella sp. 20 ×10
6

0.1

No.74 11,940 ×10
6  Skeletonema costatum 11,300 ×10

6
94.6

 Gymnodinium spp. 470 ×10
6

3.9

 Chroomonas spp. 120 ×10
6

1.0

 Cyclotella spp. 30 ×10
6

0.3

 Distephanus speculum 20 ×10
6

0.2

No.79 22,130 ×10
6  Skeletonema costatum 21,000 ×10

6
94.9

 Gymnodinium spp. 610 ×10
6

2.8

 Chroomonas spp. 180 ×10
6

0.8

 Eutreptiella sp. 100 ×10
6

0.5

 Nitzschia sigma 80 ×10
6

0.4

No.81 10,270 ×10
6  Skeletonema costatum 9,800 ×10

6
95.4

 Gymnodinium spp. 320 ×10
6

3.1

 Nitzschia sigma 40 ×10
6

0.4

 Cyclotella spp. 30 ×10
6

0.3

 Chroomonas spp. 30 ×10
6

0.3

No.82 9,760 ×10
6  Skeletonema costatum 9,390 ×10

6
96.2

 Gymnodinium spp. 200 ×10
6

2.0

 Chroomonas spp. 90 ×10
6

0.9

 Chaetoceros socialis 50 ×10
6

0.5

 Distephanus speculum 20 ×10
6

0.2

No.83 11,640 ×10
6  Skeletonema costatum 11,300 ×10

6
97.1

 Gymnodinium spp. 180 ×10
6

1.5

 Chroomonas spp. 70 ×10
6

0.6

 Cyclotella spp. 40 ×10
6

0.3

 Distephanus speculum 20 ×10
6

0.2

全個体数

細胞数/m3 細胞数/m3



平成21年2月
調査日：平成21年2月4日

優占種

地点 種名
全体個数に
占める割合

No.56 148 ×10
6  Heterocapsa triquetra 92 ×10

6
62.2

 Ebria tripartita 14 ×10
6

9.5

 Chroomonas spp. 14 ×10
6

9.5

 Thalassiothrix frauenfldii 12 ×10
6

8.1

 Gyrodinium spp. 9 ×10
6

6.1

No.61 53 ×10
6  Chroomonas spp. 18 ×10

6
34.0

 Ebria tripartita 10 ×10
6

18.9

 Skeletonema costatum 6 ×10
6

11.3

 Heterocapsa triquetra 5 ×10
6

9.4

 Thalassiothrix frauenfldii 4 ×10
6

7.5

No.62 154 ×10
6  Nitzschia pungens 53 ×10

6
34.4

 Heterocapsa triquetra 29 ×10
6

18.8

 Ebria tripartita 24 ×10
6

15.6

 Chroomonas spp. 23 ×10
6

14.9

 Chaetoceros spp. 5 ×10
6

3.2

No.65 315 ×10
6  Heterocapsa triquetra 151 ×10

6
47.9

 Chroomonas spp. 91 ×10
6

28.9

 Skeletonema costatum 33 ×10
6

10.5

 Ebria tripartita 19 ×10
6

6.0

 Gyrodinium spp. 11 ×10
6

3.5

No.66 109 ×10
6  Chroomonas spp. 38 ×10

6
34.9

 Nitzschia pungens 32 ×10
6

29.4

 Ebria tripartita 18 ×10
6

16.5

 Heterocapsa triquetra 9 ×10
6

8.3

 Navicula spp. 4 ×10
6

3.7

No.67 79 ×10
6  Chroomonas spp. 38 ×10

6
48.1

 Heterocapsa triquetra 14 ×10
6

17.7

 Ebria tripartita 8 ×10
6

10.1

 Eucampia zoodiacus 5 ×10
6

6.3

 Skeletonema costatum 5 ×10
6

6.3

No.71 43 ×10
6  Chroomonas spp. 20 ×10

6
46.5

 Ebria tripartita 4 ×10
6

9.3

 Chaetoceros curvisetus 3 ×10
6

7.0

 Chaetoceros spp. 3 ×10
6

7.0

 Heterocapsa triquetra 3 ×10
6

7.0

No.74 32 ×10
6  Chroomonas spp. 11 ×10

6
34.4

 Eucampia zoodiacus 8 ×10
6

25.0

 Chaetoceros curvisetus 7 ×10
6

21.9

 Chaetoceros spp. 3 ×10
6

9.4

 Ebria tripartita 2 ×10
6

6.3

No.79 236 ×10
6  Heterocapsa triquetra 123 ×10

6
52.1

 Chroomonas spp. 40 ×10
6

16.9

 Ebria tripartita 30 ×10
6

12.7

 Thalassiothrix frauenfldii 28 ×10
6

11.9

 Gyrodinium spp. 6 ×10
6

2.5

No.81 104 ×10
6  Chroomonas spp. 25 ×10

6
24.0

 Skeletonema costatum 19 ×10
6

18.3

 Heterocapsa triquetra 17 ×10
6

16.3

 Ebria tripartita 13 ×10
6

12.5

 Thalassiosira spp. 8 ×10
6

7.7

No.82 88 ×10
6  Heterocapsa triquetra 33 ×10

6
37.5

 Ebria tripartita 21 ×10
6

23.9

 Chroomonas spp. 10 ×10
6

11.4

 Eucampia zoodiacus 8 ×10
6

9.1

 Nitzschia pungens 7 ×10
6

8.0

No.83 21 ×10
6  Chroomonas spp. 13 ×10

6
61.9

 Eucampia zoodiacus 4 ×10
6

19.0

 Heterocapsa triquetra 2 ×10
6

9.5

 Ebria tripartita 1 ×10
6

4.8

 Navicula spp. 1 ×10
6

4.8

全個体数

細胞数/m3 細胞数/m3



平成21年3月
調査日：平成21年3月3日

優占種

地点 種名
全体個数に
占める割合

No.56 21,210 ×10
6  Skeletonema costatum 21,000 ×10

6
99.0

 Chaetoceros spp. 90 ×10
6

0.4

 Asterionella gracillima 50 ×10
6

0.2

 Chroomonas spp. 30 ×10
6

0.1

 Protoperidinium spp. 30 ×10
6

0.1

No.61 20,440 ×10
6  Skeletonema costatum 20,300 ×10

6
99.3

 Chaetoceros curvisetus 30 ×10
6

0.1

 Chaetoceros spp. 20 ×10
6

0.1

 Thalassiosira spp. 20 ×10
6

0.1

 Chroomonas spp. 20 ×10
6

0.1

No.62 12,230 ×10
6  Skeletonema costatum 12,000 ×10

6
98.1

 Chaetoceros curvisetus 50 ×10
6

0.4

 Gymnodinium spp. 40 ×10
6

0.3

 Nitzschia pungens 30 ×10
6

0.2

 Thalassiosira spp. 20 ×10
6

0.2

No.65 10,120 ×10
6  Skeletonema costatum 10,000 ×10

6
98.8

 Nitzschia pungens 40 ×10
6

0.4

 Chaetoceros spp. 20 ×10
6

0.2

 Nitzschia closterium 10 ×10
6

0.1

 Ebria tripartita 10 ×10
6

0.1

No.66 19,190 ×10
6  Skeletonema costatum 19,000 ×10

6
99.0

 Nitzschia pungens 40 ×10
6

0.2

 Thalassiosira spp. 40 ×10
6

0.2

 Chaetoceros spp. 30 ×10
6

0.2

 Chaetoceros curvisetus 20 ×10
6

0.1

No.67 17,980 ×10
6  Skeletonema costatum 17,700 ×10

6
98.4

 Thalassiosira spp. 140 ×10
6

0.8

 Chaetoceros curvisetus 50 ×10
6

0.3

 Chroomonas spp. 30 ×10
6

0.2

 Asterionella gracillima 30 ×10
6

0.2

No.71 149 ×10
6  Skeletonema costatum 132 ×10

6
88.6

 Thalassiosira spp. 5 ×10
6

3.4

 Leptocylindrus danicus 4 ×10
6

2.7

 Gymnodinium spp. 3 ×10
6

2.0

 Ebria tripartita 2 ×10
6

1.3

No.74 483 ×10
6  Skeletonema costatum 435 ×10

6
90.1

 Thalassiosira spp. 25 ×10
6

5.2

 Gymnodinium spp. 7 ×10
6

1.4

 Chaetoceros spp. 4 ×10
6

0.8

 Protoperidinium bipes 4 ×10
6

0.8

No.79 23,190 ×10
6  Skeletonema costatum 22,600 ×10

6
97.5

 Chaetoceros curvisetus 240 ×10
6

1.0

 Thalassiosira spp. 120 ×10
6

0.5

 Nitzschia pungens 80 ×10
6

0.3

 Ebria tripartita 50 ×10
6

0.2

No.81 17,880 ×10
6  Skeletonema costatum 17,600 ×10

6
98.4

 Asterionella gracillima 100 ×10
6

0.6

 Rhizosolenia delicatula 70 ×10
6

0.4

 Chroomonas spp. 30 ×10
6

0.2

 Thalassiosira spp. 20 ×10
6

0.1

No.82 14,350 ×10
6  Skeletonema costatum 14,100 ×10

6
98.3

 Rhizosolenia stolterfothii 80 ×10
6

0.6

 Thalassiosira spp. 40 ×10
6

0.3

 Gymnodinium spp. 30 ×10
6

0.2

 Asterionella gracillima 20 ×10
6

0.1

No.83 119 ×10
6  Skeletonema costatum 107 ×10

6
89.9

 Gymnodinium spp. 5 ×10
6

4.2

 Thalassiosira spp. 2 ×10
6

1.7

 Ebria tripartita 2 ×10
6

1.7

 Protoperidinium bipes 2 ×10
6

1.7

全個体数

細胞数/m3 細胞数/m3



３.地下水調査 

 

(1) 調査の概要 

平成 20 年度に実施した地下水調査の概要は、次のとおりである。 

 

           表 2-3-1 地下水調査の概要（平成 20 年度） 

調査時期 概況調査・継続監視調査とも平成 21 年 2 月に実施した。 

調査地点※ 

①概況調査：9 地点 

地域の地下水質の概況を把握するため、発生源との位置関係を考慮して選

定した地点（定点：各区 1 地点）において経年的な調査を行った。 

②継続監視調査：5 地点 

前年度までの調査により環境基準値を超過する項目が確認された 5 地点

において、汚染の継続的な監視を行った。 

 

一般項目(3 項目) 水温、外観、臭気 

環境基準項目 

(26 項目) 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ､全ｼｱﾝ､鉛､六価ｸﾛﾑ､砒素､総水銀､ｱﾙｷﾙ水銀､PCB､ 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ､四塩化炭素､1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ､1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ､ 

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ､1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ､1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ､ 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ､ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ､1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ､ﾁｳﾗﾑ､ｼﾏｼﾞﾝ､ 

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ､ﾍﾞﾝｾﾞﾝ､ｾﾚﾝ､硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素､ 

ふっ素､ほう素 

要監視項目 

(27 項目) 

ｸﾛﾛﾎﾙﾑ､ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ､1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ､ 

P-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ､ｲｿｷｻﾁｵﾝ､ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ､ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ､ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ､ 

ｵｷｼﾝ銅､ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ､ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ､EPN､ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ､ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ､ 

ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ､ｸﾛﾙﾆﾄﾛﾌｪﾝ､ﾄﾙｴﾝ､ｷｼﾚﾝ､ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ､ﾆｯｹﾙ､ 

ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ､ｱﾝﾁﾓﾝ､塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ､ｴﾋﾟｸﾛﾛﾋﾄﾞﾘﾝ､1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ､ 

全ﾏﾝｶﾞﾝ､ｳﾗﾝ 

調査項目 

その他の項目 ｐＨ、導電率 

採水方法 
井戸の水面から地下水を直接採水、又はポンプ等により汲み上げた地下水を

採水した。 

測定方法等 「地下水の水質汚濁に係る環境基準」等による（資料編参照） 

  ※調査地点は、表 2-3-2 及び図 2-3-1 を参照。 



表 2-3-2 調査地点 

概況調査 

①東灘区青木    ②灘区浜田町  ③中央区脇浜町 

④兵庫区北逆瀬川町 ⑤長田区北町  ⑥須磨区須磨寺町 

⑦垂水区大町    ⑧西区櫨谷町  ⑨北区道場町 

継 続 監 視 調 査 

（調 査 項 目） 

②灘区浜田町（ふっ素）※ 

⑦垂水区大町（テトラクロロエチレン）※ 

⑨北区道場町（砒素、ふっ素、ほう素）※ 

⑩東灘区本山北町（砒素、ふっ素） 

⑪東灘区本山南町（ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ） 

※地点②、⑦及び⑨において、以前の概況調査で基準超過した項目を継続監視調査の項目と 

位置づけて調査している。 
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図 2-3-1 地下水の調査地点 

 



 

(2) 調査結果 

 

① 概況調査 

平成 20 年度は、概況調査として 9 地点で環境基準項目（26 項目）について調査を行っ

た。その結果、継続監視地点の項目（⑦はテトラクロロエチレン、⑨は砒素及びふっ素）

を除いて、全ての項目で環境基準を達成していた。 

砒素、ふっ素については、調査地点の状況、ヒアリング等から人為的な汚染とは考えに

くいため、全国の調査結果などとの比較から、自然由来と推測される。テトラクロロエチ

レンについては今後とも継続して監視していく。 

 

② 継続監視調査 

継続監視調査として 5 地点で調査を行ったところ、3 地点（⑦垂水区大町（テトラクロ

ロエチレン）、⑨北区道場町（砒素、ふっ素）、⑩東灘区本山北町（砒素、ふっ素））で環境

基準値を超過して検出された。今後も継続して監視していく。 

 



表 2-3-3 地下水質の調査結果 

調
査
区
分 

№ 環境基準項目 環境基準 

調

査

地

点

数

 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境 

基準値 

超過 

地点数 

検出範囲 

（㎎／L） 

 １  カドミウム  0.01 ㎎／L 以下 9 0  N.D. 

 ２  全シアン  検出されないこと 9 0  N.D. 

 ３  鉛  0.01 ㎎／L 以下 9 0  N.D. 

 ４  六価クロム  0.05 ㎎／L 以下 9 0  N.D. 

 ５  砒素  0.01 ㎎／L 以下 9 1  N.D.～0.022 

※2 

 ６  総水銀  0.0005 ㎎／L 以下 9 0  N.D. 

 ７  ｱﾙｷﾙ水銀※1  検出されないこと 9 0  N.D. 

 ８  ＰＣＢ  検出されないこと 9 0  N.D. 

 ９  ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ  0.02 ㎎／L 以下 9 0  N.D. 

10  四塩化炭素  0.002 ㎎／L 以下 9 0  N.D. 

11  1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ  0.004 ㎎／L 以下 9 0  N.D. 

12  1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  0.02 ㎎／L 以下 9 0  N.D. 

13  ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  0.04 ㎎／L 以下 9 0  N.D.～0.0049 

14  1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  1   ㎎／L 以下 9 0  N.D. 

15  1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  0.006 ㎎／L 以下 9 0  N.D. 

16  ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  0.03 ㎎／L 以下 9 0  N.D.～0.0021 

17  ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  0.01 ㎎／L 以下 9 1  N.D.～0.014 

※2 

18  1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ  0.002 ㎎／L 以下 9 0  N.D. 

19  ﾁｳﾗﾑ  0.006 ㎎／L 以下 9 0  N.D. 

20  ｼﾏｼﾞﾝ  0.003 ㎎／L 以下 9 0  N.D. 

21  ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ  0.02 ㎎／L 以下 9 0  N.D. 

22  ﾍﾞﾝｾﾞﾝ  0.01 ㎎／L 以下 9 0  N.D. 

23  ｾﾚﾝ  0.01 ㎎／L 以下 9 0  N.D. 

24  硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素  10  ㎎／L 以下 9 0  N.D.～3.6 

25  ふっ素  0.8  ㎎／L 以下 9 1  N.D.～2.6 

※2 

概 

況 

調 

査 

26  ほう素  1   ㎎／L 以下 9 0  0.01～1.0 

※2 

１ 砒素 0.01 ㎎／L 以下 2 2 0.022～0.026 

２ ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.04 ㎎／L 以下 1 0 N.D. 

３  ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  0.01 ㎎／L 以下 1 1  0.014 

４ ふっ素 0.8  ㎎／L 以下 3 2 0.31～2.6 

継
続
監
視
調
査 

５ ほう素 1     ㎎／L 以下 1 0 1.0 

N.D.：不検出 

※1 アルキル水銀は、総水銀が検出された場合に測定することとされている。 

※2 概況調査のうち、継続監視調査の項目と位置づけて調査した項目を示す。 

 



(3)　地点別調査結果

 測定番号 1 2 3 4 5 6 7

 調査区分 概　況 概　況 概　況 概　況 概　況 概　況 概　況

 所在地 東灘区 灘　区 中央区 兵庫区 長田区 須磨区 垂水区

青木 浜田町 脇浜町 北逆瀬川町 北町 須磨寺町 大町

 地区番号 1007 2071 3075 5024 6029 7031 8023

 井戸番号 012140 042976 041858 039667 039668 038408 038207

井戸  井戸深度 (ｍ) 15 不明 7 10 90 12 不明

の  浅井戸・深井戸の別 不明 不明 不明 深井戸 不明 不明 不明

諸元 用　　　途 生活用水 生活用水 未使用 生活用水 生活用水 生活用水 工業用水
 採水年月日 H21.2.18 H21.2.18 H21.2.18 H21.2.18 H21.2.19 H21.2.19 H21.2.19
 水温 (℃) 12.5 12.1 － － 18.9 11.7 15.8
カドミウム              (mg/L) 0.001> 0.001> 0.001> 0.001> 0.001> 0.001> 0.001> 0.01
全シアン (mg/L) 0.1> 0.1> 0.1> 0.1> 0.1> 0.1> 0.1> 不検出
鉛 (mg/L) 0.001> 0.001> 0.001> 0.001> 0.001> 0.001> 0.001> 0.01
六価クロム　　　　　 (mg/L) 0.005> 0.005> 0.005> 0.005> 0.005> 0.005> 0.005> 0.05
砒素　　　　　　　　　 (mg/L) 0.001> 0.001> 0.001> 0.003 0.001 0.001> 0.001> 0.01
総水銀　　　　　　　 (mg/L) 0.0005> 0.0005> 0.0005> 0.0005> 0.0005> 0.0005> 0.0005> 0.0005
アルキル水銀　　　 (mg/L) 0.0005> 0.0005> 0.0005> 0.0005> 0.0005> 0.0005> 0.0005> 不検出
ＰＣＢ　　　　　　　　 (mg/L) 0.0005> 0.0005> 0.0005> 0.0005> 0.0005> 0.0005> 0.0005> 不検出
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ         (mg/L) 0.002> 0.002> 0.002> 0.002> 0.002> 0.002> 0.002> 0.02
四塩化炭素      (mg/L) 0.0002> 0.0002> 0.0002> 0.0002> 0.0002> 0.0002> 0.0002> 0.002
1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ      (mg/L) 0.0004> 0.0004> 0.0004> 0.0004> 0.0004> 0.0004> 0.0004> 0.004
1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ    (mg/L) 0.002> 0.002> 0.002> 0.002> 0.002> 0.002> 0.002> 0.02
ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/L) 0.0043 0.004> 0.004> 0.0048 0.0049 0.004> 0.004> 0.04
1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ　  (mg/L) 0.0005> 0.0005> 0.0005> 0.0005> 0.0005> 0.0005> 0.0005> 1
1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ　 (mg/L) 0.0006> 0.0006> 0.0006> 0.0006> 0.0006> 0.0006> 0.0006> 0.006
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ　  (mg/L) 0.0021 0.002> 0.002> 0.002> 0.002> 0.002> 0.002> 0.03
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ　 (mg/L) 0.0005> 0.0005> 0.0005> 0.0005> 0.0005> 0.0005> 0.014 0.01
1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ  (mg/L) 0.0002> 0.0002> 0.0002> 0.0002> 0.0002> 0.0002> 0.0002> 0.002
チウラム　    (mg/L) 0.0006> 0.0006> 0.0006> 0.0006> 0.0006> 0.0006> 0.0006> 0.006
シマジン　    (mg/L) 0.0003> 0.0003> 0.0003> 0.0003> 0.0003> 0.0003> 0.0003> 0.003
チオベンカルブ　  (mg/L) 0.002> 0.002> 0.002> 0.002> 0.002> 0.002> 0.002> 0.02
ベンゼン　    (mg/L) 0.001> 0.001> 0.001> 0.001> 0.001> 0.001> 0.001> 0.01
セレン　　　     (mg/L) 0.001> 0.001> 0.001> 0.001> 0.001> 0.001> 0.001> 0.01
硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素   (mg/L) 2.6 0.72 1.1 3.0 0.05> 3.6 2.7 10
ふっ素　　     (mg/L) 0.41 0.31 0.08> 0.14 0.16 0.12 0.08> 0.8
ほう素 (mg/L) 0.07 0.08 0.02 0.17 0.09 0.10 0.01 1
クロロホルム　　  (mg/L) － 0.006> － 0.006> － － 0.006> 0.06
ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/L) － 0.004> － 0.004> － － 0.004> 0.04
1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ (mg/L) － 0.006> － 0.006> － － 0.006> 0.06
p-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ (mg/L) － 0.03> － 0.03> － － 0.03> 0.2
イソキサチオン (mg/L) － 0.0008> － 0.0008> － － 0.0008> 0.008
ダイアジノン (mg/L) － 0.0005> － 0.0005> － － 0.0005> 0.005
フェニトロチオン (mg/L) － 0.0003> － 0.0003> － － 0.0003> 0.003
イソプロチオラン (mg/L) － 0.004> － 0.004> － － 0.004> 0.04
オキシン銅 (mg/L) － 0.004> － 0.004> － － 0.004> 0.04
クロロタロニル (mg/L) － 0.004> － 0.004> － － 0.004> 0.05
プロピザミド (mg/L) － 0.0008> － 0.0008> － － 0.0008> 0.008
ＥＰＮ (mg/L) － 0.0006> － 0.0006> － － 0.0006> 0.006
ジクロルボス (mg/L) － 0.001> － 0.001> － － 0.001> 0.008
フェノブカルブ (mg/L) － 0.002> － 0.002> － － 0.002> 0.03
イプロベンホス (mg/L) － 0.0008> － 0.0008> － － 0.0008> 0.008
クロルニトロフェン (mg/L) － 0.0001> － 0.0001> － － 0.0001> －
トルエン (mg/L) － 0.06> － 0.06> － － 0.06> 0.6
キシレン (mg/L) － 0.04> － 0.04> － － 0.04> 0.4
フタル酸ジエチルヘキシル (mg/L) － 0.006> － 0.006> － － 0.006> 0.06
ニッケル (mg/L) － 0.001> － 0.001> － － 0.001> －
モリブデン (mg/L) － 0.007> － 0.007> － － 0.007> 0.07
アンチモン (mg/L) － 0.0002> － 0.0002> － － 0.0002> 0.02
塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ (mg/L) － 0.0002> － 0.0002> － － 0.0002> 0.002
ｴﾋﾟｸﾛﾛﾋﾄﾞﾘﾝ (mg/L) － 0.00008> － 0.00008> － － 0.00008> 0.0004
1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ (mg/L) － 0.005> － 0.005> － － 0.005> 0.05
全マンガン (mg/L) － 0.007 － 0.72 － － 0.02> 0.2
ウラン (mg/L) － 0.0004> － 0.0004> － － 0.0004> 0.002
pＨ 7.0 7.2 8.5 6.8 6.8 6.9 6.1
導電率 (μs/cm) 400 470 210 1900 460 340 250
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 測定番号 8 9 1 2 3 4 5

 調査区分 概　況 概　況 継続監視 継続監視 継続監視 継続監視 継続監視

 所在地 西　区 北　区 北　区 東灘区 灘区 垂水区 北　区

櫨谷町 道場町 有野町 本山北町 浜田町 大町 道場町

 地区番号 4073 9042 9003 1059 2071 8023 9042

 井戸番号 041035 052903 048802 013125 042976 038207 052903

井戸  井戸深度 (ｍ) 40 50 6 80 3 不明 50

の  浅井戸・深井戸の別 不明 不明 浅井戸 深井戸 不明 不明 不明

諸元 用　　　途 農業用 生活用水 その他 未使用 生活用水 工業用水 生活用水
 採水年月日 H21.2.19 H21.2.19 H21.2.23 H21.2.18 H21.2.18 H21.2.19 H21.2.19
 水温 (℃) 16.8 7.6 17.7 18.7 12.1 15.8 7.6
カドミウム        (mg/L) 0.001> 0.001> － － － － － 0.01
全シアン (mg/L) 0.1> 0.1> － － － － － 不検出
鉛 (mg/L) 0.001> 0.001> － － － － － 0.01
六価クロム　　　　　 (mg/L) 0.005> 0.005> － － － － － 0.05
砒素　　　　　　　　　 (mg/L) 0.001> 0.022 0.026 － － － 0.022 0.01
総水銀　　　　　　　 (mg/L) 0.0005> 0.0005> － － － － － 0.0005
アルキル水銀　　　 (mg/L) 0.0005> 0.0005> － － － － － 不検出
ＰＣＢ　　　　　　　　 (mg/L) 0.0005> 0.0005> － － － － － 不検出
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ         (mg/L) 0.002> 0.002> － － － － － 0.02
四塩化炭素      (mg/L) 0.0002> 0.0002> － － － － － 0.002
1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ      (mg/L) 0.0004> 0.0004> － － － － － 0.004
1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ    (mg/L) 0.002> 0.002> － － － － － 0.02
ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/L) 0.004> 0.004> － 0.004> － － － 0.04
1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ　  (mg/L) 0.0005> 0.0005> － － － － － 1
1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ　 (mg/L) 0.0006> 0.0006> － － － － － 0.006
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ　  (mg/L) 0.002> 0.002> － － － － － 0.03
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ　 (mg/L) 0.0005> 0.0005> － － － 0.014 － 0.01
1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ  (mg/L) 0.0002> 0.0002> － － － － － 0.002
チウラム　    (mg/L) 0.0006> 0.0006> － － － － － 0.006
シマジン　    (mg/L) 0.0003> 0.0003> － － － － － 0.003
チオベンカルブ　  (mg/L) 0.002> 0.002> － － － － － 0.02
ベンゼン　    (mg/L) 0.001> 0.001> － － － － － 0.01
セレン　　　     (mg/L) 0.001> 0.001> － － － － － 0.01
硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素    (mg/L) 0.05> 0.05> － － － － － 10
ふっ素　　     (mg/L) 0.13 2.6 1.9 － 0.31 － 2.6 0.8
ほう素 (mg/L) 0.07 1.0 － － － － 1.0 1
クロロホルム　　  (mg/L) － － － － － － － 0.06
ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/L) － － － － － － － 0.04
1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ (mg/L) － － － － － － － 0.06
p-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ (mg/L) － － － － － － － 0.2
イソキサチオン (mg/L) － － － － － － － 0.008
ダイアジノン (mg/L) － － － － － － － 0.005
フェニトロチオン (mg/L) － － － － － － － 0.003
イソプロチオラン (mg/L) － － － － － － － 0.04
オキシン銅 (mg/L) － － － － － － － 0.04
クロロタロニル (mg/L) － － － － － － － 0.05
プロピザミド (mg/L) － － － － － － － 0.008
ＥＰＮ (mg/L) － － － － － － － 0.006
ジクロルボス (mg/L) － － － － － － － 0.008
フェノブカルブ (mg/L) － － － － － － － 0.03
イプロベンホス (mg/L) － － － － － － － 0.008
クロルニトロフェン (mg/L) － － － － － － － －
トルエン (mg/L) － － － － － － － 0.6
キシレン (mg/L) － － － － － － － 0.4
フタル酸ジエチルヘキシル (mg/L) － － － － － － － 0.06
ニッケル (mg/L) － － － － － － － －
モリブデン (mg/L) － － － － － － － 0.07
アンチモン (mg/L) － － － － － － － 0.02
塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ (mg/L) － － － － － － － 0.002
ｴﾋﾟｸﾛﾛﾋﾄﾞﾘﾝ (mg/L) － － － － － － － 0.0004
1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ (mg/L) － － － － － － － 0.05
全マンガン (mg/L) － － － － － － － 0.2
ウラン (mg/L) － － － － － － － 0.002
pＨ 7.0 7.6 7.3 6.9 7.2 6.1 7.6
導電率 (μs/cm) 180 2400 400 570 470 250 2400

指
　
　
針
　
　
値

要
 
 
監
 
 
視
 
 
項
 
 
目

その他

環
境
基
準
値
・
指
針
値

(mg/L)

環
　
　
境
　
　
基
　
　
準
　
　
値

環
　
境
　
基
　
準
　
項
　
目



 
 

Ⅲ ダイオキシン類調査 
  （水質・底質・土壌） 

 



 

Ⅲ ダイオキシン類調査 
 １．調査の概要  

神戸市では、ダイオキシン類対策特別措置法（平成 12 年１月施行）第 26 条に基づき、平

成 12 年度より、ダイオキシン類について常時監視を実施している。 

平成 20 年度は、河川 11 地点、湖沼１地点、海域７地点、地下水４地点、土壌８地点で調

査を行った。 

 

２．公共用水域の水質及び底質 

(1)  調査時期、頻度 

河川・湖沼については平成 20 年８月の年１回実施。海域７地点のうち６地点は平成

20 年８月に年 1 回実施、１地点は５、８、11、１月の年４回実施。 

(2)  調査地点 

公共用水域測定地点から選定した、河川 11 地点、湖沼 1地点、海域７地点（図 3-1） 

(3) 調査方法 

水 質 
日本工業規格 K0312｢工業用水・工場排水中のダイオキシン類及

びコプラナーＰＣＢの測定方法｣による。 

底 質 
「ダイオキシン類に係る底質調査測定マニュアル」（平成20年

３月）による。 

 

(4) 調査結果 

平成 20 年度の調査結果を表 3-2-1 に示す。 

水質は調査したすべての地点で環境基準値（１pg-TEQ/Ｌ）を下回っていた。 

底質も調査したすべての地点で環境基準値（150pg-TEQ/g）を下回っていた。  

表 3-2-1 水質・底質のダイオキシン類調査結果 

調 査 地 点 (公共用水域の測定地点番号) 
水  質 

pg-TEQ/L  

底  質 

pg-TEQ/g‐dry 

明石川・上水源取水口 (20) 0.14 0.31 

明石川・藤原橋 (18) 0.14 0.57 

伊 川・二越橋 (27) 0.089 0.38 

伊 川・水道橋 (25) 0.12 1.0 

志染川・坂本橋 (16) 0.096 0.66 

福田川・福田橋 (51) 0.12 0.67 

烏原川・水源池上流 (43) 0.066 0.23 

布引水源池・水源池上流 (39) 0.070 0.22 

都賀川・昌平橋 (36) 0.069 0.33 

新湊川・南所橋 (41) 0.077 0.27 

河川 

印籠川・西区岩岡町 (29) 0.13 0.47 

湖沼 千苅水源池・取水塔前 ( 3) 0.065 8.9 

神戸港・中央 (80) 0.085 18 

六甲アイランド南・沖合(2) (81) 0.066 15 

舞子海域・舞子漁港 (75 0.065 0.48 

兵庫運河・材木橋 (64) 0.12 72 

兵庫運河・御崎橋  0.11 40 

新川運河  0.11 21 

海域 

遠矢浜北側水域（年 4 回）  0.34（0.13～0.80） 77（67～85） 



３．地下水 

(1)  調査時期、頻度 

平成 20 年９月、年 1回 

(2) 調査地点 

地下水概況調査地点から選定した４地点（図 3-2） 

(3) 調査方法 

日本工業規格 K0312｢工業用水・工場排水中のダイオキシン類及びコプラナーＰＣＢ

の測定方法｣による。 

(4) 調査結果 

平成 20 年度の調査結果を表 3-3-1 に示す。 

調査したすべての地点で環境基準値（１pg-TEQ/Ｌ）を下回っていた。 

 

表 3-3-1 地下水のダイオキシン類調査結果 

調 査 地 点 
調査結果 

pg-TEQ/L  

東灘区青木  0.038 

灘 区浜田町 0.039 

兵庫区北逆瀬川町 0.041 

地下水 

須磨区須磨寺町 0.037 

 

４．土壌 

(1)  調査時期、頻度 

平成 20 年 8 月、年 1回 

(2) 調査地点 

市内の公園等８地点（図 3-2） 

(3) 調査方法 

 「ダイオキシン類に係る土壌調査測定マニュアル」（平成 20 年３月）による。 

(4) 調査結果 

平成 20 年度の調査結果を表 3-4-1 に示す。 

調査したすべての地点で環境基準値（1,000pg-TEQ/g）を下回っていた。 

 

表3-4-1 土壌のダイオキシン類調査結果 

調査地点名 所 在 地 
測定結果

pg-TEQ/g
調査地点名 所 在 地 

測定結果

pg-TEQ/g

西浜公園 東灘区魚崎南町 0.036 岡場公園 北区藤原台町 0.060 

石屋川公園 東灘区御影石町 3.1 東尻池公園 長田区東尻池町 16 

諏訪山公園 中央区諏訪山町 0.19 須磨浦公園 須磨区一ノ谷 4.0 

浜中町公園 兵庫区浜中町 1.0 印路公園 西区平野町印路 1.6 



図 3-1 ダイオキシン類常時監視地点（平成 20 年度）
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Ⅳ 特別調査 

 



Ⅳ 特別調査 

１．底質調査 

公共用水域における底質の状況を調査することにより、累積的な水質汚濁の状

況を把握できるだけでなく、底泥からの有機物・栄養塩類等の溶出や貧酸素水塊

の発生など、底質が水質に及ぼす影響を検討する上での基礎的な資料を得ること

ができる。 

本市では、計画的かつ効率的に底質を調査するため、平成８年度より市内河川

及び海域をそれぞれ３水域に分け、毎年各１水域ずつを調査している。平成 20

年度は、河川は都市河川水域について、海域はＣ類型の地点について調査を行っ

た。 

(1) 底質調査の概要 

① 調査時期、頻度 

河川：平成 20 年 10 月 28 日 海域：平成 20 年 10 月 29 日 年 1 回 

② 調査地点 

調査は公共用水域測定地点で実施した。 

河川：７地点（表 4-1-1）  海域：８地点(表 4-1-2) 

表 4 - 1 - 1  河 川 に お け る 底 質 調 査 地 点 （ 平 成 20 年 度 ）  

水 系 名  河 川 名  調 査 地 点 名  
公共用水域の 

地 点 番 号 

住吉川 住吉川橋  ３２  

都賀川 昌平橋 ３６  東部都市河川 

生田川 小野柄橋  ３８  

新湊川 南所橋 ４１  

妙法寺川  若宮橋 ４７  

福田川 福田橋 ５１  西部都市河川  

山田川 山田橋 ５２  
 

表 4 - 1 - 2  海 域 に お け る 底 質 調 査 地 点 （ 平 成 20 年 度 ）  

類 型  水 域 名  海 域 名  調 査 地 点 名  
公共用水域の

地 点 番 号 

兵庫運河 兵 庫 運 河 材 木 橋 ６４ 

第２工区南 六 甲 大 橋 ５６ 

葺 合 港 摩 耶 大 橋 ５９ 

神 戸 港 東 神 戸 大 橋 ６１ 

六甲アイランド南  沖合（３）  ６５ 

第４工区南 沖合（１）  ７６ 

ポートアイランド東  第６防波堤北  ７９ 

Ｃ  

類  

型  大阪湾 (1)

神 戸 港 中 央 ８０ 



③ 調査方法 

スコップ（河川）、エクマンバージ型採泥器（海域）等により、表層泥を採

集した。 

④ 分析項目及び分析方法 

項目 分析方法 項目 分析方法 

乾燥減量 「底質調査方法」Ⅱ. 3 全燐 「底質調査方法」Ⅱ.19.2 

強熱減量 「底質調査方法」Ⅱ. 4 ｐＨ 「環境測定分析法注解」6.4.2

ＣＯＤsed 「底質調査方法」Ⅱ.20 酸化還元電位 「環境測定分析法注解」6.4.3

硫化物 「底質調査方法」Ⅱ.17 粒度分布 「ＪＩＳ Ａ １２０４」 

全窒素 「底質調査方法」Ⅱ.18.2

〔参考〕「底質調査方法」：環水管第１２７号（昭和 63 年９月８日）環境庁水質保全局長通知 

「環境測定分析法注解」：環境庁企画調整局研究調整課監修 環境測定分析法編集委員

会編 （社団法人 日本環境測定分析協会） 

 

(2) 調査結果 

底質調査結果を表 4-1-3 に示す。 

① 河川 

いずれの調査地点でも底質に臭気はなく、シルト（粒径<0.075mm）の含有

割合は 0.1～1.7％で性状は砂質であった。 

分析の結果、 CODsed： <500～ 2,300 mg/kg-dry、全窒素： 30～ 260 mg/kg-

dry、全燐： 77～ 266 mg/kg-dry の範囲であった。また、硫化物はすべて<10 

mg/kg-dry であった。生田川・小野柄橋では、CODsed、全窒素、全燐といった有

機物の堆積に係る項目が調査した他の河川と比べると高い値を示しているものの

硫化物は検出限界未満であり、全地点とも底泥中の有機物の酸素消費に伴う底質

の悪化は起こっていないものと考えられる。 

② 海域 

すべての地点で、底質に硫化水素臭が認められた。シルトの含有率は、神

戸港東・神戸大橋では 5.9％、兵庫運河・材木橋では 49.9％であったものの、

90％以上の高い値を示した地点が５地点あった。 

分 析の結果、 CODsed： 3,000～ 97,500 mg/kg-dry、 全 窒素： 570～ 5,710 

mg/kg-dry、全燐：204～940 mg/kg-dry、硫化物：460～1,740 mg/kg-dry の範

囲で検出された。CODsed、全窒素、全燐といった有機物の堆積に係る項目は、兵

庫運河が最も高い値を示していたが、大阪湾ではシルト分の多かった地点で高い

値を示しており、有機物の堆積による影響が現れていると思われる。 



 

 

表 4-1-3 河川・海域の底質調査結果（平成 20 年度） 

水温 透視度 透明度 泥温 ｐＨ 乾燥減量 強熱減量 CODsed 全窒素 全燐 硫化物 酸化還元電位

水域名 地点名 日 時 （℃） （℃） （㎝） （ｍ） （℃） (間隙水) （％） （％dry） （mV） ＞2㎜ 2-0.075 ＜0.075

水域
住吉川
住吉川橋

10月28日 9:00 晴 16.0 15.0 > 50 ----- 15.1 茶色 なし 砂礫状 7.1 18.9 0.80 < 500 30 77 < 10 170 2.4 97.5 0.1

水域
都賀川
昌平橋

10月28日 9:30 晴 17.1 15.3 > 50 ----- 15.0 茶色 なし 砂礫状 8.1 20.5 1.18 800 90 131 < 10 170 1.5 98.3 0.2

水域
生田川
小野柄橋

10月28日 10:15 晴 23.4 20.1 > 50 ----- 20.0 茶色 なし 砂礫状 8.4 20.9 2.24 2300 260 266 < 10 160 0.3 98.8 0.9

河川
新湊川
南所橋

10月28日 10:55 晴 20.2 18.5 > 50 ----- 19.8 茶色 なし 砂礫状 8.6 17.9 1.31 800 120 190 < 10 160 1.1 98.6 0.3

河川
妙法寺川
若宮橋

10月28日 11:20 晴 18.5 18.9 > 50 ----- 18.5 茶色 なし 砂礫状 8.9 14.1 1.30 700 70 135 < 10 200 1.2 98.7 0.1

河川
福田川
福田橋

10月28日 11:55 晴 18.1 16.0 > 50 ----- 15.9 茶色 なし 砂礫状 9.5 20.4 1.09 700 60 120 < 10 150 1.1 97.2 1.7

河川
山田川
山田橋

10月28日 12:20 晴 19.8 19.0 > 50 ----- 19.5 茶色 なし 砂礫状 7.7 17.7 0.82 600 50 81 < 10 190 2.0 97.8 0.2

河
兵庫運河
材木橋

10月28日 14:15 晴 20.9 21.1 ----- > 2.4 21.8 黒色 微硫化水素臭
シルト質

小石、貝殻、木片
8.3 61.5 22.34 97,500 5,710 940 1,740 -130 2.1 48.0 49.9

第２工区南
六甲大橋

10月29日 11:08 晴 20.0 20.2 ----- 3.0 22.2 黒灰色 微硫化水素臭 粘土混じりシルト質 8.4 75.3 12.83 3,000 570 343 800 -270 2.8 15.3 81.9

葺合港
摩耶大橋

10月29日 11:48 晴 22.0 21.2 ----- 3.7 22.2 黒色 弱硫化水素臭 シルト質 8.7 58.6 11.17 36,900 2,310 620 1,280 -410 1.0 6.7 92.3

神戸港東
神戸大橋

10月29日 9:30 曇 17.0 21.3 ----- 3.2 22.0 灰黒色 微硫化水素臭 砂混じりシルト質 8.9 26.4 3.41 6,300 720 204 600 -130 15.9 78.2 5.9

六甲アイランド南
沖合(3)

10月29日 10:30 晴 20.5 20.0 ----- 2.5 22.1 灰緑色 微硫化水素臭 シルト質 8.6 58.2 10.24 21,000 2,040 501 1,290 -310 0.0 0.8 99.2

第４工区南
沖合(1)

10月29日 10:47 晴 20.5 20.0 ----- 2.2 22.4 灰緑色 微硫化水素臭 シルト質 8.5 56.0 10.25 21,900 1,710 461 670 -380 0.1 2.5 97.4

ポートアイランド東
第６防波堤北

10月29日 11:28 曇 20.0 21.2 ----- 3.0 22.0 灰緑色 微硫化水素臭 シルト質 8.5 57.3 9.66 25,000 1,930 491 520 -380 0.5 3.3 96.2

80
神戸港
中央

10月29日 9:50 曇 18.0 22.0 ----- 3.3 22.1 灰緑色 微硫化水素臭 シルト質 8.6 48.5 8.95 24,400 1,760 561 460 -390 0.2 6.4 93.4

天候 気温測定地点 採泥日時

大阪湾
（１）

粒度分布（％）

（㎎/㎏-dry）

水質に関する調査項目 底質に関する調査項目

色相 臭気 性状

32 東部都市

36 東部都市

38 東部都市

41 西部都市

47 西部都市

51 西部都市

52 西部都市

64 兵庫運

56

59

61

65

76

79

河
川

海
域

区
分

地
点
№



２．水生生物調査 
(1) 概要 

本市では、昭和 47 年より公共用水域での水生生物調査を実施している。この調査は、市内

の河川や海域での水生生物の生育・生息状況の把握とこれらの生物を用いて水域の水質や底

質などの環境の評価を行うことを主な目的として行っている。一般に、水生生物の中には水

質や底質などの環境条件によって生育・生息範囲が制限される種があり、これらの種は環境

の変化を鋭敏に反映するため、「指標生物」と呼ばれている。 

昭和 57 年以降は、市内の公共用水域を都市河川水域、西神河川水域、北神河川水域及び海

域の 4 水域に分けて、原則として毎年 1 水域ずつ水生生物調査を実施し、生物相の実態と経

年変化の把握に努めている（表 4-2-1）。 

平成 20 年度は北神河川水域及び海域について調査を実施した。 

表 4-2-1 水生生物調査の実施状況 

実 施 年 度 水 域 区 分 調 査 項 目 

S57,S61,H2,H6,H10,H14,H18 都市河川水域

S58,S62,H3,H7,H11,H15,H19 西神河川水域

S59,S63,H4,H8,H12,H16,H20 北神河川水域

魚類、水生小動物＊１、

底生動物、付着藻類 

S60,H1,H5,H9,H13,H17 魚類 

S60,H1,H2,H5,H9,H10,H11,H12, 

H13,H14,H15,H16,H17,H18,H19,H20

海  域 マクロベントス、メガロ

ベントス、底質 

＊１ 水生小動物とは、魚類調査において同時に採取された貝類、甲殻類、昆虫などの

水生の小動物をいう。 

(2) 北神河川水域の水生生物調査 

① 調査日 平成 20 年 12 月 4 日・8日 

② 調査地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2-1 北神河川水域水生生物調査地点（平成 20 年度） 



③ 調査項目及び調査方法 

ア．魚類、水生小動物 

投網（目合い 12mm）、タモ網等を用いて採集した後、種の同定を行い、個体数及び個体

ごとの全長、湿重量を計測した。 

なお、同時に採取された貝類、甲殻類、昆虫等の水生小動物についても、種の同定及び

個体数の計数を行った。 

イ．底生動物 

平瀬又は早瀬の石礫底にコドラート（50cm×50cm）を設置し、枠内の底生生物をサーバ

ーネットで捕捉した。採取試料を 5％ホルマリンで固定後、種の同定、個体数及び種ごと

の湿重量の計測を行った。 

ウ．付着藻類 

平瀬又は早瀬の石を 5 個選び、それぞれの石の 5×5cm 枠内の付着物をナイロンブラシ

でこすり落とし、125cm2 の試料とした。試料は 5％ホルマリンで固定し、濃縮・沈殿後に

種の同定、細胞数の計測を行った。 

 

④ 調査結果 

ア． 魚類調査（水生小動物調査を含む） 

・ 出現種類数は 6科 11 種であった。また、水生小動物は 71 種確認された。 

・ 地点別に出現種類数をみると、最も出現種類数が少なかった地点は№2 有馬川・長尾

佐橋の 2種類であり、最も出現種類数が多かった地点は№6 大沢川・万歳橋の 8種類で

あった。 

・ 各地点の優占種（個体数及び湿重量）を図 4-2-2、表 4-2-9 に示す。 

 個体数ではカワヨシノボリが、湿重量ではオイカワが多くの地点で優占種となった。 

・ なお、今回の調査で確認した魚類のうち、特筆すべき種としてドジョウ、メダカの 2
種が挙げられる。 

ドジョウは、「改訂・兵庫の貴重な自然 兵庫県1版レッドデータブック 2003」（以下、
「兵庫県レッドデータブック」とする）においてＢランクとして掲載されている。確認

地点は No.6（大沢川－万歳橋）の 1地点であった。 
メダカは、環境省2レッドリスト 2007において絶滅危惧Ⅱ類のカテゴリーに掲載され
ているとともに、兵庫県レッドデータブックに要注目種として掲載されている。確認地

点は No.1（武庫川－大岩橋）、No.4（有野川－流末）、No.5（八多川－才谷橋）、 No.6
（大沢川－万歳橋）、No.8（淡河川－万代橋）の 5地点であった。 
魚類調査時に採取された水生小動物のうち、特筆すべき種としてはヒラマキミズマイマ

イの 1 種が挙げられる。ヒラマキミズマイマイは、2007 年に改訂された環境省レッドリス
ト 2007において情報不足種として掲載されている。確認地点は No.3（有野川－岡場橋）及
び No.9（志染－大滝橋）の 2地点であった。 
・ なお、前回（平成 16 年度）調査において確認され、今回調査において確認されなか

った種は、モツゴ、ムギツク、ナマズ、トウヨシノボリの 4種類であった。 

 

                                                   
1 兵庫県：改訂・兵庫の貴重な自然 －兵庫県版レッドデータブック 2003－（兵庫県、平成 15 年 3 月） 
2 環境省：汽水・淡水魚類レッドリスト（環境省、平成 19 年 8 月） 



 
 

 
カワヨシノボリ オ イ カ ワ 

 
 

 
オイカワ ギンブナ 

 

 

 

 

 

 

 
 

カ ワ ヨ シ ノ ボ リ カワヨシノボリ 

 

 

 

 
 

 
凡例 個体数からみた優占種 湿重量

 
 
 
 
 
 

図 4-2-2 北神河川水域における魚類調査結果[優占種]（平成
 

イ． 底生動物調査 

・ 出現種類数は 83 種類であった。 

・ 地点別に出現種類数をみると、最も出現種類数が少なかった地点

佐橋、№6 大沢川・万歳橋、№8 淡河川・万代橋の 21 種類であり

多かった地点は№4 有野川・流末の 37 種類であった。 

・ 各地点の優占種（個体数及び湿重量）を図 4-2-3、表 4-2-12 に示

 個体数ではウルマーシマトビゲラが、湿重量ではコガタシマトビ

優占種となった。 

・ 今回の調査で環境省及び兵庫県のレッドデータブックに掲載され

なかった。 
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凡例 個体数からみた優占種 湿重量

 

 

 

 

図 4-2-3 北神河川水域における底生動物調査結果[優占種]（平成
 

ウ． 付着藻類調査 

・ 出現種類数は 95 種類であった。 

・ 各地点における優占種を表 4-2-2、表 4-2-14 に示す。 

 Cocconeis placentula v. euglypta等のケイ藻類が多く確認された。
表 4-2-2 付着藻類調査結果[優占種]（各地点における優占種） 

調 査 地 点 細胞数からみた第 1優占種 

種 名 
No. 河川名 調査地点名 

学 名 （属 和 名） 

No.1 武庫川 大 岩 橋 Melosira varians（チャヅツケイソウ） 

No.2 有馬川 長尾佐橋 Achnanthes rostrata（マガリケイソウ） 

No.3 岡 場 橋 Cocconeis placentula v. euglypta（コバンケ

No.4 
有野川 

流  末 Diatoma vulgaris（イタケイソウ） 

No.5 八多川 才 谷 橋 Achnanthes rostrata（マガリケイソウ） 

No.6 大沢川 万 歳 橋 Nitzschia dissipata（ハリケイソウ） 

No.7 開 通 橋 Rhoicosphenia curvata（マガリクサビケイソ

No.8 
淡河川 

万 代 橋 Gomphonema minutum（クサビケイソウ） 

No.9 大 滝 橋 Achnanthes minutissima （マガリケイソウ） 

No.10 
志染川 

坂 本 橋 Cocconeis placentula v. euglypta（コバンケ
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⑤ 水生生物（底生生物、付着藻類）による水質評価 

ア． 生物学的水質階級の評価方法 

ある地点での生物学的水質階級（表 4-2-3）を評価するためには表 4-2-4 に示すように

何種類もの方法があり、同じ調査地点であっても調査方法によって違う結果が得られるこ

とがある。 

本調査においては、各地点において底生動物の生物指数（BI）、汚濁指数（PI）及び優

占種法（個体数・湿重量）並びに付着藻類の優占種法（細胞数）の 4手法 5項目の調査結

果を基に、上記 5項目の調査結果を総合的に判断することによって、調査地点ごとの水質

階級（os、βm、αm、ps の 4 種類）を決定し、生物学的水質階級を評価した。なお、多様

度指数（DI）及び魚類の調査結果については、評価に用いていない。 

すなわち、各項目について表 4-2-4 の水質評価基準に基づき評価された水質階級に 1点

（評価が 2階級にわたる場合はそれぞれの階級に 0.5 点）を与え、すべての項目について

の得点を合計し、最も高い点数を得た階級をその地点の生物学的水質階級とした。 

例） 

下記のように評価された地点があったとき 

底生生物の生物指数（BI） os 水質階級 評価点

底生生物の汚濁指数（PI） os～βm os 3.5 

底生生物の優占種法（個体数） αm βm 0.5 

底生生物の優占種法（湿重量） os αm 1 

付着藻類の優占種法 os 

 

ps  

この地点での生物学的水質

階級は os と評価する。 

評価を点数に変換 

ただし、最も高い点数を得た水質階級と隣り合う水質階級の評価点の差が 1点以内の場

合は、その地点の水質階級は両階級にわたるもの（例：os～βm）と評価した。 

 

表 4-2-3 生物学的水質階級 

水質階級 水質の状態 

os（貧腐水性） 汚濁のないきれいな水 

βm（β中腐水性） 汚濁の影響を受けているもののきれいな水 

αm（α中腐水性） 汚れている水 

ps（強腐水性） 非常に汚れている水 

 

 

 

 

 



表 4-2-4 水生生物による水質評価方法 

 

指数の算出方法等 水質評価基準 

生
物
指
数
（BI） 

Beck-Tsuda 法（α法）。 

次式により算出 

生物指数（BI）＝2A+B 

A；汚濁非耐忍性種（os） 

B；汚濁耐忍性種（βm～ps） 

 

BI 水質階級 

>20 os（貧腐水性） 

11～19 βm（β中腐水性）

6～10 αm（α中腐水性）

0～5 ps（強腐水性）  

汚
濁
指
数
（PI） 

Pantle u.Buck 法。 

次式により算出 

汚濁指数（PI）＝ ( ) ∑∑ hhs・  

ｓ；出現種の水質階級汚濁指数 

（os＝1，βm＝2，αm＝3，ps＝4） 

ｈ；出現多少度 

（1個体＝1，2～10 個体＝2，11 個体以上＝3）

 

PI 水質階級 

1～1.5 os（貧腐水性） 

1.5～2.5 βm（β中腐水性）

2.5～3.5 αm（α中腐水性）

3.5 以上 ps（強腐水性） 

 

 

優
占
種
法 

各調査点における個体数、湿重量等ごとの第 1

優占種の水質階級を、その調査地点の水質階級と

して評価する。 

各生物種の水質階級は水性小動

物は森下(1985)、付着藻類は渡辺他

(1986,1988)に従った。文献に出現

しない種については、津田、菊池

(1979)、上山他(1986)に拠った。

多
様
度
指
数
（DI） 

Shannon and Weaver の式により算出する。 

DI（N）＝ ( ) ( )NNiNNi
s

i
2

1
log∑

=

−  

DI（W）＝ ( ) ( )WWiWWi
s

i
2

1
log∑

=

−  

ｓ；種類数、N；総個体数（総細胞数）、 

W；総湿重量、 

Ni；ｉ番目の種の個体数（細胞数）、 

Wi；ｉ番目の種の湿重量 

DI は相対値であり、各調査地点の

DI を求めた後、その値の大小を他

の地点と比較し多様度の高低を評

価する。 

イ． 水質評価結果 

水生生物による北神河川の水質評価を表 4-2-5 及び図 4-2-4 に示す。 

調査地点別の水質評価結果は、10 地点中 5地点がβｍの水質を示していた。 

表 4-2-5 調査地点ごとの生物学的水質階級判定表 

 

No. 河川名 調査地点名 ｏｓ βｍ αｍ ｐｓ 判定結果

1 武庫川 大 岩 橋 2 3 ｏｓ～βｍ

2 有馬川 長尾佐橋 4 1 ｏｓ

3 岡 場 橋 3.5 1.5 ｏｓ

4 流　　末 1 4 βｍ

5 八多川 才 谷 橋 1 4 βｍ

6 大沢川 万 歳 橋 3 2 ｏｓ～βｍ

7 開 通 橋 2 3 ｏｓ～βｍ

8 万 代 橋 1 4 βｍ

9 大 滝 橋 1 4 βｍ

10 坂 本 橋 1 4 βｍ

有野川

淡河川

志染川



ウ． 生物学的水質階級と BOD 値からみた水質階級との比較 

生物学的水質階級と BOD の関係は、津田・松苗（生物による水質調査法 1974）によれば、

表 4-2-6 のとおりである。 

表 4-2-6 生物学的水質階級と BOD の関係 

水質階級 BOD の目安 

os（貧腐水性） ２．５mg／L 以下 

βm（β中腐水性） ２．５～５mg／L 

αm（α中腐水性） ５～１０mg／L 

ps（強腐水性） １０mg／L 以上 

 

生物学的水質階級と当該調査地点又は近接する地点での平成 20 年度の BOD 年平均値を

図 4-2-4、表 4-2-16 に示す。 
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凡例 生物学的水質階級 BOD 
 
 
 
 
 

図 4-2-4 北神河川水域における水生生物による水質階級と BOD 年平均値

 

平成 20 年度公共用水域水質測定結果における BOD 値からみた水質階

地点で貧腐水性（os）であった（表 4-2-16）。 

しかし、水生生物調査による生物学的水質階級判定結果は、BOD 値

比べてやや水質階級が汚れている傾向を示しており、必ずしも水質階

いない。 

これは、BOD 値による水質評価は、測定地点の環境の変動の比較的

ているのに対し、生物学的な水質階級の判定は、測定地点の環境を水

川構造等を総合的に示しているものと考えられ、北神河川においては

良好であるものの、河川の構造や水量が生物相に影響を与えているた
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測された。 



⑥ 河川の地点別調査結果 

水質評価結果を表 4-2-7 に示す。 

水質判定結果経年変化を表 4-2-8 に示す。 

魚類出現優占種を表 4-2-9 に示す。 

魚類出現種リストを表 4-2-10 に示す。 

魚類調査時に採取された底生動物出現種リストを表 4-2-11 に示す。 

底生動物出現優占種を表 4-2-12 に示す。 

底生動物出現種リストを表 4-2-13 に示す。 

付着藻類出現優占種を表 4-2-14 に示す。 

付着藻類出現種リストを表 4-2-15 に示す。 

BOD 年平均値と水質階級判定結果を表 4-2-16 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表4-2-7　水生生物による水質評価結果

魚類調査 底生動物調査 付着藻類調査

優占種 優占種

個体数 湿重量 細胞数

33 1.57 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Melosira varians

ｏｓ βｍ ｏｓ βｍ βｍ

25 1.82 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Cocconeis pediculus ※1

ｏｓ βｍ ｏｓ ｏｓ ｏｓ

34 1.73 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ Diatoma vulgaris

ｏｓ βｍ ｏｓ ｏｓ ｏｓ～βｍ

44 1.88
ｴﾘﾕｽﾘｶ属の一種
※1

ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ※1 Cocconeis placentula v. euglypta

ｏｓ βｍ βｍ βｍ βｍ

30 1.92 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｶﾜﾆﾅ Cocconeis placentula v. euglypta※1

ｏｓ βｍ βｍ βｍ βｍ

25 1.96
ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属の一
種 ※1

ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属の一種
※1

Nitzschia dissipata

ｏｓ βｍ ｏｓ βｍ ｏｓ

31 1.82 ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ ※1 Rhoicosphenia curvata

ｏｓ βｍ βｍ βｍ ｏｓ

24 2.14 ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ ｶﾜﾆﾅ Melosira varians ※1

ｏｓ βｍ βｍ βｍ βｍ

33 2.11 ｴﾘﾕｽﾘｶ属の一種 ｶﾜﾆﾅ Achnanthes minutissima 

ｏｓ βｍ βｍ βｍ βｍ

34 1.72 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Cocconeis placentula v. euglypta

ｏｓ βｍ βｍ βｍ βｍ

ＤＩ個体数：個体数からみたＤＩ（Diversity Index） ※1：第1優占種の水質階級が不明のため第2優占種の指標性を代用。

ＤＩ湿重量：湿重量からみたＤＩ

ＤＩ細胞数：細胞数からみたＤＩ

万 代 橋

№9 大 滝 橋

№6 万 歳 橋

№7 開 通 橋

大沢川

淡河川

志染川

ｏｓ～βｍ

ｏｓ

ｏｓ

βｍ

βｍ坂 本 橋 1.222

1.483

1.845 3.713

0.821 3.181

才 谷 橋

1.338

№10

河川名

№3

№4

調査地
点番号

№1

№2

№5

№8

八多川

ＤＩ
個体数

ＤＩ
湿重量

1.754

0.855

1.810

調査地点名

大 岩 橋

長尾佐橋

岡 場 橋

流　　末

武庫川

有馬川

有野川

ＤＩ
個体数

ＤＩ
湿重量

評価基準の
範囲

判定結果
ＢＩ ＰＩ

ＤＩ
細胞数

1.097 3.595 2.745

1.3851.603

3.030 2.441

1.813

0.265 2.659 2.899

3.554

4.054 ｏｓ～βｍ

3.295

3.976

4.054

3.306 ｏｓ～βｍ

ｏｓ～βｍ

ｏｓ～βｍ

ｏｓ～βｍ

2.007 1.709

2.165 2.080

1.669 1.274

1.875 1.309

1.000 0.907

3.523 1.882

2.550 1.999

3.021 2.545

2.859 2.398

3.053

ｏｓ～βｍ

ｏｓ～βｍ

ｏｓ～βｍ

ｏｓ～βｍ

ｏｓ～βｍ

3.630

3.839

3.718

2.956

βｍ

βｍ

ｏｓ～βｍ

ｏｓ～βｍ

βｍ



表4-2-8　水生生物による水質判定結果の経年変化

判　定　結　果

昭和
59年度

昭和
63年度

平成
4年度

平成
8年度

平成
12年度

平成
16年度

平成
20年度

1 武庫川 大 岩 橋 βｍ βｍ －
ｏｓ
～βｍ

βｍ βｍ
ｏｓ
～βｍ

2 有馬川 長尾佐橋
βｍ
～αｍ

αｍ
βｍ
～αｍ

βｍ
～αｍ

βｍ
ｏｓ
～βｍ

ｏｓ

3 岡 場 橋
ｏｓ
～βｍ

ｏｓ ｏｓ βｍ
ｏｓ
～βｍ

ｏｓ
～βｍ

ｏｓ

4 流　　末 βｍ
ｏｓ
～βｍ

βｍ βｍ βｍ βｍ βｍ

5 八多川 才 谷 橋 － βｍ βｍ βｍ βｍ βｍ βｍ

6 大沢川
万 歳 橋*1
（六寸橋）

－ － βｍ
ｏｓ
～βｍ

βｍ
ｏｓ
～βｍ

ｏｓ
～βｍ

7 開 通 橋 ｏｓ βｍ βｍ
ｏｓ
～βｍ

βｍ
ｏｓ
～βｍ

ｏｓ
～βｍ

8 万 代 橋 βｍ βｍ βｍ βｍ βｍ βｍ βｍ

9
大 滝 橋*2
（砂川橋）

βｍ ｏｓ βｍ ｏｓ
ｏｓ
～βｍ

βｍ βｍ

10 坂 本 橋
ｏｓ
～βｍ

ｏｓ
～βｍ

βｍ ｏｓ βｍ βｍ βｍ

*2　平成16年度は大滝橋の直上流で河川工事をしていたため、工事区間上流の砂川橋に調査地点を移動し
た。

調査地点名

有野川

*1　平成4年度、平成8年度は上流の六寸橋で調査を実施しているが、位置的に近いので同一調査地点とし
て扱った。

淡河川

志染川

No. 河川名



表4-2-9　魚類調査結果　　［優占種］

個体数からみた優占種 湿重量からみた優占種

第１優占種 第２優占種 第１優占種 第２優占種

標準和名
組成率
（％）

標準和名
組成率
（％）

標準和名
組成率
（％）

標準和名
組成率
（％）

No.1 武庫川 大岩橋 オイカワ 54.7 カワヨシノボリ 24.5 カワヨシノボリ 39.8 オイカワ 37.6

No.2 有馬川 長尾佐橋 カワムツ 72.0 カワヨシノボリ 28.0 カワムツ 95.5 カワヨシノボリ 4.5

No.3 岡場橋 オイカワ 48.8 カワムツ 32.6 オイカワ 82.7 カワムツ 11.6

No.4 流末 カワヨシノボリ 42.1 オイカワ 36.8 カワヨシノボリ 50.9 オイカワ 31.0

No.5 八多川 才谷橋 オイカワ 34.6 ドンコ 30.8 ギンブナ 50.4 ドンコ 24.7

No.6 大沢川 万歳橋
オイカワ
カワヨシノボリ

37.9 － － オイカワ 48.4 カワヨシノボリ 26.3

No.7 開通橋 カワヨシノボリ 41.9 オイカワ 32.6 オイカワ 70.1 カワヨシノボリ 18.7

No.8 万代橋 オイカワ 56.8 オイカワ属 16.2 オイカワ 60.9 ドンコ 32.6

No.9 大滝橋
カワムツ
カワヨシノボリ

50.0 － － カワヨシノボリ 68.8 カワムツ 31.2

No.10 坂本橋 オイカワ 52.4 カワヨシノボリ 42.9 カワヨシノボリ 65.2 オイカワ 31.3

調査地点名

志染川

調査
地点
番号

河川名

有野川

淡河川



表4-2-10　魚類出現種リスト

　　調査地点No. No.1 No.2 No.3 No.4

　　河　川　名 武庫川 有野川 有野川

　　調査地点名 大岩橋 長尾佐橋 岡場橋 流末

湿重量 全長範囲 湿重量 全長範囲 湿重量 全長範囲 湿重量 全長範囲

学　　名 標準和名 （ｇ） （㎝） （ｇ） （㎝） （ｇ） （㎝） （ｇ） （㎝）

1 コイ Carassius auratus langsdorfii ギンブナ

2 Zacco platypus オイカワ 29 15.1 2.6～7.5 21 82.4 3.4～12.6 7 6.7 1.8～8.0 

3 Zacco temminckii カワムツ 4 4.8 4.2～6.5 36 158.7 2.6～12.6 14 11.6 2.8～6.4 1 0.4 4.8 

4 Zacco sieboldii ヌマムツ

- Zacco sp. オイカワ属

5 Pseudogobio esocinus esocinus カマツカ

6 ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus ドジョウ

7 ギギ Pelteobagrus nudiceps ギギ

8 メダカ Oryzias latipes メダカ 2 0.3 2.3～3.2 2 0.2 2.1～2.2 

9 サンフィッシュ Lepomis macrochirus ブルーギル 5 4.0 3.8～4.5 

10 ハゼ Odontobutis obscura obscura ドンコ  1 3.3 6.3 

11 Rhinogobius flumineus カワヨシノボリ 13 16.0 4.3～6.2 14 7.5 2.4～5.3 8 5.6 3.2～5.1 8 11.0 3.1～7.3 

  　　出 現 種 類 数 5 2 3 5

      総  個  体  数 53 50 43 19

      総  湿  重  量 40.2 166.2 99.6 21.6

      網  打  回  数（捕獲回数） 投網25回，タモ網30分×2人 投網3回，タモ網30分×2人 投網5回，タモ網30分×2人 投網11回，タモ網30分×2人

      多 様 性 指 数（個体数） 1.754 0.855 1.483 1.845

      多 様 性 指 数（湿重量） 1.810 0.265 0.821 1.603

      備          考

　　調査地点No. No.5 No.6 No.7 No.8

　　河　川　名 八多川 淡河川 淡河川

　　調査地点名 才谷橋 万歳橋 開通橋 万代橋

湿重量 全長範囲 湿重量 全長範囲 湿重量 全長範囲 湿重量 全長範囲

学　　名 標準和名 （ｇ） （㎝） （ｇ） （㎝） （ｇ） （㎝） （ｇ） （㎝）

1 コイ Carassius auratus langsdorfii ギンブナ 1 24.7 12.2 1 1.5 5.3 

2 Zacco platypus オイカワ 9 9.9 3.2～6.4 11 10.3 1.7～8.1 14 30.0 2.8～11.0 21 51.8 2.2～13.7 

3 Zacco temminckii カワムツ 1 0.4 3.2 10 2.9 1.4～4.5 

4 Zacco sieboldii ヌマムツ 2 1.5 3.9～5.5 

- Zacco sp. オイカワ属 6 0.6 1.8～2.5 

5 Pseudogobio esocinus esocinus カマツカ 1 1.0 5.0 

6 ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus ドジョウ 1 0.4 5.3 

7 ギギ Pelteobagrus nudiceps ギギ 1 1.9 6.0 

8 メダカ Oryzias latipes メダカ 6 0.6 1.7～2.4 2 0.2 1.4～1.7 1 0.1 2.4 

9 サンフィッシュ Lepomis macrochirus ブルーギル

10 ハゼ Odontobutis obscura obscura ドンコ 8 12.1 3.3～6.8 1 1.9 5.6 2 27.7 5.3～12.9 

11 Rhinogobius flumineus カワヨシノボリ 2 1.7 4.0～4.3 11 5.6 3.2～4.4 18 8.0 2.6～4.9 5 3.3 2.8～4.8 

  　　出 現 種 類 数 5 8 4 5

      総  個  体  数 26 29 43 37

      総  湿  重  量 49.0 21.3 42.8 85.0

      網  打  回  数（捕獲回数） 投網5回，タモ網30分×2人 投網7回，タモ網30分×2人 投網20回，タモ網30分×2人 投網15回，タモ網30分×2人

      多 様 性 指 数（個体数） 2.007 2.165 1.669 1.875

      多 様 性 指 数（湿重量） 1.709 2.080 1.274 1.309

      備          考

　　調査地点No. No.9 No.10

　　河　川　名 志染川

　　調査地点名 大滝橋 坂本橋

湿重量 全長範囲 湿重量 全長範囲

学　　名 標準和名 （ｇ） （㎝） （ｇ） （㎝）

1 コイ Carassius auratus langsdorfii ギンブナ

2 Zacco platypus オイカワ 11 7.1 3.6～5.6 

3 Zacco temminckii カワムツ 3 0.5 2.8～3.4 1 0.8 5.0 

4 Zacco sieboldii ヌマムツ

- Zacco sp. オイカワ属

5 Pseudogobio esocinus esocinus カマツカ

6 ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus ドジョウ

7 ギギ Pelteobagrus nudiceps ギギ

8 メダカ Oryzias latipes メダカ

9 サンフィッシュ Lepomis macrochirus ブルーギル

10 ハゼ Odontobutis obscura obscura ドンコ

11 Rhinogobius flumineus カワヨシノボリ 3 1.1 3.2～4.0 9 14.8 3.3～6.5 

  　　出 現 種 類 数 2 3

      総  個  体  数 6 21

      総  湿  重  量 1.6 22.7

      網  打  回  数（捕獲回数） 投網10回，タモ網30分×2人 投網15回，タモ網30分×2人

      多 様 性 指 数（個体数） 1.000 1.222

      多 様 性 指 数（湿重量） 0.907 1.097

      備          考

個体数

大沢川

番
号

科
種　名

志染川

個体数 個体数

有馬川

科
種　名

個体数

個体数

個体数

個体数

番
号

科
種　名

個体数

番
号

個体数 個体数

①

② ①

②

① ①

② ②

①

②

①

②

①

②

①

②

①

②

①

① ①

②

② ①

②

①

②

①

②

①

①②

②

②

① ①

②

①

①



表4-2-11  魚類調査時に採取された底生動物出現種リスト
調査地点 № №1 №2 №3 №4 №5 №6 №7 №8 №9 №10

河川名 武庫川 有馬川 有野川 八多川 大沢川 淡河川 志染川

調査地点名

学　　　　名 標準和名
水質
階級

BI
耐忍性

Pis

1 ウズムシ ウズムシ サンカクアタマウズムシ Dugesia japonica ナミウズムシ ｏｓ A 1 1

2 Girardia tigrina アメリカナミウズムシ － B － 5 1

3 マキガイ ニナ タニシ Sinotaia quadrata histrica ヒメタニシ αｍ B 3 1 6

4 カワニナ Semisulcospira libertina カワニナ βｍ B 2 3 1 1 7 4 4 7 2

5 Semisulcospira reiniana チリメンカワニナ βｍ B 2 5 1

6 モノアラガイ モノアラガイ Radix auricularia japonica モノアラガイ αｍ B 3 1

7 サカマキガイ Physa acuta サカマキガイ ｐｓ B 4 1 1

8 ヒラマキガイ Gyraulus chinensis spirillus ヒラマキミズマイマイ αｍ B 3 1 2

9 ニマイガイ マルスダレガイ シジミ Corbicula sp. シジミ属の一種 － B － 1 4 9 1 5 10 2 4

10 ミミズ オヨギミミズ オヨギミミズ Lumbriculidae オヨギミミズ科 － B － 7 1

11 ナガミミズ イトミミズ Branchiura sowerbyi エラミミズ ｐｓ B 4 1 1 3 3 1

12 ナガミミズ Tubificidae イトミミズ科 － B － 2 2

13 ヒル ウオビル グロシフォニ Helobdella stagnalis ヌマビル αｍ B 3 1 2

14 イシビル イシビル Dina lineata シマイシビル αｍ B 3 1

15 Erpobdellidae イシビル科 － B － 1 5

16 甲殻 ワラジムシ ミズムシ Asellus hilgendorfi hilgendorfi ミズムシ αｍ B 3 3 1 6 3 3 5 14

17 ヨコエビ ハマトビムシ Platorchestia sp. ヒメハマトビムシ属の一種 － B － 1

18 マミズヨコエビ Crangonyx floridanus フロリダマミズヨコエビ － B － 1

19 エビ ヌマエビ Neocaridina sp. カワリヌマエビ属の一種 － B － 22 1 6 8 8 13 14 16 2

20 テナガエビ Macrobrachium nipponense テナガエビ βｍ B 2 6

21 Palaemon paucidens スジエビ βｍ B 2 1

22 アメリカザリガニ Procambarus clarkii アメリカザリガニ ｐｓ B 4 1 1 2

23 サワガニ Geothelphusa dehaani サワガニ ｏｓ A 1 3 1 2 1

24 昆虫 カゲロウ コカゲロウ Baetis thermicus シロハラコカゲロウ － B － 6

25 Labiobaetis atrebatinus ウスイロフトヒゲコカゲロウ － B － 1 3 1 2 1

26 Tenuibaetis sp. H Ｈコカゲロウ － B － 1 1

27 Procloeon sp. ヒメウスバコカゲロウ属の一種 － B － 3

28 チラカゲロウ Isonychia japonica チラカゲロウ ｏｓ A 1 1

29 ヒラタカゲロウ Ecdyonurus yoshidae シロタニガワカゲロウ ｏｓ A 1 6 6 4 1

30 マダラカゲロウ Ephacerella longicaudata シリナガマダラカゲロウ βｍ B 2 5 8 7 3

31 Torleya japonica エラブタマダラカゲロウ βｍ B 2 1

32 Uracanthella punctisetae アカマダラカゲロウ βｍ B 2 2

33 モンカゲロウ Ephemera strigata モンカゲロウ βｍ B 2 1

34 トンボ イトトンボ Ischnura sp. アオモンイトトンボ属の一種 － B － 1

35 カワトンボ Calopteryx sp. アオハダトンボ属の一種 － B － 3 2 6 1

36 Mnais costalis ニホンカワトンボ ｏｓ A 1 1

調査地点 № №1 №2 №3 №4 №5 №6 №7 №8 №9 №10

河川名 武庫川 有馬川 有野川 八多川 大沢川 淡河川 志染川

調査地点名

学　　　　名 標準和名
水質
階級

BI
耐忍性

Pis

37 昆虫 トンボ サナエトンボ Davidius sp. ダビドサナエ属の一種 βｍ B 2 1 1 2

38 Onychogomphus viridicostus オナガサナエ βｍ B 2 4 8 1 2

39 Sieboldius albardae コオニヤンマ βｍ B 2 1 1 2 2

40 Stylogomphus suzukii オジロサナエ βｍ B 2 5

41 ヤンマ Anax parthenope julius ギンヤンマ αｍ B 3 1 1 1 4

42 Boyeria maclachlani コシボソヤンマ βｍ B 2 2

43 エゾトンボ Macromia amphigena amphigena コヤマトンボ αｍ B 3 6

44 トンボ Orthetrum albistylum speciosum シオカラトンボ αｍ B 3 1

45 カワゲラ カワゲラ Neoperla sp. フタツメカワゲラ属の一種 ｏｓ A 1 10 3

46 カメムシ アメンボ Metrocoris histrio シマアメンボ βｍ B 2 1 1

47 Aquarius paludum paludum アメンボ αｍ B 3 1

48 ヘビトンボ ヘビトンボ Protohermes grandis ヘビトンボ ｏｓ A 1 1

49 コウチュウ ヒラタドロムシ Ectopria sp. チビヒゲナガハナノミ属の一種 － B － 1 1

50 Eubrianax sp. マルヒラタドロムシ属の一種 － B － 1 1 4 4 6 4

51 ヒラタドロムシ Mataeopsephus japonicus ヒラタドロムシ βｍ B 2 1 1

52 ホタル Luciola cruciata ゲンジボタル βｍ B 2 1 1

53 ハエ ガガンボ Tipula sp. ガガンボ属の一種 βｍ B 2 8 5 4 4 1 9 7 3

54 Antocha sp. ウスバガガンボ属の一種 ｏｓ A 1 4 1 3

55 ブユ Simulium sp. アシマダラブユ属の一種 ｏｓ A 1 1

56 ユスリカ Eukiefferiella sp. テンマクエリユスリカ属の一種 ｏｓ A 1 1

57 Orthocladius sp. エリユスリカ属の一種 βｍ B 2 1 2 3

58 Potthastia sp. サワユスリカ属の一種 － B － 1

59 Tanytarsus sp. ヒゲユスリカ属の一種 － B － 1

60 トビケラ ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata ヒゲナガカワトビケラ ｏｓ A 1 2

61 シマトビケラ Macrostemum radiatum オオシマトビケラ βｍ B 2 1

62 Cheumatopsyche brevilineata コガタシマトビケラ βｍ B 2 2 1 6

63 Cheumatopsyche infascia ナミコガタシマトビケラ βｍ B 2 1

64 Hydropsyche dilatata オオヤマシマトビケラ － B － 2 1

65 Hydropsyche orientalis ウルマーシマトビケラ ｏｓ A 1 1 2 1

66 ナガレトビケラ Rhyacophila nigrocephala ムナグロナガレトビケラ ｏｓ A 1 1

67 ヒメトビケラ Hydroptila sp. ヒメトビケラ属の一種 － B － 1 1 3 1

68 エグリトビケラ Apatania sp. コエグリトビケラ属の一種 βｍ B 2 2

69 ニンギョウトビケラ Goera japonica ニンギョウトビケラ ｏｓ A 1 2 2

70 カクツツトビケラ Lepidostoma sp. カクツツトビケラ属の一種 － B － 1 9 1

71 ケトビケラ Gumaga okinawaensis グマガトビケラ βｍ B 2 4

種　類　数 15 14 21 11 12 12 18 24 26 21

個　体　数 58 33 58 31 37 47 66 82 79 50

番
　
号 種　　　　名

分　類　群

綱 目 科

才
谷
橋

万
歳
橋

大
岩
橋

長
尾
佐
橋

岡
場
橋

流
末

大
滝
橋

坂
本
橋

開
通
橋

万
代
橋

番
　
号

分　類　群

大
岩
橋

長
尾
佐
橋

綱 目 科

種　　　　名 岡
場
橋

流
末

才
谷
橋

萬
歳
橋

開
通
橋

万
代
橋

大
滝
橋

坂
本
橋



表4-2-12　底生動物調査結果　　[優占種]

個体数からみた優占種 湿重量からみた優占種

第1優占種 第2優占種 第1優占種 第2優占種

種　名
水質
階級
個体数

組成率
（％）

種　名
水質
階級
個体数

組成率
（％）

種　名
水質
階級
湿重量
(mg)
組成率
（％）

種　名
水質
階級
湿重量
(mg)
組成率
（％）

ウルマーシマトビケラ ヒメドロムシ科 コガタシマトビケラ ウルマーシマトビケラ

Hydropsyche orientalis Elmidae Cheumatopsyche brevilineata Hydropsyche orientalis

ウルマーシマトビケラ ニセテンマクエリユスリカ属の一種 ウルマーシマトビケラ カワニナ

Hydropsyche orientalis Tvetenia sp. Hydropsyche orientalis Semisulcospira libertina

ウルマーシマトビケラ アカマダラカゲロウ ヒゲナガカワトビケラ ウルマーシマトビケラ

Hydropsyche orientalis Uracanthella punctisetae Stenopsyche marmorata Hydropsyche orientalis

ヒメドロムシ科 エリユスリカ属の一種 シジミ属の一種 オオシマトビケラ

Elmidae Orthocladius  sp. Corbicula sp. Macrostemum radiatum

コガタシマトビケラ エリユスリカ属の一種 カワニナ シジミ属の一種

Cheumatopsyche brevilineata Orthocladius  sp. Semisulcospira libertina Corbicula sp.

ヒメトビケラ属の一種 ウスバガガンボ属の一種 シジミ属の一種 ガガンボ属の一種

Hydroptila sp. Antocha sp. Corbicula sp. Tipula sp.

アカマダラカゲロウ ナミコガタシマトビケラ シジミ属の一種 ヒラタドロムシ

Uracanthella punctisetae Cheumatopsyche infascia Corbicula sp. Mataeopsephus japonicus

ヒラタドロムシ ヒメトビケラ属の一種 カワニナ ヒラタドロムシ

Mataeopsephus japonicus Hydroptila sp. Semisulcospira libertina Mataeopsephus japonicus

エリユスリカ属の一種 アシマダラブユ属の一種 カワニナ ナミイシビル

Orthocladius  sp. Simulium sp. Semisulcospira libertina Erpobdella octoculata

コガタシマトビケラ ヒメドロムシ科 コガタシマトビケラ ウルマーシマトビケラ

Cheumatopsyche brevilineata Elmidae Cheumatopsyche brevilineata Hydropsyche orientalis
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表4-2-13(1)　底生動物出現種リスト
調査地点 № №1 №2 №3 №4

番 調査河川名 武庫川 有馬川 有野川 有野川

号 種　　　　名 調査地点名 大岩橋 長尾佐橋 岡場橋 流末

綱 目 科 学　　　　名 標準和名 水質階級 BI耐忍性 Pis 個体数 湿重量(mg) 個体数 湿重量(mg) 個体数 湿重量(mg) 個体数 湿重量(mg)

1 ウズムシ ウズムシ サンカクアタマウズムシ Dugesia japonica ナミウズムシ ｏｓ A 1 107 934 128 207 21 15

2 Girardia tigrina アメリカナミウズムシ － B － 3 + 

3 マキガイ ニナ カワニナ Semisulcospira libertina カワニナ βｍ B 2 2 463

4 Semisulcospira reiniana チリメンカワニナ βｍ B 2

5 モノアラガイ サカマキガイ Physa acuta サカマキガイ ｐｓ B 4

6 ヒラマキガイ Gyraulus chinensis spirillus ヒラマキミズマイマイ αｍ B 3 1 + 

7 ニマイガイ マルスダレガイ シジミ Corbicula sp. シジミ属の一種 － B － 2 309 36 4,665

8 ミミズ オヨギミミズ オヨギミミズ Lumbriculidae オヨギミミズ科 － B － 1 + 62 275 1 + 

9 イトミミズ イトミミズ Branchiura sowerbyi エラミミズ ｐｓ B 4

10 Tubificidae イトミミズ科 － B －

11 ミズミミズ Nais bretscheri ミツゲミズミミズ αｍ B 3 9 + 

12 Nais communis ナミミズミミズ αｍ B 3 2 + 

13 Nais variabilis ミズミミズ αｍ B 3 1 + 

14 ヒル ウオビル グロシフォニ Glossiphonia weberi lata ハバヒロビル αｍ B 3

15 Helobdella stagnalis ヌマビル αｍ B 3 2 + 

16 イシビル イシビル Dina lineata シマイシビル αｍ B 3

17 Erpobdella octoculata ナミイシビル αｍ B 3 1 24 1 345

18 Erpobdellidae イシビル科 － B － 1 + 11 14

19 甲殻 ワラジムシ ミズムシ Asellus hilgendorfi hilgendorfi ミズムシ αｍ B 3 54 122 9 47 83 190 108 224

20 ヨコエビ マミズヨコエビ Crangonyx floridanus フロリダマミズヨコエビ － B － 2 + 

21 エビ ヌマエビ Neocaridina sp. カワリヌマエビ属の一種 － B － 3 527

22 昆虫 カゲロウ コカゲロウ Baetiella japonica フタバコカゲロウ ｏｓ A 1 18 32

23 Baetis taiwanensis フタモンコカゲロウ － B － 2 + 

24 Baetis thermicus シロハラコカゲロウ － B － 5 20

25 Baetis sp. コカゲロウ属の一種 － B － 2 + 

26 Alainites yoshinensis ヨシノコカゲロウ ｏｓ A 1

27 Tenuibaetis sp. H Ｈコカゲロウ － B － 69 130 101 76 74 43

28 ヒラタカゲロウ Ecdyonurus yoshidae シロタニガワカゲロウ ｏｓ A 1 11 12

29 トビイロカゲロウ Choroterpes altioculus ヒメトビイロカゲロウ βｍ B 2

30 マダラカゲロウ Ephacerella longicaudata シリナガマダラカゲロウ βｍ B 2

31 Torleya japonica エラブタマダラカゲロウ βｍ B 2 1 + 2 + 

32 Uracanthella punctisetae アカマダラカゲロウ βｍ B 2 129 162 623 528 22 32

調査地点 № №1 №2 №3 №4

番 調査河川名 武庫川 有馬川 有野川 有野川

号 種　　　　名 調査地点名 大岩橋 長尾佐橋 岡場橋 流末

綱 目 科 学　　　　名 標準和名 水質階級 BI耐忍性 Pis 個体数 湿重量(mg) 個体数 湿重量(mg) 個体数 湿重量(mg) 個体数 湿重量(mg)

33 昆虫 カゲロウ ヒメカゲロウ Caenis  sp. ヒメシロカゲロウ属の一種 βｍ B 2

34 モンカゲロウ Ephemera strigata モンカゲロウ βｍ B 2 1 44

35 トンボ サナエトンボ Onychogomphus viridicostus オナガサナエ βｍ B 2 7 230 56 1,524 1 14

36 Stylogomphus suzukii オジロサナエ βｍ B 2 1 68

37 カワゲラ カワゲラ Neoperla sp. フタツメカワゲラ属の一種 ｏｓ B 1

38 コウチュウ ヒラタドロムシ Ectopria  sp. チビヒゲナガハナノミ属の一種 － B － 11 51

39 Eubrianax  sp. マルヒラタドロムシ属の一種 － A － 2 26 1 + 25 179

40 Mataeopsephus japonicus ヒラタドロムシ βｍ B 2 2 24 32 202 25 245

41 Psephenoides japonicus マスダチビヒラタドロムシ βｍ B 2 87 130 1 + 180 129 39 20

42 ヒメドロムシ Stenelmis nipponica イブシアシナガドロムシ ｏｓ A 1 2 + 

43 Zaitzevia awana アワツヤドロムシ － B － 21 10 1 + 6 + 

44 Zaitzeviaria brevis ヒメツヤドロムシ － B －

45 Elmidae ヒメドロムシ科 － B － 197 137 26 13 345 223

46 ハエ ガガンボ Tipula sp. ガガンボ属の一種 βｍ B 2 4 163

47 Antocha sp. ウスバガガンボ属の一種 ｏｓ A 1 13 42

48 ブユ Simulium sp. アシマダラブユ属の一種 ｏｓ B 1 83 115

49 ユスリカ Conchapelopia sp. トラフユスリカ属の一種 － B －

50 Rheopelopia  sp. ウスギヌヒメユスリカ属の一種 － B － 39 20

51 Sympotthastia sp. フサユキユスリカ属の一種 － B －

52 Cardiocladius sp. ハダカユスリカ属の一種 ｏｓ A 1 23 14

53 Eukiefferiella sp. テンマクエリユスリカ属の一種 ｏｓ A 1 22 + 14 + 

54 Orthocladius sp. エリユスリカ属の一種 βｍ B 2 149 112 26 + 10 + 200 108

55 Potthastia sp. サワユスリカ属の一種 － B － 67 156

56 Psilometriocnemus sp. イズミエリユスリカ属の一種 － B －

57 Tvetenia sp. ニセテンマクエリユスリカ属の一種 － B － 1 + 119 26 25 + 

58 Dicrotendipes  sp. ホソミユスリカ属の一種 － B － 1 + 

59 Stictochironomus sp. アシマダラユスリカ属の一種 αｍ B 3

60 Cladotanytarsus sp. エダゲヒゲユスリカ属の一種 αｍ B 3 56 18

61 Neozavrelia  sp. フトオヒゲユスリカ属の一種 － B － 1 + 

62 Rheotanytarsus  sp. ナガレユスリカ属の一種 αｍ B 3

63 Tanytarsus sp. ヒゲユスリカ属の一種 － B － 11 + 

64 Chironomidae(pupa) ユスリカ科（蛹） － B － 40 30 1 + 1 + 

調査地点 № №1 №2 №3 №4

番 調査河川名 武庫川 有馬川 有野川 有野川

号 種　　　　名 調査地点名 大岩橋 長尾佐橋 岡場橋 流末

綱 目 科 学　　　　名 標準和名 水質階級 BI耐忍性 Pis 個体数 湿重量(mg) 個体数 湿重量(mg) 個体数 湿重量(mg) 個体数 湿重量(mg)

65 昆虫 ハエ アシナガバエ Dolichopodidae アシナガバエ科 － B －

66 トビケラ ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata ヒゲナガカワトビケラ ｏｓ A 1 252 35,832 1 214

67 クダトビケラ Psychomyia  sp. クダトビケラ属の一種 βｍ B 2 149 137

68 シマトビケラ Macrostemum radiatum オオシマトビケラ βｍ B 2 39 2,819

69 Cheumatopsyche brevilineata コガタシマトビケラ βｍ B 2 170 10,717 29 396 15 144

70 Cheumatopsyche infascia ナミコガタシマトビケラ βｍ B 2 9 41 264 1,060

71 Hydropsyche dilatata オオヤマシマトビケラ － B － 13 350

72 Hydropsyche orientalis ウルマーシマトビケラ ｏｓ A 1 624 6,826 217 925 627 5,773 17 216

73 Potamyia echigoensis エチゴシマトビケラ ｏｓ A 1 40 122

74 ナガレトビケラ Rhyacophila brevicephala ヒロアタマナガレトビケラ ｏｓ A 1 3 10 1 + 

75 Rhyacophila nigrocephala ムナグロナガレトビケラ ｏｓ A 1 2 + 2 + 

76 Rhyacophila yamanakensis ヤマナカナガレトビケラ ｏｓ A 1 2 34

77 ヤマトビケラ Glossosoma  sp. ヤマトビケラ属の一種 － B － 1 14

78 ヒメトビケラ Hydroptila sp. ヒメトビケラ属の一種 － B － 41 31 26 10 49 21

79 エグリトビケラ Apatania sp. コエグリトビケラ属の一種 βｍ B 2

80 ニンギョウトビケラ Goera japonica ニンギョウトビケラ ｏｓ A 1 12 312 2 51

81 ケトビケラ Gumaga okinawaensis グマガトビケラ βｍ B 2 1 + 

82 ヒゲナガトビケラ Ceraclea sp. タテヒゲナガトビケラ属の一種 － B －

83 Mystacides sp. アオヒゲナガトビケラ属の一種 βｍ B 2 1 + 

出　現　種　類　数 26  21  27  37  

総　個　体　数　（個体／0.25㎡） 2,044  500  2,526  1,224  

総　湿　重　量　（ mg ／0.25㎡） 20,120  2,723  46,628  10,053  

汚　濁　指　数 1.57  1.82  1.73  1.88  

Biotic index （２Ａ＋Ｂ）／ 不明種を除いた場合 22  18  26  29  

Biotic index （２Ａ＋Ｂ）／ 不明種を耐忍性"B"として含めた場合 33  25  34  44  

多　様　性　指　数　（個 体 数） 3.554  2.659  3.181  3.713  

多　様　性　指　数　（湿 重 量） 1.813  2.899  1.338  1.385  

造　網　係　数 94.2  60.1  94.4  73.6  

備　　　　　考

注： 1．湿重量＋は、10mg未満を示す。

2．①，②はそれぞれ第1優占種、第2優占種であることを示す。

②

①

②

② ①

②

①

②

②①

①

①

①

②

②

①



表4-2-13(2)　底生動物出現種リスト
調査地点 № №5 №6 №7 №8

番 調査河川名 八多川 大沢川 淡河川 淡河川

号 種　　　　名 調査地点名 才谷橋 万歳橋 開通橋 万代橋

綱 目 科 学　　　　名 標準和名 水質階級 BI耐忍性 Pis 個体数 湿重量(mg) 個体数 湿重量(mg) 個体数 湿重量(mg) 個体数 湿重量(mg)

1 ウズムシ ウズムシ サンカクアタマウズムシ Dugesia japonica ナミウズムシ ｏｓ A 1 12 + 1 + 

2 Girardia tigrina アメリカナミウズムシ － B － 186 715

3 マキガイ ニナ カワニナ Semisulcospira libertina カワニナ βｍ B 2 65 10,743 2 932 21 15,123

4 Semisulcospira reiniana チリメンカワニナ βｍ B 2 6 3,303

5 モノアラガイ サカマキガイ Physa acuta サカマキガイ ｐｓ B 4

6 ヒラマキガイ Gyraulus chinensis spirillus ヒラマキミズマイマイ αｍ B 3

7 ニマイガイ マルスダレガイ シジミ Corbicula sp. シジミ属の一種 － B － 50 3,604 6 3,277 7 2,920 7 8,522

8 ミミズ オヨギミミズ オヨギミミズ Lumbriculidae オヨギミミズ科 － B － 3 + 

9 イトミミズ イトミミズ Branchiura sowerbyi エラミミズ ｐｓ B 4 4 44

10 Tubificidae イトミミズ科 － B － 1 + 3 + 

11 ミズミミズ Nais bretscheri ミツゲミズミミズ αｍ B 3

12 Nais communis ナミミズミミズ αｍ B 3 19 + 

13 Nais variabilis ミズミミズ αｍ B 3

14 ヒル ウオビル グロシフォニ Glossiphonia weberi lata ハバヒロビル αｍ B 3 1 21

15 Helobdella stagnalis ヌマビル αｍ B 3

16 イシビル イシビル Dina lineata シマイシビル αｍ B 3 4 104

17 Erpobdella octoculata ナミイシビル αｍ B 3 2 365

18 Erpobdellidae イシビル科 － B － 4 11 1 + 

19 甲殻 ワラジムシ ミズムシ Asellus hilgendorfi hilgendorfi ミズムシ αｍ B 3 1 12 2 + 64 138 20 50

20 ヨコエビ マミズヨコエビ Crangonyx floridanus フロリダマミズヨコエビ － B －

21 エビ ヌマエビ Neocaridina sp. カワリヌマエビ属の一種 － B － 7 646 3 383 127 4,864

22 昆虫 カゲロウ コカゲロウ Baetiella japonica フタバコカゲロウ ｏｓ A 1

23 Baetis taiwanensis フタモンコカゲロウ － B － 1 + 

24 Baetis thermicus シロハラコカゲロウ － B －

25 Baetis sp. コカゲロウ属の一種 － B －

26 Alainites yoshinensis ヨシノコカゲロウ ｏｓ A 1 6 + 

27 Tenuibaetis sp. H Ｈコカゲロウ － B － 2 + 7 + 

28 ヒラタカゲロウ Ecdyonurus yoshidae シロタニガワカゲロウ ｏｓ A 1 11 28 3 13 98 140

29 トビイロカゲロウ Choroterpes altioculus ヒメトビイロカゲロウ βｍ B 2 1 + 12 + 

30 マダラカゲロウ Ephacerella longicaudata シリナガマダラカゲロウ βｍ B 2

31 Torleya japonica エラブタマダラカゲロウ βｍ B 2 14 + 

32 Uracanthella punctisetae アカマダラカゲロウ βｍ B 2 1 + 260 162

調査地点 № №5 №6 №7 №8

番 調査河川名 八多川 大沢川 淡河川 淡河川

号 種　　　　名 調査地点名 才谷橋 万歳橋 開通橋 万代橋

綱 目 科 学　　　　名 標準和名 水質階級 BI耐忍性 Pis 個体数 湿重量(mg) 個体数 湿重量(mg) 個体数 湿重量(mg) 個体数 湿重量(mg)

33 昆虫 カゲロウ ヒメカゲロウ Caenis  sp. ヒメシロカゲロウ属の一種 βｍ B 2 14 + 

34 モンカゲロウ Ephemera strigata モンカゲロウ βｍ B 2

35 トンボ サナエトンボ Onychogomphus viridicostus オナガサナエ βｍ B 2

36 Stylogomphus suzukii オジロサナエ βｍ B 2

37 カワゲラ カワゲラ Neoperla sp. フタツメカワゲラ属の一種 ｏｓ B 1 1 22

38 コウチュウ ヒラタドロムシ Ectopria  sp. チビヒゲナガハナノミ属の一種 － B － 3 18

39 Eubrianax  sp. マルヒラタドロムシ属の一種 － A － 9 125 3 62 28 340 100 1,797

40 Mataeopsephus japonicus ヒラタドロムシ βｍ B 2 1 22 51 1,708 667 10,193

41 Psephenoides japonicus マスダチビヒラタドロムシ βｍ B 2 20 15 1 + 

42 ヒメドロムシ Stenelmis nipponica イブシアシナガドロムシ ｏｓ A 1

43 Zaitzevia awana アワツヤドロムシ － B － 3 + 

44 Zaitzeviaria brevis ヒメツヤドロムシ － B － 3 + 

45 Elmidae ヒメドロムシ科 － B － 11 21 31 11 6 + 65 32

46 ハエ ガガンボ Tipula sp. ガガンボ属の一種 βｍ B 2 3 763

47 Antocha sp. ウスバガガンボ属の一種 ｏｓ A 1 113 503 6 24

48 ブユ Simulium sp. アシマダラブユ属の一種 ｏｓ B 1 71 86 34 38

49 ユスリカ Conchapelopia sp. トラフユスリカ属の一種 － B － 15 + 3 + 2 + 

50 Rheopelopia  sp. ウスギヌヒメユスリカ属の一種 － B － 1 + 

51 Sympotthastia sp. フサユキユスリカ属の一種 － B － 3 + 

52 Cardiocladius sp. ハダカユスリカ属の一種 ｏｓ A 1

53 Eukiefferiella sp. テンマクエリユスリカ属の一種 ｏｓ A 1

54 Orthocladius sp. エリユスリカ属の一種 βｍ B 2 98 65 76 37 7 + 269 183

55 Potthastia sp. サワユスリカ属の一種 － B －

56 Psilometriocnemus sp. イズミエリユスリカ属の一種 － B － 2 + 

57 Tvetenia sp. ニセテンマクエリユスリカ属の一種 － B －

58 Dicrotendipes  sp. ホソミユスリカ属の一種 － B －

59 Stictochironomus sp. アシマダラユスリカ属の一種 αｍ B 3 3 + 

60 Cladotanytarsus sp. エダゲヒゲユスリカ属の一種 αｍ B 3 12 + 1 + 

61 Neozavrelia  sp. フトオヒゲユスリカ属の一種 － B －

62 Rheotanytarsus  sp. ナガレユスリカ属の一種 αｍ B 3 4 + 

63 Tanytarsus sp. ヒゲユスリカ属の一種 － B －

64 Chironomidae(pupa) ユスリカ科（蛹） － B － 12 + 

調査地点 № №5 №6 №7 №8

番 調査河川名 八多川 大沢川 淡河川 淡河川

号 種　　　　名 調査地点名 才谷橋 万歳橋 開通橋 万代橋

綱 目 科 学　　　　名 標準和名 水質階級 BI耐忍性 Pis 個体数 湿重量(mg) 個体数 湿重量(mg) 個体数 湿重量(mg) 個体数 湿重量(mg)

65 昆虫 ハエ アシナガバエ Dolichopodidae アシナガバエ科 － B －

66 トビケラ ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata ヒゲナガカワトビケラ ｏｓ A 1

67 クダトビケラ Psychomyia  sp. クダトビケラ属の一種 βｍ B 2 8 + 6 + 

68 シマトビケラ Macrostemum radiatum オオシマトビケラ βｍ B 2 10 538

69 Cheumatopsyche brevilineata コガタシマトビケラ βｍ B 2 147 855 6 34 28 224

70 Cheumatopsyche infascia ナミコガタシマトビケラ βｍ B 2 115 412

71 Hydropsyche dilatata オオヤマシマトビケラ － B －

72 Hydropsyche orientalis ウルマーシマトビケラ ｏｓ A 1 9 100 9 46

73 Potamyia echigoensis エチゴシマトビケラ ｏｓ A 1

74 ナガレトビケラ Rhyacophila brevicephala ヒロアタマナガレトビケラ ｏｓ A 1

75 Rhyacophila nigrocephala ムナグロナガレトビケラ ｏｓ A 1

76 Rhyacophila yamanakensis ヤマナカナガレトビケラ ｏｓ A 1

77 ヤマトビケラ Glossosoma  sp. ヤマトビケラ属の一種 － B －

78 ヒメトビケラ Hydroptila sp. ヒメトビケラ属の一種 － B － 1 + 229 106 348 169

79 エグリトビケラ Apatania sp. コエグリトビケラ属の一種 βｍ B 2

80 ニンギョウトビケラ Goera japonica ニンギョウトビケラ ｏｓ A 1 3 120 2 83 3 27

81 ケトビケラ Gumaga okinawaensis グマガトビケラ βｍ B 2

82 ヒゲナガトビケラ Ceraclea sp. タテヒゲナガトビケラ属の一種 － B － 1 + 

83 Mystacides sp. アオヒゲナガトビケラ属の一種 βｍ B 2

出　現　種　類　数 27  21  25  21  

総　個　体　数　（個体／0.25㎡） 587  522  711  1,902  

総　湿　重　量　（ mg ／0.25㎡） 19,536  5,427  7,270  42,666  

汚　濁　指　数 1.92  1.96  1.82  2.14  

Biotic index （２Ａ＋Ｂ）／ 不明種を除いた場合 19  15  23  15  

Biotic index （２Ａ＋Ｂ）／ 不明種を耐忍性"B"として含めた場合 30  25  31  24  

多　様　性　指　数　（個 体 数） 3.523  2.550  3.021  2.859  

多　様　性　指　数　（湿 重 量） 1.882  1.999  2.545  2.398  

造　網　係　数 70.3  7.6  15.7  5.8  

備　　　　　考

注： 1．湿重量＋は、10mg未満を示す。

2．①，②はそれぞれ第1優占種、第2優占種であることを示す。

②

①

②

②

①

①

②

①

②

②

①

①

①

②

②

①



表4-2-13(3)　底生動物出現種リスト
調査地点 № №9 №10

番 調査河川名 志染川 志染川

号 種　　　　名 調査地点名 大滝橋 坂本橋

綱 目 科 学　　　　名 標準和名 水質階級 BI耐忍性 Pis 個体数 湿重量(mg) 個体数 湿重量(mg)

1 ウズムシ ウズムシ サンカクアタマウズムシ Dugesia japonica ナミウズムシ ｏｓ A 1 2 + 4 10

2 Girardia tigrina アメリカナミウズムシ － B －

3 マキガイ ニナ カワニナ Semisulcospira libertina カワニナ βｍ B 2 5 1,351 2 1,647

4 Semisulcospira reiniana チリメンカワニナ βｍ B 2

5 モノアラガイ サカマキガイ Physa acuta サカマキガイ ｐｓ B 4 2 + 

6 ヒラマキガイ Gyraulus chinensis spirillus ヒラマキミズマイマイ αｍ B 3 4 15 1 + 

7 ニマイガイ マルスダレガイ シジミ Corbicula sp. シジミ属の一種 － B － 5 447

8 ミミズ オヨギミミズ オヨギミミズ Lumbriculidae オヨギミミズ科 － B － 16 142

9 イトミミズ イトミミズ Branchiura sowerbyi エラミミズ ｐｓ B 4 3 45

10 Tubificidae イトミミズ科 － B －

11 ミズミミズ Nais bretscheri ミツゲミズミミズ αｍ B 3

12 Nais communis ナミミズミミズ αｍ B 3 1 + 8 + 

13 Nais variabilis ミズミミズ αｍ B 3

14 ヒル ウオビル グロシフォニ Glossiphonia weberi lata ハバヒロビル αｍ B 3

15 Helobdella stagnalis ヌマビル αｍ B 3 3 15

16 イシビル イシビル Dina lineata シマイシビル αｍ B 3

17 Erpobdella octoculata ナミイシビル αｍ B 3 1 309

18 Erpobdellidae イシビル科 － B －

19 甲殻 ワラジムシ ミズムシ Asellus hilgendorfi hilgendorfi ミズムシ αｍ B 3 54 206 5 17

20 ヨコエビ マミズヨコエビ Crangonyx floridanus フロリダマミズヨコエビ － B －

21 エビ ヌマエビ Neocaridina sp. カワリヌマエビ属の一種 － B －

22 昆虫 カゲロウ コカゲロウ Baetiella japonica フタバコカゲロウ ｏｓ A 1 1 + 

23 Baetis taiwanensis フタモンコカゲロウ － B －

24 Baetis thermicus シロハラコカゲロウ － B － 43 34

25 Baetis sp. コカゲロウ属の一種 － B －

26 Alainites yoshinensis ヨシノコカゲロウ ｏｓ A 1

27 Tenuibaetis sp. H Ｈコカゲロウ － B － 64 55

28 ヒラタカゲロウ Ecdyonurus yoshidae シロタニガワカゲロウ ｏｓ A 1 2 + 

29 トビイロカゲロウ Choroterpes altioculus ヒメトビイロカゲロウ βｍ B 2

30 マダラカゲロウ Ephacerella longicaudata シリナガマダラカゲロウ βｍ B 2 2 17

31 Torleya japonica エラブタマダラカゲロウ βｍ B 2

32 Uracanthella punctisetae アカマダラカゲロウ βｍ B 2 20 70

調査地点 № №9 №10

番 調査河川名 志染川 志染川

号 種　　　　名 調査地点名 大滝橋 坂本橋

綱 目 科 学　　　　名 標準和名 水質階級 BI耐忍性 Pis 個体数 湿重量(mg) 個体数 湿重量(mg)

33 昆虫 カゲロウ ヒメカゲロウ Caenis  sp. ヒメシロカゲロウ属の一種 βｍ B 2

34 モンカゲロウ Ephemera strigata モンカゲロウ βｍ B 2

35 トンボ サナエトンボ Onychogomphus viridicostus オナガサナエ βｍ B 2 8 16

36 Stylogomphus suzukii オジロサナエ βｍ B 2

37 カワゲラ カワゲラ Neoperla sp. フタツメカワゲラ属の一種 ｏｓ B 1

38 コウチュウ ヒラタドロムシ Ectopria  sp. チビヒゲナガハナノミ属の一種 － B － 9 35

39 Eubrianax  sp. マルヒラタドロムシ属の一種 － A － 15 256 16 254

40 Mataeopsephus japonicus ヒラタドロムシ βｍ B 2 8 340

41 Psephenoides japonicus マスダチビヒラタドロムシ βｍ B 2 16 + 

42 ヒメドロムシ Stenelmis nipponica イブシアシナガドロムシ ｏｓ A 1

43 Zaitzevia awana アワツヤドロムシ － B － 19 10

44 Zaitzeviaria brevis ヒメツヤドロムシ － B －

45 Elmidae ヒメドロムシ科 － B － 106 50

46 ハエ ガガンボ Tipula sp. ガガンボ属の一種 βｍ B 2 1 + 

47 Antocha sp. ウスバガガンボ属の一種 ｏｓ A 1 1 + 17 84

48 ブユ Simulium sp. アシマダラブユ属の一種 ｏｓ B 1 63 73 88 190

49 ユスリカ Conchapelopia sp. トラフユスリカ属の一種 － B － 1 + 

50 Rheopelopia  sp. ウスギヌヒメユスリカ属の一種 － B －

51 Sympotthastia sp. フサユキユスリカ属の一種 － B －

52 Cardiocladius sp. ハダカユスリカ属の一種 ｏｓ A 1

53 Eukiefferiella sp. テンマクエリユスリカ属の一種 ｏｓ A 1 18 + 51 + 

54 Orthocladius sp. エリユスリカ属の一種 βｍ B 2 189 125 36 22

55 Potthastia sp. サワユスリカ属の一種 － B －

56 Psilometriocnemus sp. イズミエリユスリカ属の一種 － B －

57 Tvetenia sp. ニセテンマクエリユスリカ属の一種 － B － 1 + 

58 Dicrotendipes  sp. ホソミユスリカ属の一種 － B －

59 Stictochironomus sp. アシマダラユスリカ属の一種 αｍ B 3

60 Cladotanytarsus sp. エダゲヒゲユスリカ属の一種 αｍ B 3

61 Neozavrelia  sp. フトオヒゲユスリカ属の一種 － B －

62 Rheotanytarsus  sp. ナガレユスリカ属の一種 αｍ B 3

63 Tanytarsus sp. ヒゲユスリカ属の一種 － B － 45 + 

64 Chironomidae(pupa) ユスリカ科（蛹） － B － 49 12 8 + 

調査地点 № №9 №10

番 調査河川名 志染川 志染川

号 種　　　　名 調査地点名 大滝橋 坂本橋

綱 目 科 学　　　　名 標準和名 水質階級 BI耐忍性 Pis 個体数 湿重量(mg) 個体数 湿重量(mg)

65 昆虫 ハエ アシナガバエ Dolichopodidae アシナガバエ科 － B － 1 + 

66 トビケラ ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata ヒゲナガカワトビケラ ｏｓ A 1

67 クダトビケラ Psychomyia  sp. クダトビケラ属の一種 βｍ B 2

68 シマトビケラ Macrostemum radiatum オオシマトビケラ βｍ B 2

69 Cheumatopsyche brevilineata コガタシマトビケラ βｍ B 2 278 2,009

70 Cheumatopsyche infascia ナミコガタシマトビケラ βｍ B 2

71 Hydropsyche dilatata オオヤマシマトビケラ － B －

72 Hydropsyche orientalis ウルマーシマトビケラ ｏｓ A 1 2 40 88 1,905

73 Potamyia echigoensis エチゴシマトビケラ ｏｓ A 1

74 ナガレトビケラ Rhyacophila brevicephala ヒロアタマナガレトビケラ ｏｓ A 1

75 Rhyacophila nigrocephala ムナグロナガレトビケラ ｏｓ A 1

76 Rhyacophila yamanakensis ヤマナカナガレトビケラ ｏｓ A 1

77 ヤマトビケラ Glossosoma  sp. ヤマトビケラ属の一種 － B －

78 ヒメトビケラ Hydroptila sp. ヒメトビケラ属の一種 － B － 18 11 29 19

79 エグリトビケラ Apatania sp. コエグリトビケラ属の一種 βｍ B 2 1 + 

80 ニンギョウトビケラ Goera japonica ニンギョウトビケラ ｏｓ A 1 1 10 1 16

81 ケトビケラ Gumaga okinawaensis グマガトビケラ βｍ B 2

82 ヒゲナガトビケラ Ceraclea sp. タテヒゲナガトビケラ属の一種 － B －

83 Mystacides sp. アオヒゲナガトビケラ属の一種 βｍ B 2

出　現　種　類　数 26  27  

総　個　体　数　（個体／0.25㎡） 491  941  

総　湿　重　量　（ mg ／0.25㎡） 2,554  7,303  

汚　濁　指　数 2.11  1.72  

Biotic index （２Ａ＋Ｂ）／ 不明種を除いた場合 26  24  

Biotic index （２Ａ＋Ｂ）／ 不明種を耐忍性"B"として含めた場合 33  34  

多　様　性　指　数　（個 体 数） 3.030  3.595  

多　様　性　指　数　（湿 重 量） 2.441  2.745  

造　網　係　数 6.5  77.7  

備　　　　　考

注： 1．湿重量＋は、10mg未満を示す。

2．①，②はそれぞれ第1優占種、第2優占種であることを示す。

②

①

②

②

①

①

②

①



表4-2-14　付着藻類調査結果　　[優占種]

細　胞　数　か　ら　み　た　優　占　種

調　査　地　点 第　1　優　占　種 第　2　優　占　種

No. 河川名 調査地点名 種　名 水質階級
細胞数

(細胞/mm2)
組成率
（％）

種　名 水質階級
細胞数

(細胞/mm2)
組成率
（％）

No.1 武庫川 大 岩 橋 Melosira varians βｍ 11,880 46.6 Cocconeis placentula v. euglypta βｍ 2,771 10.9

No.2 有馬川 長尾佐橋 Achnanthes rostrata 不明 920 25.3 Cocconeis pediculus ｏｓ 532 14.7

No.3 岡 場 橋 Cocconeis placentula v. euglypta βｍ 1,931 18.0 Rhoicosphenia curvata ｏｓ 1,665 15.5

No.4 流　　末 Diatoma vulgaris ｏｓ・βｍ 3,974 31.6 Cocconeis placentula v. euglypta βｍ 2,472 19.7

No.5 八多川 才 谷 橋 Achnanthes rostrata 不明 5,315 27.1 Cocconeis placentula v. euglypta βｍ 3,347 17.1

No.6 大沢川 万 歳 橋 Nitzschia dissipata ｏｓ 7,237 23.0 Melosira varians βｍ 4,666 14.8

No.7 開 通 橋 Rhoicosphenia curvata ｏｓ 4,433 26.2 Gomphonema quadripunctatum ｏｓ 2,743 16.2

No.8 万 代 橋 Gomphonema minutum 不明 1,474 43.3 Melosira varians βｍ 572 16.8

No.9 大 滝 橋 Achnanthes minutissima βｍ 5,490 41.2 Nitzschia amphibia αｍ 2,188 16.4

No.10 坂 本 橋 Cocconeis placentula v. euglypta βｍ 1,445 16.9 Cocconeis pediculus ｏｓ 1,358 15.9

有野川

淡河川

志染川



表4-2-15(1)　付着藻類出現種リスト
　　　　分　　　類　　　群 調査地点№ No.1 No.2 No.3 No.4 No.5

番 調査河川 武庫川 有馬川 有野川 有野川 八多川

号 綱 科 種   名 調査地点 大岩橋 長尾佐橋 岡場橋 流末 才谷橋

　　　　　　　学　　名 属和名 水質階級 細胞数 細胞数 細胞数 細胞数 細胞数

1 藍藻 クロオコックス Chroococcus sp. クロオコックス 不明 86

2 Entophysalis lemaniae エントフィザリス αm～os 734

3 ヒゲモ Homoeothrix varians* ビロウドランソウ βm～os 583

4 ユレモ Phormidium sp.* サヤユレモ 不明 259 22

5 紅藻 アウドウイネラ Audouinella sp. アウドウイネラ 不明

6 珪藻 コアミケイソウ Cyclotella stelligera ヒメマルケイソウ βm 9 7 12

7 チャヅツケイソウ Melosira varians チャヅツケイソウ βm 11,880 86 238 216 22

8 ビドゥルフィア Hydrosera whampoensis ヒドロセラ 不明 8 5

9 Pleurosira laevis プレウロシラ 不明 216 6 7 6 11

10 ディアトマ Diatoma vulgaris イタケイソウ βm･os 129 150 60 3,974

11 Fragilaria capucina v. vaucheriae オビケイソウ os 1,441 209 486 377 556

12 オビケイソウ Fragilaria construens オビケイソウ αm 712 19

13 Fragilaria fasciculata オビケイソウ 不明 3

14 Fragilaria pinnata オビケイソウ αm～βm 901 93 426 356

15 Synedra rumpens ナガケイソウ βm 34 3 25 33

16 Synedra rumpens v. familiaris ナガケイソウ βm 198 3 40

17 Synedra rumpens v. fragilarioides ナガケイソウ βm 1,998 400 22

18 Synedra ulna ナガケイソウ βm 335 133 93 328 456

19 Synedra ulna  v. oxyrhynchus ナガケイソウ βm 31 33

20 Synedra ulna v. ramesi ナガケイソウ βm

21 Synedra ungeriana ナガケイソウ 不明 17 27 74 22

22 アクナンテス Cocconeis pediculus コバンケイソウ os 43 532 539 1,533 1,624

23 Cocconeis placentula コバンケイソウ βm 31 56

24 Cocconeis placentula  v. euglypta コバンケイソウ βm 2,771 113 1,931 2,472 3,347

25 Cocconeis placentula v. lineata コバンケイソウ βm 257 74 7 297 934

26 Achnanthes clevei マガリケイソウ βm～os 7

27 Achnanthes delicatula マガリケイソウ αm 57 27 25 33

28 Achnanthes exigua マガリケイソウ αm～βm 26 6 11

29 Achnanthes lanceolata マガリケイソウ βm 9 187 20 25 56

30 Achnanthes levanderi マガリケイソウ 不明

31 Achnanthes linearis マガリケイソウ ps～βm

32 Achnanthes minutissima マガリケイソウ βm 137 37 40 6 33

33 Achnanthes rostrata マガリケイソウ 不明 60 920 1,019 56 5,315

34 Achnanthes subhudsonis マガリケイソウ os 172 226 27 31 67

35 Rhoicosphenia curvata マガリクサビケイソウ os 93 1,665 2,913

　　　　分　　　類　　　群 調査地点№ No.1 No.2 No.3 No.4 No.5

番 調査河川 武庫川 有馬川 有野川 有野川 八多川

号 綱 科 種   名 調査地点 大岩橋 長尾佐橋 岡場橋 流末 才谷橋

　　　　　　　学　　名 属和名 水質階級 細胞数 細胞数 細胞数 細胞数 細胞数

36 珪藻 フナガタケイソウ Amphora montana ニセクチビルケイソウ 不明

37 Amphora pediculus ニセクチビルケイソウ 不明 9 3 7 6

38 Amphora sp. ニセクチビルケイソウ 不明

39 Caloneis bacillum ニセフネケイソウ βm～os 22

40 Frustulia vulgaris ヒシガタケイソウ βm 8

41 Navicula atomus フネケイソウ βm

42 Navicula bacillum フネケイソウ os 9

43 Navicula capitatoradiata フネケイソウ 不明 62 22

44 Navicula atomus フネケイソウ βm

45 Navicula cryptocephala フネケイソウ βm 51 3

46 Navicula cryptotenella フネケイソウ βm 283 3 33 105 89

47 Navicula decussis フネケイソウ βm 17 11

48 Navicula gregaria フネケイソウ βm 343 68 120 136 300

49 Navicula menisculus フネケイソウ βm

50 Navicula minima フネケイソウ ps 43 6 20 37 222

51 Navicula mutica フネケイソウ ps

52 Navicula notha フネケイソウ 不明 9

53 Navicula pseudacceptata フネケイソウ 不明 51 33 211

54 Navicula pupula フネケイソウ ps～βm

55 Navicula seminulum フネケイソウ 不明 3

56 Navicula subminuscula フネケイソウ αm～βm 86 22

57 Navicula suprinii フネケイソウ 不明 56

58 Navicula symmetrica フネケイソウ αm 9 11

59 Navicula tripunctata フネケイソウ 不明 28 7

60 Navicula trivialis フネケイソウ 不明 154 80 11

61 Navicula veneta フネケイソウ ps～βm 103 45 80 99 245

62 Navicula viridula v. rostellata フネケイソウ βm 232 34 12 44

63 Navicula yuraensis フネケイソウ 不明 240 31 839 569 44

64 クサビケイソウ Gomphonema angustum クサビケイソウ 不明 60 500

65 Gomphonema clevei クサビケイソウ os 145

66 Gomphonema minutum クサビケイソウ 不明 17 107 1,174 734

67 Gomphonema parvulum クサビケイソウ αm 206 51 619 80 89

68 Gomphonema pseudosphaerophorum クサビケイソウ 不明

69 Gomphonema quadripunctatum クサビケイソウ os 17 100

　　　　分　　　類　　　群 調査地点№ No.1 No.2 No.3 No.4 No.5

番 調査河川 武庫川 有馬川 有野川 有野川 八多川

号 綱 科 種   名 調査地点 大岩橋 長尾佐橋 岡場橋 流末 才谷橋

　　　　　　　学　　名 属和名 水質階級 細胞数 細胞数 細胞数 細胞数 細胞数

70 珪藻 クチビルケイソウ Cymbella gracilis クチビルケイソウ βm～os 146 25

71 Cymbella leptoceros クチビルケイソウ βm～os

72 Cymbella minuta クチビルケイソウ os 189 14 160 87

73 Cymbella minuta v. silesiaca クチビルケイソウ os 343 14 67 43 89

74 Cymbella prostrata クチビルケイソウ 不明 11

75 Cymbella tumida クチビルケイソウ βm～os

76 Cymbella turgidula v. turgidula クチビルケイソウ βm～os 34 49 67

77 ジュウジケイソウ Stauroneis japonica ジュウジケイソウ 不明 7

78 ニッチア Nitzschia amphibia ハリケイソウ αm 223 11 93 145

79 Nitzschia brevissima ハリケイソウ 不明

80 Nitzschia clausii ハリケイソウ αm～βm 3

81 Nitzschia constricta ハリケイソウ 不明 9

82 Nitzschia dissipata ハリケイソウ os 3 13

83 Nitzschia fonticola ハリケイソウ 不明 472 6 47 25

84 Nitzschia frustulum v. perpusilla ハリケイソウ βm 112 28 173 37 356

85 Nitzschia linearis ハリケイソウ βm 300 27 6

86 Nitzschia obtusa ハリケイソウ αm～βm

87 Nitzschia palea ハリケイソウ ps 146 14 20 78

88 Nitzschia paleacea ハリケイソウ βm 86 73 56

89 Nitzschia pusilla ハリケイソウ 不明

90 Nitzschia sinuata v. delognei ハリケイソウ βm

91 オオバンケイソウ Surirella angusta オオバンケイソウ αm 11

92 Surirella ovata オオバンケイソウ αm～os 11

93 緑藻 ヒビミドロ Ulothrix sp. ヒビミドロ 不明 130

94 サヤミドロ Oedogonium sp. サヤミドロ 不明 22

95 シオグサ Cladophora sp. シオグサ 不明 106 14 36

出現種数 50 44 46 38 48

総細胞数（cells／mm2） 25,471 3,631 10,736 12,577 19,624

採集面積（ cm2　） 125 125 125 125 125

沈殿量（cm3／cm2） 0.062 0.029 0.030 0.058 0.036

多様性指数 3.295 3.976 4.054 3.306 3.630

備　　考

注： 1．＊の種は糸状体にて計数

2．①，②はそれぞれ第1、第2優占種であることを示す。

3．表中の単位は細胞数／㎜2。

②

①

①

①

② ②

①

①

②

②



表4-2-15(2)　付着藻類出現種リスト
　　　　分　　　類　　　群 調査地点№ No.6 No.7 No.8 No.9 No.10

番 調査河川 大沢川 淡河川 淡河川 志染川 志染川

号 綱 科 種   名 調査地点 万歳橋 開通橋 万代橋 大滝橋 坂本橋

　　　　　　　学　　名 属和名 水質階級 細胞数 細胞数 細胞数 細胞数 細胞数

1 藍藻 クロオコックス Chroococcus sp. クロオコックス 不明 173 65

2 Entophysalis lemaniae エントフィザリス αm～os 259 410

3 ヒゲモ Homoeothrix varians* ビロウドランソウ βm～os 302 238 194 173

4 ユレモ Phormidium sp.* サヤユレモ 不明 43 43

5 紅藻 アウドウイネラ Audouinella sp. アウドウイネラ 不明 54

6 珪藻 コアミケイソウ Cyclotella stelligera ヒメマルケイソウ βm

7 チャヅツケイソウ Melosira varians チャヅツケイソウ βm 4,666 31 572 86 173

8 ビドゥルフィア Hydrosera whampoensis ヒドロセラ 不明 4

9 Pleurosira laevis プレウロシラ 不明 24 10 5

10 ディアトマ Diatoma vulgaris イタケイソウ βm･os 83 29 35 873

11 Fragilaria capucina v. vaucheriae オビケイソウ os 157 35 466

12 オビケイソウ Fragilaria construens オビケイソウ αm 2 10

13 Fragilaria fasciculata オビケイソウ 不明

14 Fragilaria pinnata オビケイソウ αm～βm

15 Synedra rumpens ナガケイソウ βm

16 Synedra rumpens v. familiaris ナガケイソウ βm

17 Synedra rumpens v. fragilarioides ナガケイソウ βm 27 49

18 Synedra ulna ナガケイソウ βm 42 49 18 19

19 Synedra ulna  v. oxyrhynchus ナガケイソウ βm 47

20 Synedra ulna v. ramesi ナガケイソウ βm 10

21 Synedra ungeriana ナガケイソウ 不明 49

22 アクナンテス Cocconeis pediculus コバンケイソウ os 1,987 250 39 225 1,358

23 Cocconeis placentula コバンケイソウ βm 21 115

24 Cocconeis placentula  v. euglypta コバンケイソウ βm 1,821 1,387 239 80 1,445

25 Cocconeis placentula v. lineata コバンケイソウ βm 1,206 104 14 194

26 Achnanthes clevei マガリケイソウ βm～os 10

27 Achnanthes delicatula マガリケイソウ αm 10

28 Achnanthes exigua マガリケイソウ αm～βm 24 10 10

29 Achnanthes lanceolata マガリケイソウ βm 166 63 4

30 Achnanthes levanderi マガリケイソウ 不明 10

31 Achnanthes linearis マガリケイソウ ps～βm 97

32 Achnanthes minutissima マガリケイソウ βm 229 10 5,490 49

33 Achnanthes rostrata マガリケイソウ 不明 378 2,482 27 111 262

34 Achnanthes subhudsonis マガリケイソウ os 42 2 1,870 718

35 Rhoicosphenia curvata マガリクサビケイソウ os 47 4,433 180 194

　　　　分　　　類　　　群 調査地点№ No.6 No.7 No.8 No.9 No.10

番 調査河川 大沢川 淡河川 淡河川 志染川 志染川

号 綱 科 種   名 調査地点 万歳橋 開通橋 万代橋 大滝橋 坂本橋

　　　　　　　学　　名 属和名 水質階級 細胞数 細胞数 細胞数 細胞数 細胞数

36 珪藻 フナガタケイソウ Amphora montana ニセクチビルケイソウ 不明 10

37 Amphora pediculus ニセクチビルケイソウ 不明 118 31 18 116

38 Amphora sp. ニセクチビルケイソウ 不明 24 4

39 Caloneis bacillum ニセフネケイソウ βm～os

40 Frustulia vulgaris ヒシガタケイソウ βm

41 Navicula atomus フネケイソウ βm 116

42 Navicula bacillum フネケイソウ os

43 Navicula capitatoradiata フネケイソウ 不明 47 10

44 Navicula atomus フネケイソウ βm 87

45 Navicula cryptocephala フネケイソウ βm 24 10 4 10

46 Navicula cryptotenella フネケイソウ βm 146 29

47 Navicula decussis フネケイソウ βm 71

48 Navicula gregaria フネケイソウ βm 1,041 313 172 13

49 Navicula menisculus フネケイソウ βm 4

50 Navicula minima フネケイソウ ps 3,524 240 6 212 582

51 Navicula mutica フネケイソウ ps 24 10

52 Navicula notha フネケイソウ 不明

53 Navicula pseudacceptata フネケイソウ 不明

54 Navicula pupula フネケイソウ ps～βm 2

55 Navicula seminulum フネケイソウ 不明 95

56 Navicula subminuscula フネケイソウ αm～βm 378 10 8

57 Navicula suprinii フネケイソウ 不明

58 Navicula symmetrica フネケイソウ αm 95 10 2

59 Navicula tripunctata フネケイソウ 不明 189 125 22 10

60 Navicula trivialis フネケイソウ 不明 2 19

61 Navicula veneta フネケイソウ ps～βm 426 4 18 10

62 Navicula viridula v. rostellata フネケイソウ βm 118 6 10

63 Navicula yuraensis フネケイソウ 不明

64 クサビケイソウ Gomphonema angustum クサビケイソウ 不明 95 104 12

65 Gomphonema clevei クサビケイソウ os 71 146 24 128 29

66 Gomphonema minutum クサビケイソウ 不明 307 73 1,474 62 39

67 Gomphonema parvulum クサビケイソウ αm 71 167 14 4 29

68 Gomphonema pseudosphaerophorum クサビケイソウ 不明 39

69 Gomphonema quadripunctatum クサビケイソウ os 2,743

　　　　分　　　類　　　群 調査地点№ No.6 No.7 No.8 No.9 No.10

番 調査河川 大沢川 淡河川 淡河川 志染川 志染川

号 綱 科 種   名 調査地点 万歳橋 開通橋 万代橋 大滝橋 坂本橋

　　　　　　　学　　名 属和名 水質階級 細胞数 細胞数 細胞数 細胞数 細胞数

70 珪藻 クチビルケイソウ Cymbella gracilis クチビルケイソウ βm～os 10

71 Cymbella leptoceros クチビルケイソウ βm～os 177 230 58

72 Cymbella minuta クチビルケイソウ os 260 31 10

73 Cymbella minuta v. silesiaca クチビルケイソウ os 10 10

74 Cymbella prostrata クチビルケイソウ 不明 520 4

75 Cymbella tumida クチビルケイソウ βm～os 4

76 Cymbella turgidula v. turgidula クチビルケイソウ βm～os 24 522 2 88

77 ジュウジケイソウ Stauroneis japonica ジュウジケイソウ 不明 10 18

78 ニッチア Nitzschia amphibia ハリケイソウ αm 1,064 501 12 2,188 718

79 Nitzschia brevissima ハリケイソウ 不明 73

80 Nitzschia clausii ハリケイソウ αm～βm

81 Nitzschia constricta ハリケイソウ 不明

82 Nitzschia dissipata ハリケイソウ os 7,237 949 10 164 146

83 Nitzschia fonticola ハリケイソウ 不明 284 104 2 9

84 Nitzschia frustulum v. perpusilla ハリケイソウ βm 378 63 35 782 252

85 Nitzschia linearis ハリケイソウ βm 426 250 4

86 Nitzschia obtusa ハリケイソウ αm～βm 3,358 10

87 Nitzschia palea ハリケイソウ ps 307 271 10 4 10

88 Nitzschia paleacea ハリケイソウ βm 10

89 Nitzschia pusilla ハリケイソウ 不明 2

90 Nitzschia sinuata v. delognei ハリケイソウ βm 159 10

91 オオバンケイソウ Surirella angusta オオバンケイソウ αm 71 21

92 Surirella ovata オオバンケイソウ αm～os 260 31 8

93 緑藻 ヒビミドロ Ulothrix sp. ヒビミドロ 不明

94 サヤミドロ Oedogonium sp. サヤミドロ 不明 2 5

95 シオグサ Cladophora sp. シオグサ 不明 108 14 4 194

出現種数 43 46 36 42 48

総細胞数（cells／mm
2
） 31,478 16,888 3,405 13,322 8,559

採集面積（ cm
2
　） 125 125 125 125 125

沈殿量（cm
3
／cm
2
） 0.088 0.045 0.028 0.039 0.100

多様性指数 3.839 3.718 2.956 3.053 4.054

備　　考

注： 1．＊の種は糸状体にて計数

2．①，②はそれぞれ第1、第2優占種であることを示す。

3．表中の単位は細胞数／㎜
2
。

②

①

①

①

②

①

②

②

①

②



表4-2-16　平成20年度のＢＯＤ値と水質判定結果

No. 河川名 調査地点名
平成20年度　注）
ＢＯＤ値（mg／L）

ＢＯＤ値による
水質階級判定結果

水生生物による
水質階級判定結果

参考 近日値 注2）
ＢＯＤ値（mg／L）

1 武庫川 大 岩 橋 1.2 ｏｓ ｏｓ～βｍ 0.7

2 有馬川 長尾佐橋 0.8 ｏｓ ｏｓ 0.5

3 岡 場 橋 － － ｏｓ －

4 流　　末 1.2 ｏｓ βｍ 0.7

5 八多川 才 谷 橋 1.7 ｏｓ βｍ 1.3

6 大沢川 万 歳 橋 1.0 ｏｓ ｏｓ～βｍ 0.6

7 開 通 橋 － － ｏｓ～βｍ －

8 万 代 橋 1.1 ｏｓ βｍ <0.5

9
大 滝 橋
（砂川橋）

－ － βｍ －

10 坂 本 橋 0.9 ｏｓ βｍ <0.5

注）各地点のBOD値は、公共用水域調査結果の年平均値を引用した。
注2）各地点のBOD値は、公共用水域調査結果の平成20年11月値、12月値を引用した。

有野川

淡河川

志染川



 (3) 海域の水生生物調査 

① 調査日 
マクロベントス・底質（マクロベントスと同時に試料採取）調査を、平成 20 年 5 月 21 日

（春季）、8月 8 日（夏季）、11 月 7 日（秋季）及び平成 21 年 2 月 5 日（冬季）に実施した。 

 

② 調査地点と調査内容 

 
図 4-2-5 海域の水生生物調査地点 

 

表 4-2-17 海域の水生生物調査の内容 

№ 調査地点 調査項目 調査時期 

マクロベントス 5,8,11,2 月 
３ 須磨海域・沖合 

底質 11 月 

５ 苅藻島南・沖合 マクロベントス・底質 11 月 

７ 兵庫～第一防波堤南・沖合 マクロベントス・底質 5,8,11,2 月 

８ ポートアイランド南・沖合(1) マクロベントス・底質 5,8,11,2 月 

９ ポートアイランド南・沖合(2) マクロベントス・底質 5,8,11,2 月 

マクロベントス 5,8,11,2 月 
１０ 六甲アイランド南・沖合 

底質 11 月 

マクロベントス 5,8,11,2 月 
１１ 第 4工区南・沖合 

底質 11 月 

（注） 
 マクロベントス：海底の表層泥を採泥器により採取し、1mm 目のふるいを用いて採集される小型の底生生物

をいう。なお、採泥面積は約 0.1m2（表層泥３回採取）とした。 

 底質分析 ：マクロベントス採取時に同時に採取した海底の表層泥について、ORP（酸化還元電位）、粒
度組成、pH、強熱減量、COD、硫化物、含水率、全窒素、全燐の分析を行った。 

 

③ 調査方法 
ア. マクロベントス 

エクマンバージ式採泥器により海底の表層泥を 3 回採集し、ふるい(1mm 目)上で海水を

注ぎながらふるいわけ、ふるい上に残った生物を試料とした。試料はホルマリン溶液で固

定し、種の同定を行った。 



イ. 底質 

採泥時に採取試料の外観、泥色、泥温、ｐH、臭気、夾雑物を測定・記録した後、粒度

組成、含水率、ｐH、ORP、COD、T-N、T-P、硫化物、強熱減量を分析した。 

 

④ 調査結果 
・ マクロベントスの出現種は春季 18 目 51 科 72 種、夏季 19 目 51 科 74 種、秋季 12 目 39

科 48 種、冬季 16 目 42 科 54 種であった。 

・ 出現種類数（図 4-2-6）をみると、四季に調査を行った地点では、地点 3では 32～59 種

類、地点 7では 12～22 種類、地点 8では 6～19 種類、地点 9では 2～14 種類、地点 10 で

は 1～15 種類、地点 11 では 1～12 種類確認された。 

 秋季のみ調査を行った地点 5では 13 種類確認された。 

・ 出現個体数（図 4-2-7）をみると、四季に調査を行った地点では、地点 3 では 84～546

個体、地点 7では 155～399 個体、地点 8では 144～1,113 個体、地点 9では 88～1,451 個

体、地点 10 では 190～391 個体、地点 11 では 1～211 個体であった。 

 秋季のみ調査を行った地点 5では 113 個体であった。 

・ 四季に調査を行った地点では、地点 3では春季には多毛綱が、その他の季節には二枚貝

綱が優占種であった。地点 7では春季、夏季には二枚貝綱が、秋季、冬季には多毛綱が優

占種であった。地点 8及び地点 9では春季には二枚貝綱が、その他の季節には多毛綱が優

占種であった。地点 10 及び地点 11 では四季を通じて多毛綱が優占種であった。（図 4-2-8

参照） 
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図 4-2-6 採取されたマクロベントスの地点別種類数 
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図 4-2-7 採取されたマクロベントスの地点別個体数 



 

31.2% 29.5% 29.8%
39.6%

8.3%

33.9%

97.2%

60.6%

33.6%

57.6%

99.9% 99.8%

36.4%

75.8%

100.0%99.9%
92.3%
100.0%100.0% 98.4%

94.8%
100.0%100.0%

43.2%

17.5%

5.9%

6.0%

86.9%

61.0%

2.8% 0.0%

62.5%

6.9%
4.3%

22.2%

58.6%
56.0%

43.3%

0.3%
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0.0%

29.1%

6.0% 8.3% 11.2%

0.0%
4.5%

23.4%

0.0%

39.6%

63.7%
0.0%

0.0%0.0%0.1%
0.7%1.4% 0.8%1.1%

0.0%

38.7%

2.1% 2.8%
4.5% 0.8%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

春
季
夏
季
秋
季
冬
季
春
季
夏
季
秋
季
冬
季
春
季
夏
季
秋
季
冬
季
春
季
夏
季
秋
季
冬
季
春
季
夏
季
秋
季
冬
季
春
季
夏
季
秋
季
冬
季

地点３ 地点７ 地点８ 地点９ 地点１０ 地点１１

個
体
数
の
構
成
比

その他

甲殻綱

二枚貝綱

多毛綱

 
図 4-2-8 採取されたマクロベントスの綱別個体数の構成比（四季調査地点のみ） 

. 

・ 底泥の状況について見ると、臭気は、No.3（須磨海域・沖合）と No.7（兵庫～第一防波

堤南・沖合）を除き、年間を通して、全域で硫化臭が感じられた。一方、No.3 では、四季

とも無臭であった。No.7 は、春季に限り無臭であったが、夏季以降の調査では、硫化臭が

感じられた。外観性状は、No.3 が細砂主体の底泥であったのに対し、他の地点では、シル

ト分が主体の底質であった。夾雑物は、No.3 と、No.5（苅藻島南・沖合）において貝殻が

混入していたが、その他の地点では、目立った夾雑物は確認されなかった。 

・ 泥温は、春季が 14.5～15.6℃、夏季が 22.8～26.0℃、秋季が 20.9～21.5℃、冬季が 9.7

～10.8℃の範囲内であった。また、pH は、年間を通して全域で 7.2～7.9 の範囲内にあり、

季節間、地点間ともに、顕著な変動は見られなかった。 

 

⑤ 海域の地点別調査結果 
マクロベントスの出現種リストを表 4-2-18 に示す。また、個体数からみた優占種及び湿重

量からみた優占種を、表 4-2-19 に示す。 

水生生物調査に伴う底質調査結果を、表 4-2-20 に示す。 

 



表4-2-18　マクロベントス出現種リスト(春季）

地点No. 3 7 8
種　　名

調査地点 須磨海域・沖合
兵庫～第一防波堤
南・沖合

ポートアイランド
南・沖合(1)

測定項目
学　　名 標準和名

花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ Edwardsiidae ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 2 0.02

花虫 花巾着 ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ Cerianthidae ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ科 1 0.08

- - - NEMERTINEA 紐形動物門 6 0.71 6 0.05 2 0.01

星虫 星虫 ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ Apionsoma sp. 1 0.01

多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe sp. 1 0.01

多毛 遊在 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ Sthenelais sp. 1 0.05

多毛 遊在 ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ Chrysopetalidae ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ科 1 0.01

多毛 遊在 ｳﾐｹﾑｼ Amphinomidae ｳﾐｹﾑｼ科

多毛 遊在 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Phyllodocidae ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 2 0.02

多毛 遊在 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra sp. 4 0.02 3 0.01 15 0.11

多毛 遊在 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus sp.

多毛 遊在 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Gyptis sp.

多毛 遊在 ｺﾞｶｲ Neanthes succinea ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ

多毛 遊在 ｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 1 0.03 3 1.85 2 0.97

多毛 遊在 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys polybranchia ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 2 0.02 1 0.01

多毛 遊在 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys oligobranchia ｺﾉﾊｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 2 0.01 1 + 4 0.04

多毛 遊在 Lacydoniidae Paralacydonia paradoxa 1 0.01

多毛 遊在 ﾁﾛﾘ Glycera sp. 1 0.04 3 0.13

多毛 遊在 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde sp. 2 0.01 3 0.03 6 0.19

多毛 遊在 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Lumbrineris longifolia ｱｼﾅｶﾞｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ 9 0.12

多毛 遊在 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Lumbrineridae ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科 1 +

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora sp. 1 0.01

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Spio sp. 3 0.02

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Spiophanes bombyx ｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ 9 0.03

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Spiophanes kroeyeri ｽｽﾞｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ 2 0.02

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Prionospio ehlersi ｴｰﾚﾙｼｽﾋﾟｵ 1 +

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Prionospio pulchra ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ 1 +

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Prionospio sp. 1 +

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Paraprionospio sp.FormＡ ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Paraprionospio sp.FormＢ ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＢ型 1 + 2 0.01

多毛 定在 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Tharyx sp. 1 + 2 0.01 1 0.01

多毛 定在 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Chaetozone sp.

多毛 定在 Poecilochaetidae Poecilochaetus sp.

多毛 定在 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ Spiochaetopterus costarum ｱｼﾋﾞｷﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ 1 0.01

多毛 定在 ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ Haploscoloplos sp. 1 +

多毛 定在 ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ Scoloplos sp. 1 0.01

多毛 定在 ｲﾄｺﾞｶｲ Notomastus sp. 10 0.18 1 +

多毛 定在 ｲﾄｺﾞｶｲ Mediomastus sp. 9 0.03

多毛 定在 ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ Euclymeninae 3 0.12

多毛 定在 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ Sternaspis scutata ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 1 0.07 1 0.01

多毛 定在 ﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ Terebellides kobei ﾆｾﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ 3 0.02 3 0.03 2 0.01

多毛 定在 ﾌｻｺﾞｶｲ Amphitritinae 1 0.01

多毛 定在 ｹﾔﾘﾑｼ Euchone sp. 3 0.02

腹足 腸紐 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Tiberia pulchella ｸﾁｷﾚｶﾞｲ 6 0.14

腹足 頭楯 ｽｲﾌｶﾞｲ Eocylichna braunsi ﾂﾏﾍﾞﾆｸﾀﾞﾀﾏｶﾞｲ 2 0.05

腹足 頭楯 ｷｾﾜﾀ Philine argentata ｷｾﾜﾀ 1 + 1 +

二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Modiolus sp. 1 0.01

二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Musculus japonica ﾔﾏﾎﾄﾄｷﾞｽ 1 0.01

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ Montacutidae ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ科 1 +

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｻﾞﾙｶﾞｲ Fulvia mutica ﾄﾘｶﾞｲ 1 4.47

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾞｶｶﾞｲ Raetellops pulchella ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ 1 0.01

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾆｯｺｳｶﾞｲ Nitidotellina nitidula ｻｸﾗｶﾞｲ 5 0.07

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾆｯｺｳｶﾞｲ Macoma sp. 1 0.02

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱｻｼﾞｶﾞｲ Leptomya minuta ﾐｼﾞﾝｺﾁｮｳｼｬｸｼ 14 0.03

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱｻｼﾞｶﾞｲ Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ 9 0.03 270 4.59 92 1.61

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱｻｼﾞｶﾞｲ Semelidae ｱｻｼﾞｶﾞｲ科 1 0.01

甲殻 ｺﾉﾊｴﾋﾞ ｺﾉﾊｴﾋﾞ Nebalia japanensis ｺﾉﾊｴﾋﾞ 1 +

甲殻 ｱﾐ ｱﾐ Mysidae ｱﾐ科 2 0.01

甲殻 等脚 ｽﾅﾎﾘﾑｼ Natatolana sp. ﾓﾓﾌﾞﾄｽﾅﾎﾘﾑｼ属 1 0.30

甲殻 端脚 ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ Synchelidium sp. ｻﾝﾊﾟﾂｿｺｴﾋﾞ属 12 0.05 1 0.01

甲殻 端脚 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Nippopisella nagatai ﾄﾞﾛﾖｺｴﾋﾞ 3 + 1 +

甲殻 端脚 ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ Gammaropsis sp. ｿｺｴﾋﾞ属 1 0.02

甲殻 端脚 ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ Photis sp. ｸﾀﾞｵｿｺｴﾋﾞ属 5 0.03

甲殻 端脚 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Corophium sp. ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 7 0.01

甲殻 端脚 ﾜﾚｶﾗ Protogeton sp. 3 0.01

甲殻 十脚 ｵｷｴﾋﾞ Leptochela pugnax ｶﾄﾞｿｺｼﾗｴﾋﾞ 1 0.02

甲殻 十脚 ﾂﾉﾒｴﾋﾞ Ogyrides orientalis ﾂﾉﾒｴﾋﾞ 3 0.10

甲殻 十脚 ﾓｴﾋﾞ Hippolytidae ﾓｴﾋﾞ科 3 0.01

蛇尾 顎蛇尾 ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ Amphiuridae ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ科 10 0.10 1 +

海鼠 樹手 ｽｸﾚﾛﾀﾞｸﾃｨﾗ Sclerodactylidae ｽｸﾚﾛﾀﾞｸﾃｨﾗ科 1 1.54

海鼠 無足 ｲｶﾘﾅﾏｺ Synaptidae ｲｶﾘﾅﾏｺ科 26 0.78 5 1.91

尾索 ﾏﾎﾞﾔ ﾏﾎﾞﾔ Pyuridae ﾏﾎﾞﾔ科 1 0.51

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 189 9.71 312 8.80 146 3.15
出　　　　　　　現　　　　　　　種　　　　　　　数 50 22 19
備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考 スミスマッキンタイア型採泥器(0.05㎡)にて３回採泥

個体数 湿重量(g)湿重量(g) 個体数 湿重量(g)

綱　名 目　名 科　名

個体数



表4-2-18　マクロベントス出現種リスト(春季）

地点No. 9 10 11
種　　名

調査地点
ポートアイランド
南・沖合(2)

六甲アイランド
南・沖合

第４工区
南・沖合

測定項目
学　　名 標準和名

花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ Edwardsiidae ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科

花虫 花巾着 ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ Cerianthidae ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ科 2 0.14 1 0.09

- - - NEMERTINEA 紐形動物門 1 0.02 1 +

星虫 星虫 ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ Apionsoma sp.

多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe sp. 2 0.03

多毛 遊在 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ Sthenelais sp.

多毛 遊在 ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ Chrysopetalidae ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ科

多毛 遊在 ｳﾐｹﾑｼ Amphinomidae ｳﾐｹﾑｼ科 1 0.02

多毛 遊在 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Phyllodocidae ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科

多毛 遊在 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra sp. 17 0.12 38 0.45 19 0.14

多毛 遊在 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus sp. 1 +

多毛 遊在 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Gyptis sp. 2 0.04

多毛 遊在 ｺﾞｶｲ Neanthes succinea ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ 2 0.27

多毛 遊在 ｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 1 0.08 6 5.24 10 4.19

多毛 遊在 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys polybranchia ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ

多毛 遊在 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys oligobranchia ｺﾉﾊｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 1 + 1 0.01

多毛 遊在 Lacydoniidae Paralacydonia paradoxa

多毛 遊在 ﾁﾛﾘ Glycera sp. 1 + 4 0.15 1 0.03

多毛 遊在 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde sp. 3 0.08 1 0.02

多毛 遊在 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Lumbrineris longifolia ｱｼﾅｶﾞｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ 1 0.02 11 0.05 1 +

多毛 遊在 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Lumbrineridae ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora sp. 1 0.01

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Spio sp.

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Spiophanes bombyx ｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Spiophanes kroeyeri ｽｽﾞｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Prionospio ehlersi ｴｰﾚﾙｼｽﾋﾟｵ

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Prionospio pulchra ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Prionospio sp.

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Paraprionospio sp.FormＡ ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 1 0.05 284 9.49 163 4.49

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Paraprionospio sp.FormＢ ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＢ型

多毛 定在 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Tharyx sp.

多毛 定在 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Chaetozone sp. 1 +

多毛 定在 Poecilochaetidae Poecilochaetus sp. 1 0.06

多毛 定在 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ Spiochaetopterus costarum ｱｼﾋﾞｷﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ 1 0.01 1 0.02

多毛 定在 ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ Haploscoloplos sp.

多毛 定在 ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ Scoloplos sp.

多毛 定在 ｲﾄｺﾞｶｲ Notomastus sp.

多毛 定在 ｲﾄｺﾞｶｲ Mediomastus sp.

多毛 定在 ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ Euclymeninae

多毛 定在 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ Sternaspis scutata ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ

多毛 定在 ﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ Terebellides kobei ﾆｾﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ 1 0.01

多毛 定在 ﾌｻｺﾞｶｲ Amphitritinae

多毛 定在 ｹﾔﾘﾑｼ Euchone sp. 1 0.01 11 0.06 3 0.01

腹足 腸紐 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Tiberia pulchella ｸﾁｷﾚｶﾞｲ

腹足 頭楯 ｽｲﾌｶﾞｲ Eocylichna braunsi ﾂﾏﾍﾞﾆｸﾀﾞﾀﾏｶﾞｲ

腹足 頭楯 ｷｾﾜﾀ Philine argentata ｷｾﾜﾀ

二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Modiolus sp.

二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Musculus japonica ﾔﾏﾎﾄﾄｷﾞｽ

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ Montacutidae ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ科

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｻﾞﾙｶﾞｲ Fulvia mutica ﾄﾘｶﾞｲ

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾞｶｶﾞｲ Raetellops pulchella ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾆｯｺｳｶﾞｲ Nitidotellina nitidula ｻｸﾗｶﾞｲ

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾆｯｺｳｶﾞｲ Macoma sp.

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱｻｼﾞｶﾞｲ Leptomya minuta ﾐｼﾞﾝｺﾁｮｳｼｬｸｼ

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱｻｼﾞｶﾞｲ Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ 55 1.44 27 0.44 9 0.05

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱｻｼﾞｶﾞｲ Semelidae ｱｻｼﾞｶﾞｲ科

甲殻 ｺﾉﾊｴﾋﾞ ｺﾉﾊｴﾋﾞ Nebalia japanensis ｺﾉﾊｴﾋﾞ

甲殻 ｱﾐ ｱﾐ Mysidae ｱﾐ科

甲殻 等脚 ｽﾅﾎﾘﾑｼ Natatolana sp. ﾓﾓﾌﾞﾄｽﾅﾎﾘﾑｼ属

甲殻 端脚 ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ Synchelidium sp. ｻﾝﾊﾟﾂｿｺｴﾋﾞ属

甲殻 端脚 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Nippopisella nagatai ﾄﾞﾛﾖｺｴﾋﾞ

甲殻 端脚 ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ Gammaropsis sp. ｿｺｴﾋﾞ属

甲殻 端脚 ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ Photis sp. ｸﾀﾞｵｿｺｴﾋﾞ属

甲殻 端脚 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Corophium sp. ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属

甲殻 端脚 ﾜﾚｶﾗ Protogeton sp.

甲殻 十脚 ｵｷｴﾋﾞ Leptochela pugnax ｶﾄﾞｿｺｼﾗｴﾋﾞ

甲殻 十脚 ﾂﾉﾒｴﾋﾞ Ogyrides orientalis ﾂﾉﾒｴﾋﾞ

甲殻 十脚 ﾓｴﾋﾞ Hippolytidae ﾓｴﾋﾞ科

蛇尾 顎蛇尾 ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ Amphiuridae ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ科

海鼠 樹手 ｽｸﾚﾛﾀﾞｸﾃｨﾗ Sclerodactylidae ｽｸﾚﾛﾀﾞｸﾃｨﾗ科

海鼠 無足 ｲｶﾘﾅﾏｺ Synaptidae ｲｶﾘﾅﾏｺ科 1 0.02

尾索 ﾏﾎﾞﾔ ﾏﾎﾞﾔ Pyuridae ﾏﾎﾞﾔ科

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 88 1.92 391 16.39 211 9.05
出　　　　　　　現　　　　　　　種　　　　　　　数 14 15 12
備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考 スミスマッキンタイア型採泥器(0.05㎡)にて３回採泥

科　名

個体数 個体数 湿重量(g)湿重量(g) 個体数 湿重量(g)

綱　名 目　名



表4-2-18　マクロベントス出現種リスト（夏季）

地点No. 3 7 8
種　　名

調査地点 須磨海域・沖合
兵庫～第一防波堤
南・沖合

ポートアイランド
南・沖合(1)

測定項目
学　　名 標準和名

花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ Edwardsiidae ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 4 0.04 1 0.03

花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - Actiniaria ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 3 0.47

- - - NEMERTINEA 紐形動物門 5 0.31 2 0.04 3 0.03

星虫 星虫 ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ Apionsoma sp. 1 0.01 1 +

星虫 星虫 ﾀﾃﾎｼﾑｼ Aspidosiphonidae ﾀﾃﾎｼﾑｼ科 1 0.14

多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe sp. 8 0.09

多毛 遊在 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ Sthenelais sp. 5 0.06

多毛 遊在 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra sp. 5 0.03 10 0.05

多毛 遊在 ｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 1 + 1 0.10

多毛 遊在 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys polybranchia ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 4 0.05

多毛 遊在 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys sp. 2 0.01

多毛 遊在 Lacydoniidae Paralacydonia paradoxa 4 0.02

多毛 遊在 ﾁﾛﾘ Glycera chirori ﾁﾛﾘ 3 0.75

多毛 遊在 ﾁﾛﾘ Glycera sp. 4 0.01 1 0.03 1 0.02

多毛 遊在 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde sp. 4 0.04 5 0.03 9 0.06

多毛 遊在 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Lumbrineris longifolia ｱｼﾅｶﾞｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ 36 0.45 26 0.24

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora sp. 1 0.02

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Pseudopolydora sp. 4 +

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Spio sp. 5 0.02 2 +

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Spiophanes bombyx ｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ 4 0.05

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Spiophanes kroeyeri ｽｽﾞｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ 13 0.17 1 0.01

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Prionospio ehlersi ｴｰﾚﾙｼｽﾋﾟｵ 4 0.05

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Paraprionospio sp.FormＡ ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 1 +

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Paraprionospio sp.FormＢ ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＢ型 1 0.01 5 0.06

多毛 定在 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Tharyx sp. 8 0.05

多毛 定在 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Chaetozone sp. 1 0.05

多毛 定在 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ Spiochaetopterus costarum ｱｼﾋﾞｷﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ

多毛 定在 ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ Haploscoloplos sp. 4 0.02

多毛 定在 ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ Scoloplos sp. 5 0.05

多毛 定在 ｲﾄｺﾞｶｲ Notomastus sp. 20 0.85 4 0.09 7 0.37

多毛 定在 ｲﾄｺﾞｶｲ Mediomastus sp. 41 0.13

多毛 定在 ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ Euclymeninae 1 0.02

多毛 定在 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ Sternaspis scutata ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 1 0.02

多毛 定在 ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ Lagis bocki ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ 13 0.07

多毛 定在 ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ Ampharetidae ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ科 4 +

多毛 定在 ﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ Terebellides kobei ﾆｾﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ 7 0.45 12 1.33 16 1.63

多毛 定在 ﾌｻｺﾞｶｲ Terebellidae ﾌｻｺﾞｶｲ科 4 0.13

箒虫 箒虫 ﾎｳｷﾑｼ Phoronis sp. 4 + 1 0.02

腹足 新腹足 ｸﾀﾞﾏｷｶﾞｲ Inquisitor jeffreysii ﾓﾐｼﾞﾎﾞﾗ 1 3.37

腹足 腸紐 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Tiberia pulchella ｸﾁｷﾚｶﾞｲ 2 0.05

腹足 頭楯 ｵｵｼｲﾉﾐｶﾞｲ Acteonidae ｵｵｼｲﾉﾐｶﾞｲ科 1 0.13

腹足 頭楯 ｷｾﾜﾀ Philine argentata ｷｾﾜﾀ 1 0.03 1 +

腹足 裸鰓 - Nudibranchia 裸鰓目 1 0.01

二枚貝 ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ Petrasma pusilla ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ 2 +

二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Modiolus sp. 1 0.24

二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Musculus japonica ﾔﾏﾎﾄﾄｷﾞｽ 2 0.23

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｳﾛｺｶﾞｲ Galeommatidae ｳﾛｺｶﾞｲ科 2 0.01

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｻﾞﾙｶﾞｲ Fulvia mutica ﾄﾘｶﾞｲ 1 4.78

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾞｶｶﾞｲ Raetellops pulchella ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ 1 0.04

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾆｯｺｳｶﾞｲ Nitidotellina nitidula ｻｸﾗｶﾞｲ 21 0.56

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾆｯｺｳｶﾞｲ Macoma sp. 1 0.48

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱｻｼﾞｶﾞｲ Leptomya minuta ﾐｼﾞﾝｺﾁｮｳｼｬｸｼ 1 +

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱｻｼﾞｶﾞｲ Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ 1 0.01 131 8.34 57 3.65

甲殻 等脚 ｽﾅﾎﾘﾑｼ Natatolana sp. ﾓﾓﾌﾞﾄｽﾅﾎﾘﾑｼ属 6 0.09

甲殻 端脚 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ Ampelisca bocki ｺﾌﾞｽｶﾞﾒ 52 0.06

甲殻 端脚 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ Ampelisca brevicornis ｸﾋﾞﾅｶﾞｽｶﾞﾒ 4 +

甲殻 端脚 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ Ampelisca miharaensis ﾋｹﾞﾅｶﾞｽｶﾞﾒ 12 0.04

甲殻 端脚 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ Ampelisca sp. ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ属 72 0.08

甲殻 端脚 ﾄｹﾞﾖｺｴﾋﾞ Listriella sp. ﾃﾌﾞｸﾛﾖｺｴﾋﾞ属 12 0.05 1 +

甲殻 端脚 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Nippopisella nagatai ﾄﾞﾛﾖｺｴﾋﾞ 56 0.22

甲殻 端脚 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Corophium sp. ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 48 0.10 1 +

甲殻 十脚 ｵｷｴﾋﾞ Leptochela gracilis ｿｺｼﾗｴﾋﾞ 36 0.33

甲殻 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus sp. ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 12 0.08

甲殻 十脚 ﾂﾉﾒｴﾋﾞ Ogyrides orientalis ﾂﾉﾒｴﾋﾞ 1 0.12

甲殻 十脚 ﾓｴﾋﾞ Hippolytidae ﾓｴﾋﾞ科 4 0.02

甲殻 十脚 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Portunus hastatoides ﾋﾒｶﾞｻﾞﾐ 1 0.87

甲殻 十脚 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Portunidae ﾜﾀﾘｶﾞﾆ科 1 +

甲殻 十脚 ｴﾝｺｳｶﾞﾆ Heteroplax nagasakiensis ﾅｶﾞｻｷｷﾊﾞｶﾞﾆ 2 0.05

甲殻 十脚 ｴﾝｺｳｶﾞﾆ Typhrocarcinus villosus ﾒｸﾗｶﾞﾆ 1 0.03

甲殻 十脚 ｶｸﾚｶﾞﾆ Asthenognathus inaequipes ﾖｺﾅｶﾞﾓﾄﾞｷ 1 0.06

蛇尾 顎蛇尾 ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ Amphiuridae ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ科 7 0.12

海星 顕帯 ｱｽﾂﾛﾍﾟｸﾃﾝ Astropecten scoparius ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ 1 10.55

海胆 心形 ﾋﾗﾀﾌﾞﾝﾌﾞｸ Echinocardium cordatum ｵｶﾒﾌﾞﾝﾌﾞｸ 1 1.90

海鼠 無足 ｲｶﾘﾅﾏｺ Synaptidae ｲｶﾘﾅﾏｺ科 4 6.26

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 546 27.45 218 17.25 144 7.04
出　　　　　　　現　　　　　　　種　　　　　　　数 59 22 16
備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考 スミスマッキンタイア型採泥器(0.05㎡)にて３回採泥

個体数 湿重量(g)湿重量(g) 個体数 湿重量(g)

綱　名 目　名 科　名

個体数



表4-2-18　マクロベントス出現種リスト（夏季）

地点No. 9 10 11
種　　名

調査地点
ポートアイランド
南・沖合(2)

六甲アイランド
南・沖合

第４工区
南・沖合

測定項目
学　　名 標準和名

花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ Edwardsiidae ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科

花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - Actiniaria ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目

- - - NEMERTINEA 紐形動物門 1 0.09

星虫 星虫 ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ Apionsoma sp.

星虫 星虫 ﾀﾃﾎｼﾑｼ Aspidosiphonidae ﾀﾃﾎｼﾑｼ科

多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe sp.

多毛 遊在 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ Sthenelais sp.

多毛 遊在 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra sp. 1 + 7 0.04

多毛 遊在 ｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 1 0.86

多毛 遊在 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys polybranchia ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ

多毛 遊在 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys sp.

多毛 遊在 Lacydoniidae Paralacydonia paradoxa

多毛 遊在 ﾁﾛﾘ Glycera chirori ﾁﾛﾘ

多毛 遊在 ﾁﾛﾘ Glycera sp.

多毛 遊在 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde sp. 1 +

多毛 遊在 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Lumbrineris longifolia ｱｼﾅｶﾞｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ 1 + 5 0.05

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora sp.

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Pseudopolydora sp.

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Spio sp.

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Spiophanes bombyx ｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Spiophanes kroeyeri ｽｽﾞｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Prionospio ehlersi ｴｰﾚﾙｼｽﾋﾟｵ

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Paraprionospio sp.FormＡ ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 89 0.72 272 4.81 4 0.13

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Paraprionospio sp.FormＢ ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＢ型 2 0.02 1 0.01

多毛 定在 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Tharyx sp.

多毛 定在 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Chaetozone sp.

多毛 定在 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ Spiochaetopterus costarum ｱｼﾋﾞｷﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ 1 0.02

多毛 定在 ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ Haploscoloplos sp.

多毛 定在 ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ Scoloplos sp.

多毛 定在 ｲﾄｺﾞｶｲ Notomastus sp.

多毛 定在 ｲﾄｺﾞｶｲ Mediomastus sp.

多毛 定在 ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ Euclymeninae

多毛 定在 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ Sternaspis scutata ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ

多毛 定在 ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ Lagis bocki ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ

多毛 定在 ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ Ampharetidae ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ科

多毛 定在 ﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ Terebellides kobei ﾆｾﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ

多毛 定在 ﾌｻｺﾞｶｲ Terebellidae ﾌｻｺﾞｶｲ科

箒虫 箒虫 ﾎｳｷﾑｼ Phoronis sp.

腹足 新腹足 ｸﾀﾞﾏｷｶﾞｲ Inquisitor jeffreysii ﾓﾐｼﾞﾎﾞﾗ

腹足 腸紐 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Tiberia pulchella ｸﾁｷﾚｶﾞｲ

腹足 頭楯 ｵｵｼｲﾉﾐｶﾞｲ Acteonidae ｵｵｼｲﾉﾐｶﾞｲ科

腹足 頭楯 ｷｾﾜﾀ Philine argentata ｷｾﾜﾀ

腹足 裸鰓 - Nudibranchia 裸鰓目

二枚貝 ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ Petrasma pusilla ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ

二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Modiolus sp.

二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Musculus japonica ﾔﾏﾎﾄﾄｷﾞｽ

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｳﾛｺｶﾞｲ Galeommatidae ｳﾛｺｶﾞｲ科

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｻﾞﾙｶﾞｲ Fulvia mutica ﾄﾘｶﾞｲ

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾞｶｶﾞｲ Raetellops pulchella ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾆｯｺｳｶﾞｲ Nitidotellina nitidula ｻｸﾗｶﾞｲ

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾆｯｺｳｶﾞｲ Macoma sp.

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱｻｼﾞｶﾞｲ Leptomya minuta ﾐｼﾞﾝｺﾁｮｳｼｬｸｼ

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱｻｼﾞｶﾞｲ Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ 29 1.56

甲殻 等脚 ｽﾅﾎﾘﾑｼ Natatolana sp. ﾓﾓﾌﾞﾄｽﾅﾎﾘﾑｼ属

甲殻 端脚 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ Ampelisca bocki ｺﾌﾞｽｶﾞﾒ

甲殻 端脚 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ Ampelisca brevicornis ｸﾋﾞﾅｶﾞｽｶﾞﾒ

甲殻 端脚 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ Ampelisca miharaensis ﾋｹﾞﾅｶﾞｽｶﾞﾒ

甲殻 端脚 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ Ampelisca sp. ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ属

甲殻 端脚 ﾄｹﾞﾖｺｴﾋﾞ Listriella sp. ﾃﾌﾞｸﾛﾖｺｴﾋﾞ属

甲殻 端脚 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Nippopisella nagatai ﾄﾞﾛﾖｺｴﾋﾞ

甲殻 端脚 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Corophium sp. ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属

甲殻 十脚 ｵｷｴﾋﾞ Leptochela gracilis ｿｺｼﾗｴﾋﾞ

甲殻 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus sp. ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属

甲殻 十脚 ﾂﾉﾒｴﾋﾞ Ogyrides orientalis ﾂﾉﾒｴﾋﾞ

甲殻 十脚 ﾓｴﾋﾞ Hippolytidae ﾓｴﾋﾞ科

甲殻 十脚 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Portunus hastatoides ﾋﾒｶﾞｻﾞﾐ

甲殻 十脚 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Portunidae ﾜﾀﾘｶﾞﾆ科

甲殻 十脚 ｴﾝｺｳｶﾞﾆ Heteroplax nagasakiensis ﾅｶﾞｻｷｷﾊﾞｶﾞﾆ

甲殻 十脚 ｴﾝｺｳｶﾞﾆ Typhrocarcinus villosus ﾒｸﾗｶﾞﾆ

甲殻 十脚 ｶｸﾚｶﾞﾆ Asthenognathus inaequipes ﾖｺﾅｶﾞﾓﾄﾞｷ

蛇尾 顎蛇尾 ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ Amphiuridae ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ科

海星 顕帯 ｱｽﾂﾛﾍﾟｸﾃﾝ Astropecten scoparius ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ

海胆 心形 ﾋﾗﾀﾌﾞﾝﾌﾞｸ Echinocardium cordatum ｵｶﾒﾌﾞﾝﾌﾞｸ

海鼠 無足 ｲｶﾘﾅﾏｺ Synaptidae ｲｶﾘﾅﾏｺ科

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 124 3.25 287 4.93 4 0.13
出　　　　　　　現　　　　　　　種　　　　　　　数 7 6 1
備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考 スミスマッキンタイア型採泥器(0.05㎡)にて３回採泥

科　名

個体数 個体数 湿重量(g)湿重量(g) 個体数 湿重量(g)

綱　名 目　名



表4-2-18　マクロベントス出現種リスト（秋季）

地点No. 3 5 7 8
種　　名

調査地点 須磨海域・沖合 苅藻島南・沖合
兵庫～第一防波堤
南・沖合

ポートアイランド
南・沖合(1)

測定項目
学　　名 標準和名

花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ Edwardsiidae ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 1 0.02

- - - NEMERTINEA 紐形動物門 2 0.34

渦虫 多岐腸 - Polycladida 多岐腸目 1 0.66

星虫 星虫 ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ Apionsoma sp. 2 0.01

多毛 遊在 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ Sthenelais sp. 1 0.08 1 0.26

多毛 遊在 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra sp. 7 0.03 13 0.06 17 0.06

多毛 遊在 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Gyptis sp. 5 0.02

多毛 遊在 ｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 1 1.57 1 0.26

多毛 遊在 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys polybranchia ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 3 0.02 1 0.01

多毛 遊在 Lacydoniidae Paralacydonia paradoxa 1 +

多毛 遊在 ﾁﾛﾘ Glycera sp. 2 0.03

多毛 遊在 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde sp. 7 0.09

多毛 遊在 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Lumbrineris longifolia ｱｼﾅｶﾞｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ 8 0.13 34 0.39

多毛 遊在 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Lumbrineridae ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科 3 0.01 1 +

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Scolelepis sp. 1 +

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Prionospio sp. 1 + 1 +

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Paraprionospio sp.FormＡ ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 1 + 65 1.51 346 16.55 860 30.59

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Paraprionospio sp.FormＢ ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＢ型 10 0.08

多毛 定在 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ Magelona japonica ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 1 +

多毛 定在 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Tharyx sp. 1 +

多毛 定在 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ Spiochaetopterus costarum ｱｼﾋﾞｷﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ 4 0.07 1 +

多毛 定在 ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ Scoloplos sp. 1 +

多毛 定在 ｲﾄｺﾞｶｲ Notomastus sp. 2 0.04 1 +

多毛 定在 ｲﾄｺﾞｶｲ Mediomastus sp. 1 0.01

多毛 定在 ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ Euclymeninae 1 0.04

多毛 定在 ﾄﾉｻﾏｺﾞｶｲ Scalibregma inflatum ﾄﾉｻﾏｺﾞｶｲ 1 0.04

多毛 定在 ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ Sosane sp. 2 0.02

多毛 定在 ﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ Terebellides kobei ﾆｾﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ 10 0.98

多毛 定在 ﾌｻｺﾞｶｲ Terebellidae ﾌｻｺﾞｶｲ科 1 0.27

腹足 異足 ﾀﾏｶﾞｲ Glassaulax vesicalis ﾋﾒﾂﾒﾀ 1 0.43

二枚貝 ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ Petrasma pusilla ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ 1 0.01

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾅｼｶﾞｲ Thyasiridae ﾊﾅｼｶﾞｲ科 3 0.02

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾂｷｶﾞｲ Pillucina pisidium ｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ 1 0.01

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Veremolpa micra ﾋﾒｶﾉｺｱｻﾘ 16 1.49 11 0.59

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾆｯｺｳｶﾞｲ Nitidotellina nitidula ｻｸﾗｶﾞｲ 1 0.01

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱｻｼﾞｶﾞｲ Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ 1 0.01 1 0.08

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾃｶﾞｲ Solen roseomaculatus ﾊﾞﾗﾌﾏﾃ 1 0.22

甲殻 端脚 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ Ampelisca sp. ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ属 21 0.14

甲殻 端脚 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Nippopisella nagatai ﾄﾞﾛﾖｺｴﾋﾞ 4 0.01

甲殻 端脚 ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ Photis sp. ｸﾀﾞｵｿｺｴﾋﾞ属 2 0.01

甲殻 十脚 ｵｷｴﾋﾞ Leptochela gracilis ｿｺｼﾗｴﾋﾞ 4 0.06

甲殻 十脚 ｵｷｴﾋﾞ Leptochela pugnax ｶﾄﾞｿｺｼﾗｴﾋﾞ 1 0.03

甲殻 十脚 ﾂﾉﾒｴﾋﾞ Ogyrides orientalis ﾂﾉﾒｴﾋﾞ 8 0.35

甲殻 十脚 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Charybdis bimaculata ﾌﾀﾎｼｲｼｶﾞﾆ 1 0.34

甲殻 十脚 ｴﾝｺｳｶﾞﾆ Heteroplax nagasakiensis ﾅｶﾞｻｷｷﾊﾞｶﾞﾆ 2 0.33

甲殻 十脚 ｴﾝｺｳｶﾞﾆ Typhrocarcinus villosus ﾒｸﾗｶﾞﾆ 4 0.13

甲殻 口脚 ｼｬｺ Squillidae ｼｬｺ科 1 0.12

海胆 心形 ﾋﾗﾀﾌﾞﾝﾌﾞｸ Echinocardium cordatum ｵｶﾒﾌﾞﾝﾌﾞｸ 1 4.78

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 84 8.72 113 4.10 399 19.27 914 31.33
出　　　　　　　現　　　　　　　種　　　　　　　数 32 13 12 6
備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考 スミスマッキンタイア型採泥器(0.05㎡)にて３回採泥

個体数 湿重量(g)湿重量(g) 個体数 湿重量(g)

綱　名 目　名 科　名

個体数 個体数 湿重量(g)



表4-2-18　マクロベントス出現種リスト（秋季）

地点No. 9 10 11
種　　名

調査地点
ポートアイランド
南・沖合(2)

六甲アイランド
南・沖合

第４工区
南・沖合

測定項目
学　　名 標準和名

花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ Edwardsiidae ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科

- - - NEMERTINEA 紐形動物門

渦虫 多岐腸 - Polycladida 多岐腸目

星虫 星虫 ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ Apionsoma sp.

多毛 遊在 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ Sthenelais sp.

多毛 遊在 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra sp.

多毛 遊在 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Gyptis sp.

多毛 遊在 ｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 2 1.28

多毛 遊在 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys polybranchia ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ

多毛 遊在 Lacydoniidae Paralacydonia paradoxa

多毛 遊在 ﾁﾛﾘ Glycera sp.

多毛 遊在 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde sp.

多毛 遊在 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Lumbrineris longifolia ｱｼﾅｶﾞｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ

多毛 遊在 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Lumbrineridae ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Scolelepis sp.

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Prionospio sp.

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Paraprionospio sp.FormＡ ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 1,449 34.35 251 3.29 1 0.05

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Paraprionospio sp.FormＢ ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＢ型

多毛 定在 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ Magelona japonica ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ

多毛 定在 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Tharyx sp.

多毛 定在 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ Spiochaetopterus costarum ｱｼﾋﾞｷﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ

多毛 定在 ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ Scoloplos sp.

多毛 定在 ｲﾄｺﾞｶｲ Notomastus sp.

多毛 定在 ｲﾄｺﾞｶｲ Mediomastus sp.

多毛 定在 ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ Euclymeninae

多毛 定在 ﾄﾉｻﾏｺﾞｶｲ Scalibregma inflatum ﾄﾉｻﾏｺﾞｶｲ

多毛 定在 ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ Sosane sp.

多毛 定在 ﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ Terebellides kobei ﾆｾﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ

多毛 定在 ﾌｻｺﾞｶｲ Terebellidae ﾌｻｺﾞｶｲ科

腹足 異足 ﾀﾏｶﾞｲ Glassaulax vesicalis ﾋﾒﾂﾒﾀ

二枚貝 ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ Petrasma pusilla ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾅｼｶﾞｲ Thyasiridae ﾊﾅｼｶﾞｲ科

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾂｷｶﾞｲ Pillucina pisidium ｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Veremolpa micra ﾋﾒｶﾉｺｱｻﾘ

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾆｯｺｳｶﾞｲ Nitidotellina nitidula ｻｸﾗｶﾞｲ

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱｻｼﾞｶﾞｲ Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾃｶﾞｲ Solen roseomaculatus ﾊﾞﾗﾌﾏﾃ

甲殻 端脚 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ Ampelisca sp. ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ属

甲殻 端脚 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Nippopisella nagatai ﾄﾞﾛﾖｺｴﾋﾞ

甲殻 端脚 ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ Photis sp. ｸﾀﾞｵｿｺｴﾋﾞ属

甲殻 十脚 ｵｷｴﾋﾞ Leptochela gracilis ｿｺｼﾗｴﾋﾞ

甲殻 十脚 ｵｷｴﾋﾞ Leptochela pugnax ｶﾄﾞｿｺｼﾗｴﾋﾞ

甲殻 十脚 ﾂﾉﾒｴﾋﾞ Ogyrides orientalis ﾂﾉﾒｴﾋﾞ

甲殻 十脚 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Charybdis bimaculata ﾌﾀﾎｼｲｼｶﾞﾆ

甲殻 十脚 ｴﾝｺｳｶﾞﾆ Heteroplax nagasakiensis ﾅｶﾞｻｷｷﾊﾞｶﾞﾆ

甲殻 十脚 ｴﾝｺｳｶﾞﾆ Typhrocarcinus villosus ﾒｸﾗｶﾞﾆ

甲殻 口脚 ｼｬｺ Squillidae ｼｬｺ科

海胆 心形 ﾋﾗﾀﾌﾞﾝﾌﾞｸ Echinocardium cordatum ｵｶﾒﾌﾞﾝﾌﾞｸ

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 1,451 35.63 251 3.29 1 0.05
出　　　　　　　現　　　　　　　種　　　　　　　数 2 1 1
備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考 スミスマッキンタイア型採泥器(0.05㎡)にて３回採泥

科　名

個体数 個体数 湿重量(g)湿重量(g) 個体数 湿重量(g)

綱　名 目　名



表4-2-18　マクロベントス出現種リスト（冬季）

地点No. 3 7 8
種　　名

調査地点 須磨海域・沖合
兵庫～第一防波堤
南・沖合

ポートアイランド
南・沖合(1)

測定項目
学　　名 標準和名

花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - Actiniaria ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 2 0.10

花虫 花巾着 ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ Cerianthidae ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ科 59 6.66

- - - NEMERTINEA 紐形動物門 4 0.30

星虫 星虫 ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ Apionsoma sp. 2 0.01

多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe sp. 2 0.02

多毛 遊在 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ Sthenelais sp. 4 0.03 3 0.67 1 0.05

多毛 遊在 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Phyllodocidae ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 1 +

多毛 遊在 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra sp. 2 0.01 23 0.12

多毛 遊在 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus sp. 1 + 8 0.09

多毛 遊在 ｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 1 1.44

多毛 遊在 ｺﾞｶｲ Leonnates sp.

多毛 遊在 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys polybranchia ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 2 0.02 1 + 8 0.07

多毛 遊在 Lacydoniidae Paralacydonia paradoxa 2 0.01

多毛 遊在 ﾁﾛﾘ Glycera chirori ﾁﾛﾘ 3 0.71

多毛 遊在 ﾁﾛﾘ Glycera sp. 2 0.02

多毛 遊在 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde sp. 1 0.01

多毛 遊在 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Lumbrineris longifolia ｱｼﾅｶﾞｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ 12 0.15 52 0.59

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Pseudopolydora sp. 32 0.23

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Spio sp. 2 0.01 8 0.05

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Spiophanes bombyx ｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ 1 0.02

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Prionospio ehlersi ｴｰﾚﾙｼｽﾋﾟｵ 1 0.01

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Prionospio sp. 4 0.04

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Paraprionospio sp.FormＡ ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 2 0.04 63 5.44 972 39.46

多毛 定在 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Tharyx sp. 1 0.08

多毛 定在 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Chaetozone sp. 1 +

多毛 定在 ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ Scoloplos sp. 8 0.06

多毛 定在 ｲﾄｺﾞｶｲ Notomastus sp. 12 0.24 1 0.06 2 0.05

多毛 定在 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ Sternaspis scutata ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 1 0.10

多毛 定在 ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ Lagis bocki ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ 2 0.07

多毛 定在 ﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ Terebellides kobei ﾆｾﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ 5 0.72

多毛 定在 ﾌｻｺﾞｶｲ Terebellidae ﾌｻｺﾞｶｲ科 2 0.08

多毛 定在 ｹﾔﾘﾑｼ Euchone sp. 4 0.03 5 0.04

腹足 腸紐 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Tiberia pulchella ｸﾁｷﾚｶﾞｲ 3 0.06

腹足 頭楯 ｽｲﾌｶﾞｲ Eocylichna braunsi ﾂﾏﾍﾞﾆｸﾀﾞﾀﾏｶﾞｲ 2 0.01

腹足 頭楯 ｷｾﾜﾀ Philine argentata ｷｾﾜﾀ 1 0.06 1 0.01

二枚貝 ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ Petrasma pusilla ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ 1 0.01

二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Musculus japonica ﾔﾏﾎﾄﾄｷﾞｽ 4 0.06

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾞｶｶﾞｲ Raetellops pulchella ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Veremolpa micra ﾋﾒｶﾉｺｱｻﾘ 1 +

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾆｯｺｳｶﾞｲ Nitidotellina nitidula ｻｸﾗｶﾞｲ 1 0.01

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱｻｼﾞｶﾞｲ Leptomya minuta ﾐｼﾞﾝｺﾁｮｳｼｬｸｼ 1 +

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱｻｼﾞｶﾞｲ Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ

甲殻 ｱﾐ ｱﾐ Mysidae ｱﾐ科 1 0.01

甲殻 端脚 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ Ampelisca sp. ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ属 19 0.33

甲殻 端脚 ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ Synchelidium sp. ｻﾝﾊﾟﾂｿｺｴﾋﾞ属 1 +

甲殻 端脚 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Melita sp. ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 4 0.01

甲殻 端脚 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Nippopisella nagatai ﾄﾞﾛﾖｺｴﾋﾞ 12 0.04

甲殻 端脚 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Corophium sp. ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 1 +

甲殻 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus sp. ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 1 0.27

甲殻 十脚 ﾂﾉﾒｴﾋﾞ Ogyrides orientalis ﾂﾉﾒｴﾋﾞ 19 0.60

甲殻 十脚 ｴﾝｺｳｶﾞﾆ Goneplacidae ｴﾝｺｳｶﾞﾆ科 1 0.05

甲殻 口脚 ｼｬｺ Oratosquilla oratoria ｼｬｺ 1 0.30

蛇尾 顎蛇尾 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiura kinbergi ｸｼﾉﾊｸﾓﾋﾄﾃﾞ 1 0.02

硬骨魚 ﾊｾﾞ ﾊｾﾞ Acentrogobius pflaumi ｽｼﾞﾊｾﾞ 1 2.30

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 134 3.49 155 15.25 1,113 43.32
出　　　　　　　現　　　　　　　種　　　　　　　数 38 15 12
備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考 スミスマッキンタイア型採泥器(0.05㎡)にて３回採泥

個体数 湿重量(g)湿重量(g) 個体数 湿重量(g)

綱　名 目　名 科　名

個体数



表4-2-18　マクロベントス出現種リスト（冬季）

地点No. 9 10 11
種　　名

調査地点
ポートアイランド
南・沖合(2)

六甲アイランド
南・沖合

第４工区
南・沖合

測定項目
学　　名 標準和名

花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - Actiniaria ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目

花虫 花巾着 ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ Cerianthidae ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ科

- - - NEMERTINEA 紐形動物門 1 0.01

星虫 星虫 ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ Apionsoma sp.

多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe sp. 1 +

多毛 遊在 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ Sthenelais sp. 2 0.09 3 0.03 1 +

多毛 遊在 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Phyllodocidae ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科

多毛 遊在 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra sp. 3 0.02

多毛 遊在 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus sp. 1 0.03 1 +

多毛 遊在 ｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 4 3.00 1 0.04

多毛 遊在 ｺﾞｶｲ Leonnates sp. 2 0.03

多毛 遊在 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys polybranchia ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 1 0.02 3 0.02 5 0.03

多毛 遊在 Lacydoniidae Paralacydonia paradoxa

多毛 遊在 ﾁﾛﾘ Glycera chirori ﾁﾛﾘ

多毛 遊在 ﾁﾛﾘ Glycera sp.

多毛 遊在 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde sp. 2 0.03

多毛 遊在 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Lumbrineris longifolia ｱｼﾅｶﾞｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ 3 0.09

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Pseudopolydora sp. 3 0.02 4 0.02

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Spio sp.

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Spiophanes bombyx ｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Prionospio ehlersi ｴｰﾚﾙｼｽﾋﾟｵ

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Prionospio sp.

多毛 定在 ｽﾋﾟｵ Paraprionospio sp.FormＡ ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 1,419 62.89 170 6.37 10 0.28

多毛 定在 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Tharyx sp.

多毛 定在 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Chaetozone sp.

多毛 定在 ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ Scoloplos sp.

多毛 定在 ｲﾄｺﾞｶｲ Notomastus sp.

多毛 定在 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ Sternaspis scutata ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ

多毛 定在 ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ Lagis bocki ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ 1 0.02 1 0.01

多毛 定在 ﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ Terebellides kobei ﾆｾﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ

多毛 定在 ﾌｻｺﾞｶｲ Terebellidae ﾌｻｺﾞｶｲ科

多毛 定在 ｹﾔﾘﾑｼ Euchone sp. 1 0.01

腹足 腸紐 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Tiberia pulchella ｸﾁｷﾚｶﾞｲ

腹足 頭楯 ｽｲﾌｶﾞｲ Eocylichna braunsi ﾂﾏﾍﾞﾆｸﾀﾞﾀﾏｶﾞｲ

腹足 頭楯 ｷｾﾜﾀ Philine argentata ｷｾﾜﾀ 1 +

二枚貝 ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ Petrasma pusilla ｷﾇﾀﾚｶﾞｲ

二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Musculus japonica ﾔﾏﾎﾄﾄｷﾞｽ

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾞｶｶﾞｲ Raetellops pulchella ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ 1 + 1 +

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Veremolpa micra ﾋﾒｶﾉｺｱｻﾘ

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾆｯｺｳｶﾞｲ Nitidotellina nitidula ｻｸﾗｶﾞｲ

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱｻｼﾞｶﾞｲ Leptomya minuta ﾐｼﾞﾝｺﾁｮｳｼｬｸｼ

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱｻｼﾞｶﾞｲ Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ 2 0.06 23 1.81

甲殻 ｱﾐ ｱﾐ Mysidae ｱﾐ科

甲殻 端脚 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ Ampelisca sp. ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ属

甲殻 端脚 ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ Synchelidium sp. ｻﾝﾊﾟﾂｿｺｴﾋﾞ属

甲殻 端脚 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Melita sp. ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属

甲殻 端脚 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Nippopisella nagatai ﾄﾞﾛﾖｺｴﾋﾞ

甲殻 端脚 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Corophium sp. ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属

甲殻 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus sp. ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属

甲殻 十脚 ﾂﾉﾒｴﾋﾞ Ogyrides orientalis ﾂﾉﾒｴﾋﾞ

甲殻 十脚 ｴﾝｺｳｶﾞﾆ Goneplacidae ｴﾝｺｳｶﾞﾆ科

甲殻 口脚 ｼｬｺ Oratosquilla oratoria ｼｬｺ

蛇尾 顎蛇尾 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiura kinbergi ｸｼﾉﾊｸﾓﾋﾄﾃﾞ

硬骨魚 ﾊｾﾞ ﾊｾﾞ Acentrogobius pflaumi ｽｼﾞﾊｾﾞ 1 2.10

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 1,438 68.27 190 6.56 44 2.20
出　　　　　　　現　　　　　　　種　　　　　　　数 12 10 8
備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考 スミスマッキンタイア型採泥器(0.05㎡)にて３回採泥

科　名

個体数 個体数 湿重量(g)湿重量(g) 個体数 湿重量(g)

綱　名 目　名



表4-2-19(1)　マクロベントス優占種（春季）

表4-2-19(2)　マクロベントス優占種（夏季）

個体数からみた優占種 湿重量からみた優占種

第１優占種 第２優占種 第１優占種 第２優占種

標準和名
全体に占
める割合
（％）

標準和名
全体に占
める割合
（％）

標準和名
全体に占
める割合
（％）

標準和名
全体に占
める割合
（％）

3 須磨海域・ ｲｶﾘﾅﾏｺ科 13.8 ﾐｼﾞﾝｺﾁｮｳｼｬｸｼ 7.4 ﾄﾘｶﾞｲ 46.0 ｽｸﾚﾛﾀﾞｸﾃｨﾗ科 15.9

沖合

7 兵庫～第一防波堤南・ ｼｽﾞｸｶﾞｲ 86.5 紐形動物門 1.9 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 52.2 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 21.7

沖合

8 ポートアイランド ｼｽﾞｸｶﾞｲ 63.0 Sigambra sp. 10.3 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 51.1 ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 30.8

南・沖合(1)

9 ポートアイランド ｼｽﾞｸｶﾞｲ 62.5 Sigambra sp. 19.3 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 75.0 Sigambra sp. 6.3

南・沖合(2)

10 六甲アイランド ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 72.6 Sigambra sp. 9.7 ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 57.9 ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 32.0

南・沖合

11 第４工区 ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 77.3 Sigambra sp. 9.0 ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 49.6 ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 46.3

南・沖合

調　査　地　点　名地点No.

個体数からみた優占種 湿重量からみた優占種

第１優占種 第２優占種 第１優占種 第２優占種

標準和名
全体に占
める割合
（％）

標準和名
全体に占
める割合
（％）

標準和名
全体に占
める割合
（％）

標準和名
全体に占
める割合
（％）

3 須磨海域・ ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ属 13.2 ﾄﾞﾛﾖｺｴﾋﾞ 10.3 ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ 38.4 ﾄﾘｶﾞｲ 17.4

沖合

7 兵庫～第一防波堤南・ ｼｽﾞｸｶﾞｲ 60.1 ｱｼﾅｶﾞｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ 16.5 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 48.3 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 36.3

沖合

8 ポートアイランド ｼｽﾞｸｶﾞｲ 39.6 ｱｼﾅｶﾞｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ 18.1 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 51.8 ﾆｾﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ 23.2

南・沖合(1)

9 ポートアイランド ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 71.8 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 23.4 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 48.0 ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 26.5

南・沖合(2)

10 六甲アイランド ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 94.8 Sigambra sp. 2.4 ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 97.6 ｱｼﾅｶﾞｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ 1.0

南・沖合

11 第４工区 ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 100.0 - - ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 100.0 - -

南・沖合

調　査　地　点　名地点No.



表4-2-19(3)　マクロベントス優占種（秋季）

表4-2-19(4)　マクロベントス優占種（冬季）

個体数からみた優占種 湿重量からみた優占種

第１優占種 第２優占種 第１優占種 第２優占種

標準和名
全体に占
める割合
（％）

標準和名
全体に占
める割合
（％）

標準和名
全体に占
める割合
（％）

標準和名
全体に占
める割合
（％）

3 須磨海域・ ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ属 25.0 ﾆｾﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ 11.9 ｵｶﾒﾌﾞﾝﾌﾞｸ 54.8 ﾆｾﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ 11.2

沖合

5 苅藻島南・ ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 57.5 ﾋﾒｶﾉｺｱｻﾘ 14.2 ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 36.8 ﾋﾒｶﾉｺｱｻﾘ 36.3

沖合

7 兵庫～第一防波堤南・ ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 86.7 Sigambra sp. 3.3 ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 85.9 ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 8.1

沖合

8 ポートアイランド ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 94.1 ｱｼﾅｶﾞｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ 3.7 ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 97.6 ｱｼﾅｶﾞｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ 1.2

南・沖合(1)

9 ポートアイランド ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 99.9 ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 0.1 ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 96.4 ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 3.6

南・沖合(2)

10 六甲アイランド ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 100.0 - - ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 100.0 - -

南・沖合

11 第４工区 ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 100.0 - - ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 100.0 - -

南・沖合

調　査　地　点　名地点No.

個体数からみた優占種 湿重量からみた優占種

第１優占種 第２優占種 第１優占種 第２優占種

標準和名
全体に占
める割合
（％）

標準和名
全体に占
める割合
（％）

標準和名
全体に占
める割合
（％）

標準和名
全体に占
める割合
（％）

3 須磨海域・ ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ属 14.2 ﾂﾉﾒｴﾋﾞ 14.2 ﾆｾﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ 20.6 ﾂﾉﾒｴﾋﾞ 17.2

沖合

7 兵庫～第一防波堤南・ ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 40.6 ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ科 38.1 ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ科 43.7 ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 35.7

沖合

8 ポートアイランド ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 87.3 ｱｼﾅｶﾞｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ 4.7 ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 91.1 ｽｼﾞﾊｾﾞ 5.3

南・沖合(1)

9 ポートアイランド ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 98.7 ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 0.3 ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 92.1 ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 4.4

南・沖合(2)

10 六甲アイランド ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 89.5 Pseudopolydora sp. 2.1 ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 97.1 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 0.9

南・沖合

11 第４工区 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 52.3 ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 22.7 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 82.3 ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵＡ型 12.7

南・沖合

調　査　地　点　名地点No.



表4-2-20(1)　底質調査結果（春季）

　　地点No. 3 7 8 9 10 11

　　地点名

項目

08:55～ 09:50～ 10:30～ 11:05～ 11:35～ 12:05～

水深(m) 20.3 17.6 19.2 17.8 17.6 17.9

泥色 オリーブ黒 暗オリーブ 灰 暗オリーブ 灰 暗オリーブ 灰 暗オリーブ 灰 緑黒

臭気 無 無 弱硫化臭 硫化臭 弱硫化臭 硫化臭

夾雑物 貝殻 無 無 無 無 無

外観 細砂 シルト混細砂 シルト混細砂 細砂混シルト シルト混細砂 シルト混細砂

泥温(℃) 15.6 15.5 15.6 15.1 14.5 15.3

ｐＨ 7.6 7.6 7.6 7.7 7.6 7.7

ORP(mV) -39 -5 -158

4.75mm以上 0 0 0

4.75～2.00 1.8 0 0.1

2.00～0.425 4.2 0.2 0.2

0.425～0.075 9.3 1.5 1.4

0.075mm以下 84.7 98.3 98.3

ｐＨ 7.6 7.4 7.7

強熱減量(％) 7.9 8.9 10.2

COD(mg／g乾泥) 13.7 19.1 15.6

硫化物(mg／g乾泥) 1.20 0.81 0.57

含水率(％) 59.8 65.9 67.1

T－N(mg／g乾泥) 1.73 2.10 2.18

T－Ｐ(mg／g乾泥) 0.59 0.63 0.55

粒度組成
(％)

現
場
測
定
項
目

分
　
析
　
項
　
目

備考

第４工区南・
沖合

採泥日時
平成20年5月21日

須磨海域・
沖合

兵庫～第一
防波堤南・沖合

ポートアイランド
南・沖合(1)

ポートアイランド
南・沖合(2)

六甲アイランド
南・沖合



表4-2-20(2)　底質調査結果（夏季）

　　地点No. 3 7 8 9 10 11

　　地点名

項目

08:55～ 09:42～ 10:15～ 10:55～ 11:25～ 11:55～

水深(m) 18.5 19.0 20.5 18.0 19.0 18.0

泥色 灰 灰オリーブ オリーブ黒 オリーブ黒 オリーブ黒 オリーブ黒

臭気 無 弱硫化臭 弱硫化臭 弱硫化臭 弱硫化臭 硫化臭

夾雑物 貝殻 無 無 無 無 無

外観 細砂 シルト混細砂 シルト混細砂 シルト混細砂 シルト混細砂 シルト混細砂

泥温(℃) 26.0 26.0 23.9 23.0 22.8 23.0

ｐＨ 7.2 7.6 7.6 7.5 7.4 7.2

ORP(mV) -165 -125 -139

4.75mm以上 0.0 0.0 0.0

4.75～2.00 0.0 0.0 0.0

2.00～0.425 0.8 0.5 0.2

0.425～0.075 3.4 1.4 1.1

0.075mm以下 95.8 98.1 98.7

ｐＨ 7.6 7.6 7.7

強熱減量(％) 8.9 8.6 9.8

COD(mg／g乾泥) 11.1 10.7 13.8

硫化物(mg／g乾泥) 0.32 0.18 0.44

含水率(％) 62.9 61.5 68.4

T－N(mg／g乾泥) 2.09 2.10 2.42

T－Ｐ(mg／g乾泥) 0.54 0.53 0.57

第４工区南・
沖合

採泥日時
平成20年8月8日

須磨海域・
沖合

兵庫～第一
防波堤南・沖合

ポートアイランド
南・沖合(1)

ポートアイランド
南・沖合(2)

六甲アイランド
南・沖合

粒度組成
(％)

現
場
測
定
項
目

分
　
析
　
項
　
目

備考



表4-2-20(3)　底質調査結果（秋季）

　　地点No. 3 5 7 8 9 10 11

　　地点名

項目

09:18～ 10:03～ 10:33～ 11:02～ 11:35～ 12:07～ 12:35～

水深(m) 21.8 14.1 17.6 19.5 17.9 18.3 17.4

泥色 灰 灰オリーブ 灰オリーブ 灰オリーブ 灰 オリーブ黒 オリーブ黒

臭気 無 弱硫化臭 弱硫化臭 弱硫化臭 弱硫化臭 硫化臭 硫化臭

夾雑物 貝殻 貝殻 無 無 無 無 無

外観 細砂 シルト混細砂 シルト混細砂 シルト混細砂 シルト シルト シルト

泥温(℃) 21.3 20.9 21.5 21.1 21.4 21.4 21.3

ｐＨ 7.7 7.5 7.6 7.6 7.8 7.3 7.5

ORP(mV) 278 162 164 27 -68 -71 -98

4.75mm以上 0 2.4 0.6 0 0 0 0

4.75～2.00 0.4 2.4 0.6 0.1 0 0 0

2.00～0.425 1.2 7.9 2.3 1.3 0.2 0.2 0.2

0.425～0.075 80.8 16.8 7.6 2.3 1.2 1.6 0.5

0.075mm以下 17.6 70.5 88.9 96.3 98.6 98.2 99.3

ｐＨ 7.9 7.7 7.8 7.8 7.9 7.8 7.8

強熱減量(％) 3.7 7.3 8.9 8.8 9.6 9.9 10.3

COD(mg／g乾泥) 2.2 6.9 7.9 8.2 11.0 10.0 8.9

硫化物(mg／g乾泥) 0.02 0.24 0.38 0.35 0.52 1.09 0.78

含水率(％) 31.3 54.4 60.1 61.5 67.8 69.0 68.5

T－N(mg／g乾泥) 0.49 1.73 2.15 2.51 2.52 2.49 2.29

T－Ｐ(mg／g乾泥) 0.21 0.47 0.57 0.54 0.56 0.60 0.56

採泥日時
平成20年11月7日

須磨海域・
沖合

兵庫～第一
防波堤南・沖合

ポートアイランド
南・沖合(1)

ポートアイランド
南・沖合(2)

六甲アイランド
南・沖合

苅藻島南・
沖合

第４工区南・
沖合

粒度組成
(％)

現
場
測
定
項
目

分
　
析
　
項
　
目

備考



表4-2-20(4)　底質調査結果（冬季）

　　地点No. 3 7 8 9 10 11

　　地点名

項目

08:55～ 09:34～ 10:04～ 10:34～ 10:58～ 11:18～

水深(m) 22.5 18.1 19.9 17.8 17.9 17.7

泥色 暗オリーブ 灰オリーブ 灰オリーブ 暗オリーブ 灰 オリーブ黒

臭気 無 弱硫化臭 弱硫化臭 弱硫化臭 硫化臭 硫化臭

夾雑物 貝殻 無 無 無 無 無

外観 細砂 シルト混細砂 シルト混細砂 シルト混細砂 シルト混細砂 シルト混細砂

泥温(℃) 9.7 9.9 10.4 10.4 10.1 10.8

ｐＨ 7.5 7.3 7.7 7.9 7.4 7.4

ORP(mV) -27 -4 -14

4.75mm以上 0.0 0.0 0.0

4.75～2.00 0.6 0.2 1.1

2.00～0.425 1.0 0.4 0.9

0.425～0.075 4.2 1.9 2.2

0.075mm以下 94.2 97.5 95.8

ｐＨ 7.8 7.7 7.8

強熱減量(％) 8.1 8.7 9.0

COD(mg／g乾泥) 22.6 19.4 20.3

硫化物(mg／g乾泥) 0.44 0.41 0.46

含水率(％) 62.6 66.9 66.9

T－N(mg／g乾泥) 2.21 2.31 2.50

T－Ｐ(mg／g乾泥) 0.51 0.55 0.55

粒度組成
(％)

現
場
測
定
項
目

分
　
析
　
項
　
目

備考

第４工区南・
沖合

採泥日時
平成21年2月5日

須磨海域・
沖合

兵庫～第一
防波堤南・沖合

ポートアイランド
南・沖合(1)

ポートアイランド
南・沖合(2)

六甲アイランド
南・沖合



３．海水浴場水質調査 

(1) 海水浴場水質調査の概要 

海水浴場は、人が水と直接的に触れ合うことのできる親水空間として、夏季の遊泳期間中

だけでなく四季を通じて多くの人々に利用されている。 

本市では、昭和 43 年度より須磨海水浴場の水質の実態を把握するため、継続して水質調査

を実施してきた。また、平成 10 年 7 月、アジュール舞子海水浴場が新たに開設されたことか

ら、同年度より併せて水質調査を開始している。平成 20 年度はこの２か所の海水浴場で調査

を行った。 

(2) 調査地点の概要 

① 須磨海水浴場 

大阪湾に面した幅約 1.8km の半自然海岸で、周辺には「須磨海浜水族園」、ヨットハーバ

ー、海釣り公園等の海に関連したレクリエーション施設が隣接している。 

平成 20 年度の遊泳期間中の利用者数は約 84 万 2 千人であった。 

 
図 4-3-1 須磨海水浴場 

② アジュール舞子海水浴場 

明石海峡に面した幅約 0.8km の人工海岸で、海岸からは淡路島、明石海峡大橋を望むこと

ができ、東側に商業施設である「マリンピア神戸」が隣接している。 

平成 20 年度の遊泳期間中の利用者数は約 21 万 9 千人であった。 

 
図 4-3-2 アジュール舞子海水浴場 

 (3) 調査結果の概要 

遊泳期間前の 5 月下旬及び遊泳期間中の 7 月下旬に、須磨海水浴場及びアジュール舞子海

水浴場において調査を行った。 



平成 20 年度の水質調査結果を表 4-3-1 に示す。環境省の水浴場水質判定基準（表 4-3-2）

に照らすと、須磨海水浴場は、遊泳期間前、期間中ともに、ふん便性大腸菌群数、油膜の有

無及び透明度は水質ＡＡ又は水質Ａの基準を満たしているが、COD が 2mg／L を超えたため、

全体の評価は、期間前、期間中ともに「可 水質Ｂ」となった。 

また、アジュール舞子海水浴場は、遊泳期間前は、ふん便性大腸菌群数、油膜の有無、COD

及び透明度がいずれも水質ＡＡの基準を満たしていたため、全体の評価は「適 水質ＡＡ」

となった。一方遊泳期間中はふん便性大腸菌群が検出されたため、全体の評価は「適 水質

Ａ」となった。 

表 4-3-1 平成 20 年度海水浴場水質調査結果 

海水浴場名 調査時期 
ふん便性大腸菌群数

（個／100mL）
油膜の有無

COD 

（mg／L）

透明度 

（ｍ） 
判定 

遊泳期間前 <2 無 2.2 1 以上 可 水質Ｂ 須磨海水浴場 

遊泳期間中 17 無 2.6 1 以上 可 水質Ｂ 

遊泳期間前 <2 無 1.3 1 以上 適 水質ＡＡ アジュール舞子 

海水浴場 遊泳期間中 12 無 1.7 1 以上 適 水質Ａ 

（調査地点）須磨海水浴場 3 地点、アジュール舞子海水浴場 1 地点 
（調査日）遊泳期間前、遊泳期間中とも 2日間、1日につき 2回（午前・午後） 

表 4-3-2 環境省の水浴場水質判定基準 

区 分 
ふん便性大腸菌群数 

（個／100mL） 
油膜の有無 

COD 

（mg／L） 
透明度 

水質ＡＡ 不検出※ 油膜が認められない 2 以下 全透（1m 以上） 
適 
水質Ａ 100 以下 油膜が認められない 2 以下 全透（1m 以上） 

水質Ｂ 400 以下 常時は油膜が認められない 5以下 1m 未満～50cm 以上 
可 
水質Ｃ 1,000 以下 常時は油膜が認められない 8以下 1m 未満～50cm 以上 

不 適 1,000 超過 常時油膜が認められる 8 超過 50cm 未満 

※ 「不検出」とは、検出下限（2個／100mL）未満のことをいう。 
 

(4) 須磨海水浴場水質の経年変化 

須磨海水浴場の COD 及びふん便性大腸菌群数の経年変化を図 4-3-3、図 4-3-4 に示す。 

昭和 40 年代には海水浴場の存続すら危ぶまれる状況であったが、周辺地域での下水道整備

や法令による規制の強化等により、水質は一時に比べ大幅に改善され、近年はほぼ良好な状態

で推移している。 
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  図 4-3-3 COD の経年変化 

 （須磨海水浴場） 

   図 4-3-4 ふん便性大腸菌群数の経年変化

     （須磨海水浴場） 

 



(5) 地点別水質調査結果 
 遊泳期間前 遊泳期間中 

調査年月日 平成 20 年 5 月 21 日 平成 20 年 5 月 23 日 平成 20 年 7 月 25 日 平成 20 年 7 月 30 日 

時 刻 9:55 13:40 11:15 14:05 10:30 13:05 11:05 13:35 

採水深度(m) 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 

天 候 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 

気 温 （ ℃ ） 22.2 24.0 21.6 23.1 30.6 31.8 28.8 30.2 

水 温 （ ℃ ） 17.0 18.3 20.0 20.2 27.5 28.7 27.6 28.3 

色 相 5GY5/8 10GY3/4 5G2.4/3 5G2.4/3 5GY5/8 5GY5/8 5G2.4/3 5G2.4/3

臭 気 無 無 無 無 無 無 無 無 

ふん便性大腸菌群数 

(個／100mL） 
<2 <2 <2 <2 8 4 4 6 

 ＣＯＤ（mg／L） 2.1 2.2 2.1 2.1 2.6 2.9 2.0 2.2 

ｐＨ 8.2 8.2 8.2 8.2 8.4 8.4 8.4 8.5 

ＤＯ 7.8 7.3 8.5 8.5 8.1 8.1 6.6 7.9 

須
磨
海
水
浴
場 

東
地
点 

油 膜 の 有 無 無 無 無 無 無 無 無 無 

時 刻 10:15 14:00 11:05 13:58 10:40 13:20 11:20 13:25 

採水深度(m) 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 

天 候 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 

気 温 （ ℃ ） 24.0 25.8 21.6 23.1 34.3 31.0 28.0 31.3 

水 温 （ ℃ ） 16.9 18.2 20.2 20.0 27.9 28.0 27.9 28.7 

色 相 5G3.5/7 10GY3/4 5G2.4/3 5G2.4/3 5G2.4/3 5G2.4/3 5G2.4/3 5G2.4/3

臭 気 無 無 無 無 無 無 無 無 

ふん便性大腸菌群数 

(個／100mL） 
<2 <2 <2 14 40 18 16 14 

 ＣＯＤ（mg／L） 1.8 2.5 2.0 2.3 2.5 2.9 2.0 2.9 

ｐＨ 8.2 8.4 8.2 8.2 8.3 8.3 8.4 8.5 

ＤＯ 8.2 9.2 8.9 8.4 8.0 7.9 6.8 7.9 

須
磨
海
水
浴
場 

中
地
点 

油 膜 の 有 無 無 無 無 無 無 無 無 無 

時 刻 10:35 14:15 10:55 13:45 10:55 13:35 11:35 13:10 

採水深度(m) 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 

天 候 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 

気 温 （ ℃ ） 19.6 24.5 21.6 23.1 32.3 34.3 31.0 32.8 

水 温 （ ℃ ） 16.8 18.2 19.0 20.5 27.4 27.3 27.0 28.0 

色 相 5G2.4/3 10GY3/4 10GY3/4 5G2.4/3 5G2.4/3 5G2.4/3 5G2.4/3 5G2.4/3

臭 気 無 無 無 無 無 無 無 無 

ふん便性大腸菌群数 

(個／100mL） 
<2 <2 <2 <2 54 34 2 <2 

 ＣＯＤ（mg／L） 1.6 2.2 2.2 2.2 2.6 3.3 1.7 2.5 

ｐＨ 8.2 8.3 8.3 8.3 8.3 8.4 8.4 8.5 

ＤＯ 8.2 8.9 8.5 8.8 7.8 7.9 6.7 7.6 

須
磨
海
水
浴
場 

西
地
点 

油 膜 の 有 無 無 無 無 無 無 無 無 無 

時 刻 11:15 14:55 10:25 13:20 9:45 12:30 10:06 14:20 

採水深度(m) 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 

天 候 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 

気 温 （ ℃ ） 26.1 28.2 19.0 19.9 31.0 30.5 30.1 32.0 

水 温 （ ℃ ） 16.3 17.0 16.7 17.4 24.5 27.0 24.5 25.0 

色 相 5G3.5/7 5G2.4/3 10G3/7 10G3/7 5G2.4/3 5G2.4/3 5BG2.4/3 5BG2.4/3

臭 気 無 無 無 無 無 無 無 無 

ふん便性大腸菌群数 

(個／100mL） 
2 <2 <2 <2 <2 <2 22 24 

 ＣＯＤ（mg／L） 1.1 1.5 1.2 1.2 1.6 2.2 1.3 1.4 

ｐＨ 8.2 8.2 8.1 8.1 8.2 8.3 8.3 8.3 

ＤＯ 8.1 8.4 7.6 8.4 6.5 7.2 6.7 6.9 

ア
ジ
ュ
ー
ル
舞
子
海
水
浴
場 

油 膜 の 有 無 無 無 無 無 無 無 無 無 

 



４．六甲山渓流調査 

 

(1) 概要 

六甲山は瀬戸内海国立公園に位置し、大都市に隣接していながら身近に自然と触

れ合える貴重な場所として多くの市民に親しまれている。また、その渓流は本市を

流れる多くの河川の源流であり、下流の住吉川、都賀川、生田川などは「市民の水

辺」として水遊び等のレクリエーションに広く利用されている。 

しかし、六甲山上には多くのホテルや保養所等が立地したにもかかわらず、十分

な水質保全対策が講じられなかったことから、昭和 40 年代後半には渓流の水質汚濁

が進み、泡立ち等が目立つこともあった。 

このため、山上の主な施設に対して生活排水が浄化槽により適切に処理されるよ

う指導を行った。その結果、図 4-4-1 に示すとおり、六甲山渓流の水質は大幅に改

善され、若干の変動はあるものの近年は良好な水質で推移している。 

また、昭和 47 年より渓流の水質について継続して実態調査を行い、水質を監視し

ている。 
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図 4-4-1 代表的な渓流における水質の経年変化 



(2) 調査内容及び結果 

①調査期間：平成 20 年 10 月 3 日～11 月 25 日 

②調査項目：流量測定、水質分析（pH、BOD、COD、塩素イオン、全窒素、全燐、陰イ

オン界面活性剤、大腸菌群数、ふん便性大腸菌群数（中流、下流））、水

生生物調査（指標生物による水質評価） 

③調査地点：10 渓流 19 地点（図 4-4-2） 

④調査結果 

・ 調査結果を環境基準と比較すると、 BOD は 全ての地点で AA 類型の基準値

（ 1.0mg/L） を 下 回 り 、 大腸菌群数については 3 地 点 で AA 類 型 の 基 準 値

（50MPN/100mL)を、11 地点で A 類型の基準値（1,000MPN/100mL）を、5 地点で B

類型の基準値(5,000MPN/100mL)を下回っており、良好な水質であることが確認さ

れた。 

・ 「環境庁の『水生生物による水質の調査法』に基づく水生生物調査」の指標生物

による水環境の総合判定を行った結果、全 19 地点において「きれいな水（Ⅰ）」

と判定された。 

 

 

図 4-4-2 六甲山渓流調査地点 



測定地点名 水系名 流末河川 採取年月日
気温
(℃)

水温
(℃)

流量

(m3/s)
外観 pH

BOD
(mg/L)

COD
(mg/L)

大腸菌群数
(MPN/100mL)

ふん便性
大腸菌群数
(個/100mL)

塩素イオン
(mg/L)

全窒素
(mg/L)

全燐
(mg/L)

陰イオン
界面活性剤
(mg/L)

①住吉道上流 H20.10.06 17.4 15.8 0.120 無色無臭 7.7 <0.5 2.0 330 - 3 1.5 <0.01 <0.01

②住吉道下流 H20.10.06 19.2 17.2 0.280 無色無臭 7.7 0.5 3.1 2,200 70 4 1.0 0.01 <0.01

③大月地獄谷上流 H20.10.03 16.9 14.4 0.005 無色無臭 7.6 <0.5 2.5 240 - 6 1.8 0.01 <0.01

④大月地獄谷下流 H20.10.03 18.1 17.2 0.026 無色無臭 7.9 <0.5 1.3 790 200 6 1.4 <0.01 <0.01

⑤西山谷上流 H20.11.14 13.0 11.5 0.020 無色無臭 7.7 <0.5 1.1 110 - 7 1.3 0.03 <0.01

⑥西山谷下流 H20.11.14 17.0 12.2 0.065 無色無臭 7.8 <0.5 1.2 130 2 7 1.5 0.02 <0.01

⑦六甲川中流 H20.11.10 11.1 11.8 0.074 無色無臭 7.9 <0.5 1.9 350 19 12 0.9 0.01 <0.01

⑧杣谷上流 H20.11.10 9.7 11.1 0.011 無色無臭 7.6 <0.5 5.1 33 - 7 0.7 0.01 <0.01

⑨杣谷下流 H20.11.10 12.4 12.2 0.034 無色無臭 7.7 <0.5 3.1 1,700 11 12 0.6 <0.01 <0.01

⑩ﾄｴﾝﾃｲｸﾛｽ上流 H20.10.20 18.2 14.3 0.055 無色無臭 7.6 <0.5 2.0 1,100 - 12 0.4 <0.01 <0.01

⑪ﾄｴﾝﾃｲｸﾛｽ下流 H20.10.20 21.7 17.8 0.026 無色無臭 7.6 <0.5 1.5 1,300 50 9 0.3 <0.01 <0.01

⑫地蔵谷上流 H20.11.25 7.5 10.3 0.001 無色無臭 7.1 <0.5 2.1 33 - 7 0.4 <0.01 <0.01

⑬地蔵谷下流 H20.11.25 11.2 12.3 0.054 無色無臭 7.3 <0.5 1.2 240 4 10 0.2 <0.01 <0.01

⑭紅葉谷上流 H20.10.17 15.0 12.2 0.004 無色無臭 7.5 <0.5 0.7 49 - 3 0.7 <0.01 <0.01

⑮紅葉谷下流 H20.10.17 19.1 15.5 0.110 無色無臭 7.5 <0.5 1.7 240 5 3 0.9 <0.01 <0.01

⑯逢山峡上流 H20.10.31 12.7 11.9 0.050 無色無臭 7.6 <0.5 1.5 170 - 8 0.6 <0.01 <0.01

⑰逢山峡下流 H20.10.31 13.3 12.5 0.074 無色無臭 7.7 <0.5 1.7 110 7 8 0.5 <0.01 <0.01

⑱裏地獄谷上流 H20.10.27 12.0 12.2 0.010 無色無臭 7.5 <0.5 2.5 330 - 7 0.4 0.02 <0.01

⑲裏地獄谷下流 H20.10.27 15.2 15.0 0.021 無色無臭 7.5 <0.5 2.3 1,300 <2 14 0.4 <0.01 <0.01

注：表中の[<]は定量下限値未満を，[-]は試験未実施を示す。

表4-4-1　地点別調査結果

五助川水系

住吉川

西山谷水系

六甲川水系 都賀川

布引川水系 生田川

山田川水系 志染川

有馬川水系 武庫川

奥山川水系
有野川
↓
武庫川



表4-4-2　指標生物による水環境の総合判定結果

水質階級 No. 指標生物 測 定 地 点 番 号

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲

1 カワゲラ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2 ナガレトビケラ ● ● ●

3 ヤマトビケラ

きれいな水 4 ヒラタカゲロウ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ● ● ○

（Ⅰ） 5 ヘビトンボ ● ● ● ○ ○ ○ ○

の指標生物 6 ブユ

7 アミカ

8 ウズムシ

9 サワガニ ● ● ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ●

合計点数 4 2 5 8 6 3 6 5 5 6 6 4 4 5 4 4 5 4 5

10 コガタシマトビケラ ● ● ○ ○ ○ ●

11 オオシマトビケラ

少しきたない水 12 ヒラタドロムシ

（Ⅱ） 13 ゲンジボタル

の指標生物 14 コオニヤンマ ● ○ ○ ○

15 カワニナ ○ ● ○ ○

16 スジエビ

合計点数 0 2 0 0 0 2 1 1 0 1 2 0 4 0 1 0 1 1 3

17 ミズムシ

きたない水 18 ミズカマキリ

（Ⅲ） 19 タイコウチ

の指標生物 20 ヒル

21 タニシ

合計点数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

22 セスジユスリカ

大変きたない水 23 チョウバエ

（Ⅳ） 24 エラミミズ

の指標生物 25 サカマキガイ

26 アメリカザリガニ

合計点数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

判定した水質階級※ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

判定方法： ●は個体数上位２種（同数の場合は最大３種），○はその他の生物種。

●：２点，○：１点として点数を付け，点数の最も高い階級をその地点の水質階級と判定する。



５．ゴルフ場農薬の水質調査 

(1) ゴルフ場農薬の指導指針 

 国（環境省）は、平成2年5月、ゴルフ場で使用されている農薬による水質汚濁の未然防止を

図るため、主要な21種類（平成3年7月に9種類、平成9年4月に5種類、平成13年12月に

10種類追加され、現在は45種類）について、排水に係る暫定的な指導基準を定めた（｢ゴルフ場

で使用される農薬による水質汚濁の防止に係る暫定指導指針について｣（環境庁水質保全局長通

知））。 

 本市では、ゴルフ場からの農薬の排出実態の把握に努めるとともに、本市の地域特性を踏まえ

た指導を行うために、平成3年 9 月に｢神戸市ゴルフ場農薬指導指針｣を策定し、運用している。

本指針では、低毒性農薬の選定や、使用量の抑制等に係る指導に加え、環境省の暫定指導指針よ

り10倍厳しい｢排出水指導指針値（指針値Ａ）｣を設定した。 

 さらに、実効性を確保するため、本市と事業者間で覚書を締結する等により、ゴルフ場で使用

される農薬による水質汚濁の未然防止に努めている。 

 なお、上記の環境省の暫定指導指針の対象となる農薬が追加された際には、その都度、「神戸

市ゴルフ場農薬指導指針」の一部改正を行っている。 

 
 

(2) ゴルフ場排出水の水質調査結果 

① 調査概要 

ア．調査時期      ゴルフ場の農薬使用量の多い春季、秋季の年２回 

          （春季：平成20年5～6月、秋季：平成20年10月） 

イ．調査対象ゴルフ場  春季：19ゴルフ場、秋季：6ゴルフ場 

ウ．調査地点数      春季22地点、秋季7地点の排水口又は調整池 

エ．調査項目     「神戸市ゴルフ場農薬指導指針」で指針値を定めている45農薬成分 

 

② 調査結果 

  調査結果(検出された農薬成分のみ) を表4-5-1に示す。 

 

ア．春季は、11種類(殺虫剤3種類、殺菌剤3種類、除草剤5種類)の農薬成分が検出された。 
 

イ．秋季は、2種類(除草剤2成分)の農薬成分が検出された。  

 

平成20年度において検出された農薬成分は、すべてのゴルフ場において、環境省が定めた

暫定指導指針値及び本市が設定した｢排出水指導指針値Ａ｣を下回っていた。 

 



 

 

 

表4-5-1 ゴルフ場排出水中の農薬検出結果 

（春 季） 

農薬の

区分 
農薬(成分)の名称 指針値Ａ

①

(mg/L) 
ゴルフ場別検出率

(19ゴルフ場中)

検体別検出率

(22検体中) 

最大検出値② 

(mg/L) 
比較 

②÷① 

ダイアノジン 0.005 5%(1ゴルフ場) 5%(1検体) 0.0006 12% 

チオジカルブ 0.08 5%(1ゴルフ場) 5%(1検体) 0.011 14% 殺菌剤 

フェニトロチオン 0.003 5%(1ゴルフ場) 5%(1検体) 0.0021 70% 

イソプロチオラン 0.04 5%(1ゴルフ場) 9%(2検体) 0.0007 2% 

フルトラニル 0.2 16%(3ゴルフ場) 14%(3検体) 0.0012 1% 殺虫剤 

ペンシクロン 0.04 26%(5ゴルフ場) 27%(6検体) 0.0026 7% 

アシュラム 0.2 47%(9ゴルフ場) 45%(10検体) 0.018 9% 

トリクロピル 0.006 5%(1ゴルフ場) 5%(1検体) 0.0008 13% 

ハロスルフロンメチル 0.03 5%(1ゴルフ場) 5%(1検体) 0.0054 18% 

プロピザミド 0.008 11%(2ゴルフ場) 9%(2検体) 0.0009 11% 

除草剤 

メコプロップ 0.005 16%(3ゴルフ場) 14%(3検体) 0.0041 82% 

（注）上の表に記載していない種類の農薬成分は検出されなかった。 

 

 

 

 

（秋 季） 

農薬の 

区分 
農薬(成分)率の名称 

指針値Ａ①

(mg/L) 
ゴルフ場別検出率

（6ゴルフ場中）

検体別検出率

（7検体中）

最大検出値② 

(mg/L) 
比較 

②÷① 

アシュラム 0.2 17%(1ゴルフ場) 14%(1検体) 0.0006 0% 
除草剤 
ハロスルフロンメチル 0.03 33%(2ゴルフ場) 29%(2検体) 0.0013 4% 

（注）上の表に記載していない種類の農薬成分は検出されなかった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



(3) 公共用水域（河川、湖沼）における農薬調査結果 

① 調査概要 

  ア．調査時期 ゴルフ場の農薬使用量の多い春季、秋季の年2回 

   （春季：平成20年5～6月、秋季：平成20年10月） 

    イ．調査地点 春季： 5地点 、秋季： 1地点 

 

表4-5-2 公共用水域の調査地点 

区分 水系名 
河川名 

湖沼名 

調査地点名 

（公共用水域測定地点Ｎｏ．） 
春季 秋季 

武庫川水系 有馬川 月見橋(No.6) ○ － 

加古川水系 淡河川 万代橋(No.14) ○ － 

〃 志染川 坂本橋(No.16) ○ － 
河川 

明石川水系 明石川 上水源取水口(No.20) ○ ○ 

湖沼 加古川水系 衝原湖 取水塔前［表層］(No.補21) ○ － 

 
 ウ．調査項目 

     「 神戸市ゴルフ場農薬指導指針」で指針値を定めている農薬及び環境省の｢公共用水域等

における農薬の水質評価指針｣に定められている60農薬成分。 

 

② 調査結果 

ア．春季は、2種類(除草剤2種類)の農薬成分が検出された。 
   調査結果(検出された農薬成分のみ) を表4-5-3に示す。 

 

イ．秋季は、60農薬成分全てが検出されなかった。 

 

平成20年度において検出された農薬成分は、すべてのゴルフ場において、環境省が定めた

暫定指導指針値及び本市が設定した｢排出水指導指針値Ａ｣を下回っていた。なお、検出され

た 2 種類の農薬成分は環境省の「公共用水域等における農薬の水質評価指針」には定められ

ていない。 

 

 

表4-5-3 公共用水域中の農薬検出結果 

農薬の

区分 
農薬(成分)の名称 指針値Ａ① 

(mg/L) 
検体別検出率

(5検体中) 

最大検出値② 

(mg/L) 
比較 

②÷① 

アシュラム 0.2 20%(1検体) 0.0011 1% 
除草剤 

メコプロップ 0.005 20%(1検体) 0.0006 12% 

（注）上の表に記載していない種類の農薬成分は検出されなかった。 

 

 

 

 

 



(4) ゴルフ場における農薬使用状況 

   ｢神戸市ゴルフ場農薬指導指針｣に基づき、ゴルフ場事業者から報告された農薬使用量の経年変

化は、表4-5-4及び図4-5-1のとおりである。 

平成 20 年度の１ゴルフ場あたりの農薬使用量の合計については、製剤量ベース、成分量ベー

スともに前年度に比べて増加している（製剤量ベース 5.2％増、成分量ベース 9.1％増）。  

18ホールあたりの農薬使用量の合計についても、製剤量ベース、成分量ベースともに前年度に

比べて増加している（製剤量ベース 5.4％増、成分量ベース 11.1％増）。 

 
 
 

表4-5-4 農薬使用量の経年変化 

年間使用量 

区 分 農薬の種類 
H１６ H１７ H１８ H１９ H２０

殺菌剤 327 361 367 361 348 

殺虫剤 297 316 264 209 206 

除草剤 307 351 341 340 446 

その他 37 53 66 84 46 

製
剤
量 

計 968 1081 1038 994 1046 

殺菌剤 116 124 111 105 99 

殺虫剤 90 90 71 68 74 

除草剤 85 94 87 90 114 

1ゴルフ場当たりの 

平均農薬使用量 

 

(単位：ｋｇ※) 
成
分
量 

計 291 308 269 263 287

殺菌剤 269 309 306 290 281

殺虫剤 226 233 200 157 170

除草剤 272 299 268 253 330

その他 37 51 64 85 46

製
剤
量 

計 804 892 838 785 827

殺菌剤 96 105 92 82 78

殺虫剤 69 64 53 49 57

除草剤 76 78 63 59 76

18ホール当たりの 

平均農薬使用量 

 

(単位：ｋｇ※) 
成
分
量 

計 241 247 208 190 211

※ 液体状の農薬については、便宜上、1L＝1kgとして計算している。 

※ 小数点第1位を四捨五入している。 
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図 4-5-1 農薬使用量の経年変化 



(5) ゴルフ場農薬の水質調査結果（平成２０年度）

（１地点）

検出数 検出率％ 検出数 検出率％ 検出数 検出率％ 検出数 検出率％ 検出数 検出率％ 検出数

アセフェート  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.08

イソキサチオン  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.008

イソフェンホス  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.001

エトフェンプロックス  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.08

クロルピリホス  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.004

ダイアジノン  1 5%  1 5% 0.0006  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.005

チオジカルブ  1 5%  1 5% 0.011  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.08

トリクロルホン  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.03

ピリダフェンチオン  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.002

フェニトロチオン  1 5%  1 5% 0.0021  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.003

イミダクロプリド  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ

カルバリル  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ

ジクロフェンチオン  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ

ブプロフェジン  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ

マラチオン  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ

アゾキシストロビン  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.5

イソプロチオラン  1 5%  2 9% 0.0007  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.04

イプロジオン  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.3

エトリジアゾール  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.004

オキシン銅  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.04

キャプタン  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.3

クロロタロニル  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.04

クロロネブ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.05

チウラム  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.006

トルクロホスメチル  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.08

フルトラニル  3 16%  3 14% 0.0012  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.2

プロピコナゾール  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.05

ペンシクロン  5 26%  6 27% 0.0006  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.04

ホセチル  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 2.3

ポリカーバメート  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.03

メタラキシル  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.05

メプロニル  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.1

エディフェンホス   0 0% ＮＤ     0 ＮＤ

トリシクラゾール   0 0% ＮＤ   0 ＮＤ

フサライド   0 0% ＮＤ   0 ＮＤ

プロベナゾール   0 0% ＮＤ   0 ＮＤ

アシュラム  9 47%  10 45% 0.018  1 20% 0.0011  1 17%  1 14% 0.0006  0 ＮＤ 0.2

ジオチピル  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.008

シデュロン  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.3

シマジン  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.003

テルブカルブ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.02

トリクロピル  1 5%  1 5% 0.0008  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.006

ナプロパミド  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.03

ハロスルフロンメチル  1 5%  1 5% 0.0054  0 0% ＮＤ  2 33%  2 29% 0.0013  0 ＮＤ 0.03

ピリブチカルブ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.02

ブタミホス  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.004

フラザスルフロン  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.03

プロピザミド  2 11%  2 9% 0.0009  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.008

ベンスリド  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.1

ペンディメタリン  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.05

ベンフルラリン  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.08

メコプロップ  3 16%  3 14% 0.0041  1 20% 0.0006  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.005

メチルダイムロン  0 0%  0 0% ＮＤ  0 0% ＮＤ  0 0%  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ 0.03

エスプロカルブ  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ

シメトリン  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ

プレチラクロール  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ

ブロモブチド  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ

メフェナセット  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ

モリネート  0 0% ＮＤ  0 ＮＤ
(注)  ND : 検出されないもの

 0 0%

公共用
水域

ＮＤ0%  0  0

ゴルフ場 検出
検体中
最大値
mg/L

（６事業場中）

ＮＤ
0.006      (ｲﾐ
ﾉｸﾀｼﾞﾝとし
て)

イミノクタジン酢酸塩  0 0%  0 0%  0 0% ＮＤ
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除
草
剤
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区
分
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殺
虫
剤
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殺
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剤
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検出
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mg/L
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検体中
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ＮＤ

指 導
指針値A
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公共用水域ゴルフ場 ゴルフ場



６．環境ホルモン（内分泌撹乱化学物質）調査 
 

(1) 調査の概要 

環境ホルモン (内分泌撹乱化学物質)については、科学的に未解明な部分が多いものの、人

や野生生物の内分泌を撹乱し、生殖機能を阻害するなど、有害な影響を及ぼす可能性が指摘

されている。環境ホルモンについての知見の集積を図ることは、重要な課題と考えられる。 

神戸市では、平成10年度より、市内の公共用水域における環境ホルモンの状況を把握する

ため独自に調査を行っている。平成20年度は、河川４地点、海域２地点の水質について調査

を実施した。 

(2) 調査時期、頻度 

  平成21年２月、年1回 

(3) 調査地点  

表４－６－１に示すとおり。 

表４－６－１ 環境ホルモン調査地点 

 № 調査地点名（公共用水域地点№）

① 明石川・上水源取水口   (№20) 

② 伊川・二越橋      （№25） 

③ 妙法寺川・若宮橋   （№47） 
河川 

④ 福田川・福田橋    （№51） 

⑤ 兵庫運河・材木橋    （№64） 
海域 
⑥ 神戸港・中央       （№80） 

 

(4) 調査項目及び調査方法 

環境省のこれまでのリスク評価で、「環境ホルモン作用が推察された物質」及び「環境ホルモ

ン作用があることが知られている物質で全国的にも検出率が高い物質」から、表４－６－２に

示す７物質を選定した。調査方法は、「外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マニュアル（水質、

底質、水生生物）」（平成 10 年 10 月 環境庁水質保全局水質管理課）及び「要調査項目等調査

マニュアル（水質、底質、水生生物）」（平成 15 年３月 環境省環境管理局水環境部企画課）

によった。 

            

表４－６－２ 環境ホルモンの調査項目 

№ 調査項目名 主な用途等 

１ ノニルフェノール 界面活性剤材料等 

２ ４-ｔ-オクチルフェノール  

３ ビスフェノールＡ プラスチックの可塑剤 

４ 17β－エストラジオール 人畜由来女性ホルモン 

５ トリブチルスズ 殺菌剤、防黴剤、防汚剤 

６ トリフェニルスズ  

７ ポリ塩化ビフェニル類（ＰＣＢ） 熱媒体、絶縁油等 

 



(5) 調査結果 

環境ホルモン調査結果を表4-6-3に示す。 

ノニルフェノール、4-t-オクチルフェノール、ビスフェノールＡ、17β-エストラジオール

の４物質について６地点で調査を行った結果、全地点でビスフェノールＡ、河川２地点、海域

１地点で 17β-エストラジオールが検出された。有機スズ化合物２物質については、海域２地

点で調査を行った結果、トリブチルスズが１地点で検出された、また、３地点でポリ塩化ビフ

ェニル類（PCB）を調査した結果、全地点で検出された。 

いずれの検出値も、これまでの全国的な調査結果等の範囲内にあり、特に問題となる数値で

はなかった。 

 

表４－６－３ 環境ホルモン調査結果（平成 20 年度） 

ア．ノニルフェノール等４物質及び有機スズ化合物２物質 

   河 川  海 域 

調査項目 単位 
明石川 
上水源取水口

伊 川 
二越橋 

妙法寺川
若宮橋 

福田川 
福田橋 

兵庫運河 
材木橋 

神戸港 
中 央 

ノニルフェノール  <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

4-t-オクチルフェノール μg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

ビスフェノールＡ  0.02 0.01 0.02 0.12 0.05 0.01 

17β-エストラジオール  <0.0001 <0.0001 <0.0001 <0.0001 0.0005 <0.0001

トリブチルスズ  - - - - <0.001 0.003 

トリフェニルスズ  - - - - <0.001 <0.001 

  
 イ．ポリ塩化ビフェニル類（ＰＣＢ） 

河川 海域 エコ調査 

明石川 福田川 兵庫運河 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果 
調査項目 

（ng/L） 
上水源取水口 福田橋 材木橋 

環境省全国 

調査結果 

（H15） （H17） 

塩化ビフェニル N.D. N.D. 0.01 N.D.～3.1 

二塩化ビフェニル 0.02 0.03 0.38 N.D.～9.5 

三塩化ビフェニル 0.03 0.08 1.9 N.D.～19 

四塩化ビフェニル 0.06 0.10 2.8 N.D.～63 

五塩化ビフェニル 0.05 0.09 2.0 N.D.～11 

六塩化ビフェニル 0.03 0.05 0.90 N.D.～7.9 

七塩化ビフェニル 0.01 0.02 0.23 N.D.～0.09 

八塩化ビフェニル N.D. N.D. 0.04 N.D.～0.06 

九塩化ビフェニル N.D. N.D. N.D. N.D. 

十塩化ビフェニル N.D. N.D. N.D. N.D.～0.13 

 

トータルＰＣＢ 0.20 0.37 8.3 N.D.～98 0.14～7.8 

 

 



                                         

７．明石海峡船舶衝突事故に係る水質緊急調査 

 

【事故の概要】 

平成 20 年３月５日午後２時 55 分頃、明石海峡航路東口付近（神戸市垂水区沖）において、

貨物船Ｇ号、タンカーＯ号、貨物船Ｄ号の三隻が相次いで衝突し、Ｇ号が沈没し燃料油等が

流出した。流出した油は、神戸市沿岸へ漂着や養殖ノリへの付着といった被害をもたらした。 

このため、神戸市では漂着した油の除去･回収、油防止膜の設置、水質緊急調査や被害を受

けた養殖ノリの回収・運搬・焼却及び被害者への支援など実施した。 

また、平成 21 年８月～９月には、遠隔操作による油抜取り装置(ROLS)を使用した沈没船か

らの油抜取りが実施され、燃料タンクや機関室から約 7.65ｋL の油を回収し、油流出の懸念

は解消された。 

 

(1) 調査の目的 
事故に伴い沈没船から燃料油等が継続的に流出している状況を受けて、油の広域的な広が

りの状況と市民が利用している市内の２海水浴場への影響を確認するために緊急調査を実施

した。 

(2) 調査の内容 

① 調査地点  図４－７－１、表４－７－１のとおり 

沖 合 い ９地点  明石海峡から神戸港の沖合い 9地点 

海水浴場 ２地点  須磨海水浴場、アジュール舞子 

② 調査時期、頻度 

調査は、事故直後の３月から開始した。沖合いについては、沈没地点付近で油膜が認められ

なくなった10月まで、海水浴場については、海水浴シーズンの終わる8月まで実施した。調査頻

度は、海水浴場については週1回、沖合いについては当初週1回であったが、油膜の出現が減

少してきたため、頻度を減らしていった。 

   沖 合 い ９地点  平成20年３月～10月（18回実施） 

   海水浴場 ２地点  平成20年３月～８月（25回実施） 

③ 調査項目 

   油分（ノルマルヘキサン抽出物質）、ＴＰＨ（全石油系炭化水素）、ｐH、COD、DO、T-N、T-P 

（ただし、ＴＰＨ以下は沖合い９地点について３月１７日に実施） 

※ ＴＰＨ（全石油系炭化水素）とは、「油汚染対策ガイドライン（平成 18年 3月）」に定められた分析法で、土
壌の汚染対策を実施する際に油の種類を明らかにし、適切な対策を実施するために調べる項目であり、

基準は設定されていない。今回は土壌に適用するものを水質に適用した。 
(3) 調査結果（表４－７－２～４） 

 油分の分析は、沖合い９地点で１８回、海水浴場２地点で25回実施したが、実施されたすべ

ての日のすべての地点が不検出（0.5mg/L以下）で環境基準を満たしていた。また、目視による

油膜の確認も行ったが、一度も認められなかった。 

TPH の分析は、2 回目（３月１７日：沖合い９地点）で実施したが、すべての地点で不検出

（0.01mg/L 以下）であった。 

概ね８ヶ月にわたって実施された調査では、油分に関してはすべて環境基準を満たしており、また

油分より検出感度の高い TPH においても不検出であったことから、流出した油の広域的な広がりや

海水浴場への影響は認められなかった。なお、平成21年９月に沈没船からの油抜き取りが行われた

ことから、油流出の懸念はなくなった。 
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図４－７－１ 調査地点図 
 

表４－７－１ 調査地点名及び項目 
№ 地点名 調査項目等 

１ 舞子海域・舞子漁港 

２ 垂水海域・垂水漁港 

３ 垂水海域・沖合 

４ 須磨海域・海釣公園 

５ 須磨海域・ＪＲ須磨駅前 

６ 須磨港・西防波堤 

７ 苅藻南・神戸灯台前 

８ ポートアイランド南・沖合(3) 

９ 六甲アイランド南・沖合(2) 

油分（ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質） 

3/17 のみ、ＴＰＨ（全石油系炭化水素） 

ｐＨ、ＣＯＤ、ＤＯ、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐ 

船上から採水 

Ａ アジュール舞子海水浴場 

Ｂ 須磨海水浴場 

油分（ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質） 

護岸・突堤から採水 

 



表４－７－２　明石海峡船舶衝突事故に係る水質調査結果（油分のみ：３～10月分）
単位：mg/L

海水浴場採水 3/13 3/18 3/25 4/2 4/8 4/15 4/22 4/30 5/7 5/13 5/21 5/27 6/4 6/10

A アジュール舞子 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5>

B 須磨海水浴場 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5>

沖合い採水 - 3/17 3/25 4/2 4/8 4/15 4/23 4/30 5/7 5/15 - 5/27 - 6/10

1 舞子海域・舞子漁港 - 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> - 0.5> - 0.5>

2 垂水海域・垂水漁港 - 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> - 0.5> - 0.5>

3 垂水海域・沖合 - 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> - 0.5> - 0.5>

4 須磨海域・海釣公園 - 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> - 0.5> - 0.5>

5 須磨海域・ＪＲ須磨駅前 - 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> - 0.5> - 0.5>

6 須磨港・西防波堤 - 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> - 0.5> - 0.5>

7 苅藻南・神戸灯台前 - 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> - 0.5> - 0.5>

8 ポートアイランド南・沖合(3) - 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> - 0.5> - 0.5>

9 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ南・沖合(2) - 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> - 0.5> - 0.5>

海水浴場採水 6/17 6/24 7/1 7/10 7/15 7/23 7/29 8/5 8/12 8/19 8/26 - -

A アジュール舞子 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> - -

B 須磨海水浴場 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> - -

沖合い採水 - 6/24 - 7/10 - 7/23 - 8/5 - 8/19 - 9/9 10/8

1 舞子海域・舞子漁港 - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> 0.5>

2 垂水海域・垂水漁港 - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> 0.5>

3 垂水海域・沖合 - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> 0.5>

4 須磨海域・海釣公園 - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> 0.5>

5 須磨海域・ＪＲ須磨駅前 - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> 0.5>

6 須磨港・西防波堤 - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> 0.5>

7 苅藻南・神戸灯台前 - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> 0.5>

8 ポートアイランド南・沖合(3) - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> 0.5>

9 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ南・沖合(2) - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> - 0.5> 0.5>

※分析は、海表面(0m）から採水したもので行った。
※油分の環境基準：Ａ、Ｂ類型について、「検出されないこと（0.5mg/Ｌ以下）」



表４－７－３　明石海峡船舶衝突事故に係る水質調査結果（海水浴場調査：３～８月分）

A アジュール舞子海水浴場
採水日 3/13 3/18 3/25 4/2 4/8 4/15 4/22 4/30 5/7 5/13 5/21 5/27 6/4 6/10

時刻 10:30 9:45 9:46 9:35 9:45 9:50 9:45 9:35 9:45 9:40 11:15 9:55 9:40 9:32

天候 晴 晴 晴 晴 曇時々晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 曇 晴

気温 ℃ 16.0 15.0 19.5 13.3 15.5 20.0 21.0 18.8 21.0 18.0 26.1 23.5 21.2 21.8

水温0m ℃ 9.3 10.3 12.2 11.3 11.8 12.5 13.2 16.1 15.2 15.4 16.3 18.9 18.9 19.3

透明度 ｍ 3.4 2.5< 5.0< 2.5< 2.5< 4.0< 3.5< 3.0< 4.2< 5.0< 3.5< 3.9< 4.0< 3.5<

色相 5BG2.4/3 10GY3/4 5G2.4/3 5G2.4/3 5BG2.4/3 5BG2.4/3 5BG2.4/3 5BG2.4/3 5G2.4/3 10GY3/4 5G3.5/7 5G2.4/3 5G2.4/3 5G2.4/3

油膜 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

臭気 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

ごみ浮遊 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

油分0m mg/L 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5>

採水日 6/17 6/24 7/1 7/10 7/15 7/23 7/30 8/5 8/12 8/19 8/26

時刻 9:35 9:40 9:50 9:50 9:49 10:05 10:06 9:42 9:45 9:44 9:40

天候 晴 曇 晴 晴 曇 晴 晴 晴 晴 曇 曇

気温 ℃ 28.0 21.5 27 27 29.5 30.1 30.1 30.5 31.8 28.5 26

水温0m ℃ 21.0 20.7 21 23.9 23.4 24.4 24.5 25.5 27 26 24

透明度 ｍ 2.0< 4.8 4.5< 4.0< 4.0< 3.5< 3.5< 3.5< 2.0< 3.5 4.5

色相 5G2.4/3 5ＢG2.4/3 5ＢG2.4/3 5ＢG2.4/3 5G2.4/3 5G2.4/3 5BG2.4/3 5ＢG2.4/3 5ＢG2.4/3 5ＢG4/3 10GY3/4

油膜 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

臭気 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

ごみ浮遊 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

油分0m mg/L 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5>

B 須磨海水浴場
採水日 3/13 3/18 3/25 4/2 4/8 4/15 4/22 4/30 5/7 5/13 5/21 5/27 6/4 6/10

時刻 9:55 10:20 10:30 10:05 10:20 10:35 10:22 10:06 10:25 10:25 10:15 10:35 10:05 10:05

天候 晴 晴 晴 晴 曇時々晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 曇 晴

気温 ℃ 15.5 14.5 13.5 15.5 18.0 19.0 18.8 25.0 21.0 17.5 24.0 21.7 24.5 23.9

水温0m ℃ 10.0 11.8 11.5 10.9 12.0 13.2 14.2 16.8 15.8 16.1 16.9 20.6 19.8 21.4

透明度 ｍ 2.5< 3.0 3.5< 2.5< 2.5 3.5< 3.8 2.4 3.5< 4 3.0< 1.5 2.4< 2.2

色相 10GY3/4 5BG2.4/3 5GY3/3 10GY3/4 5GY3/3 10GY3/4 5G2.4/3 10GY3/4 5G3.5/7 5G2.4/3 5G3.5/7 5GY3/3 5GY3/3 5GY3/3

油膜 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

臭気 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

ごみ浮遊 若干あり 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

油分0m mg/L 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5>

採水日 6/17 6/24 7/1 7/10 7/15 7/23 7/30 8/5 8/12 8/19 8/26

時刻 10:15 10:15 10:30 10:15 10:16 10:45 11:20 10:15 10:25 10:15 10:18

天候 晴 曇 晴 晴 曇 晴 晴 晴 晴 曇 曇

気温 ℃ 27.8 22.0 28 28.5 29.5 34.6 28 32.5 33 29.2 28.6

水温0m ℃ 21.5 21.8 23 28.5 25.6 25.6 27.9 27.8 28.1 27 25.5

透明度 ｍ 3 3.2 3.5 3.5 3.5< 3.0< 3 2.5 3.2 4.0< 3.5<

色相 10GY3/4 5G2.4/3 5G2.4/3 5G2.4/3 10GY3/4 5G2.4/3 5G2.4/3 5GY3/3 10GY3/4 5G2.4/3 10GY3/4

油膜 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

臭気 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

ごみ浮遊 あり 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

油分0m mg/L 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5>



表４－７－４　明石海峡船舶衝突事故に係る水質調査結果①（沖合い調査：３～10月分）

1 舞子海域・舞子漁港
採水日 3/17 3/25 4/2 4/8 4/15 4/23 4/30 5/7 5/15 5/27 6/10 6/24 7/10 7/23 8/5 8/19 9/9 10/8

時刻 11:00 10:45 10:10 10:00 10:10 11:00 10:10 10:10 10:45 10:20 10:20 10:05 10:32 10:08 10:12 10:25 10:08 10:10

天候 晴 快晴 晴 曇 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 曇 晴 晴 晴 曇 晴 晴
気温（℃） ℃ 14.6 14.1 13.2 16.3 15.7 20.5 17.4 19.5 20.5 23.0 23.0 22.8 27.3 30.5 29.8 32.0 30.5 23.6

水温0m ℃ 10.0 11.2 10.6 11.3 12.0 13.7 14.0 15.5 14.9 17.8 17.8 20.8 22.8 25.5 25.8 27.6 25.5 23.0

透明度 ｍ 5.2< 5.5< 5.5< 5.0 5.4< 5.0< 6.0< 5.2 5.3< 6.0< 6.0< 6.5 5.2< 7.9 5.5 5.0 7.9 >4.4

色相 5G2.4/3 10G2.4/3 5G2.4/3 10G2.4/3 5G3.5/7 10G2.4/3 10GY3/4 5G2.4/3 10GY3/4 10G2.4/3 10G2.4/3 5GY3/3 10G2.4/3 5BG2.4/3 10G3/7 5BG3.5/1.5 5BG2.4/3 5G3.5/7

油膜 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

臭気 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し
ごみの浮遊 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

油分0m mg/L 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5>
油分0.5+0.2m mg/L 0.5> - - - - - - - - - - - - - - - - -

TPH mg/L 0.01> - - - - - - - - - - - - - - - - -

ｐH 8.3 - - - - - - - - - - - - - - - - -

COD mg/L 2.6 - - - - - - - - - - - - - - - - -

DO mg/L 9.9 - - - - - - - - - - - - - - - - -

T-N mg/L 0.21 - - - - - - - - - - - - - - - - -

T-P mg/L 0.022 - - - - - - - - - - - - - - - - -

2 垂水海域・垂水漁港
採水日 3/17 3/25 4/2 4/8 4/15 4/23 4/30 5/7 5/15 5/27 6/10 6/24 7/10 7/23 8/5 8/19 9/9 10/8

時刻 10:50 10:37 10:00 9:55 10:05 10:50 9:58 10:05 10:34 10:10 10:10 10:00 10:21 10:00 10:03 10:15 10:00 10:00

天候 晴 快晴 晴 曇 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 曇 晴 晴 晴 曇 晴 晴
気温（℃） ℃ 14.0 14.4 13.1 16.4 15.4 20.0 19.0 20.2 21.2 21.5 21.5 22.8 27.3 30.3 29.5 31.1 30.3 23.4

水温0m ℃ 9.3 10.2 10.8 11.5 12.0 14.5 15.0 15.2 14.8 20.8 20.8 21.7 24.0 25.0 28.1 27.0 25.0 22.6

透明度 ｍ 5.4 6.5 8.5 3.6 8.0< 4.6 5.5 7.0 7.6< 2.8 2.8 3.5 4.0 5.6 3.8 4.5 5.6 >7.3

色相 10GY3/4 10G2.4/3 5G2.4/3 10GY3/4 5G3.5/7 5GY3/3 5G2.4/3 5G2.4/3 10G2.4/3 5GY3/3 5GY3/3 5G3.5/1.5 5G2.4/3 5BG2.4/3 10G2.4/3 5BG3.5/1.5 5BG2.4/3 5BG2.4/3

油膜 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

臭気 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し
ごみの浮遊 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 有り 有り 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

油分0m mg/L 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5>
油分0.5+0.2m mg/L 0.5> - - - - - - - - - - - - - - - - -

TPH mg/L 0.01> - - - - - - - - - - - - - - - - -

ｐH 8.3 - - - - - - - - - - - - - - - - -

COD mg/L 2.4 - - - - - - - - - - - - - - - - -

DO mg/L 10 - - - - - - - - - - - - - - - - -

T-N mg/L 0.23 - - - - - - - - - - - - - - - - -

T-P mg/L 0.03 - - - - - - - - - - - - - - - - -

3 垂水海域・沖合
採水日 3/17 3/25 4/2 4/8 4/15 4/23 4/30 5/7 5/15 5/27 6/10 6/24 7/10 7/23 8/5 8/19 9/9 10/8

時刻 11:15 11:00 10:25 10:15 10:30 11:20 10:25 10:25 11:00 10:35 10:35 10:25 10:48 10:25 10:30 10:45 10:25 10:25

天候 晴 快晴 曇 曇 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 曇 晴 晴 晴 曇 晴 晴
気温（℃） ℃ 13.8 14.0 12.6 15.5 14.6 17.9 19.5 19.3 20.0 21.8 21.8 23.1 27.0 32.5 29.3 32.1 32.5 23.3

水温0m ℃ 11.0 11.5 11.0 11.9 13.0 13.6 13.5 15.8 14.7 19.0 19.0 21.8 22.2 25.0 27.8 28.0 25.0 23.2

透明度 ｍ 4.3 6.5 7.5 3.0 11.8 7.6 9.0 7.0 9.7 6.5 6.5 4.2 9.0 7.1 4.3 4.0 7.1 11

色相 10GY3/4 10G2.4/3 5G2.4/3 5GY3/3 10G3/7 10G2.4/3 10G2.4/3 5G2.4/3 10GY3/4 5G2.4/3 5G2.4/3 5G3.5/1.5 10G2.4/3 5BG2.4/3 5G2.4/3 5BG2.4/3 5BG2.4/3 5G2.4/3

油膜 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

臭気 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し
ごみの浮遊 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 有り 有り 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

油分0m mg/L 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5>
油分0.5+0.2m mg/L 0.5> - - - - - - - - - - - - - - - - -

TPH mg/L 0.01> - - - - - - - - - - - - - - - - -

ｐH 8.5 - - - - - - - - - - - - - - - - -

COD mg/L 4.3 - - - - - - - - - - - - - - - - -

DO mg/L 11 - - - - - - - - - - - - - - - - -

T-N mg/L 0.27 - - - - - - - - - - - - - - - - -

T-P mg/L 0.032 - - - - - - - - - - - - - - - - -



表４－７－４　明石海峡船舶衝突事故に係る水質調査結果②（沖合い調査：３～10月分）

4 須磨海域・海釣公園
採水日 3/17 3/25 4/2 4/8 4/15 4/23 4/30 5/7 5/15 5/27 6/10 6/24 7/10 7/23 8/5 8/19 9/9 10/8

時刻 10:36 10:27 9:50 9:47 9:50 10:35 9:48 9:50 10:22 10:00 10:00 9:50 10:10 9:50 9:52 10:00 9:50 9:49

天候 晴 快晴 晴 曇 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 曇 晴 晴 晴 曇 晴 晴
気温（℃） ℃ 13.5 14.5 12.8 16.3 15.2 20.2 21.3 20.6 22.5 22.0 22.0 22.9 27.2 30.5 29.9 30.9 30.5 23.9

水温0m ℃ 10.5 10.6 11.0 11.8 13.0 15.1 18.0 15.9 14.9 20.5 20.5 21.9 25.0 25.0 28.8 27.2 25.0 22.4

透明度 ｍ 4.0 5.5 8.5 2.8 10.9 3.2 3.0 7.0 9.7 2.3 2.3 2.9 3.9 7.6 3.4 3.0 7.6 13

色相 5GY3/3 10G2.4/3 10G3/7 5GY3/3 10G3/7 5GY3/3 10GY3/4 10GY3/4 10G2.4/3 5GY3/3 5GY3/3 5G3.5/1.5 5G2.4/3 5BG2.4/3 5G2.4/3 5G3.5/1.5 5BG2.4/3 5BG2.4/3

油膜 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

臭気 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し
ごみの浮遊 無し 有り 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 有り 有り 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

油分0m mg/L 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5>
油分0.5+0.2m mg/L 0.5> - - - - - - - - - - - - - - - - -

TPH mg/L 0.01> - - - - - - - - - - - - - - - - -

ｐH 8.6 - - - - - - - - - - - - - - - - -

COD mg/L 4.5 - - - - - - - - - - - - - - - - -

DO mg/L 11 - - - - - - - - - - - - - - - - -

T-N mg/L 0.29 - - - - - - - - - - - - - - - - -

T-P mg/L 0.03 - - - - - - - - - - - - - - - - -

5 須磨海域・ＪＲ須磨駅前
採水日 3/17 3/25 4/2 4/8 4/15 4/23 4/30 5/7 5/15 5/27 6/10 6/24 7/10 7/23 8/5 8/19 9/9 10/8

時刻 10:29 10:22 9:45 9:42 9:45 10:25 9:43 9:45 10:15 9:55 9:55 9:45 10:03 9:45 9:46 9:55 9:45 9:45

天候 晴 快晴 晴 曇 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 曇 晴 晴 晴 曇 晴 晴
気温（℃） ℃ 14.3 14.2 13.0 16.1 15.5 19.7 21.2 20.4 22.5 22.0 22.0 23.0 28.0 31.0 30.0 30.8 31.0 23.8

水温0m ℃ 11.0 10.4 11.0 11.7 13.1 14.9 16.5 15.6 15.2 20.0 20.0 21.9 25.0 25.5 28.0 27.8 25.5 22.2

透明度 ｍ 3.5 4.2 6.1 2.9 8.9 4.0 2.8 6.5 5.7 2.4 2.4 2.8 3.8 4.4 3.7 3.5 4.4 >6.6

色相 5GY3/3 10G2.4/3 5G2.4/3 5GY3/3 5G2.4/3 10G2.4/3 5G2.4/3 10GY3/4 5G2.4/3 5GY3/3 5GY3/3 5G3.5/1.5 5G2.4/3 5BG2.4/3 5G2.4/3 5G3.5/1.5 5BG2.4/3 5BG2.4/3

油膜 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

臭気 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し
ごみの浮遊 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 有り 有り 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

油分0m mg/L 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5>
油分0.5+0.2m mg/L 0.5> - - - - - - - - - - - - - - - - -

TPH mg/L 0.01> - - - - - - - - - - - - - - - - -

ｐH 8.5 - - - - - - - - - - - - - - - - -

COD mg/L 4.4 - - - - - - - - - - - - - - - - -

DO mg/L 11 - - - - - - - - - - - - - - - - -

T-N mg/L 0.32 - - - - - - - - - - - - - - - - -

T-P mg/L 0.03 - - - - - - - - - - - - - - - - -

6 須磨港・西防波堤
採水日 3/17 3/25 4/2 4/8 4/15 4/23 4/30 5/7 5/15 5/27 6/10 6/24 7/10 7/23 8/5 8/19 9/9 10/8

時刻 10:19 10:15 9:40 9:38 9:40 10:15 9:38 9:40 10:08 9:50 9:50 9:40 9:55 9:38 9:38 9:45 9:38 9:37

天候 晴 快晴 晴 曇 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 曇 晴 晴 晴 曇 晴 晴
気温（℃） ℃ 14.3 14.3 12.5 16.3 15.6 19.2 20.8 20.0 25.0 21.5 21.5 22.9 27.0 31.3 30.2 30.9 31.3 23.7

水温0m ℃ 10.5 11.2 10.7 11.7 13.0 14.5 16.0 15.7 15.2 20.5 20.5 21.9 24.5 26.2 28.2 27.8 26.2 22.2

透明度 ｍ 3.4 4.4 5.4 2.7 6.5 3.5 4.5 5.5 5.4 2.2 2.2 3.0 4.1 3.6 3.0 3.5 3.6 10

色相 5GY3/3 10G2.4/3 10GY3/4 5GY3/3 10G2.4/3 5GY3/3 10GY3/4 10GY3/4 10GY3/4 5GY3/3 5GY3/3 5G3.5/1.5 5G2.4/3 5BG2.4/3 5G2.4/3 5G2.4/3 5BG2.4/3 5BG2.4/3

油膜 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

臭気 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し
ごみの浮遊 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 有り 有り 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

油分0m mg/L 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5>
油分0.5+0.2m mg/L 0.5> - - - - - - - - - - - - - - - - -

TPH mg/L 0.01> - - - - - - - - - - - - - - - - -

ｐH 8.6 - - - - - - - - - - - - - - - - -

COD mg/L 4.5 - - - - - - - - - - - - - - - - -

DO mg/L 11 - - - - - - - - - - - - - - - - -

T-N mg/L 0.41 - - - - - - - - - - - - - - - - -

T-P mg/L 0.03 - - - - - - - - - - - - - - - - -



表４－７－４　明石海峡船舶衝突事故に係る水質調査結果③（沖合い調査：３～10月分）

7 苅藻南・神戸灯台前
採水日 3/17 3/25 4/2 4/8 4/15 4/23 4/30 5/7 5/15 5/27 6/10 6/24 7/10 7/23 8/5 8/19 9/9 10/8

時刻 10:07 10:08 9:30 9:30 9:30 9:50 9:28 9:35 9:47 9:40 9:40 9:30 9:35 9:30 9:21 9:30 9:30 9:20

天候 晴 快晴 晴 曇 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 曇 晴 晴 晴 曇 晴 晴
気温（℃） ℃ 13.7 14.0 12.1 16.5 15.4 18.8 21.0 18.7 21.0 22.5 22.5 23.0 27.2 31.0 30.5 31.9 31.0 23.5

水温0m ℃ 10.5 11.5 10.5 11.8 13.0 14.8 15.8 15.9 15.5 20.5 20.5 21.8 24.8 27.3 28.5 28.7 27.3 21.8

透明度 ｍ 4.0 3.0 4.2 2.2 6.7 3.4 3.0 6.0 5.3 2.0 2.0 2.9 3.4 3.2 2.8 3.0 3.2 >10

色相 5GY3/3 5GY3/3 5GY3/3 5GY3/3 10GY4.5/7 5GY3/3 5GY3/3 10GY3/4 5GY3/3 5GY3/3 5GY3/3 5G3.5/1.5 5G2.4/3 5BG2.4/3 5GY3/3 5BG2.4/3 5BG2.4/3 5BG2.4/3

油膜 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

臭気 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し
ごみの浮遊 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 有り 有り 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

油分0m mg/L 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5>
油分0.5+0.2m mg/L 0.5> - - - - - - - - - - - - - - - - -

TPH mg/L 0.01> - - - - - - - - - - - - - - - - -

ｐH 8.5 - - - - - - - - - - - - - - - - -

COD mg/L 4.6 - - - - - - - - - - - - - - - - -

DO mg/L 11 - - - - - - - - - - - - - - - - -

T-N mg/L 0.41 - - - - - - - - - - - - - - - - -

T-P mg/L 0.03 - - - - - - - - - - - - - - - - -

8 ポートアイランド南・沖合(3)
採水日 3/17 3/25 4/2 4/8 4/15 4/23 4/30 5/7 5/15 5/27 6/10 6/24 7/10 7/23 8/5 8/19 9/9 10/8

時刻 11:35 11:16 10:43 10:30 10:50 11:55 10:44 10:45 11:25 10:50 10:50 10:45 11:15 10:45 10:56 11:10 10:45 10:52

天候 晴 快晴 曇 曇 晴 曇 晴 晴 晴 晴 晴 曇 晴 晴 晴 曇 晴 晴
気温（℃） ℃ 15.5 14.3 13.0 16.0 15.5 19.2 21.0 20.0 19.5 23.0 23.0 24.1 27.2 33.8 30.5 33.0 33.8 23.8

水温0m ℃ 10.5 10.6 11.2 11.8 13.6 15.1 17.0 16.2 15.5 21.0 21.0 21.8 25.2 28.8 29.0 28.0 28.8 22.7

透明度 ｍ 3.0 3.6 5.4 2.5 8.5 3.0 2.5 6.5 5.4 2.3 2.3 2.7 3.2 4.2 2.1 4.0 4.2 12

色相 5GY3/3 5GY3/3 5G2.4/3 5GY3/3 5G3.5/7 5GY3/3 5GY5/8 10GY3/4 10GY3/4 5GY3/3 5GY3/3 5G3.5/1.5 5G2.4/3 5BG2.4/3 10GY3/4 5BG2.4/3 5BG2.4/3 5BG2.4/3

油膜 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

臭気 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し
ごみの浮遊 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

油分0m mg/L 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5>
油分0.5+0.2m mg/L 0.5> - - - - - - - - - - - - - - - - -

TPH mg/L 0.01> - - - - - - - - - - - - - - - - -

ｐH 8.6 - - - - - - - - - - - - - - - - -

COD mg/L 5.1 - - - - - - - - - - - - - - - - -

DO mg/L 11 - - - - - - - - - - - - - - - - -

T-N mg/L 0.32 - - - - - - - - - - - - - - - - -

T-P mg/L 0.05 - - - - - - - - - - - - - - - - -

9 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ南・沖合(2)
採水日 3/17 3/25 4/2 4/8 4/15 4/23 4/30 5/7 5/15 5/27 6/10 6/24 7/10 7/23 8/5 8/19 9/9 10/8

時刻 11:53 11:30 11:00 10:45 11:05 12:40 10:58 10:55 12:05 11:10 11:10 11:00 12:00 11:03 11:35 11:25 11:03 11:32

天候 晴 快晴 曇 曇 晴 曇 晴 晴 晴 晴 晴 曇 晴 晴 晴 晴 晴 晴
気温（℃） ℃ 16.8 13.0 13.1 16.7 15.8 19.1 22.0 20.2 20.8 22.5 22.5 24.2 27.6 32.0 30.8 33.3 32.0 24.0

水温0m ℃ 11.0 11.4 10.6 12.2 13.7 15.6 17.3 17.8 16.4 19.5 19.5 22.8 25.2 29.0 29.7 29.0 29.0 22.7

透明度 ｍ 2.4 3.2 3.5 1.8 3.2 2.5 3.5 3.5 2.4 2.1 2.1 2.8 2.7 9.8 1.2 4.0 9.8 11

色相 5GY3/3 5GY3/3 5G2.4/3 5.5Y4/4 10GY4.5/7 5GY3/3 5GY5/8 10GY3/4 5GY5/8 10GY3/4 10GY3/4 5G3.5/2.5 10GY3/4 5BG2.4/3 10GY3/4 5BG2.4/3 5BG2.4/3 5BG2.4/3

油膜 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

臭気 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し
ごみの浮遊 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し 有り 無し 無し 無し 無し 無し 無し

油分0m mg/L 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5>
油分0.5+0.2m mg/L 0.5> - - - - - - - - - - - - - - - - -

TPH mg/L 0.01> - - - - - - - - - - - - - - - - -

ｐH 8.5 - - - - - - - - - - - - - - - - -

COD mg/L 5.4 - - - - - - - - - - - - - - - - -

DO mg/L 11 - - - - - - - - - - - - - - - - -

T-N mg/L 0.50 - - - - - - - - - - - - - - - - -

T-P mg/L 0.04 - - - - - - - - - - - - - - - - -



 
資料編 

Ⅴ 公共用水域経年変化等 
 



１．測定項目、測定方法及び定量下限値 

分析項目 分析方法 単位 有効桁 定量下限値 
定量下限値 

未満の表記 

気温 規格 7.1 に定める方法 ℃ ＊１ ― ― 

水温 規格 7.2 に定める方法 ℃ ＊１ ― ― 

外観（色相） 
規格 8 に定める方法又は標準色票（日本色彩研究

所製作）による方法 
― ― ― ― 

臭気 規格 10.1 に定める方法 ― ― ― ― 

透視度 
規格 9 に定める方法又は衛生試験法・注解

4.1.3.3 2)に定める方法 
cm  １ １＞ 

透明度 海洋観測指針(気象庁編)に掲げる方法 ｍ  ０．１ ０．１＞ 

流量 
原則として水質調査方法(昭和 46 年環水管第 30

号)又は日本工業規格Ｋ0094 の 8.4 に定める方法
ｍ３／ｓ ２ ０．０１ ０．０１＞ 

一
般
項
目 

全水深 ― ｍ  ０．１ ０．１＞ 

ｐＨ 規格 12.1 に定める方法 ― ＊１ ― ― 

ＤＯ 規格 32 に定める方法 ㎎／L ２ ０．５ ０．５＞ 

ＢＯＤ 規格 21 に定める方法 ㎎／L ２ ０．５ ０．５＞ 

ＣＯＤ 規格 17 に定める方法 ㎎／L ２ ０．５ ０．５＞ 

ＳＳ 告示付表 7に掲げる方法 ㎎／L ２ １ １ ＞ 

大腸菌群数 告示別表 2備考に掲げる方法 MPN/100mL ２ ２．０×１０0 ２．０×１０0＞

全窒素 

（Ｔ－Ｎ） 

河川・湖沼にあっては規格 45.2、45.3 又は 45.4

に定める方法 

海域にあっては規格 45.4 に定める方法 

㎎／L ２ ０．０４ ０．０４＞ 

全燐 

（Ｔ－Ｐ） 
規格 46.3 に定める方法 ㎎／L ２ ０．００３ ０．００３＞ 

ｎ－ヘキサン抽出物質 
河川・湖沼にあっては規格 24 に定める方法 

海域にあっては付表 9に掲げる方法 
㎎／L ２ ０．５ ０．５＞ 

生
活
環
境
項
目 

全亜鉛 

規格 53 に定める方法（準備操作は規格 53 に定め

る方法によるほか、告示付表 8 に掲げる方法によ

ることができる。また、規格 53 で使用する水に

ついては告示付表 8の 1(1)による。 

㎎／L ２ ０．００１ ０．００１＞ 

カドミウム 規格 55 に定める方法 ㎎／L ２ ０．００１ ０．００１＞ 

全シアン 
規格 38.1.2 及び 38.2 に定める方法又は規格

38.1.2 及び 38.3 に定める方法 
㎎／L ２ ０．１ Ｎ．Ｄ． 

鉛 規格 54 に定める方法 ㎎／L ２ ０．００１ ０．００１＞ 

六価クロム 規格 65.2 に定める方法 ㎎／L ２ ０．００５ ０．００５＞ 

砒素 規格 61.2、 61.3 又は 61.4 に定める方法 ㎎／L ２ ０．００１ ０．００１＞ 

総水銀 告示付表 1に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．０００５ ０．０００５＞

アルキル水銀 告示付表 2に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．０００５ ０．０００５＞

ＰＣＢ 告示付表 3に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．０００５ Ｎ．Ｄ． 

健
康
項
目 

ジクロロメタン 
日本工業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.2 に定

める方法 
㎎／L ２ ０．００２ ０．００２＞ 

 
四塩化炭素 

日本工業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1

又は 5.5 に定める方法 
㎎／L ２ ０．０００２ ０．０００２＞

 
1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 

日本工業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2、5.3.1 又は

5.3.2 に定める方法 
㎎／L ２ ０．０００４ ０．０００４＞

 
1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

日本工業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.2 に定

める方法 
㎎／L ２ ０．００２ ０．００２＞ 

 
ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

日本工業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2 又 5.3.2 に定め

る方法 
㎎／L ２ ０．００４ ０．００４＞ 

 
1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 

日本工業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1

又は 5.5 に定める方法 
㎎／L ２ ０．０００５ ０．０００５＞

 



分析項目 分析方法 単位 有効桁 定量下限値 
定量下限値 

未満の表記 

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 
日本工業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1

又は 5.5 に定める方法 
㎎／L ２ ０．０００６ ０．０００６＞

トリクロロエチレン 
日本工業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1

又は 5.5 に定める方法 
㎎／L ２ ０．００２ ０．００２＞ 

テトラクロロエチレン 
日本工業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1

又は 5.5 に定める方法 
㎎／L ２ ０．０００５ ０．０００５＞

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ 
日本工業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2 又 5.3.1 に定め

る方法 
㎎／L ２ ０．０００２ ０．０００２＞

チウラム 告示付表 4に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．０００６ ０．０００６＞

シマジン 告示付表 5の第 1又は第 2に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．０００３ ０．０００３＞

チオベンカルブ 告示付表 5の第 1又は第 2に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．００２ ０．００２＞ 

ベンゼン 
日本工業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2 又 5.3.2 に定め

る方法 
㎎／L ２ ０．００１ ０．００１＞ 

セレン 規格 67.2、 67.3 又 67.4 に定める方法 ㎎／L ２ ０．００１ ０．００１＞ 

ふっ素 

規格 34.1 に定める方法又は規格 34.1c)(注(6)第三

文を除く)に定める方法及び告示付表 6 に掲げる方

法 

㎎／L ２ ０．０８ ０．０８＞ 

ほう素 規格 47.1、47.3 又は 47.4 に定める方法 ㎎／L ２ ０．０２ ０．０２＞ 

健
康
項
目 

硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 

硝酸性窒素にあっては規格 43.2.1、43.2.3 又は

43.2.5 に定める方法、亜硝酸性窒素にあっては規

格 43.1 に定める方法 

㎎／L ２ ０．０５ ０．０５＞ 

クロロホルム 
日本工業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.1 に定

める方法 
㎎／L ２ ０．００１ ０．００１＞ 

トランス-1,2- 

ジクロロエチレン 

日本工業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.1 に定

める方法 
㎎／L ２ ０．００４ ０．００４＞ 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ 
日本工業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.1 に定

める方法 
㎎／L ２ ０．００６ ０．００６＞ 

p-ｼﾞ ｸ ﾛ ﾛ ﾍ ﾞ ﾝ ｾ ﾞ ﾝ 
日本工業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.1 に定

める方法 
㎎／L ２ ０．０３ ０．０３＞ 

イソキサチオン 通達付表 1の第 1又は第 2に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．０００８ ０．０００８＞

ダイアジノン 通達付表 1の第 1又は第 2に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．０００５ ０．０００５＞

フェニトロチオン 通達付表 1の第 1又は第 2に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．０００３ ０．０００３＞

イソプロチオラン 通達付表 1の第 1又は第 2に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．００４ ０．００４＞ 

オキシン銅 通達付表２に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．００４ ０．００４＞ 

クロロタロニル 通達付表 1の第 1又は第 2に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．００４ ０．００４＞ 

プロピザミド 通達付表 1の第 1又は第 2に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．０００８ ０．０００８＞

要
監
視
項
目 

ＥＰＮ 通達付表 1の第 1又は第 2に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．０００６ ０．０００６＞

 ジクロルボス 通達付表 1の第 1又は第 2に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．０００８ ０．０００８＞

 フェノカルブ 通達付表 1の第 1又は第 2に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．００２ ０．００２＞ 

 イプロベンホス 通達付表 1の第 1又は第 2に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．０００８ ０．０００８＞

 クロルニトロフェン 通達付表 1の第 1又は第 2に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．０００１ ０．０００１＞

 
トルエン 

日本工業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.1 に定

める方法 
㎎／L ２ ０．０６ ０．０６＞ 

 
キシレン 

日本工業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.1 に定

める方法 
㎎／L ２ ０．０４ ０．０４＞ 

 
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 通達付表 3の第 1又は第 2に掲げる方法 ㎎／L ２ 

河川０．００３ 

海域０．００６ 

０．００３＞ 

０．００６＞ 

 
ニッケル 

規格 59.3 に定める方法又は通達付表 4 若しくは通

達付表 5に掲げる方法 
㎎／L ２ ０．００１ ０．００１＞ 

 
モリブデン 

規格 68.2 に定める方法又は通達付表 4 若しくは通

達付表 5に掲げる方法 
㎎／L ２ ０．００７ ０．００７＞ 



分析項目 分析方法 単位 有効桁 定量下限値 
定量下限値 

未満の表記 

アンチモン 
規格 62.2 に定める方法又は通達 2 付表 6 に掲げ

る方法 
㎎／L ２ ０．０００２ ０．０００２＞

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ 通達 2付表 1に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．０００２ ０．０００２＞

ｴﾋﾟｸﾛﾛﾋﾄﾞﾘﾝ 通達 2付表 2に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．００００８ ０．００００８＞

1,4－ジオキサン 通達 2付表 3の第 1又は第 2に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．００５ ０．００５＞ 

全マンガン 

規格 56.2、56.3、56.4 又は 56.5 に定める方法

（準備操作は規格によるほか、海水など塩類を多

く含む試料を分析する場合にあっては、必要に応

じ試料を希釈することとする。） 

㎎／L ２ ０．０２ ０．０２＞ 

ウラン 通達 2付表 4の第 1又は第 2に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．０００４ ０．０００４＞

フェノール 通達 3付表 1に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．００１ ０．００１＞ 

要
監
視
項
目 

ホルムアルデヒド 通達 3付表 2に掲げる方法 ㎎／L ２ ０．０３ ０．０３＞ 

トリハロメタン生成能 

特定水道利水障害の防止のための水道水源水域の

水質の保全に関する特別措置法施行規則の規定に

基づく特定排水基準に係る検定方法（平成 7 年 6

月 16 日環境庁告示第 30 号） 

㎎／L ２ 

クロロホルム､ブロモジク

ロロメタン､ジブロモクロ

ロメタン､ブロモホルム 

各０．０００５ 

０．０００５＞

フェノール類 規格 28.1 に定める方法 ㎎／L ２ ０．０１ ０．０１＞ 

銅 規格 52.2 又 52.4 に定める方法 ㎎／L ２ ０．００１ ０．００１＞ 

溶解性鉄 規格 57.2 又は 57.4 に定める方法 ㎎／L ２ ０．０１ ０．０１＞ 

溶解性マンガン 規格 56.2 又は 56.4 に定める方法 ㎎／L ２ ０．０１ ０．０１＞ 

特
殊
項
目 クロム 規格 65.1 に定める方法 ㎎／L ２ ０．０１ ０．０１＞ 

塩素イオン 規格 35 に定める方法 ㎎／L ２ １ １ ＞ 

塩素量 海洋観測指針(気象庁編)に定める方法 ‰ ＊１ ― ― 

アンモニア性窒素 規格 42 に定める方法 ㎎／L ２ ０．０１ ０．０１＞ 

亜硝酸性窒素 規格 43.1 に定める方法 ㎎／L ２ ０．００５ ０．００５＞ 

硝酸性窒素 規格 43.2.1、43.2.3 又は 43.2.5 に定める方法 ㎎／L ２ ０．０５ ０．０５＞ 

燐酸性燐 規格 46.1 に定める方法 ㎎／L ２ ０．０１ ０．０１＞ 

ＭＢＡＳ 規格 30.1 に定める方法 ㎎／L ２ ０．０１ ０．０１＞ 

一般細菌 省令別表中の 1に掲げる方法 個／mL ２ ０．５ ０．５＞ 

導電率 規格 13 に定める方法 μS／cm ２ １ １ ＞ 

溶解性ＣＯＤ 
メンブランフィルター（0.45μｍ）ろ過の後、規

格 17 に掲げる方法 
㎎／L ２ ０．５ ０．５＞ 

クロロフィルａ 
海洋観測指針(気象庁編)に定める方法又は上水試

験方法 20.2 に定める方法 
㎎／m3 ２ ０．１ ０．１＞ 

プランクトン 海洋観測指針(気象庁編)に定める方法 ― ― ― ― 

濁度 省令表中の 46 に掲げる方法 度 ２ １ １ ＞ 

そ
の
他
の
項
目 

ＡＴＵ－ＢＯＤ 規格 21 に定める方法 ㎎／L ２ ０．５ ０．５＞ 

 規 格：日本工業規格 Ｋ０１０２ 

 省 令：水質基準に関する省令（平成 4年厚生省令第 69 号） 

 告 示：水質汚濁に係る環境基準について（昭和 46 年 12 月環境庁告示第 59 号） 

 通 達：水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準の測定方法及び要監視項目の測定方法について（平成５年４月 28 日環水規第 121 号） 

 通達２：水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準等の施行等について （平成 16 年３月、環水企発第 040331003 号・環水土発第 040331005 号） 

 通達３：水質汚濁に係る環境基準についての一部を改正する件の施行等について（平成 15 年 11 月、環水企発第 031105001 号・環水管発第 031105001 号） 

＊１ ：ｐＨの有効桁は、小数点第 1位まで。 



２．水質経年変化一覧
　（1）　河川
　　①　BOD75％水質値（mg／L）
№ 河川名 地点名

環境基準
類型
S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 Ｈ１ Ｈ２ Ｈ３ Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

1 武庫川 亀治橋 Ｂ - - - 2.3 2.3 2.7 2.2 1.6 1.9 2.1 2.2 2.6 3.1 4.4 3.0 6.3 3.1 2.5 2.5 3.4 1.8 1.9 4.3 2.9 2.1 1.3 1.5 2.0 1.5 1.3 1.6 1.6 1.7 1.5 2.6 2.1 1.5

2 武庫川 大岩橋 Ｂ - 2.9 2.8 2.3 1.4 2.0 2.2 2.7 1.7 2.6 2.5 2.1 3.8 3.3 3.2 2.1 3.4 3.9 6.6 1.9 1.6 1.6 3.3 2.1 2.3 1.8 1.3 1.5 2.4 1.6 1.3 1.3 1.3 1.6 1.8 1.6 1.3 1.5

4 有馬川 長尾佐橋 - 5.8 4.3 4.1 3.0 4.0 4.4 5.8 4.5 4.6 3.9 3.5 5.6 4.6 3.1 3.3 4.1 4.0 3.2 1.4 1.2 1.2 0.8 1.2 0.9 1.1 0.8 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.8 0.9 0.7 1.0

5 有馬川 沖代橋 - - - 2.1 1.4 1.8 1.4 1.6 1.0 1.7 1.7 1.9 1.7 1.9 2.1 1.9 1.3 1.7 1.4 1.1 1.0 0.8 0.9 0.8 - - - - - - - - - - - - - -

6 有馬川 月見橋 - 3.1 2.6 2.6 1.6 2.2 2.7 2.4 2.4 2.2 2.1 2.1 1.8 2.3 2.0 1.9 1.5 2.2 1.6 1.5 1.4 1.2 1.4 1.7 1.9 1.5 1.0 1.1 1.1 1.1 1.2 1.1 0.8 1.3 1.0 1.2 1.2 1.4

7 有野川 岡場橋 - - 2.1 4.0 2.5 6.3 9.4 6.2 2.9 5.3 4.4 5.2 5.2 5.7 5.3 5.7 5.2 1.3 1.9 1.3 1.5 2.1 1.8 1.7 1.7 0.9 0.6 0.6 0.5 0.6 0.5 0.5> 0.5> 0.7 - - - -

8 有野川 昭和橋 - 3.6 2.0 2.8 1.4 1.8 4.5 1.7 1.6 2.0 2.4 1.8 1.6 2.0 1.4 1.7 1.4 1.1 1.1 1.3 0.9 0.9 0.8 1.2 - - - - - - - - - - - - - -

9 有野川 流末 - - - - 2.2 5.0 7.0 3.1 2.4 3.0 2.7 3.4 2.6 2.9 1.9 2.5 1.5 1.6 1.6 1.3 1.8 1.3 1.5 1.8 1.8 1.8 1.5 1.1 1.2 1.0 1.0 0.9 1.1 1.5 1.1 1.2 1.2 1.5

10 八多川 才谷橋 - 2.6 2.4 2.6 1.8 2.8 3.1 2.3 1.9 2.7 2.1 2.2 2.4 2.6 2.6 2.2 2.5 2.1 2.1 2.3 2.1 1.9 1.8 2.0 2.4 2.3 2.2 1.8 2.0 1.6 1.9 1.3 1.6 1.6 2.0 1.3 1.5 1.7

11 長尾川 大江橋 - 4.6 - 2.9 2.2 3.7 4.8 3.5 2.9 3.8 4.2 2.6 3.6 4.4 3.5 5.1 5.2 3.4 4.3 3.3 4.8 3.5 2.7 4.0 4.5 6.1 4.5 4.3 6.6 4.3 3.1 1.9 2.4 3.6 3.5 3.8 3.7 4.9

補1 有野川 有馬橋 - - - - - - - - - - - - - - 3.8 4.6 5.8 2.1 3.3 1.3 1.2 - - - - - - - - - - - - - - - - -
補9 武庫川 本流 Ｂ - - - - - - - - - - - - - - - - 1.5 3.5 6.3 2.5 3.4 2.2 1.9 5.6 4.0 2.4 1.7 2.5 2.1 - - - - - - - - -

12 大沢川 万歳橋 - - 1.8 3.0 1.8 2.7 2.8 2.5 2.0 1.9 2.8 1.7 1.8 2.1 2.3 1.9 1.7 1.5 1.6 1.9 2.3 2.3 1.9 2.0 1.9 2.0 1.6 1.4 1.4 1.3 0.8 1.1 1.1 1.3 1.1 1.1 1.3 1.3

13 淡河川 開通橋 - 3.2 1.9 2.2 1.1 1.3 1.2 1.1 1.0 0.6 0.7 0.6 0.6 1.0 0.8 0.8 0.6 0.7 0.8 0.5 0.8 1.0 0.9 1.1 0.9 1.1 1.1 0.8 0.7 0.8 0.7 0.6 0.6 1.0 - - - -

14 淡河川 万代橋 - 11 2.8 1.8 2.5 3.3 2.0 1.2 1.3 1.4 1.3 1.2 1.4 1.6 1.0 1.4 1.2 1.0 1.0 1.1 1.1 1.3 0.9 1.3 1.3 1.6 1.2 1.2 1.0 1.0 1.3 0.9 0.8 1.1 1.1 1.1 1.5 1.1

15 志染川 大滝橋 Ｂ - 12 12 8.8 8.5 13 17 12 10 9.2 8.6 11 9.9 7.9 6.3 7.3 8.9 3.6 2.7 1.5 2.0 1.8 1.3 1.4 1.0 1.0 0.8 0.6 0.6 0.8 0.9 0.7 0.6 0.8 0.7 0.7 1.0 -

16 志染川 坂本橋 Ｂ - - - - 5.6 3.6 4.8 3.1 4.4 5.2 5.5 4.6 4.9 5.3 3.1 3.5 3.7 1.3 1.6 1.3 1.0 1.0 1.0 1.2 1.1 1.5 1.0 1.0 0.9 1.1 1.2 1.1 0.7 1.2 1.0 1.0 1.1 1.1

17 箕谷川 小　橋 - - - - - - 37 27 23 23 26 25 19 13 13 13 18 6.9 4.1 3.7 4.4 3.5 2.3 2.8 1.9 3.5 2.7 1.1 1.9 1.3 1.9 1.3 0.8 1.0 - - - -

補3 大池川 出合橋 - - - - - - - 53 21 15 12 19 21 31 20 23 26 20 22 17 20 9.6 4.1 1.3 3.6 2.9 - - - - - - - - - - - -
補4 志染川 最上流 - - - - - - - - - - - - - - 0.5 0.6 0.6 0.6 0.8 0.8 0.5 0.5 0.5 0.7 - - - - - - - - - - - - - -

18 明石川 藤原橋 Ｂ - - 2.4 2.0 2.3 2.1 3.3 2.0 1.6 2.8 2.5 2.3 2.3 2.9 3.8 3.4 2.5 1.7 3.0 2.1 2.0 1.5 1.3 1.6 1.9 2.1 1.4 1.4 1.4 1.2 1.5 1.6 2.0 2.1 1.9 1.9 1.3 1.4

19 明石川 玉津大橋 Ｂ - - 2.0 2.0 1.2 1.8 1.9 1.5 2.0 1.6 1.8 1.5 1.5 1.6 1.6 1.8 1.5 1.5 1.5 1.4 1.0 1.2 1.4 2.1 1.7 1.7 1.4 1.4 1.2 1.3 1.3 1.1 1.3 1.4 1.6 1.1 1.2 1.3

20 明石川 上水源取水口 Ｂ 6.7 4.8 2.4 2.2 1.8 2.0 2.8 1.6 2.1 2.3 1.7 1.9 1.4 1.1 1.3 1.6 1.0 1.2 1.2 1.5 1.5 1.2 1.4 2.0 1.5 1.6 1.4 1.3 1.2 1.2 1.1 1.2 1.2 1.4 1.5 1.1 1.2 1.1

21 木津川 流末 - - 2.6 1.4 1.3 1.3 1.4 1.9 0.9 1.1 1.1 1.2 1.0 1.1 2.1 2.0 1.4 0.9 1.2 0.8 1.2 1.5 1.9 1.7 1.6 1.9 1.6 1.2 1.5 1.5 1.2 1.2 0.7 1.1 1.5 1.5 1.3 0.5

22 木見川 流末 - - 2.0 1.4 1.8 1.4 1.1 1.0 0.7 0.9 0.9 0.9 1.0 0.9 1.4 2.0 2.1 1.5 1.5 1.2 1.4 1.7 1.5 1.3 1.3 1.3 1.4 1.4 1.3 0.9 0.5 1.0 1.0 1.4 1.1 1.2 1.2 0.9

23 櫨谷川 流末 - - 3.4 2.1 1.7 1.7 1.8 1.9 1.9 1.7 1.2 1.3 1.1 1.2 1.0 1.2 0.8 0.9 0.8 1.6 1.4 1.0 0.9 1.3 1.1 1.8 1.4 1.3 0.9 1.0 1.1 1.0 1.0 1.4 1.2 1.2 1.3 1.3

24 天上川 流末 - - 13 8.8 7.3 7.6 11 7.6 13 14 12 12 6.5 4.2 3.2 2.6 2.4 2.5 3.3 2.5 2.1 1.7 1.5 1.6 3.8 1.7 2.2 1.7 1.6 1.3 1.7 1.4 1.4 1.6 1.9 1.9 1.9 -

25 伊　川 水道橋 Ｃ - - 3.0 3.5 4.3 3.4 3.5 4.7 3.6 2.9 3.4 2.7 2.5 2.4 3.0 2.9 2.7 2.8 2.5 1.4 1.8 2.1 1.7 3.0 3.2 2.1 2.1 2.0 1.8 1.9 2.3 2.0 1.6 1.5 1.8 1.5 1.8 1.4

26 伊　川 白水橋 Ｃ - 6.4 5.4 4.6 5.6 6.8 3.5 2.8 2.1 2.9 6.3 3.8 3.2 7.9 3.4 12 7.5 4.8 4.2 7.1 3.4 1.6 1.8 2.0 2.3 2.0 1.6 1.6 1.8 - - - - - - - - -

27 伊　川 二越橋 Ｃ 12 18 14 6.3 5.1 11 18 14 12 8.2 8.1 9.9 9.7 11 16 10 15 7.2 4.5 4.9 3.3 2.4 2.2 3.5 3.6 2.4 2.5 1.8 2.6 2.0 1.4 1.9 1.2 1.3 1.5 1.5 1.5 1.3

補5 明石川 平野橋 Ｂ - - - - - - - - - - - - - - 1.7 1.5 1.7 1.0 1.9 2.5 2.3 - - - - - - - - - - - - - - - - -

補6 明石川 旧水源 Ｂ - - - - - - - - - - 3.6 2.8 4.7 3.5 4.6 5.0 5.8 9.2 8.4 6.9 9.2 8.7 7.6 7.3 2.9 1.9 1.9 3.4 2.1 1.7 0.9 1.6 1.0 1.3 2.2 2.0 3.3 4.6

補8 伊　川 上脇橋 Ｃ - - - - - - - - - - - - - - 2.2 1.6 2.1 2.0 2.8 1.5 1.8 - - - - - - - - - - - - - - - - -

補22 明石川 西戸田 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.9

28 鰈　川 西区岩岡町 - - 2.4 3.2 1.2 1.9 2.2 1.7 1.4 1.6 1.7 1.6 2.0 1.6 1.4 0.9 1.6 1.9 1.4 1.2 1.8 1.4 1.6 1.5 1.9 1.8 1.0 1.3 1.2 1.3 1.6 0.7 0.6 1.6 1.2 1.5 1.2 0.9
29 印籠川 西区岩岡町 - - 1.8 2.3 1.5 2.5 2.0 2.7 1.2 0.7 0.9 1.0 4.2 3.0 2.0 1.9 5.4 5.0 2.4 2.9 2.7 2.8 5.7 2.6 3.9 2.8 2.4 2.0 4.1 3.1 3 2.5 1.7 2.3 2.2 3.9 2.0 2.1

30 要玄寺川 琴田橋 101 53 35 15 7.1 6.8 4.3 5.4 6.6 4.3 4.7 2.5 5.2 4.0 1.8 2.2 1.5 1.9 2.8 2.1 2.9 1.9 2.9 1.7 3.6 1.1 1.1 1.4 1.0 1.6 1.6 1.7 1.0 2.0 4.2 1.6 2.3 1.4

31 天上川 天上川橋 - 110 29 19 9.8 6.8 4.9 3.9 3.1 3.4 3.3 3.1 2.0 1.4 1.2 1.8 6.2 2.3 2.6 2.0 1.7 1.7 1.6 1.7 2.0 2.1 1.3 1.1 1.1 1.3 1.6 1.9 1.3 2.2 2.1 1.3 1.8 1.5

32 住吉川 住吉川橋 - 2.2 2.3 1.6 1.3 1.1 0.9 0.8 0.5 0.5 0.5 0.5> 0.5> 0.5 0.6 0.5 0.5> 0.5 0.5> 0.5> 0.5 0.5 0.5> 0.7 0.6 0.6 0.5> 0.6 0.9 0.5 0.6 0.5 0.5> 1.0 0.8 0.6 0.8 0.7

33 天神川 辰巳下橋 - 68 68 34 11 16 8.6 7.0 3.8 3.5 3.9 3.0 3.1 4.8 3.2 3.6 4.5 3.6 3.0 3.8 5.1 4.3 4.5 1.7 1.3 1.4 2.1 1.7 3.1 3.0 0.5> 1.6 1.9 2.5 3.4 4.2 5.2 2.8

34 石屋川 石屋川橋 - 31 24 25 12 7.3 3.3 4.0 3.1 2.3 3.2 2.0 1.8 1.8 2.1 1.8 1.9 1.4 1.8 1.3 1.3 1.3 1.3 2.4 2.1 2.1 1.7 1.2 1.4 1.6 1.7 0.9 1.0 2.1 2.5 1.6 1.5 1.0

35 高羽川 玉利橋 - 91 50 59 14 12 9.2 6.0 6.7 4.2 8.6 4.9 6.8 5.7 6.4 7.6 5.4 8.6 5.6 4.6 5.7 3.8 5.7 3.4 2.8 1.3 1.8 1.2 1.5 2.0 3.4 3.6 3.9 2.4 2.7 4.6 2.8 3.2

36 都賀川 昌平橋 - 43 31 30 5.5 6.9 3.9 4.2 3.4 4.2 1.8 1.7 2.2 1.8 1.9 1.7 1.6 1.4 1.2 1.2 1.3 1.2 1.0 1.5 1.2 1.1 0.8 0.6 0.6 0.5 0.7 0.6 0.5 0.9 1.0 1.0 1.0 0.6

37 西郷川 流末 - 42 21 27 8.1 7.5 7.3 5.3 6.4 4.1 4.1 2.2 3.2 2.8 2.9 2.6 2.2 3.1 2.7 1.7 2.7 1.6 1.3 1.4 1.8 2.6 2.0 1.5 0.8 1.8 1.4 1.6 1.1 1.9 1.2 0.9 1.2 1.3

38 生田川 小野柄橋 - 41 47 9.8 4.8 4.1 6.9 18 12 4.8 8.0 4.9 3.8 5.2 3.0 2.5 2.0 3.4 2.6 2.3 3.2 2.6 2.3 2.6 2.4 3.8 2.3 0.8 1.0 1.1 0.8 1.2 1.2 1.1 1.3 1.4 1.2 0.9

39 布引水源池 水源池上流 - 2.0 - 1.0 0.5 1.0 0.7 0.6 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5 0.5 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5>
40 宇治川 山手幹線上流 - - 17 18 6.5 4.0 6.1 6.2 4.1 4.6 2.9 4.2 2.7 2.6 3.8 2.5 2.4 3.9 3.9 3.1 2.8 2.9 2.3 2.9 2.6 2.6 1.6 2.4 2.8 2.8 1.7 1.6 3.7 2.1 2.8 2.6 1.3 1.4

41 新湊川 南所橋 82 58 43 21 24 29 20 23 11 14 16 12 16 11 10 11 12 13 19 19 17 18 15 17 22 14 4.5 3.6 4.1 6.4 3.8 1.6 1.5 2.0 2.3 1.7 1.5 1.4

42 天王谷川 雪御所公園東 - 7.6 11 13 3.3 5.5 5.6 5.0 7.0 3.7 3.6 3.8 1.7 5.1 4.0 4.5 2.9 1.8 2.4 0.9 0.8 0.8 0.7 1.2 0.6 0.5> 0.5 1.0 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 1.0 0.8 0.7 0.8 *

43 烏原川 水源池上流 - - 4.2 3.4 3.9 2.0 1.8 2.0 1.5 1.1 0.7 0.5 0.5> 0.5 0.7 0.7 0.5> 0.6 0.9 1.0 0.5 0.5 0.5 0.6 0.8 0.5> 0.5 0.5> 0.5 0.5 0.6 0.5 0.5 0.6 0.7 0.5 0.5 0.7

44 イヤガ谷川 水源池上流 - - 11 12 7.8 21 19 20 12 13 14 13 11 6.5 2.5 2.0 2.3 1.0 1.1 1.1 1.1 1.0 1.0 1.1 1.3 0.7 0.6 0.6 0.8 0.7 0.6 0.9 0.8 0.7 0.7 0.8 0.6 0.8

45 烏原水源池 取水塔前
＊

- 3.6 5.0 12 2.8 3.5 4.8 3.2 3.4 3.0 3.1 4.6 2.0 1.3 1.6 1.4 1.9 1.9 1.8 2.0 1.8 2.2 1.6 2.5 2.2 2.7 1.8 1.3 2.1 3.9 - - - - - - - -

46 苅藻川 八雲橋 - 63 42 31 22 27 32 21 12 8.4 12 8.2 5.7 4.1 3.8 4.1 3.4 4.0 4.2 4.2 2.5 3.0 2.2 3.6 2.6 2.5 2.0 2.0 2.2 2.9 2.3 2.4 1.3 1.6 1.3 1.8 1.4 *

47 妙法寺川 若宮橋 - 57 58 42 21 24 29 28 30 13 9.3 7.6 3.8 4.7 3.3 3.7 3.3 2.8 3.2 2.9 2.9 2.9 1.9 3.4 3.6 2.1 2.2 1.8 1.5 1.6 1.6 1.6 1.4 1.7 1.6 1.5 1.7 1.8

48 千森川 流末 - - 31 - 5.3 8.3 10 10 8.5 8.1 7.1 6.4 5.3 13 10 9.7 7.0 8.9 6.8 4.8 4.0 5.4 3.3 4.1 5.3 9.3 3.3 2.7 2.4 4.0 3.9 3.0 4.3 2.8 2.6 2.3 2.9 *

49 一の谷川 流末 - 9.2 6.9 7.6 2.9 2.6 2.6 2.5 1.9 1.3 1.5 2.4 1.4 2.1 1.1 0.9 0.8 0.5> 1.7 1.8 0.8 1.1 1.1 0.8 0.8 0.8 0.7 0.6 0.9 0.6 1.1 1.0 0.7 0.7 1.4 1.4 1.3 *

50 塩屋谷川 流末 - 81 64 53 44 53 55 57 47 42 25 26 64 46 37 26 13 8.1 5.7 3.9 3.7 3.9 3.5 5.8 3.1 3.6 2.5 2.4 2.3 3.1 2.4 2.1 1.6 1.6 2.2 2.8 1.5 *

51 福田川 福田橋 Ｅ 75 51 60 33 18 17 13 12 8.8 10 11 11 13 12 7.6 6.8 7.1 10 16 12 13 14 2.4 2.6 2.6 2.6 1.7 2.3 2.2 1.7 1.7 1.3 1.1 1.6 1.7 1.7 2.0 1.7
52 山田川 山田橋 - 178 107 69 33 32 33 18 18 23 22 15 20 10 8.5 9.5 4.7 3.0 3.1 2.5 2.4 2.5 1.7 1.9 2.4 2.1 1.7 1.9 2.1 1.8 1.3 1.6 1.0 1.4 1.4 1.6 1.7 2.0

※

＊

S46 S47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 H1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
- 5.4 3.5 3.3 2.6 3.7 6.7 4.9 4.0 4.4 4.6 4.4 4.3 4.0 3.5 3.6 4.2 2.5 2.4 1.7 2.0 1.7 1.6 1.9 1.9 2.0 1.5 1.3 1.6 1.3 1.3 1.1 1.1 1.4 1.4 1.5 1.5 1.7
9.4 9.7 4.5 3.3 2.9 3.6 4.4 3.6 3.5 3.4 3.5 3.3 3.0 3.2 3.4 3.5 3.7 2.7 2.3 2.4 2.0 1.7 1.9 2.0 2.3 1.9 1.7 1.5 1.7 1.5 1.5 1.4 1.2 1.6 1.6 1.7 1.4 1.2
- 29 27 14 3.9 4.0 3.9 7.7 5.3 3.2 3.4 3.3 3.0 2.5 1.8 1.6 1.8 1.8 1.9 1.8 1.7 1.4 1.7 1.6 1.4 1.8 1.6 0.7 0.8 0.7 0.7 0.8 0.9 1.0 1.0 1.0 1.0 0.7
79 55 54 32 21 23 21 21 17 12 12 10 11 9.2 7.0 7.2 7.5 8.6 13 11 11 12 6.4 7.7 9.4 6.2 2.8 2.6 2.6 3.2 2.4 1.5 1.3 1.8 1.9 1.6 1.7 1.6

※東部都市河川は住吉川・都賀川・生田川、西部都市河川は新湊川・妙法寺川・福田川の平均値。
※平均値には、補助地点は含まない。

烏原水源池は、昭和52年度までは表層、昭和53年度以降は全層（表層と中層の平均値）のデータである。また、平成13度よ
り工事のため貯水しておらず、平成19年度も通年欠測であった。

西部都市河川

流域名
北神水域河川
西神水域河川
東部都市河川

西部都市河川のうち小規模河川については、ローリング方式のため平成20年度は測定していない。



　　②　BOD年平均値（mg／L）

Ｎｏ 河川名 地点名
環境基準
類    型

S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 Ｈ１ Ｈ２ Ｈ３ Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

1 武庫川 亀治橋 Ｂ - - - - 1.9 2.0 2.4 2.2 1.4 1.8 2.0 2.0 2.1 2.4 5.6 2.8 4.4 3.2 2.3 3.5 3.8 2.2 2.7 5.2 3.2 2.5 1.2 1.2 1.7 1.2 1.2 1.3 2.4 1.3 1.8 1.9 1.7 1.2

2 武庫川 大岩橋 Ｂ - 2.7 2.4 2.2 1.1 1.7 1.9 2.3 1.7 2.0 2.2 2.9 3.7 2.5 2.7 1.7 2.7 3.0 4.8 1.6 1.5 2.2 2.5 2.9 2.4 2.1 1.3 1.2 1.8 1.5 1.1 1.3 1.2 1.4 1.5 1.4 1.4 1.2

4 有馬川 長尾佐橋 - 5.4 3.9 4.2 2.5 3.5 4.1 4.5 3.6 3.6 3.3 3.4 3.8 3.3 2.5 2.6 3.2 2.9 2.7 1.4 1.0 1.2 0.8 0.9 0.9 0.9 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.8 0.8 0.8 0.8

5 有馬川 沖代橋 - - 1.7 1.7 1.4 1.5 1.3 1.3 0.9 1.3 1.4 1.4 1.3 1.6 1.7 1.6 1.3 1.3 1.3 0.9 0.9 0.8 0.8 0.7 - - - - - - - - - - - - - -

6 有馬川 月見橋 - 2.9 2.5 2.6 1.4 2.0 2.3 1.9 1.8 1.8 1.9 1.7 1.5 1.8 1.5 1.5 1.3 1.8 1.6 1.2 1.3 1.1 1.1 1.2 1.6 1.4 1.0 1.0 1.0 0.9 1.0 0.8 0.8 1.2 1.0 1.1 0.9 1.1

7 有野川 岡場橋 - - 2.2 3.7 2.1 3.9 6.8 5.2 2.7 4.4 3.8 4.4 4.1 4.6 4.1 4.6 3.6 1.2 1.7 1.1 1.3 1.5 1.2 1.4 1.5 0.9 0.5 0.5 0.5 0.6 0.6 0.5 0.5 0.7 - - - -

8 有野川 昭和橋 - 3.1 1.9 3.1 1.3 2.1 3.7 1.8 1.4 1.8 2.1 1.5 1.4 1.8 1.4 1.6 1.2 1.1 0.9 1.0 1.0 0.8 0.8 1.0 - - - - - - - - - - - - - -

9 有野川 流末 - - - - 2.2 3.1 4.4 2.2 2.7 2.6 2.6 2.4 2.5 2.5 1.6 2.0 1.6 1.5 1.5 1.4 1.6 1.2 1.2 1.6 1.6 1.5 1.2 1.1 1.1 1.2 0.9 0.8 0.9 1.2 1.0 1.0 0.9 1.2

10 八多川 才谷橋 - 2.9 2.2 2.6 1.4 2.2 2.5 2.2 1.8 1.8 2.0 2.1 2.0 2.5 2.1 1.9 2.1 1.9 1.9 1.9 1.9 1.8 1.7 1.7 2.2 2.2 1.9 1.9 1.8 1.6 1.6 1.2 1.2 1.5 1.6 1.3 1.3 1.7

11 長尾川 大江橋 - 4.3 2.7 2.8 2.1 2.9 3.8 3.1 2.7 3.0 3.7 2.6 3.4 3.3 3.2 4.1 4.3 3.0 3.5 2.8 3.4 2.9 2.5 3.2 5.1 5.5 3.7 4.3 5.5 3.7 2.5 1.7 2.0 2.8 2.3 3.3 2.8 4.0

補１ 有野川 有馬橋 - - - - - - - - - - - - - - 3.0 3.9 4.8 2.4 3.3 1.2 1.0 - - - - - - - - - - - - - - - - -
補９ 武庫川 本流 Ｂ - - - - - - - - - - - - - - - - 1.6 2.5 5.1 5.7 3.3 2.2 2.0 4.0 3.1 2.0 1.6 1.8 2.0 - - - - - - - - -

12 大沢川 万歳橋 - - 1.6 2.8 1.5 2.3 2.5 2.0 1.7 1.8 2.7 1.7 1.6 1.8 1.9 1.5 1.5 1.4 1.5 1.6 2.0 2.0 1.7 1.9 1.8 1.7 1.3 1.2 1.1 1.1 0.9 0.9 0.8 1.2 1.0 1.0 1.1 1.0

13 淡河川 開通橋 - 3.8 1.9 1.7 0.9 1.0 1.1 1.0 0.8 0.6 0.7 0.6 0.6 0.8 0.7 0.7 0.6 0.7 0.6 0.6 0.8 0.9 0.7 1.0 0.9 1.0 0.9 0.7 0.6 0.7 0.7 0.6 0.6 0.9 - - - -

14 淡河川 万代橋 - 7.4 2.9 1.9 2.2 3.7 1.6 1.1 1.1 1.0 1.1 1.0 1.1 1.4 0.9 1.6 1.0 0.9 0.9 0.9 1.0 1.1 0.8 1.2 1.2 1.4 0.9 1.0 0.8 0.8 1.0 0.8 0.8 1.0 0.9 1.1 1.1 1.1

15 志染川 大滝橋 Ｂ - 12 10 12 8.1 12 12 10 7.8 7.0 7.0 9.1 7.9 7.6 8.0 5.9 7.7 3.0 2.5 1.7 1.7 1.4 1.0 1.1 0.9 0.8 0.7 0.6 0.6 0.7 0.8 0.6 0.6 0.7 0.8 0.7 0.8 -

16 志染川 坂本橋 Ｂ - - - - 4.4 3.5 3.6 2.4 3.6 4.6 3.9 3.7 3.3 3.9 2.3 3.0 2.9 1.1 1.3 1.0 0.9 0.8 0.9 1.1 1.0 1.1 0.8 0.9 0.8 0.9 1.0 0.8 0.6 0.9 0.8 0.9 1.0 0.9

17 箕谷川 小　橋 - - - - - - 31 25 21 19 19 21 16 13 16 12 16 6.2 3.5 2.8 3.4 3.7 2.0 2.6 2.3 2.8 1.8 1.5 1.5 1.1 1.7 1.0 0.9 1.0 - - - -

補３ 大池川 出合橋 - - - - - - - 42 15 13 11 15 17 22 17 18 19 15 18 17 17 10 3.3 1.5 3.8 2.0 - - - - - - - - - - - -
補４ 志染川 最上流 - - - - - - - - - - - - - - 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.8 0.6 0.5 0.6 0.7 - - - - - - - - - - - - - -

18 明石川 藤原橋 Ｂ - - 1.9 1.7 1.9 1.8 2.4 1.8 1.5 2.1 2.0 2.0 2.1 2.0 2.6 2.5 1.9 1.3 2.6 1.8 1.6 1.4 1.3 1.2 1.6 1.7 1.4 1.2 1.3 1.1 1.2 1.4 1.5 1.8 1.6 1.9 1.3 1.3

19 明石川 玉津大橋 Ｂ - - 2.2 1.9 1.1 1.5 2.0 1.2 1.8 1.7 1.5 1.4 1.6 1.3 1.4 1.4 1.6 1.1 1.3 1.3 1.2 1.2 1.2 1.6 1.6 1.5 1.3 1.6 1.1 1.2 1.2 1.1 1.0 1.2 1.4 1.0 1.0 1.1

20 明石川 上水源取水口 Ｂ 5.2 4.7 1.9 1.8 1.7 1.7 2.1 1.5 1.5 1.8 1.5 1.6 1.2 1.0 1.2 1.3 1.0 0.9 1.1 1.2 1.3 1.0 1.1 1.7 1.3 1.4 1.1 1.2 1.0 1.1 1.0 1.0 0.9 1.3 1.3 1.0 1.3 1.0

21 木津川 流末 - - 1.9 1.5 2.6 1.2 1.4 1.4 0.8 1.0 1.1 1.0 0.9 0.8 1.6 1.5 1.2 0.8 1.9 0.9 1.0 1.3 1.4 1.2 1.4 1.5 1.4 1.2 1.4 1.1 1.1 0.9 0.7 1.0 1.2 1.4 1.4 0.7

22 木見川 流末 - - 1.9 1.3 1.3 1.2 1.1 1.0 0.7 1.3 0.7 0.8 0.8 1.0 1.1 1.6 1.6 1.2 1.3 1.1 1.3 1.3 1.5 0.9 1.5 1.3 1.1 1.1 1.0 0.8 0.6 0.9 1.1 1.2 1.1 1.2 1.2 0.7

23 櫨谷川 流末 - - 3.3 1.8 1.3 1.3 1.5 1.6 1.7 1.3 1.1 1.1 0.9 0.9 0.8 0.9 0.8 0.7 0.8 1.2 1.2 0.8 0.8 1.0 0.9 1.5 1.2 1.0 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 1.1 1.1 1.0 1.1 1.2

24 天上川 流末 - - 8.7 8.7 5.6 6.7 7.5 6.6 9.6 12 10 9.9 6.2 3.5 2.7 2.1 1.9 1.9 2.3 2.2 2.3 1.6 1.4 1.6 3.2 2.0 2.6 1.4 1.4 1.4 1.4 1.9 1.6 1.6 2.0 2.1 1.7 -

25 伊　川 水道橋 Ｃ - - 3.2 3.4 5.3 2.9 4.0 6.0 3.0 2.8 2.9 2.3 2.7 2.0 2.7 3.1 2.0 2.1 2.2 1.3 1.5 1.9 1.7 2.1 2.6 1.9 2.2 2.8 1.6 1.5 1.9 1.5 1.7 1.3 1.7 1.4 1.4 1.2

26 伊　川 白水橋 Ｃ - 6.2 5.2 6.3 4.0 6.0 2.6 2.1 2.3 2.4 5.5 3.2 2.9 6.9 6.9 6.5 5.2 6.3 5.1 4.5 4.6 1.6 1.6 1.6 2.1 2.2 1.6 1.4 1.6 - - - - - - - - -

27 伊　川 二越橋 Ｃ 10 14 10 5.4 4.4 8.9 13 11 8.5 7.0 7.1 9.2 7.7 8.8 12 7.9 9.1 5.6 4.3 4.4 2.5 2.4 2.0 2.4 2.9 2.3 2.3 1.6 2.4 1.8 1.5 1.6 1.0 1.2 1.2 1.2 1.5 1.1

補５ 明石川 平野橋 Ｂ - - - - - - - - - - - - - - 1.6 1.4 1.5 1.0 1.6 1.9 1.8 - - - - - - - - - - - - - - - - -

補６ 明石川 旧水源 Ｂ - - - - - - - - - - 2.9 2.5 3.2 3.0 4.1 4.4 5.0 7.2 6.7 5.4 7.8 7.6 5.3 5.5 3.2 1.8 2.6 2.6 2.5 1.9 0.8 1.7 0.9 1.4 2.1 1.8 2.5 3.6

補８ 伊　川 上脇橋 Ｃ - - - - - - - - - - - - - - 2.1 1.5 1.8 1.9 2.3 1.4 1.4 - - - - - - - - - - - - - - - - -

補22 明石川 西戸田 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.9

28 鰈　川 西区岩岡町 - - 2.0 2.4 0.9 1.5 1.7 1.5 1.3 1.7 1.5 1.3 1.8 1.6 1.2 1.3 1.5 1.9 1.4 1.3 1.4 1.9 1.8 1.4 1.7 1.5 1.1 1.1 1.2 1.2 1.5 0.9 0.7 1.4 1.1 1.8 1.3 1.2
29 印籠川 西区岩岡町 - - 1.6 1.8 1.2 1.9 1.7 2.0 1.2 0.6 1.6 1.3 4.2 2.7 1.4 3.1 4.1 4.4 2.2 2.4 2.4 2.8 6.3 1.7 3.1 2.2 2.1 1.6 3.0 3.0 2.3 3.0 1.8 2.2 1.7 3.0 1.9 2.3

30 要玄寺川 琴田橋 75 47 31 15 6.2 5.4 4.3 4.9 6.3 4.5 4.1 2.8 8.5 3.1 1.6 1.6 1.4 2.0 1.9 1.8 2.6 1.8 2.3 1.4 3.3 1.3 1.1 1.4 1.0 1.5 1.6 1.4 1.0 2.0 3.6 1.5 2.2 1.3

31 天上川 天上川橋 - 88 34 21 6.9 5.5 4.5 3.6 2.8 2.7 2.8 2.2 1.8 1.1 1.3 1.4 8.4 2.6 2.0 2.9 2.8 1.7 1.7 1.8 1.8 2.1 1.2 1.1 0.9 1.2 1.5 1.8 1.4 2.0 2.0 1.6 1.9 1.6

32 住吉川 住吉川橋 - 2.8 2.0 1.3 1.2 1.3 0.9 0.7 0.6 0.5 0.6 0.5 0.5 0.5 0.6 0.5 0.5 0.6 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.6 0.7 0.5 0.5 0.5 0.7 0.5 0.6 0.5 0.5 0.8 0.7 0.6 0.7 0.6

33 天神川 辰巳下橋 - 63 58 43 8.4 14 7.5 5.1 3.3 3.1 3.4 2.7 2.9 3.8 3.4 3.8 3.7 3.2 2.9 3.1 5.1 4.0 3.0 2.2 1.3 1.5 1.8 2.4 3.3 2.3 0.9 2.3 1.5 3.2 4.2 4.3 3.7 2.3

34 石屋川 石屋川橋 - 27 52 39 11 5.6 3.0 2.7 2.7 1.8 2.3 1.7 1.5 1.9 1.8 1.6 1.4 1.1 1.4 1.2 1.2 1.2 1.0 2.1 1.6 2.1 1.4 0.9 1.2 1.4 1.1 0.9 1.3 2.0 2.5 1.4 1.9 1.2

35 高羽川 玉利橋 - 81 53 50 11 12 7.9 5.4 8.7 5.8 12 4.0 7.8 5.7 6.0 6.0 6.6 7.5 4.4 5.0 4.4 4.1 4.4 2.6 2.4 1.6 1.7 1.2 1.4 1.7 4.8 4.0 3.2 2.1 3.0 3.4 2.4 3.5

36 都賀川 昌平橋 - 40 53 25 4.6 6.5 4.3 3.6 3.1 3.1 2.7 6.1 1.9 1.5 1.5 1.3 1.4 1.3 1.1 1.0 1.3 1.0 0.9 1.2 1.1 1.0 0.9 0.6 0.7 0.5 0.7 0.7 0.5 0.9 0.9 0.8 0.8 0.6

37 西郷川 流末 - 49 48 25 5.2 6.0 7.3 5.2 4.4 3.4 3.3 2.1 2.8 2.2 2.7 2.6 1.8 2.6 2.2 1.6 2.3 1.6 1.4 1.5 1.8 2.2 1.4 1.3 0.7 1.5 1.6 1.2 1.2 1.6 1.1 0.9 1.0 1.1

38 生田川 小野柄橋 - 32 39 8.8 4.4 2.8 6.6 16 14 3.7 5.8 4.3 3.2 3.8 2.6 2.9 1.6 3.1 2.1 1.8 2.9 1.8 1.7 2.1 2.2 2.8 1.8 0.7 0.8 1.1 0.8 1.1 1.1 0.9 1.3 1.1 0.9 0.8

39 布引水源池 水源池上流 - 2.1 0.9 1.1 0.5 1.1 0.8 0.6 0.9 0.7 0.5> 0.5> 0.5 0.5 0.5 0.5> 0.5 0.5 0.5 0.5> 0.5 0.5 0.5 0.5> 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5> 0.5> 0.5 0.5 0.5 0.6 0.5 0.5 0.5> 0.5
40 宇治川 山手幹線上流 - - 16 15 5.4 3.7 4.9 4.5 3.7 4.2 3.0 3.4 2.6 2.6 3.1 2.3 2.2 4.8 3.7 2.9 2.6 2.6 2.0 2.4 2.3 2.1 1.5 2.0 2.5 2.2 1.8 1.3 3.2 2.0 2.4 2.2 1.3 1.5

41 新湊川 南所橋 54 41 30 20 20 23 22 20 11 12 12 12 12 11 9.6 9.0 11 12 18 18 16 16 11 12 18 13 4.2 4.7 3.8 5.5 3.4 1.4 1.5 1.9 1.9 1.5 1.5 1.4

42 天王谷川 雪御所公園東 - 9.0 11 12 2.5 4.4 5.4 5.2 7.1 3.1 2.7 3.3 1.8 4.1 4.2 3.7 3.5 1.9 2.3 0.9 0.8 0.7 0.8 0.9 0.6 0.5 0.5 0.9 0.5 0.5> 0.5> 0.5> 0.5> 0.9 0.8 0.7 0.7 *

43 烏原川 水源池上流 - - 4.4 6.7 3.1 1.7 1.6 1.7 1.4 0.8 0.6 0.6 0.5 0.6 0.7 0.7 0.7 0.6 0.7 0.8 0.5 0.6 0.6 0.6 0.7 0.5 0.6 0.6 0.6 0.5 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.7

44 イヤガ谷川 水源池上流 - - 11 11 6.5 14 17 18 10 8.5 10 11 7.6 5.3 2.0 1.6 1.5 0.9 1.1 1.0 1.0 1.1 0.8 0.9 1.1 0.7 0.6 0.6 0.8 0.8 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 1.1 0.7

45 烏原水源池 取水塔前
＊

- 5.7 5.5 8.5 1.9 3.0 3.0 2.2 2.5 2.2 2.4 3.5 2.0 1.0 1.6 1.3 1.7 1.5 1.5 1.5 1.6 1.7 1.2 2.0 2.1 1.9 1.4 1.1 1.3 3.6 - - - - - - - -

46 苅藻川 八雲橋 - 51 42 42 19 23 27 21 11 7.8 8.3 6.8 4.9 4.0 3.5 3.4 3.3 3.1 4.3 3.3 2.4 2.4 2.0 2.7 2.4 2.2 2.0 1.8 1.9 2.1 2.1 2.1 1.4 1.6 1.6 1.7 1.3 *

47 妙法寺川 若宮橋 - 48 45 32 17 23 25 27 22 12 8.6 6.3 4.6 4.0 3.0 2.9 3.0 2.4 3.2 2.8 2.6 2.6 1.7 3.1 3.2 2.3 1.9 1.6 1.4 1.3 1.2 1.2 1.2 1.4 1.3 1.2 1.6 1.5

48 千森川 流末 - 49 32 17 5.6 7.0 8.1 8.0 7.0 5.2 7.2 5.9 5.3 10 8.3 9.5 8.5 10 5.6 5.0 4.9 5.1 3.3 3.6 4.8 6.5 3.3 2.6 2.8 3.5 3.6 3.1 3.7 2.7 2.5 2.3 2.6 *

49 一の谷川 流末 - 7.5 5.2 5.0 2.2 2.4 2.1 3.0 1.7 1.3 1.1 2.1 1.4 1.8 1.2 1.1 0.8 0.7 1.4 1.4 0.7 1.3 0.9 0.8 0.8 0.8 0.6 0.7 0.8 0.7 1.1 0.9 0.7 0.8 1.1 1.2 1.4 *

50 塩屋谷川 流末 - 58 60 52 31 37 39 35 35 31 32 25 47 37 27 21 12 11 5.6 3.8 3.5 3.2 3.5 4.3 2.9 3.2 2.2 2.2 2.2 2.7 2.5 2.6 1.6 1.9 2.4 2.2 2.1 *

51 福田川 福田橋 Ｅ 56 54 39 28 16 14 12 10 8.5 9.6 8.5 10 12 12 7.1 5.8 6.6 9.6 12 10 10 10 2.2 2.4 2.4 2.3 1.8 2.3 1.8 1.5 1.4 1.1 1.0 1.5 1.5 1.6 1.7 1.4
52 山田川 山田橋 - 137 76 129 27 24 25 16 16 19 17 14 15 10 7.6 7.7 4.6 2.9 3.2 2.3 2.3 2.1 1.6 1.7 2.1 1.8 1.6 1.5 1.6 1.3 1.1 1.2 0.9 1.3 1.2 1.3 1.4 1.7

※

＊

S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 Ｈ１ Ｈ２ Ｈ３ Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
- 4.9 3.0 3.4 2.3 3.2 5.3 4.3 3.5 3.6 3.7 3.8 3.5 3.4 3.5 3.1 3.5 2.1 2.0 1.6 1.7 1.6 1.4 1.8 1.9 1.8 1.3 1.3 1.4 1.2 1.1 0.9 1.0 1.2 1.2 1.3 1.3 1.4
7.6 8.3 3.7 3.2 2.6 3.1 3.4 3.1 2.8 3.0 3.0 2.9 2.8 2.7 3.0 2.8 2.7 2.4 2.2 2.0 1.9 1.6 1.8 1.5 2.0 1.8 1.6 1.4 1.5 1.4 1.3 1.4 1.2 1.4 1.4 1.5 1.4 1.2
- 25 31 12 3.4 3.5 3.9 6.8 5.9 2.4 3.0 3.6 1.9 1.9 1.6 1.6 1.2 1.7 1.2 1.1 1.6 1.1 1.0 1.3 1.3 1.4 1.1 0.6 0.7 0.7 0.7 0.8 0.7 0.9 1.0 0.8 0.8 0.7
55 48 38 27 18 20 20 19 14 11 9.7 9.4 9.5 9.0 6.6 5.9 6.9 8.0 11 10 9.5 9.5 5.0 5.8 7.9 5.9 2.6 2.9 2.3 2.8 2.0 1.2 1.2 1.6 1.6 1.5 1.6 1.4

※東部都市河川は住吉川・都賀川・生田川、西部都市河川は新湊川・妙法寺川・福田川の平均値。
※平均値には、補助地点は含まない。

烏原水源池は、昭和52年度までは表層、昭和53年度以降は全層（表層と中層の平均値）のデータである。また、平成13度よ
り工事のため貯水しておらず、平成19年度も通年欠測であった。

西部都市河川水域

流域名
北神水域
西神水域
東部都市河川水域

西部都市河川のうち小規模河川については、ローリング方式のため平成20年度は測定していない。



（2）　湖沼

　①　COD75%水質値及び年平均値

　　ア．千苅水源池（mg／L）
S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

75%水質値 2.8 2.9 2.8 2.6 2.4 2.5 2.8 2.7 2.9 2.4 3.3 2.8 2.1 2.8 2.9 2.7 2.7 2.9 3.5 2.9 2.9 3.0 3.3 3.5 3.5 3.0 3.0 3.2 2.8 2.8 3.6 4.0

年平均値 2.6 2.7 2.8 2.3 2.2 2.3 2.4 2.6 2.4 2.4 2.9 2.6 2.2 2.6 2.5 2.6 2.6 2.4 3.0 2.7 2.8 2.8 3.0 3.3 2.7 2.8 2.8 2.9 2.3 2.6 3.1 3.6

表層 年平均値 2.9 3.0 3.2 2.7 2.6 2.7 2.7 2.9 2.7 2.8 3.3 2.9 2.4 2.7 2.9 2.9 3.0 2.9 3.3 3.1 3.2 3.5 3.2 3.7 3.1 2.9 3.1 3.3 2.2 2.8 3.7 4.3

下層 年平均値 2.3 2.3 2.4 1.8 1.8 1.9 2.0 2.2 2.0 2.0 2.6 2.3 2.0 2.3 2.0 2.3 2.2 1.8 2.7 2.3 2.3 2.0 2.7 2.8 2.4 2.7 2.4 2.5 2.3 2.5 2.6 2.8

　　（環境基準適合率（千苅水源池・COD・全層））
S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

83 75 75 92 92 92 83 83 92 92 67 92 92 83 83 75 83 91 42 83 75 75 58 50 42 75 75 67 83 83 58 58

10/12 9/12 9/12 11/12 11/12 11/12 10/12 10/12 11/12 11/12 8/12 11/12 11/12 10/12 10/12 9/12 10/12 11/12 5/12 10/12 9/12 9/12 7/12 6/12 5/12 9/12 9/12 8/12 10/12 10/12 7/12 7/12

　　イ．衝原湖（mg／L）
S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

75%水質値 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 4.2 4.7 4.2 4.4 3.6 4.2 3.9 3.8 4.3 4.2 5.1 4.6 3.8 4.7 4.0 4.5

年平均値 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 4.0 4.3 4.0 3.8 4.0 4.0 3.8 3.8 3.8 4.4 5.5 4.3 3.9 4.6 4.2 4.3

表層 年平均値 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 4.1 4.5 4.1 4.1 4.4 4.1 3.9 3.9 4.1 4.6 7.0 4.6 4.0 5.0 4.4 4.6

下層 年平均値 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 3.8 4.1 3.9 3.6 3.5 3.9 3.6 3.6 3.5 3.8 3.9 4.1 3.8 4.3 3.9 4.0

　②　全窒素・全燐の年平均値

　　ア．千苅水源池（mg／L）
S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

表層 0.5 0.4 0.5 0.6 0.5 0.7 0.5 0.5 0.55 0.51 0.49 0.46 0.50 0.53 0.48 0.48 0.44 0.60 0.65 0.62 0.51 0.67 0.52 0.66 0.59 0.46 0.59 0.60 0.47 0.58 0.50 0.67

下層 0.7 0.5 0.7 0.6 0.6 0.7 0.6 0.6 0.61 0.62 0.59 0.56 0.54 0.61 0.57 0.62 0.50 0.75 0.74 0.66 0.59 0.61 0.62 0.71 0.73 0.59 0.58 0.64 0.62 0.67 0.61 0.65

表層 <0.01 <0.01 <0.01 0.02 0.02 0.02 0.02 0.01 0.021 0.019 0.016 0.023 0.022 0.027 0.019 0.012 0.021 0.017 0.030 0.027 0.021 0.032 0.017 0.025 0.016 0.016 0.027 0.040 0.017 0.026 0.019 0.026

下層 <0.01 <0.01 0.02 0.03 0.02 0.02 0.03 0.02 0.021 0.016 0.018 0.026 0.022 0.030 0.015 0.014 0.020 0.017 0.035 0.022 0.021 0.020 0.027 0.028 0.021 0.027 0.025 0.033 0.022 0.025 0.019 0.038

　　イ．衝原湖（mg／L）
S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

表層 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 0.73 1.1 1.1 0.96 0.77 0.89 0.79 0.80 0.75 0.85 0.82 0.86 0.86 0.92 0.57 0.83

下層 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 0.73 1.1 1.1 0.92 0.72 0.88 0.74 0.73 0.76 0.79 0.72 0.81 0.74 0.83 0.57 0.78

表層 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 0.024 0.025 0.034 0.030 0.032 0.026 0.028 0.024 0.032 0.048 0.053 0.031 0.029 0.031 0.023 0.027

下層 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 0.024 0.025 0.034 0.030 0.021 0.026 0.027 0.024 0.031 0.027 0.025 0.032 0.025 0.033 0.023 0.029

年度

年度

全層

年度

全層

年度

環境基準･適合率（％）

達成日数／測定日数

全
燐

全
窒
素

全
燐

年度

全
窒
素



(3) 　海域

　　①　COD75％水質値（mg／L）
№ 海域名 地点名 類型 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

53 第4工区東 深江フェリー埠頭 - - - - 4.3 3.8 5.6 5.8 6.5 5.2 6.3 6.0 7.4 6.6 5.8 4.8 9.4 6.9 3.7 5.5 4.4 - - - - - - - - - - - - - - - - -

55 六甲アイランド東 フェリー埠頭 - - - - - - - - - 4.9 5.3 5.4 4.9 4.8 3.7 3.9 6.8 4.8 4.6 5.0 3.8 - - - - - - - - - - - - - - - - -

56 第２工区南 六甲大橋 - - - - 3.6 4.1 4.7 4.6 5.6 4.8 5.7 5.7 4.9 6.1 3.9 4.7 9.0 5.1 4.4 4.5 4.3 5.3 5.5 5.8 5.8 5.1 5.4 4.6 4.5 5.4 5.7 6.2 7.7 5.2 5.5 6.4 5.4 5.7

58 摩耶埠頭 第四突堤南 - 1.5 1.4 2.9 3.9 4.1 3.3 4.1 3.4 5.8 5.2 5.5 4.3 4.5 3.3 5.0 7.2 4.9 4.7 4.7 4.0 - - - - - - - - - - - - - - - - -

59 葺合港 摩耶大橋 1.7 1.8 1.2 1.7 2.4 3.8 2.6 2.8 3.6 4.3 2.9 4.2 3.7 4.2 3.9 4.4 6.9 4.5 3.0 4.7 3.8 4.1 5.2 5.4 4.7 4.0 3.8 4.4 3.7 5.9 5.0 5.1 6.0 4.5 4.7 5.5 4.6 4.2

60 ポートアイランド東 中埠頭東 - 2.1 1.4 3.6 2.3 3.6 3.4 4.1 3.4 4.1 4.4 5.5 4.1 5.8 3.7 4.0 7.1 4.1 4.1 4.1 4.2 - - - - - - - - - - - - - - - - -

61 神戸港東 神戸大橋 1.5 2.1 1.4 2.2 3.6 3.5 3.1 3.2 3.5 3.6 3.7 4.9 3.8 4.3 3.8 4.1 5.8 5.2 4.1 5.1 3.5 3.9 4.7 3.4 4.2 3.7 3.3 4.2 4.0 5.4 4.3 5.7 6.5 4.0 4.5 5.1 5.1 4.8

63 神戸港西 兵庫第二突堤南 - 0.5 1.0 2.0 3.0 3.3 3.5 3.0 2.7 3.7 3.5 2.8 3.3 3.9 3.7 4.1 4.9 3.7 3.9 3.9 4.4 - - - - - - - - - - - - - - - - -

64 兵庫運河 材木橋 3.9 3.4 2.4 2.9 3.9 3.7 4.2 4.2 4.3 4.3 4.3 4.6 5.0 5.3 5.8 5.4 6.3 4.9 4.6 5.5 5.5 4.9 5.1 4.0 4.6 5.0 4.8 4.6 4.8 4.2 4.6 4.4 5.6 4.5 4.3 4.4 4.1 5.0

65 六甲アイランド南 沖合（３） - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 5.2 5.8 4.2 4.4 4.8 4.9 6.5 5.6 7.1 5.5 5.6 4.6 5.3 6.1

76 第４工区南 沖合（1） - - - - - - - - - - - - - - 6.0 5.3 8.5 6.1 5.5 5.6 4.0 4.3 4.6 5.7 5.7 6.9 5.6 5.3 4.4 5.5 6.1 6.3 8.2 5.3 6.0 5.6 5.7 5.8

79 ポートアイランド東 第６防波堤北 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 3.9 5.8 5.0 4.8 5.1 4.7 4.2 3.9 5.1 4.9 5.5 6.2 5.2 4.8 5.4 5.5 4.7

80 神戸港 中　央 - - - - - - - - - - - 3.9 3.4 4.9 4.6 4.6 5.7 4.0 4.6 4.0 3.5 3.0 4.8 3.9 3.7 3.9 3.7 4.0 3.4 5.2 4.2 5.6 6.3 3.9 4.3 5.0 5.0 4.7

補11 東部運河東 東魚崎橋 - - 3.7 5.5 5.7 5.2 6.7 7.9 6.4 7.2 6.9 7.0 8.7 8.0 9.4 8.9 8.0 7.1 6.4 5.9 5.8 3.6 4.5 8.2 5.9 4.7 4.8 5.0 3.5 - - - - - - - - -

補12 六甲水路 住吉川河口南 - - - - 4.2 4.1 5.7 8.2 5.7 6.4 7.2 6.4 6.4 7.4 5.6 5.6 9.1 6.8 6.8 6.6 6.6 - - - - - - - - - - - - - - - - -

補19 東神戸水路 東部市場西 2.0 2.3 2.0 3.5 3.4 4.1 4.4 5.4 5.7 4.2 7.0 5.8 5.3 5.1 4.5 5.1 10 6.8 4.4 5.4 4.2 3.9 3.5 6.7 6.3 7.6 - - - - - - - - - - - -

補20 東部運河西 石屋川河口南 - - 2.6 4.1 3.2 4.6 5.2 3.9 3.4 4.1 4.1 4.6 3.6 7.6 4.7 4.8 5.5 4.1 3.2 4.4 6.0 3.8 2.6 4.0 3.7 3.4 - - - - - - - - - - - -

62 ポートアイランド南 沖合（１） - - - - - - - - - - - - - - 4.4 4.5 4.9 4.8 4.2 4.8 4.0 3.5 4.5 4.2 4.4 4.1 3.6 4.0 3.8 4.6 4.8 5.0 6.9 4.8 4.6 4.9 4.8 4.3

65 六甲アイランド南 沖合（１） - - - - - - - - - - - - 4.1 4.3 4.8 4.5 6.6 5.7 4.5 5.1 4.3 4.2 5.0 5.2 - - - - - - - - - - - - - -

66 第１防波堤南 沖合 - - - - - - - - - - - - 3.1 4.1 4.4 4.3 6.5 4.6 4.2 4.7 3.8 3.7 4.8 2.9 4.3 3.6 3.2 4.5 3.8 4.7 3.9 5.2 6.0 3.9 3.9 4.9 4.7 4.2

67 苅藻南 神戸灯台南 - 1.4 1.2 2.8 2.6 2.6 2.6 2.1 2.8 3.1 3.3 3.2 2.6 4.3 3.4 3.6 5.4 3.8 3.7 4.7 3.7 3.2 5.0 2.8 3.7 3.2 3.4 4.0 3.6 4.3 3.5 4.1 6.1 3.2 3.6 4.0 3.6 4.3

68 苅藻島南 沖合 - - - - - - - - - - - - 2.8 4.2 4.1 3.4 4.9 3.8 3.5 4.3 3.6 3.4 4.3 3.2 3.6 3.7 3.1 4.0 3.4 4.5 3.6 4.3 6.1 3.3 3.9 4.6 4.2 4.4

69 長田港 港口 1.4 1.6 1.6 2.0 3.3 3.6 2.9 2.4 2.1 2.7 2.6 2.8 2.4 3.9 2.8 3.1 4.2 3.3 3.5 3.9 3.6 3.5 2.3 2.6 - - - - - - - - - - - - - -

77 第４工区南 沖合（２） - - - - - - - - - - - - - - 3.6 4.8 7.6 5.0 4.8 5.4 3.9 3.7 3.9 5.5 5.5 6.0 4.3 4.4 4.4 6.2 5.9 5.8 6.6 4.8 5.6 4.8 4.9 5.5

78 六甲アイランド南 観測塔 - - - - - - - - - - - - - - - - 5.7 4.3 3.7 5.0 3.7 3.9 3.6 3.6 4.4 5.1 3.8 4.2 4.0 5.3 5.0 5.1 7.0 4.3 4.8 4.9 5.1 5.4

81 六甲アイランド南 沖合（２） - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 3.8 4.4 4.4 4.3 5.5 4.0 4.0 3.6 4.1 5.1 5.4 6.8 4.4 4.2 4.3 4.9 4.7

補17 苅藻運河 苅藻橋 4.6 2.7 3.6 4.6 4.4 4.7 4.0 3.1 4.0 4.0 4.6 5.0 5.3 4.0 4.8 4.9 3.7 4.7 4.3 3.6 - - - - - - - - - - - - - - - - -

70 須磨港 西防波堤 - - 1.0 3.0 1.7 2.2 2.5 2.2 2.1 2.5 1.7 2.9 3.0 3.6 2.4 3.2 3.6 3.0 2.9 3.6 4.1 3.2 4.4 3.0 3.0 3.0 2.6 3.6 3.2 4.7 3.0 3.9 4.8 3.0 3.5 3.9 4.0 3.5

71 須磨海域 ＪＲ須磨駅南 - 0.6 0.5 4.1 2.5 2.9 2.3 1.6 2.3 3.2 1.7 3.6 3.0 3.6 2.5 3.2 3.4 2.7 3.2 3.8 2.9 2.5 3.4 2.0 2.6 3.2 2.7 3.5 3.4 4.0 3.0 3.9 4.1 2.6 3.3 3.6 3.6 3.2

72 須磨海域 海釣公園 - - - - - - - 1.9 2.0 2.9 1.8 3.1 3.4 4.8 2.9 3.1 4.1 3.0 3.3 3.8 3.6 3.0 5.2 2.5 2.6 2.8 2.7 3.7 3.4 4.2 2.8 3.5 4.8 2.8 3.3 3.4 3.4 3.9

73 塩屋海域 塩屋漁港 - 0.3 0.4 2.7 1.6 2.5 1.8 1.8 1.3 3.0 1.2 2.6 2.4 3.1 2.4 2.4 3.3 2.8 3.6 2.7 3.3 - - - - - - - - - - - - - - - - -

74 垂水海域 垂水漁港 - - 0.3 1.8 1.5 1.8 1.4 1.6 1.5 2.3 1.4 2.3 2.4 2.3 2.3 2.9 3.0 2.9 3.0 2.9 2.8 2.1 3.1 2.3 2.1 2.3 3.0 3.2 3.0 2.9 2.5 2.6 3.8 2.2 2.5 2.9 2.5 3.5

75 舞子海域 舞子漁港 - - - - - - - 1.6 1.3 1.9 1.3 2.6 2.6 1.8 2.7 2.2 2.4 2.8 2.4 2.9 2.3 1.7 1.8 1.7 1.7 2.0 2.6 2.8 2.8 2.2 2.0 2.4 2.7 2.0 2.3 2.6 2.2 1.8

82 ポートアイランド南 沖合（３） - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 3.4 4.7 3.4 5.0 3.8 3.1 3.6 3.5 3.7 3.2 4.8 5.4 3.7 3.9 4.0 4.3 4.2

83 垂水海域 沖合 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1.8 3.0 2.0 1.9 2.3 3.2 2.8 3.2 2.1 2.7 2.6 3.3 2.1 2.7 2.5 2.2 2.1

補18 垂水海域 平磯海釣公園 - - - - - - - - - - - - - - 1.8 2.9 3.5 2.9 3.1 3.1 2.6 - - - - - - - - - - - - - - - - -

注1）

注2）

【ＣＯＤ】75％水質値の類型別平均値（㎎／L）  　　※平均値には、補助地点は含まない。

S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 Ｈ１ Ｈ２ Ｈ３ Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

- 0.5 0.6 2.9 1.8 2.4 2.0 1.8 1.8 2.6 1.5 2.9 2.8 3.2 2.5 2.8 3.3 2.9 3.1 3.3 3.2 2.5 3.7 2.4 2.7 2.8 2.8 3.3 3.2 3.4 2.7 3.4 4.1 2.6 3.1 3.3 3.2 3.2

1.4 1.5 1.4 2.4 3.0 3.1 2.8 2.3 2.5 2.9 3.0 3.0 3.0 4.2 3.9 4.0 5.7 4.4 4.0 4.7 3.8 3.7 4.2 3.8 4.3 4.5 3.6 4.2 3.8 4.8 4.5 5.0 6.5 4.1 4.4 4.6 4.6 4.7

2.4 1.9 1.5 2.6 3.4 3.7 3.8 4.0 4.1 4.5 4.6 4.9 4.5 5.0 4.4 4.6 7.1 4.9 4.3 4.8 4.1 4.2 5.1 4.7 4.8 4.9 4.4 4.5 4.2 5.2 5.2 5.6 6.7 4.8 5.0 5.3 5.1 5.1Ｃ類型

Ａ類型

Ｂ類型

Ｃ
類
型

Ｂ
類
型

Ａ
類
型

水域

№65　六甲アイランド・沖合（3）は、平成7年度よりＢ類型水域からＣ類型水域に地点を移動している。この際、地点名を六甲アイランド・沖
合（1）から変更している。

№82　ポートアイランド南・沖合（3）は平成7年度よりＡ類型水域内で地点を移動している。この際､地点名をポートアイランド南・沖合（2）か
ら変更している。



　　②　COD年平均値（mg／L）
№ 海域名 地点名 類型 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

53 第4工区東 深江フェリー埠頭 - - - - 3.5 3.0 4.1 4.5 5.6 5.3 5.3 5.6 6.9 4.8 4.3 4.3 8.5 5.8 3.7 4.7 3.8 - - - - - - - - - - - - - - - - -

55 六甲アイランド東 フェリー埠頭 - - - - - - - - - 5.3 3.6 4.1 4.7 3.1 3.2 3.6 4.8 4.0 3.6 4.5 3.7 - - - - - - - - - - - - - - - - -

56 第２工区南 六甲大橋 - - - - 2.9 3.1 4.0 4.3 4.2 5.1 4.5 4.7 4.5 4.6 3.3 4.1 6.6 4.8 3.6 4.0 3.8 3.6 4.4 5.4 4.5 4.6 4.1 4.0 4.0 4.4 4.7 5.1 6.3 4.8 5.0 4.7 4.6 5.0

58 摩耶埠頭 第四突堤南 - 3.0 1.1 2.1 2.7 3.0 2.9 3.3 3.0 4.5 3.7 4.5 3.6 3.5 3.1 4.0 5.2 4.1 3.7 4.4 3.6 - - - - - - - - - - - - - - - - -
59 葺合港 摩耶大橋 1.2 1.3 1.1 1.5 2.3 2.5 2.1 2.7 3.1 5.1 3.5 3.3 2.9 3.1 3.2 4.2 5.2 3.5 2.9 3.8 3.4 3.3 3.6 4.4 3.7 3.7 3.3 3.6 3.4 4.1 3.7 4.1 5.1 4.0 4.4 4.5 4.1 4.0

60 ポートアイランド東 中埠頭東 - 2.1 1.1 3.0 1.9 2.6 2.8 2.9 3.1 3.9 3.3 4.3 3.5 4.2 3.4 3.9 5.0 3.6 3.4 3.9 3.4 - - - - - - - - - - - - - - - - -

61 神戸港東 神戸大橋 1.2 1.4 1.0 1.8 2.4 2.5 2.4 2.8 3.0 3.5 3.6 4.1 3.1 3.3 3.5 3.8 5.2 4.4 3.5 3.8 3.2 2.8 3.1 3.2 3.2 3.6 3.1 3.7 3.7 4.1 3.8 4.4 5.3 3.8 4.2 4.2 4.1 4.0

63 神戸港西 兵庫第二突堤南 - 0.8 0.8 1.5 2.4 2.8 2.8 2.4 3.2 4.7 2.9 2.5 2.6 3.6 3.4 3.4 4.2 3.3 3.0 3.5 3.4 - - - - - - - - - - - - - - - - -

64 兵庫運河 材木橋 3.2 2.7 2.0 2.6 3.2 3.2 3.9 3.7 3.4 3.8 3.9 4.2 4.7 4.6 4.5 4.5 5.5 4.7 4.2 5.1 4.5 4.3 4.4 4.2 4.0 4.7 4.3 4.0 4.8 4.5 4.9 4.4 4.9 4.2 4.3 4.3 4.2 4.0

65 六甲アイランド南 沖合（３） - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 4.1 5.0 4.1 4.1 4.2 4.3 4.8 4.8 5.8 4.7 4.9 4.3 4.5 4.6

76 第４工区南 沖合（1） - - - - - - - - - - - - - - 4.1 5.1 6.1 4.7 4.6 4.8 3.6 3.3 4.1 5.0 4.4 5.2 4.5 4.7 4.6 4.4 5.1 5.3 6.2 4.9 5.6 4.6 4.7 4.7

79 ポートアイランド東 第６防波堤北 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 3.0 3.8 4.3 3.7 4.4 4.1 3.9 3.7 4.1 4.0 4.4 5.3 4.7 4.4 4.5 4.3 4.2

80 神戸港 中央 - - - - - - - - - - - 3.4 3.0 3.5 3.6 4.0 4.5 4.1 4.2 3.5 3.1 2.6 3.4 3.5 3.1 3.5 3.4 3.7 3.2 4.0 3.6 4.5 5.1 3.4 4.0 4.1 3.9 3.7

補11 東部運河東 東魚崎橋 - - 15 5.6 4.9 5.4 5.9 7.3 5.3 6.3 5.9 6.5 8.8 7.4 7.7 8.1 6.3 6.6 4.4 4.8 3.9 3.3 3.8 6.1 4.6 4.3 5.0 4.7 3.7 - - - - - - - - -

補12 六甲水路 住吉川河口南 - - - - 3.5 3.3 4.7 5.7 5.4 7.2 5.8 6.8 5.4 5.8 4.5 5.1 7.3 6.4 4.9 5.3 5.5 - - - - - - - - - - - - - - - - -

補19 東神戸水路 東部市場西 1.6 2.5 1.4 3.3 3.0 3.0 3.2 4.1 4.4 4.8 5.9 7.4 5.5 4.3 4.2 4.9 7.8 5.2 3.6 4.4 3.9 3.7 3.5 5.5 4.9 5.4 - - - - - - - - - - - -

補20 東部運河西 石屋川河口南 - - 2.9 3.2 2.6 2.9 3.5 3.2 2.7 5.0 5.0 3.7 3.4 5.2 4.3 4.6 5.1 3.8 3.2 4.2 4.1 3.0 3.5 4.0 4.0 3.1 - - - - - - - - - - - -

62 ポートアイランド南 沖合（１） - - - - - - - - - - - - - - 4.0 4.0 4.4 3.5 3.3 3.7 3.4 3.1 3.5 3.6 3.3 3.6 3.4 3.5 3.4 3.8 3.8 4.2 5.6 4.1 4.1 4.1 3.9 4.0

65 六甲アイランド南 沖合（１） - - - - - - - - - - - - 3.5 3.2 4.1 4.2 4.8 4.1 4.0 4.6 3.2 3.4 3.9 4.4 - - - - - - - - - - - - - -

66 第１防波堤南 沖合 - - - - - - - - - - - - 2.6 3.2 3.2 3.3 4.6 3.6 3.7 3.8 3.3 3.0 3.4 3.0 3.3 3.4 3.4 3.8 3.6 3.6 3.4 4.1 4.9 3.5 3.8 4.0 3.7 3.6

67 苅藻南 神戸灯台南 - 1.1 1.1 2.5 1.9 2.5 2.3 1.9 2.2 3.8 3.7 3.2 2.2 3.2 3.1 3.4 4.3 3.0 3.2 3.4 3.0 2.5 3.5 2.6 3.0 2.9 3.1 3.4 3.2 3.5 3.3 3.6 4.7 2.9 3.4 3.4 3.4 3.5

68 苅藻島南 沖合 - - - - - - - - - - - - 2.3 2.8 3.4 3.3 3.9 2.9 3.2 3.4 3.2 2.5 3.2 2.8 3.0 3.4 2.8 3.4 3.1 3.4 3.4 3.7 4.6 3.0 3.6 3.5 3.4 3.4

69 長田港 港口 0.9 1.2 1.3 1.7 2.9 2.5 2.2 2.0 2.3 3.0 2.5 2.4 2.3 2.5 2.5 2.8 3.7 2.8 3.1 3.2 2.9 3.0 2.9 2.7 - - - - - - - - - - - - - -

77 第４工区南 沖合（２） - - - - - - - - - - - - - - 3.7 4.4 5.1 4.0 4.1 4.4 3.7 3.1 3.6 4.5 4.0 5.2 3.8 4.1 3.9 4.5 4.7 4.7 5.4 4.6 4.9 4.3 4.2 4.5

78 六甲アイランド南 観測塔 - - - - - - - - - - - - - - - - 4.9 4.1 3.7 4.2 3.1 3.2 3.3 3.5 3.6 4.1 3.6 3.6 3.4 4.1 4.3 4.4 5.5 4.0 4.3 4.1 4.0 4.2

81 六甲アイランド南 沖合（２） - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 3.1 3.3 3.5 3.5 3.9 3.5 3.6 3.4 3.8 4.0 4.4 5.4 4.0 4.0 3.8 3.8 3.9

補17 苅藻運河 苅藻橋 - 5.0 2.9 3.3 3.7 3.5 3.9 3.3 2.6 4.3 4.0 4.2 4.4 3.9 3.4 3.9 4.2 3.3 3.6 4.0 3.3 - - - - - - - - - - - - - - - - -

70 須磨港 西防波堤 - - 0.8 2.4 1.6 2.2 1.6 1.8 2.0 2.7 1.8 2.3 2.2 2.3 2.4 2.7 3.5 2.8 2.8 2.9 2.7 2.5 2.9 2.6 2.5 2.8 2.6 3.1 3.1 3.5 2.8 3.4 4.0 2.6 3.3 3.1 3.4 3.1

71 須磨海域 ＪＲ須磨駅南 - 0.8 0.7 3.0 2.1 2.3 1.6 1.5 2.6 3.2 1.8 2.9 2.2 2.4 2.4 2.8 3.3 2.6 2.7 2.8 2.7 2.2 2.7 2.1 2.3 2.5 2.7 3.0 3.0 3.2 2.9 3.2 3.8 2.2 3.1 3.0 3.1 2.8

72 須磨海域 海釣公園 - - - - - - - 1.6 2.6 2.6 2.1 2.3 2.8 2.9 2.6 2.6 3.6 2.6 3.1 3.1 2.7 2.5 3.3 2.4 2.5 2.6 2.4 3.0 3.1 3.3 2.8 3.1 3.8 2.4 3.0 3.0 2.8 2.9

73 塩屋海域 塩屋漁港 - 0.5 0.4 2.1 1.3 2.2 1.5 1.7 2.1 1.9 1.4 2.1 1.8 2.1 2.1 2.2 2.9 2.5 3.0 2.8 2.5 - - - - - - - - - - - - - - - - -

74 垂水海域 垂水漁港 - - 0.3 1.6 1.2 1.8 1.3 1.4 1.4 1.6 1.3 2.0 1.7 1.6 1.9 2.3 3.0 2.4 2.8 2.7 2.5 2.1 3.1 2.2 2.1 2.2 2.9 3.0 2.7 2.4 2.4 2.4 3.0 2.1 2.4 2.7 2.4 2.7

75 舞子海域 舞子漁港 - - - - - - - 1.5 1.1 1.3 1.2 2.3 2.0 1.3 2.2 1.9 2.3 2.4 2.1 2.5 1.9 1.5 1.7 1.7 1.7 1.8 2.5 2.6 2.7 2.0 1.8 2.2 2.5 1.9 2.2 2.3 2.1 1.7

82 ポートアイランド南 沖合（３） - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 3.0 3.7 2.9 3.4 3.5 3.3 3.4 3.2 3.4 3.5 3.9 4.6 3.3 3.6 3.8 3.4 3.3

83 垂水海域 沖合 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1.6 2.3 1.9 1.9 2.2 2.9 2.7 2.9 2.1 2.2 2.5 3.0 2.1 2.4 2.4 2.3 2.1

補18 垂水海域 平磯海釣公園 - - - - - - - - - - - - - - 1.8 2.4 3.4 2.3 2.4 2.5 2.2 - - - - - - - - - - - - - - - - -

注1）

注2）

【ＣＯＤ】年平均値の類型別平均値（㎎／L）  　　※平均値には、補助地点は含まない。

S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 Ｈ１ Ｈ２ Ｈ３ Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

- 0.7 0.6 2.3 1.6 2.1 1.5 1.6 2.0 2.2 1.6 2.3 2.1 2.1 2.3 2.4 3.1 2.6 2.8 2.8 2.5 2.2 2.8 2.3 2.3 2.5 2.8 3.0 3.0 2.8 2.6 3.0 3.5 2.4 2.9 2.9 2.8 2.7

0.9 1.2 1.2 2.1 2.4 2.5 2.3 2.0 2.3 3.4 3.1 2.8 2.6 3.0 3.4 3.6 4.5 3.5 3.5 3.8 3.2 3.0 3.4 3.4 3.4 3.8 3.4 3.6 3.4 3.8 3.8 4.2 5.2 3.7 4.0 3.9 3.8 3.9

1.9 1.9 1.2 2.1 2.7 2.8 3.1 3.3 3.6 4.6 3.8 4.1 4.0 3.8 3.6 4.1 5.5 4.3 3.7 4.2 3.6 3.3 3.8 4.3 3.8 4.3 3.9 4.0 4.0 4.2 4.3 4.6 5.5 4.3 4.6 4.4 4.3 4.3

Ａ類型

Ｂ類型

Ｃ類型

Ｃ
類
型

Ｂ
類
型

Ａ
類
型

水域

№65　六甲アイランド・沖合（3）は、平成7年度よりＢ類型水域からＣ類型水域に地点を移動している。この際、地点名を六甲アイランド・沖合（1）か
ら変更している。

№82　ポートアイランド南・沖合（3）は平成7年度よりＡ類型水域内で地点を移動している。この際､地点名をポートアイランド南・沖合（2）から変更し
ている。



　　③　全窒素年平均値（mg／L）
№ 海域名 地点名 類型 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H１２ H１3 H１4 H15 H16 H17 H18 H19 H20

53 第4工区東 深江フェリー埠頭 1.2 0.9 1.6 2.4 1.4 1.7 1.8 1.4 1.4 1.8 2.1 1.9 2.3 1.2 1.1 0.9 - - - - - - - - - - - - - - - - -

55 六甲アイランド東 フェリー埠頭 - - - - - - 1.3 1.0 1.4 1.3 1.5 1.2 1.2 1.4 1.5 1.3 - - - - - - - - - - - - - - - - -

56 第２工区南 六甲大橋 1.2 1.1 1.2 1.8 1.4 1.4 1.3 1.3 1.6 1.6 2.1 2.1 2.0 1.9 1.6 1.4 1.5 1.5 1.5 1.2 1.0 0.96 1.1 0.94 1.0 1.1 1.0 0.92 1.0 0.86 0.76 0.70 0.85

58 摩耶埠頭 第四突堤南 0.9 0.8 0.9 1.3 1.4 1.1 1.3 0.7 0.8 1.0 1.3 1.3 1.0 1.3 1.2 0.8 - - - - - - - - - - - - - - - - -

59 葺合港 摩耶大橋 0.8 0.9 0.8 1.0 0.8 0.8 0.7 0.7 0.5 1.1 1.2 1.0 0.8 0.8 0.7 0.7 0.75 0.74 0.80 0.67 0.60 0.72 0.75 0.70 0.63 0.66 0.71 0.61 0.59 0.56 0.59 0.50 0.50

60 ポートアイランド東 中埠頭東 0.8 0.8 0.7 1.3 1.8 0.8 0.8 0.6 1.0 1.0 1.2 1.0 0.8 0.8 0.6 0.6 - - - - - - - - - - - - - - - - -

61 神戸港東 神戸大橋 0.7 0.7 0.7 1.4 0.7 0.8 0.9 0.5 0.8 1.1 1.1 1.0 1.0 0.9 0.6 0.6 0.67 0.57 0.61 0.64 0.56 0.61 0.73 0.68 0.68 0.73 0.62 0.56 0.55 0.52 0.56 0.51 0.45

63 神戸港西 兵庫第二突堤南 1.0 0.7 0.8 1.3 0.8 0.7 0.7 0.6 0.7 1.2 1.2 0.8 0.6 1.2 0.9 0.6 - - - - - - - - - - - - - - - - -

65 六甲アイランド南 沖合（３） - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.79 0.76 0.87 0.88 0.91 0.93 0.91 0.70 0.67 0.79 0.63 0.61 0.54 0.72

76 第４工区南 沖合（1） - - - - - - - - - - - - 1.1 1.3 0.8 1.1 0.99 0.94 0.84 0.79 0.79 0.86 0.96 0.87 0.93 0.93 0.76 0.75 0.76 0.70 0.60 0.53 0.66

79 ポートアイランド東 第６防波堤北 - - - - - - - - - - - - - - - - 0.76 0.82 0.77 0.65 0.62 0.68 0.76 0.71 0.80 0.70 0.69 0.56 0.61 0.56 0.53 0.47 0.52

80 神戸港 中央 - - - - - - - - - - - - 0.9 1.0 0.5 0.6 0.66 0.69 0.68 0.56 0.53 0.60 0.65 0.69 0.75 0.63 0.52 0.48 0.43 0.50 0.52 0.47 0.39

64 兵庫運河 材木橋 2.7 2.8 3.1 3.0 3.0 3.9 3.5 2.8 2.8 2.9 3.9 2.7 3.4 3.4 4.7 2.7 4.6 2.5 2.6 3.2 3.5 2.7 1.8 2.5 2.7 2.5 1.5 1.6 1.9 1.9 1.7 1.4 1.7

補11 東部運河東 東魚崎橋 5.3 7.8 6.4 6.7 8.4 7.1 6.7 14.0 9.9 15.0 12.0 15.0 16.0 1.6 1.4 1.1 0.80 1.0 2.7 1.7 0.86 0.85 1.1 0.90 - - - - - - - - -

補12 六甲水路 住吉川河口南 2.1 2.2 3.0 3.1 3.1 3.7 4.9 3.7 2.2 3.0 5.0 8.1 6.8 1.6 1.4 1.3 - - - - - - - - - - - - - - - - -

補19 東神戸水路 東部市場西 1.2 1.5 1.3 1.9 1.8 1.9 4.7 1.5 1.8 2.7 2.2 2.4 2.2 1.5 1.2 0.9 0.84 0.75 1.3 0.92 0.84 - - - - - - - - - - - -

補20 東部運河西 石屋川河口南 1.0 1.0 0.8 1.2 1.1 1.0 1.6 0.9 0.8 1.2 1.4 2.2 1.1 1.0 0.9 0.9 1.0 0.74 1.1 0.87 0.67 - - - - - - - - - - - -

62 ポートアイランド南 沖合（１） - - - - - - - - - - - 0.7 0.7 0.6 0.6 0.5 0.67 0.59 0.64 0.60 0.49 0.51 0.69 0.54 0.62 0.66 0.51 0.50 0.58 0.45 0.50 0.41 0.50

65 六甲アイランド南 沖合（１） - - - - - - - 0.8 1.2 1.1 1.0 1.0 1.1 0.7 0.7 0.76 0.85 0.82 - - - - - - - - - - - -

66 第１防波堤南 沖合 - - - - - - - 0.6 1.0 0.9 0.8 0.5 0.6 0.5 0.4 0.58 0.56 0.50 0.55 0.47 0.52 0.58 0.58 0.53 0.62 0.47 0.44 0.40 0.44 0.45 0.42 0.40

67 苅藻南 神戸灯台南 0.7 0.4 0.6 1.1 0.5 0.6 0.8 0.4 0.7 0.8 1.0 0.8 0.6 0.6 0.5 0.4 0.61 0.57 0.51 0.52 0.46 0.55 0.57 0.66 0.61 0.55 0.59 0.45 0.42 0.43 0.48 0.43 0.40

68 苅藻島南 沖合 - - - - - - - - 1.6 0.8 0.4 0.4 0.6 0.4 0.4 0.53 0.53 0.47 0.47 0.42 0.50 0.55 0.55 0.61 0.58 0.45 0.42 0.39 0.47 0.44 0.37 0.35

69 長田港 港口 1.0 0.7 0.8 1.2 1.0 0.7 1.6 0.5 0.7 0.9 1.0 1.2 0.8 1.2 0.6 0.7 0.67 0.52 0.51 - - - - - - - - - - - - - -

77 第４工区南 沖合（２） - - - - - - - - - - - - 0.9 1.1 0.9 0.7 0.86 0.92 1.0 0.80 0.81 0.75 0.87 0.80 0.75 0.79 0.71 0.66 0.72 0.63 0.60 0.50 0.64

78 六甲アイランド南 観測塔 - - - - - - - - - - - - 0.8 0.9 0.7 0.6 0.75 0.73 0.72 0.66 0.61 0.61 0.73 0.65 0.76 0.82 0.63 0.60 0.60 0.56 0.50 0.47 0.56

81 六甲アイランド南 沖合（２） - - - - - - - - - - - - - - - - 0.74 0.65 0.61 0.65 0.56 0.60 0.66 0.60 0.71 0.76 0.53 0.53 0.57 0.48 0.48 0.44 0.49

補17 苅藻運河 苅藻橋 1.8 1.5 1.3 1.4 1.7 1.7 1.6 2.2 1.5 - - - 1.5 1.6 1.6 1.2 - - - - - - - - - - - - - - - - -

70 須磨港 西防波堤 0.5 0.4 0.5 1.0 0.6 0.4 0.5 0.3 0.6 0.8 0.8 0.7 0.5 0.9 0.4 0.5 0.64 0.46 0.51 0.42 0.43 0.41 0.50 0.57 0.49 0.51 0.40 0.40 0.36 0.40 0.43 0.47 0.43

71 須磨海域 ＪＲ須磨駅南 0.5 0.3 0.4 0.9 0.5 0.4 0.5 0.4 0.5 0.6 0.6 0.6 0.5 0.5 0.4 0.4 0.46 0.44 0.43 0.38 0.36 0.42 0.46 0.49 0.49 0.42 0.38 0.34 0.29 0.36 0.37 0.32 0.33

72 須磨海域 海釣公園 - - - - - - - - - 0.7 0.5 0.6 0.3 0.8 0.4 0.5 0.52 0.45 0.50 0.38 0.34 0.37 0.46 0.47 0.50 0.44 0.34 0.32 0.29 0.35 0.39 0.27 0.31

73 塩屋海域 塩屋漁港 0.5 0.3 0.4 0.9 0.6 0.3 0.5 0.4 0.5 0.6 0.5 0.4 0.4 0.5 0.4 0.4 - - - - - - - - - - - - - - - - -

74 垂水海域 垂水漁港 0.4 0.4 0.4 0.5 0.5 0.3 0.3 0.3 0.3 0.4 0.6 0.4 0.4 0.4 0.3 0.5 0.49 0.48 0.48 0.34 0.36 0.43 0.53 0.48 0.35 0.41 0.26 0.31 0.26 0.35 0.34 0.24 0.30

75 舞子海域 舞子漁港 - - - - 0.4 0.7 0.4 0.4 0.4 0.4 0.6 0.5 0.3 0.3 0.3 0.4 0.33 0.35 0.35 0.26 0.29 0.31 0.34 0.36 0.34 0.38 0.28 0.28 0.26 0.23 0.28 0.21 0.22

82 ポートアイランド南 沖合（３） - - - - - - - - - - - - - - - - 0.60 0.56 0.52 0.47 0.41 0.47 0.53 0.51 0.55 0.59 0.45 0.41 0.41 0.38 0.44 0.35 0.38

83 垂水海域 沖合 - - - - - - - - - - - - - - - - 0.35 0.37 0.34 0.36 0.30 0.39 0.37 0.39 0.49 0.41 0.33 0.27 0.25 0.25 0.27 0.21 0.27

補18 垂水海域 平磯海釣公園 - - - - - - - - - - - - 0.4 0.4 0.3 0.4 - - - - - - - - - - - - - - - - -

注1）　T－Nの測定方法は、平成４年度から告示法に変更した。

注2）　№65　六甲アイランド・沖合（3）は平成7年度より地点を移動し、地点名を六甲アイランド・沖合（1）から変更した。

注3）　№82　ポートアイランド南・沖合（3）は平成7年度より地点を移動し､地点名をポートアイランド南・沖合（2）から変更した。

【Ｔ－Ｎ】年平均値の類型別平均値（㎎／L）　　※平均値には、補助地点は含まない。
S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 Ｈ１ Ｈ２ Ｈ３ Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

0.5 0.4 0.4 0.8 0.5 0.4 0.4 0.4 0.5 0.6 0.6 0.5 0.4 0.6 0.4 0.5 0.48 0.44 0.45 0.37 0.36 0.40 0.46 0.47 0.46 0.45 0.35 0.33 0.30 0.33 0.36 0.30 0.32

0.9 0.6 0.7 1.2 0.8 0.7 1.2 0.5 0.7 1.1 1.0 0.8 0.7 0.8 0.6 0.6 0.69 0.66 0.64 0.61 0.55 0.58 0.66 0.63 0.66 0.68 0.56 0.51 0.52 0.49 0.49 0.43 0.48

1.2 1.1 1.2 1.7 1.4 1.4 1.4 1.1 1.2 1.4 1.7 1.4 1.4 1.4 1.3 1.0 1.4 1.1 1.1 1.1 1.0 1.0 0.95 1.0 1.1 1.0 0.81 0.77 0.83 0.78 0.73 0.64 0.72

（注） 平成７年２月、大阪湾における全窒素、全燐に係る類型指定がされたため、これ以前についてもⅡ・Ⅲ・Ⅳ類型別に評価している。
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　　④　全燐年平均値（mg／L）
Ｎｏ 海域名 地点名 類型 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

53 第4工区東 深江フェリー埠頭 0.13 0.11 0.16 0.32 0.15 0.17 0.14 0.13 0.10 0.14 0.19 0.26 0.25 0.10 0.11 0.12 - - - - - - - - - - - - - - - - -

55 六甲アイランド東 フェリー埠頭 - - - - - - 0.11 0.09 0.08 0.09 0.11 0.10 0.10 0.09 0.10 0.10 - - - - - - - - - - - - - - - - -

56 第２工区南 六甲大橋 0.12 0.13 0.14 0.23 0.14 0.14 0.13 0.11 0.10 0.10 0.13 0.17 0.16 0.10 0.11 0.11 0.092 0.089 0.130 0.084 0.092 0.084 0.083 0.091 0.092 0.081 0.089 0.073 0.078 0.081 0.073 0.079 0.091

58 摩耶埠頭 第四突堤南 0.08 0.09 0.09 0.18 0.15 0.11 0.12 0.08 0.07 0.08 0.12 0.14 0.11 0.08 0.09 0.08 - - - - - - - - - - - - - - - - -

59 葺合港 摩耶大橋 0.10 0.08 0.09 0.15 0.10 0.11 0.07 0.08 0.09 0.08 0.09 0.13 0.09 0.09 0.09 0.09 0.065 0.064 0.083 0.064 0.061 0.067 0.065 0.058 0.073 0.059 0.064 0.055 0.055 0.060 0.057 0.061 0.061

60 ポートアイランド東 中埠頭東 0.08 0.09 0.09 0.18 0.24 0.09 0.09 0.07 0.09 0.08 0.10 0.10 0.08 0.06 0.06 0.07 - - - - - - - - - - - - - - - - -

61 神戸港東 神戸大橋 0.08 0.07 0.09 0.17 0.08 0.09 0.09 0.07 0.07 0.10 0.08 0.09 0.08 0.06 0.06 0.06 0.056 0.055 0.062 0.059 0.059 0.063 0.059 0.061 0.061 0.058 0.060 0.052 0.050 0.056 0.050 0.051 0.052

63 神戸港西 兵庫第二突堤南 0.09 0.09 0.08 0.17 0.10 0.07 0.07 0.05 0.08 0.07 0.09 0.05 0.07 0.05 0.06 - - - - - - - - - - - - - - - - - -

65 六甲アイランド南 沖合（３） - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 0.064 0.072 0.078 0.081 0.069 0.071 0.071 0.070 0.062 0.073 0.071 0.059 0.057 0.074

76 第４工区南 沖合（1） - - - - - - - - - - - - 0.13 0.09 0.08 0.09 0.070 0.082 0.094 0.074 0.074 0.085 0.078 0.072 0.076 0.073 0.071 0.063 0.066 0.071 0.056 0.059 0.071

79 ポートアイランド東 第６防波堤北 - - - - - - - - - - - - - - - - 0.066 0.068 0.078 0.062 0.060 0.071 0.061 0.064 0.061 0.058 0.062 0.057 0.057 0.062 0.053 0.053 0.058

80 神戸港 中央 - - - - - - - - - - - - 0.06 0.06 0.05 0.06 0.056 0.056 0.060 0.051 0.049 0.062 0.057 0.052 0.056 0.053 0.054 0.045 0.040 0.047 0.046 0.047 0.044

64 兵庫運河 材木橋 0.33 0.45 0.32 0.45 0.28 0.34 0.57 0.25 0.21 0.20 0.20 0.16 0.16 0.18 0.20 0.13 0.170 0.110 0.110 0.100 0.085 0.110 0.110 0.110 0.130 0.120 0.083 0.063 0.068 0.067 0.061 0.059 0.065

補11 東部運河東 東魚崎橋 0.5 0.71 0.47 0.55 0.73 0.56 0.36 0.57 0.57 0.60 0.68 0.45 0.48 0.11 0.14 0.10 0.080 0.059 0.240 0.110 0.079 0.087 0.100 0.066 - - - - - - - - -

補12 六甲水路 住吉川河口南 0.21 0.21 0.29 0.32 0.30 0.27 0.37 0.20 0.13 0.20 0.23 0.49 0.34 0.20 0.19 0.19 - - - - - - - - - - - - - - - - -

補19 東神戸水路 東部市場西 0.15 0.14 0.16 0.27 0.18 0.18 0.36 0.12 0.13 0.20 0.20 0.26 0.18 0.11 0.15 0.10 0.086 0.057 0.160 0.079 0.091 - - - - - - - - - - - -

補20 東部運河西 石屋川河口南 0.14 0.13 0.12 0.17 0.15 0.12 0.17 0.10 0.08 0.09 0.15 0.13 0.09 0.10 0.13 0.11 0.078 0.063 0.120 0.078 0.074 - - - - - - - - - - - -

62 ポートアイランド南 沖合（１） - - - - - - - - - - - 0.07 0.06 0.05 0.05 0.06 0.056 0.054 0.052 0.050 0.046 0.049 0.050 0.050 0.052 0.053 0.044 0.047 0.052 0.048 0.042 0.045 0.052

65 六甲アイランド南 沖合（１） - - - - - - - - 0.07 0.08 0.08 0.09 0.09 0.08 0.07 0.07 0.068 0.071 0.070 - - - - - - - - - - - - - -

66 第１防波堤南 沖合 - - - - - - - - 0.05 0.07 0.05 0.07 0.05 0.05 0.04 0.05 0.047 0.048 0.042 0.049 0.043 0.051 0.048 0.043 0.048 0.049 0.040 0.038 0.038 0.040 0.038 0.048 0.043

67 苅藻南 神戸灯台南 0.07 0.08 0.07 0.13 0.05 0.06 0.06 0.05 0.06 0.07 0.06 0.07 0.05 0.05 0.04 0.05 0.053 0.051 0.044 0.045 0.043 0.060 0.054 0.049 0.051 0.042 0.043 0.040 0.038 0.042 0.037 0.041 0.042

68 苅藻島南 沖合 - - - - - - - - - 0.12 0.05 0.06 0.05 0.04 0.04 0.05 0.045 0.045 0.039 0.042 0.045 0.047 0.044 0.040 0.043 0.044 0.037 0.040 0.032 0.042 0.034 0.038 0.038

69 長田港 港口 0.12 0.12 0.09 0.16 0.10 0.08 0.08 0.07 0.06 0.07 0.05 0.09 0.05 0.06 0.05 0.06 0.056 0.043 0.039 - - - - - - - - - - - - - -

77 第４工区南 沖合（２） - - - - - - - - - - - - - 0.08 0.07 0.06 0.080 0.068 0.088 0.072 0.083 0.074 0.072 0.068 0.067 0.065 0.062 0.058 0.063 0.064 0.061 0.054 0.069

78 六甲アイランド南 観測塔 - - - - - - - - - - - - 0.07 0.06 0.05 0.06 0.058 0.062 0.059 0.058 0.059 0.057 0.057 0.054 0.057 0.060 0.060 0.052 0.055 0.056 0.048 0.051 0.059

81 六甲アイランド南 沖合（２） - - - - - - - - - - - - - - - - 0.058 0.055 0.055 0.055 0.055 0.056 0.057 0.049 0.052 0.061 0.047 0.045 0.050 0.045 0.043 0.044 0.051

補17 苅藻運河 苅藻橋 0.28 0.22 0.19 0.19 0.21 0.15 0.16 0.18 0.11 - - - 0.12 0.12 0.11 0.09 - - - - - - - - - - - - - - - - -

70 須磨港 西防波堤 0.08 0.06 0.06 0.13 0.07 0.05 0.05 0.04 0.05 0.05 0.04 0.07 0.04 0.06 0.04 0.05 0.048 0.044 0.045 0.040 0.040 0.047 0.048 0.049 0.045 0.036 0.034 0.036 0.034 0.037 0.036 0.050 0.041

71 須磨海域 ＪＲ須磨駅南 0.11 0.06 0.05 0.14 0.06 0.04 0.05 0.04 0.04 0.05 0.04 0.04 0.04 0.04 0.03 0.04 0.040 0.041 0.037 0.036 0.036 0.042 0.042 0.041 0.040 0.035 0.034 0.032 0.029 0.034 0.031 0.036 0.035

72 須磨海域 海釣公園 - - - - - - - - - 0.06 0.04 0.06 0.03 0.05 0.03 0.04 0.046 0.040 0.038 0.039 0.036 0.043 0.039 0.039 0.037 0.033 0.032 0.032 0.027 0.032 0.031 0.031 0.036

73 塩屋海域 塩屋漁港 0.05 0.06 0.05 0.14 0.06 0.04 0.05 0.04 0.05 0.04 0.03 0.04 0.03 0.04 0.03 0.04 - - - - - - - - - - - - - - - - -

74 垂水海域 垂水漁港 0.04 0.06 0.05 0.06 0.05 0.04 0.04 0.04 0.04 0.03 0.04 0.04 0.04 0.03 0.03 0.04 0.035 0.036 0.037 0.033 0.035 0.036 0.057 0.037 0.032 0.034 0.031 0.032 0.025 0.034 0.030 0.026 0.035

75 舞子海域 舞子漁港 - - - - 0.06 0.08 0.07 0.05 0.04 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.02 0.03 0.021 0.031 0.032 0.030 0.030 0.034 0.031 0.035 0.028 0.028 0.026 0.027 0.025 0.025 0.025 0.023 0.028

82 ポートアイランド南 沖合（３） - - - - - - - - - - - - - - - - 0.046 0.048 0.047 0.045 0.041 0.044 0.045 0.042 0.046 0.041 0.035 0.035 0.036 0.036 0.035 0.034 0.040

83 垂水海域 沖合 - - - - - - - - - - - - - - - - 0.029 0.033 0.030 0.033 0.033 0.040 0.034 0.037 0.037 0.028 0.027 0.029 0.025 0.027 0.025 0.024 0.034

補18 垂水海域 平磯海釣公園 - - - - - - - - - - - - 0.03 0.03 0.03 0.04 - - - - - - - - - - - - - - - - -

注1）　T－Pの測定方法は、平成４年度から告示法に変更した。

注2）　№65　六甲アイランド・沖合（3）は平成7年度より地点を移動し、地点名を六甲アイランド・沖合（1）から変更した。

注3）　№82　ポートアイランド南・沖合（3）は平成7年度より地点を移動し､地点名をポートアイランド南・沖合（2）から変更した。

【Ｔ－Ｐ】年平均値の類型別平均値（㎎／L）　　※平均値には、補助地点は含まない。
S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

0.07 0.06 0.05 0.12 0.06 0.05 0.05 0.04 0.04 0.04 0.04 0.05 0.04 0.04 0.03 0.04 0.038 0.039 0.038 0.037 0.036 0.041 0.042 0.040 0.038 0.034 0.031 0.032 0.028 0.032 0.030 0.032 0.036

0.10 0.10 0.08 0.15 0.08 0.07 0.07 0.06 0.06 0.08 0.06 0.08 0.06 0.06 0.05 0.06 0.058 0.055 0.054 0.053 0.053 0.056 0.055 0.050 0.053 0.053 0.048 0.046 0.047 0.048 0.043 0.046 0.051

0.13 0.14 0.13 0.23 0.16 0.14 0.15 0.10 0.10 0.10 0.12 0.13 0.12 0.09 0.09 0.09 0.082 0.075 0.088 0.070 0.069 0.078 0.074 0.072 0.078 0.072 0.069 0.059 0.061 0.064 0.057 0.058 0.065

（注） 平成７年２月、大阪湾における全窒素、全燐に係る類型指定がされたため、これ以前についてもⅡ・Ⅲ・Ⅳ類型別に評価している。

Ⅳ
類
型

Ⅱ類型

Ⅲ類型

Ⅳ類型

Ⅲ
類
型

Ⅱ
類
型

水域類型
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１．水質汚濁に係る環境基準について（昭和 46 年 12 月 28 日環境庁告示第 59 号） 

（改正：昭 49 環告 63、昭 50 環告 3、昭 57 環告 41、昭 57 環告 140、昭 60 環告 29、昭 61 環告 1、平 3 環告 78、
平 5環告 16、平 5環告 65、平 7環告 17、平 10 環告 15、平 11 環告 14、平 12 環告 22、平 15 環告 123、平 20 環
告 40） 

※平成 21 年 11 月に告示第 78 号が施行済ですが、調査を行った平成 20 年度時点の環境基準を掲載しています。 

水質汚濁に係る環境基準は、「環境基本法（平成 5 年法律第 91 号）」第 16 条第 1 項に基づき定められた

ものであり、人の健康の保護に関する環境基準と生活環境の保全に関する環境基準とに分かれている。 

人の健康の保護に係る環境基準は、全公共用水域につき一律に適用されるものとして設定され、設定後

直ちに達成維持すべきものとされている。 

生活環境の保全に関する環境基準は、河川、湖沼、海域の利水目的に応じて水域別に設定されており、

水域ごとに類型、達成期間が定められている。 

（1） 人の健康の保護に関する環境基準 

項 目 基 準 値 測 定 方 法 

カ ド ミ ウ ム  0.01 mg／L 以下 日本工業規格 K0102（以下「規格」という。）55 に定める方法 

全 シ ア ン 検出されないこと 
規格 38.1.2 及び 38.2 に定める方法又は規格 38.1.2 及び 38.3 に定め

る方法 

鉛  0.01 mg／L 以下 規格 54 に定める方法 

六 価 ク ロ ム  0.05 mg／L 以下 規格 65.2 に定める方法 

砒 素  0.01 mg／L 以下 規格 61.2 、61.3 又は 61.4 に定める方法 

総 水 銀  0.0005 mg／L 以下 付表 1に掲げる方法 

ア ル キ ル 水 銀 検出されないこと 付表 2に掲げる方法 

Ｐ Ｃ Ｂ 検出されないこと 付表 3に掲げる方法 

ジ ク ロ ロ メ タ ン  0.02 mg／L 以下 日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.2 に定める方法 

四 塩 化 炭 素  0.002 mg／L 以下 日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1 又は 5.5 に定める方法

1，２－ジクロロエタン  0.004 mg／L 以下 日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2、5.3.1 又は 5.3.2 に定める方法 

１，１－ジクロロエチレン  0.02 mg／L 以下 日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.2 に定める方法 

シス－１，２－ジクロロエチレン  0.04 mg／L 以下 日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.2 に定める方法 

１，１，１－トリクロロエタン  1 mg／L 以下 日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1 又は 5.5 に定める方法

１，１，２－トリクロロエタン  0.006 mg／L 以下 日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1 又は 5.5 に定める方法

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン  0.03 mg／L 以下 日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1 又は 5.5 に定める方法

テトラクロロエチレン  0.01 mg／L 以下 日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1 又は 5.5 に定める方法

１，３－ジクロロプロペン（D-D）  0.002 mg／L 以下 日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.1 に定める方法 

チ ウ ラ ム  0.006 mg／L 以下 付表 4に掲げる方法 

シ マ ジ ン （ C A T ）  0.003 mg／L 以下 付表 5の第 1 又は第 2に掲げる方法 

チオベンカルブ（ベンチオカーブ）  0.02 mg／L 以下 付表 5の第 1 又は第 2に掲げる方法 

ベ ン ゼ ン  0.01 mg／L 以下 日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.2 に定める方法 

セ レ ン  0.01 mg／L 以下 規格 67.2 、67.3 又は 67.4 に定める方法 

硝酸性窒素及び亜硝酸性

窒素 
 10 mg／L 以下 

硝酸性窒素にあっては規格 43.2.1、43.2.3 又は 43.2.5 に定める方法、

亜硝酸性窒素にあっては規格 43.1 に定める方法 

ふ っ 素  0.8 mg／L 以下 

規格 34.1 に定める方法又は規格 34.1c)(注(6)第三文を除く。)に定め

る方法(懸濁物質及びイオンクロマトグラフ法で妨害となる物質が共

存しない場合にあっては、これを省略することができる。)及び付表 6

に掲げる方法 

ほ う 素  1 mg／L 以下 規格 47.1、47.3 又は 47.4 に掲げる方法 

備考 

１ 基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については最高値とする。 

２ 「検出されないこと」とは、測定方法の欄に掲げる方法により測定した場合において、その結果が当該方法の定

量限界を下回ることをいう。別表 2において同じ。 

３ 海域については、ふっ素及びほう素の基準値は適用しない。 

４ 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の濃度は、規格 43.2.1、43.2.3 又は 43.2.5 により測定された硝酸イオンの濃度に

換算係数0.2259を乗じたものと規格43.1により測定された亜硝酸イオンの濃度に換算係数0.3045を乗じたものの

和とする。 



（2）生活環境の保全に関する環境基準 

① 河川（湖沼を除く。） 

ア 

基 準 値 

水素イオン濃度
生 物 化 学 的
酸 素 要 求 量

浮 遊 物 質 量 溶 存 酸 素 量 大 腸 菌 群 数

項
目 

類
型 

利 用 目 的 の 

適 応 性 

（pH） （BOD） （SS） （DO）  

ＡＡ 

水 道 １ 級 

自然環境保全及びＡ 

以下の欄に掲げるもの 

6.5 以上 

8.5 以下 
1mg／L 以下 25mg／L 以下 7.5mg／L 以上 

50 

MPN／100mL 

以下

Ａ 

水 道 ２ 級 

水 産 １ 級 

水 浴 

及びＢ以下の欄に掲げるもの 

6.5 以上 

8.5 以下 
2mg／L 以下 25mg／L 以下 7.5mg／L 以上 

1,000 

MPN／100mL 

以下

Ｂ 

水 道 ３ 級 

水 産 ２ 級 

及びＣ以下の欄に掲げるもの 

6.5 以上 

8.5 以下 
3mg／L 以下 25mg／L 以下 5mg／L 以上 

5,000 

MPN／100mL 

以下

Ｃ 

水 産 ３ 級 

工 業 用 水 １ 級 

及びＤ以下の欄に掲げるもの 

6.5 以上 

8.5 以下 
5mg／L 以下 50mg／L 以下 5mg／L 以上 ― 

Ｄ 

工 業 用 水 ２ 級 

農 業 用 水 

及びＥの欄に掲げるもの 

6.0 以上 

8.5 以下 
8mg／L 以下 100mg／L 以下 2mg／L 以上 ― 

Ｅ 
工 業 用 水 ３ 級 

環 境 保 全 

6.0 以上 

8.5 以下 
10mg／L 以下 

ごみ等の浮遊が認

められないこと。
2mg／L 以上 ― 

 

測 定 方 法 
規格 12.1 に定め

る方法又はガラス

電極を用いる水質

自動監視測定装置

によりこれと同程

度の計測結果の得

られる方法 

規格21に定める方

法 

付表7 に掲げる方

法 

規格 32 に定める

方法又は隔膜電極

を用いる水質自動

監視測定装置によ

りこれと同程度の

計測結果の得られ

る方法 

最確数による定量

法 

備 考 

１ 基準値は、日間平均値とする（湖沼、海域もこれに準ずる。）。 

２ 農業用利水点については、水素イオン濃度 6.0 以上 7.5 以下、溶存酸素量 5mg／L 以上とする。（湖沼もこれに準

ずる。） 

３ 水質自動監視測定装置とは、当該項目について自動的に計測することができる装置であって、計測結果を自動的

に記録する機能を有するもの又はその機能を有する機器と接続されているものをいう（湖沼、海域もこれに準ず

る。）。 

４ 最確数による定量法とは次のものをいう（湖沼、海域もこれに準ずる。）。 

試料 10mL、1mL、0.1mL、0.01mL･･････のように連続した 4 段階（試料量が 0.1mL 以下の場合は 1mL に希釈して用

いる。）を 5本ずつＢＧＬＢ醗酵管に移植し、35～37℃、48±3時間培養する。ガス発生を認めたものを大腸菌群陽

性管とし、各試料量における陽性管数を求め、これから 100mL 中の最確数を最確数表を用いて算出する。この際、

試料はその最大量を移植したものの全部か又は大多数が大腸菌群陽性となるように、また最少量を移植したものの

全部か大多数が大腸菌群陰性となるように適当に希釈して用いる。なお、試料採取後、直ちに試験ができないとき

は、冷蔵して数時間以内に試験する。 

（注）１ 自然環境保全：自然探勝等の環境保全 
２ 水 道１級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの 

 〃 ２級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの 
 〃 ３級：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの 

３ 水 産１級：ヤマメ、イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産２級及び水産３級の水産生物用 
 〃 ２級：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産３級の水産生物用 
 〃 ３級：コイ、フナ等、β－中腐水性水域の水産生物用 

４ 工業用水１級：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの 
 〃 ２級：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの 
 〃 ３級：特殊の浄水操作を行うもの 

５ 環 境 保 全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じない限度



イ 

基準値 項
目  

類
型 

水生生物の生息状況の適応性 

全亜鉛 

生物 A 
イワナ、サケマス等比較的低温域を好む水生生物

及びこれらの餌生物が生息する水域 
0.03 ㎎／L以下 

生物特 A 

生物 Aの水域のうち、生物 A の欄に掲げる水生生

物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育場として

特に保全が必要な水域 

0.03 ㎎／L以下 

生物 B 
コイ、フナ等比較的高温域を好む水生生物及びこ

れらの餌生物が生息する水域 
0.03 ㎎／L以下 

生物特 B 

生物 Bの水域のうち、生物 B の欄に掲げる水生生

物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育場として

特に保全が必要な水域 

0.03 ㎎／L以下 

測  定  方  法 

規格 53 に定める方法（準備操作は規格 53 に

定める方法によるほか、付表 8 に掲げる方法

によることができる。また、規格 53 で使用す

る水については付表 8の１(1)による。） 

備 考 

 １ 基準値は年間平均値とする(湖沼、海域もこれに準ずる。) 

 
 

② 湖沼（天然湖沼及び貯水量が 1,000 万立方メートル以上あり、かつ、水の滞

留時間が 4日間以上ある人工湖） 
ア 

基 準 値 

水素イオン濃度
化 学 的
酸 素 要 求 量

浮 遊 物 質 量 溶 存 酸 素 量 大 腸 菌 群 数

項
目 

類
型 

利 用 目 的 の 
適 応 性 

（pH） （COD） （SS） （DO）  

ＡＡ 

水 道 １ 級 

水 産 １ 級 

自然環境保全及びＡ 

以下の欄に掲げるもの 

6.5 以上 

8.5 以下 
1mg／L 以下 1mg／L 以下 7.5mg／L 以上 

50 

MPN／100mL 

以下

Ａ 

水 道 ２ 、 ３ 級 

水 産 ２ 級 

水 浴 

及びＢ以下の欄に掲げるもの 

6.5 以上 

8.5 以下 
3mg／L 以下 5mg／L 以下 7.5mg／L 以上 

1,000 

MPN／100mL 

以下

Ｂ 

水 産 ３ 級 

工 業 用 水 １ 級 

農 業 用 水 

及びＣの欄に掲げるもの 

6.5 以上 

8.5 以下 
5mg／L 以下 15mg／L 以下 5mg／L 以上 ― 

Ｃ 
工 業 用 水 ２ 級 

環 境 保 全 

6.0 以上 

8.5 以下 
8mg／L 以下 

ごみ等の浮遊が認

められないこと。
2mg／L 以上 ― 

 

測 定 方 法 

規格 12.1 に定め
る方法又はガラス
電極を用いる水質
自動監視測定装置
によりこれと同程
度の計測結果の得
られる方法 

規格17に定める方
法 

付表7 に掲げる方
法 

規格 32 に定める
方法又は隔膜電極
を用いる水質自動
監視測定装置によ
りこれと同程度の
計測結果の得られ
る方法 

最確数による定量
法 

備 考 

水産１級、水産２級及び水産３級については、当分の間、浮遊物質量の項目の基準値は適用しない。 

（注）１ 自然環境保全：自然探勝等の環境保全 
２ 水 道１級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの 

 〃 ２、３級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作、又は、前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの 
３ 水 産１級：ヒメマス等貧栄養湖型の水域の水産生物用並びに水産２級及び水産３級の水産生物用 

 〃 ２級：サケ科魚類及びアユ等貧栄養湖型の水域の水産生物用及び水産３級の水産生物用 
 〃 ３級：コイ、フナ等、富栄養湖型の水域の水産生物用 

４ 工業用水１級：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの 
 〃 ２級：薬品注入等による高度の浄水操作、又は、特殊な浄水操作を行うもの 

５ 環 境 保 全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じない限度 



 

イ 
基準値  

利用目的の適応性 
全窒素 全燐りん 

Ⅰ 自然環境保全及びⅡ以下の欄に掲げるもの 0.1mg／L 以下 0.005mg／L 以下 

Ⅱ 
水道１、２、３級（特殊なものを除く。）
水 産 １ 種
水 浴 及 び Ⅲ 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

0.2mg／L 以下 0.01 mg／L 以下 

Ⅲ 水道３級（特殊なもの）及びⅣ以下の欄に掲げるもの 0.4mg／L 以下 0.03 mg／L 以下 

Ⅳ 水 産 ２ 種 及 び Ⅴ の 欄 に 掲 げ る も の 0.6mg／L 以下 0.05 mg／L 以下 

Ⅴ 

水 産 ３ 種
工 業 用 水
農 業 用 水
環 境 保 全

1  mg／L 以下 0.1  mg／L 以下 

測 定 方 法 
規格 45.2、45.3 又は 45.4
に定める方法 

規格 46.3 に定める方法 

備 考 
１ 基準値は、年間平均値とする。 
２ 水域類型の指定は、湖沼植物プランクトンの著しい増殖を生ずるおそれがある湖沼について行うものとし、全窒

素の項目の基準値は、全窒素が湖沼植物プランクトンの増殖の要因となる湖沼について適用する。 
３ 農業用水については、全燐りんの項目の基準値は適用しない。 

（注）１ 自然環境保全：自然探勝等の環境保全 
２ 水 道１級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの 

 〃 ２級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの 
 〃 ３級：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの（「特殊なもの」とは、臭気物質の除去が可能な特殊な浄水操作を

行うものをいう。） 
３ 水 産１種：サケ科魚類及びアユ等の水産生物用並びに水産２種及び水産３種の水産生物用 

 〃 ２種：ワカサギ等の水産生物用及び水産３級の水産生物用 
 〃 ３種：コイ、フナ等の水産生物用 

４ 環 境 保 全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じない限度 
 

ウ 
基準値 項

 

目 

類
型 

水生生物の生息状況の適応性 

全亜鉛 

生物 A 
イワナ、サケマス等比較的低温域を好む水生生物

及びこれらの餌生物が生息する水域 
0.03 ㎎／L以下 

生物特 A 

生物 Aの水域のうち、生物 A の欄に掲げる水生生

物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育場として

特に保全が必要な水域 

0.03 ㎎／L以下 

生物 B 
コイ、フナ等比較的高温域を好む水生生物及びこ

れらの餌生物が生息する水域 
0.03 ㎎／L以下 

生物特 B 

生物 Bの水域のうち、生物 B の欄に掲げる水生生

物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育場として

特に保全が必要な水域 

0.03 ㎎／L以下 

測  定  方  法 

規格 53 に定める方法（準備操作は規格 53 に

定める方法によるほか、付表 8 に掲げる方法

によることができる。また、規格 53 で使用す

る水については付表 8の１(1)による。） 

備 考 

 １ 基準値は年間平均値とする。 



③ 海域 

ア 
基 準 値 

水素イオン濃度
化 学 的
酸 素 要 求 量

溶 存 酸 素 量 大 腸 菌 群 数 
n － ヘ キ サ ン
抽 出 物 質

項
目 

類
型 

利 用 目 的 の 
適 応 性 

（pH） （COD） （DO）  （油分等） 

Ａ 

水 産 １ 級 

水 浴 

自 然 環 境 保 全 及 び 

Ｂ以下の欄に掲げるもの 

7.8 以上 

8.3 以下 
2mg／L 以下 7.5mg／L 以上

1,000 

MPN／100mL 

以下 

検出されないこと

Ｂ 

水 産 ２ 級 

工 業 用 水 

及びＣの欄に掲げるもの 

7.8 以上 

8.3 以下 
3mg／L 以下 5 mg／L 以上 ― 検出されないこと

Ｃ 環 境 保 全 
7.0 以上 

8.3 以下 
8mg／L 以下 2 mg／L 以上 ― ― 

 

測 定 方 法 

規格 12.1 に定め
る方法又はガラス
電極を用いる水質
自動監視測定装置
によりこれと同程
度の計測結果の得
られる方法 

規格17に定める方
法（ただし、Ｂ類
型の工業用水及び
水産２級のうちノ
リ養殖の利水点に
おける測定方法は
アルカリ性法） 

規格 32 に定める
方法又は隔膜電極
を用いる水質自動
監視測定装置によ
りこれと同程度の
計測結果の得られ
る方法 

最確数による定量
法 

付表 9 に掲げる方
法 

備 考 

１ 水産１級のうち、生食用原料カキの養殖の利水点については、大腸菌群数 70MPN／100mL 以下とする。 

２ アルカリ性法とは、次のものをいう。 

試料 50mℓ を正確に三角フラスコにとり、水酸化ナトリウム溶液（10w／v％）1mL を加え、次に過マンガン酸カリ
ウム溶液（2mmol／L）10mL を正確に加えた後、沸騰した水浴中に正確に 20 分放置する。その後ヨウ化カリウム溶
液（10w／v％）1mL とアジ化ナトリウム溶液（4w／v％）1 滴を加え、冷却後、硫酸（2＋1）0.5mL を加えてよう素
を遊離させて、それを力価の判明しているチオ硫酸ナトリウム溶液（10mmol／L）ででんぷん溶液を指示薬として滴
定する。同時に試料の代わりに蒸留水を用い、同様に処理した空試験値を求め、次式により COD 値を計算する。 

COD（O2mg／L）＝0.08×[(b)－(a)]×fNa2S2O3×1000／50 
(a)：チオ硫酸ナトリウム溶液（10mmol／L）の滴定値（mL） 
(b)：蒸留水について行った空試験値（mL） 

fNa2S2O3：チオ硫酸ナトリウム溶液（10mmol／L）の力価 

（注）１ 自然環境保全：自然探勝等の環境保全 
２ 水 産１級：マダイ、ブリ、ワカメ等の水産生物用並びに水産２級の水産生物用 

 〃 ２級：ボラ、ノリ等の水産生物用 
３ 環 境 保 全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じない限度 
イ 

基準値  
利用目的の適応性 

全窒素 全燐りん 

Ⅰ 
自然環境保全及びⅡ以下の欄に掲げるもの
（ 水 産 ２ 種 及 び ３ 種 を 除 く 。 ）

0.2mg／L 以下 0.02mg／L 以下 

Ⅱ 
水 産 １ 種
水 浴 及 び Ⅲ 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の
（ 水 産 ２ 種 及 び ３ 種 を 除 く 。 ）

0.3mg／L 以下 0.03mg／L 以下 

Ⅲ 水産２種及びⅣの欄に掲げるもの(水産３種を除く) 0.6mg／L 以下 0.05mg／L 以下 

Ⅳ 
水 産 ３ 種
工 業 用 水
生 物 生 息 環 境 保 全

1  mg／L 以下 0.09mg／L 以下 

測 定 方 法 規格 45.4 に定める方法 規格 46.3 に定める方法 

備 考 
１ 基準値は、年間平均値とする。 
２ 水域類型の指定は、海洋植物プランクトンの著しい増殖を生ずるおそれがある海域について行うものとする。 

（注）１ 自 然 環 境 保 全：自然探勝等の環境保全 
２ 水 産 １ 種：底生魚介類を含め多様な水産生物がバランスよく、かつ、安定して漁獲される 

 水 産 ２ 種：一部の底生魚介類を除き、魚類を中心とした水産生物が多穫される 
 水 産 ３ 種：汚濁に強い特定の水産生物が主に漁獲される 

３ 生物生息環境保全：年間を通して底生生物が生息できる限度 
 



ウ 
基準値 項

 

目 

類
型 

水生生物の生息状況の適応性 

全亜鉛 

生物 A 水生生物の生息する水域 0.02 ㎎／L以下 

生物特 A 

生物 Aの水域のうち、水生生物の産卵場（繁殖場）

又は幼稚仔の生育場として特に保全が必要な水

域 

0.01 ㎎／L以下 

測  定  方  法 

規格 53 に定める方法（準備操作は規格 53 に

定める方法によるほか、付表 8 に掲げる方法

によることができる。また、規格 53 で使用す

る水については付表 8の１(1)による。） 

備 考 

 １ 基準値は年間平均値とする。 

 



(3) 環境基準に係る水域類型の指定（全窒素・全燐以外） 

水域の範囲 水域類型達成期間 指定年月、告示等 

武庫川中流 （三田市大橋から仁川合流点まで） Ｂ イ 
昭和 45 年９月１日 

閣議決定 

明石川上流 （伊川合流点より上流） Ｂ イ 

明石川下流 （伊川合流点より下流） Ｃ ロ 

昭和 48 年９月４日 

兵庫県告示第 1415 号 

志 染 川 
（呑吐ダム上流端から上流の志染川

本流） 
Ｂ ロ 

伊 川 
（伊川と明石川との合流点から上流

の伊川本流） 
Ｃ ロ 

福 田 川 （福田川本流全域） Ｅ ロ 

昭和 60 年 3 月 22 日 

兵庫県告示第 451 号 

千苅水源池 
（千苅ダムのえん堤及びこれに接続

する陸岸に囲まれた水域） 
Ａ イ 

昭和 53 年 3 月 24 日 

兵庫県告示第 652 号 

兵 庫 運 河 （新川運河を含む） Ｃ ロ 

大阪湾(1 ) 

大阪湾(2 ) 

大阪湾(3 ) 

大阪湾(4 ) 

大阪湾(5 ) 

（別記 1の水域） 

（別記 2の水域） 

（別記 3の水域） 

（別記 4の水域） 

（別記 5の水域） 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

イ 

ロ 

ハ 

ロ 

イ 

昭和 46 年 12 月 28 日 

環境庁告示第 60 号 

 

改正 

平成 14 年 3 月 29 日 

環境省告示第 33 号 

下
図
参
照

 

（注）達成期間の分類は、次のとおりとする。 

 

 

 

(1)

(2)

(3)

 

 「イ」：直ちに達成 
 「ロ」：５年以内で可及的すみやかに達成
 「ハ」：５年を越える期間で可及的すみや

かに達成 
 



（別記） 

１ 兵庫県神戸港和田岬灯台と同港第一防波堤西端を結ぶ線、同防波堤、同防波堤東端と同港第一南防波堤北端

を結ぶ線、同防波堤、同防波堤南端と同県ポートアイランド埋立地南端を結ぶ線、同港第八防波堤、同防波堤東

端と同地点から東北東方 9,200ｍの地点（北緯 34 度 40 分 20 秒、東経 135 度 21 分 11 秒）を結ぶ線、同地点と

同地点から南東 1,600ｍの地点を結ぶ線、同地点と同地点から南方 12,200ｍの地点（北緯 34 度 33 分 12 秒、東

経 135 度 22 分 52 秒）を結ぶ線、同地点と大阪府阪南港阪南四区北防波堤基部から同防波堤に沿って 300ｍの地

点を結ぶ線、同防波堤、同港阪南六区埋立地南端と同港阪南五区埋立地西端を結ぶ線及び陸岸により囲まれた海

域であって、兵庫運河（新川運河を含む。）に係る部分を除いたもの（大阪湾(1)） 

２ 兵庫県神戸市妙法寺川河口右岸、同地点と同地点から南 500ｍの地点を結ぶ線、同地点と同地点から東 11,500

ｍの地点を結ぶ線、同地点と同地点から南東方 12,000ｍの地点（北緯 34 度 32 分 42 秒、東経 135 度 20 分 34 秒）

を結ぶ線、同地点と同地点から南南西 9,300ｍの地点を結ぶ線および同地点と大阪府貝塚市近木川河口左岸を結

ぶ線及び陸岸に囲まれた海域であって、兵庫運河（新川運河を含む。）および大阪湾(1)に係る部分を除いたもの

（大阪湾(2)） 

３ 兵庫県神戸市妙法寺川河口右岸、同地点と同地点から南 500ｍの地点を結ぶ線、同地点と同地点から東 5,700

ｍの地点を結ぶ線、同地点と同地点から南東方 12,600ｍの地点（北緯 34 度 32 分 54 秒、東経 135 度 16 分 44 秒）

を結ぶ線、同地点と大阪府阪南市男里川河口左岸を結ぶ線及び陸岸により囲まれた海域であって、兵庫運河（新

川運河を含む。）、大阪湾(1)および同湾(2)に係る部分を除いたもの（大阪湾(3)） 

４ 兵庫県神戸市塩屋川河口右岸、同地点と同地点から南東方 14,000ｍの地点（北緯 34 度 33 分 6 秒、東経 135

度 12 分 0 秒）を結ぶ線、同地点と同地点から南東 11,500ｍの地点（北緯 34 度 27 分 0 秒、東経 135 度 13 分 22

秒）を結ぶ線、同地点と大阪府泉南郡岬町淡輪 5893 番地の 2 の地点を結ぶ線および陸岸により囲まれた海域で

あって、兵庫運河（新川運河を含む。）、大阪湾(1)、同湾(2)、同湾(3)、尾崎港および淡輪港に係る部分を除い

たもの（大阪湾(4)） 

５ 和歌山県和歌山市田倉崎と兵庫県淡路島生石鼻を結ぶ線、同島松帆崎と兵庫県明石市朝霧川河口左岸を結ぶ

線及び陸岸により囲まれた海域であって、兵庫運河（新川運河を含む。）、大阪湾(1)、同湾(2)、同湾(3)、同湾

(4)、尾崎港、淡輪港、洲本港(1)、同港(2)および津名港に係る部分を除いたもの（大阪湾(5)） 

 

(4) 千苅水源池における全燐に係る水域類型の指定 
（指定：平成 14 年 4 月 30 日兵庫県告示第 689 号） 

  千苅水源池における富栄養化の進行に伴い、植物プランクトンの増殖による利水障害が見られる

ことから、総合的な水質保全対策の推進を図るため、平成 14 年 4 月 30 日付で全燐に係る環境基準

が設定された。段階的に暫定目標（平成 22 年度：全燐 0.019mg／L）を達成しつつ、環境基準の可

及的速やかな達成に努めることとなっている。 

公共用水域が該当する水質汚濁に係る環境基準の水域類型の指定 

水域 該当類型 達成期間 基準値 
暫定目標 

（平成 22 年度） 

千苅水源池 

( 別 記 の 水

域) 

湖沼Ⅱ 
(全窒素の

項目の基準

値を除く) 

段階的に暫定目標を達成し

つつ、環境基準の可及的速

やかな達成に努める。 

全燐  0.01mg／L 以下 全燐  0.019mg／L 

（別記）千苅ダムのえん堤及びこれに接続する陸岸に囲まれた水域 

 

(5) 大阪湾における全窒素、全燐に係る水域類型の指定 
（指定：平成 7年 2 月 28 日環境庁告示第 5号、改正：平成 14 年 3 月 15 日環境省告示第 19 号） 

海域の富栄養化防止の観点から、平成 5年 8 月 27 日付けで海域の全窒素及び全燐に係る環境基準

が設定された。この環境基準は、水域の利水目的に対応して複数の類型が設けられており、個々の

水域にいずれかの類型をあてはめることによって、当該水域の具体的な水質目標が示されることと

なっている。この類型指定は、政令で都道府県知事に委任された水域以外の水域については、環境

大臣がおこなうこととされている。 

環境大臣が類型指定を行うこととされている水域のうち、特に富栄養化の著しい東京湾、大阪湾、

伊勢湾並びに播磨灘～響灘及び周防灘の瀬戸内海について、水域類型が指定されている。（なお、環

境基準の達成が明らかに困難と予測される類型について、段階的に達成すべき暫定目標として大阪

湾では海域Ⅱ類型の全窒素のみに平成 16 年度をめどに設定されていたが、平成 17 年度以降は環境

基準の維持・達成を図ることとなった。平成 17 年 1 月 28 日中央環境審議会水環境部会報告より） 



公共用水域が該当する全窒素、全燐に係る水質環境基準の水域類型の指定（大阪湾のみ抜粋） 

水域 該当類型 基準値 達成期間 

大阪湾（イ） 海域Ⅳ 
全窒素     1mg／L 以下

全燐    0.09mg／L 以下
直ちに達成。 

大阪湾（ロ） 海域Ⅲ 
全窒素   0.6mg／L 以下

全燐    0.05mg／L 以下
直ちに達成。 

大阪湾（ハ） 海域Ⅱ 
全窒素   0.3mg／L 以下

全燐   0.03mg／L 以下
直ちに達成。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
（別記） 
１ 兵庫県神戸港和田岬灯台と同港第一防波堤西端を結ぶ線、同防波堤、同防波堤東端と同港第一南防波堤北端

を結ぶ線、同防波堤、同防波堤南端と同県ポートアイランド埋立地南端を結ぶ線、同港第八防波堤、同防波堤東

端と同地点から東北東方 9,200ｍの地点（北緯 34 度 40 分 20 秒、東経 135 度 21 分 11 秒）を結ぶ線、同地点と

同地点から南東 1,600ｍの地点を結ぶ線、同地点と同地点から南方 12,200ｍの地点（北緯 34 度 33 分 12 秒、東

経 135 度 22 分 52 秒）の地点を結ぶ線、同地点と大阪府阪南港阪南四区北防波堤基部から同防波堤に沿って 300

ｍの地点を結ぶ線、同防波堤、同港阪南六区埋立地南端と同港阪南五区埋立地西端を結ぶ線及び陸岸によって囲

まれた海域（大阪湾(イ)） 

２ 兵庫県神戸市妙法寺川河口右岸、同地点と同地点から南 500ｍの地点を結ぶ線、同地点と同地点から東 5,700

ｍの地点を結ぶ線、同地点と同地点から南東方 12,600ｍの地点（北緯 34 度 32 分 54 秒、東経 135 度 16 分 44 秒）

を結ぶ線、同地点と同地点から南南東方 9,000ｍの地点（北緯 34 度 28 分 4 秒、東経 135 度 18 分 1 秒）を結ぶ

線、同地点と大阪府貝塚市近木川河口左岸を結ぶ線及び陸岸に囲まれた海域であって、大阪湾(イ)に係る部分を

除いたもの（大阪湾(ロ)） 

３ 和歌山県和歌山市田倉崎と兵庫県淡路島生石鼻を結ぶ線、同島松帆崎と兵庫県明石市朝霧川河口左岸を結ぶ

線および陸岸により囲まれた海域であって、大阪湾(イ)及び大阪湾(ロ)に係る部分を除いたもの（大阪湾(ハ)） 



(6) 要監視項目 

 ① 人の健康の保護に関する要監視項目 

項目 指 針 値 

クロロホルム  0.06 mg／L 以下 

トランス－1,2－ジクロロエチレン  0.04 mg／L 以下 

1,2－ジクロロプロパン  0.06 mg／L 以下 

p－ジクロロベンゼン  0.2 mg／L 以下 

イソキサチオン  0.008 mg／L 以下 

ダイアジノン  0.005 mg／L 以下 

フェニトロチオン（MEP）  0.003 mg／L 以下 

イソプロチオラン  0.04 mg／L 以下 

オキシン銅（有機銅）  0.04 mg／L 以下 

クロロタロニル（TPN）  0.05 mg／L 以下 

プロピザミド  0.008 mg／L 以下 

ＥＰＮ  0.006 mg／L 以下 

ジクロルボス（DDVP）  0.008 mg／L 以下 

フェノブカルブ（BPMC）  0.03 mg／L 以下 

イプロベンホス（IBP）  0.008 mg／L 以下 

クロルニトロフェン（CNP） 設定されていない 

トルエン  0.6 mg／L 以下 

キシレン  0.4 mg／L 以下 

フタル酸ジエチルヘキシル  0.06 mg／L 以下 

ニッケル 設定されていない 

モリブデン  0.07 mg／L 以下 

アンチモン  0.02 mg／L 以下 

塩化ビニルモノマー  0.002 mg／L 以下 

エピクロロヒドリン  0.0004 mg／L 以下 

1,4-ジオキサン  0.05 mg／L 以下 

全マンガン  0.2 mg／L 以下 

ウラン  0.002 mg／L 以下 

◆ 平成 5年 3月 8日付 環水管第 21 号 環境庁水質保全局長通達 
◆ 平成11年2月22日付環水企第58号及び環水管第49号により、クロロタロニル（TPN）、
ジクロルボス（DDVP）、フェノブカルブ（BPMC）は、指針値が変更され、ニッケル、ア
ンチモンは指針値が削除された。また、ほう素、ふっ素は環境基準の人の健康の保護に
関する項目に追加されたため、要監視項目から削除された。 
◆ 平成 16 年 3月 31 日付 環水企第 040331003 号及び環水土第 040331005 号により、塩
化ビニルモノマー、エピクロロヒドリン、1,4-ジオキサン、全マンガン、ウランが追加
され、ｐ-ジクロロベンゼン、アンチモンの指針値が改訂された。 

 



② 水生生物の保全に関する要監視項目 

 

ア．河川及び湖沼 

項

 目 類
型 

クロロホルム フェノール ホルムアルデヒド 

生物Ａ 0.7 ㎎／L以下 0.05 ㎎／L 以下 1 ㎎／L以下 

生物特Ａ 0.006 ㎎／L以下 0.01 ㎎／L 以下 1 ㎎／L以下 

生物Ｂ 3 ㎎／L以下 0.08 ㎎／L 以下 1 ㎎／L以下 

生物特Ｂ 3 ㎎／L以下 0.01 ㎎／L 以下 1 ㎎／L以下 

 

 

イ．海域 

項

 目 類
型 

クロロホルム フェノール ホルムアルデヒド 

生物Ａ 0.8 ㎎／L以下 2 ㎎／L以下 0.3 ㎎／L以下 

生物特Ａ 0.8  ㎎／L以下 0.2 ㎎／L以下 0.03 ㎎／L 以下 

 



２．地下水の水質汚濁に係る環境基準について（平成 9年 3月 13 日環境庁告示第 10 号） 
（改正：平成 10 年環境庁告示第 23 号、平成 11 年 2 月環境庁告示第 16 号、平成 20 年 4 月 1 日環境省告示 40 号） 
※平成 21 年 11 月に告示第 79 号が施行済ですが、調査を行った平成 20 年度時点の環境基準を掲載しています。 

環境基本法（平成 5 年法律第 91 号）第 16 条の規定に基づく水質汚濁に係る環境上の条件にうち、地下
水の水質汚濁に係る環境基準について次のとおり告示する。 

環境基本法第16条第1項による地下水の水質汚濁に係る環境上の条件につき人の健康を保護する上で維
持することが望ましい基準（以下「環境基準」という。）及びその達成期間等は、次のとおりとする。 
第１ 環境基準 
環境基準は、すべての地下水につき、別表の項目の欄に掲げる項目ごとに、同表の基準値の欄に掲げ
るとおりとする。 
第２ 地下水の水質の測定方法等 
環境基準の達成状況を調査するため、地下水の水質の測定を行う場合には、次の事項に留意すること
とする。 
(1) 測定方法は、別表の測定方法の欄に掲げるとおりとする。 
(2) 測定の実施は、別表の項目の欄に掲げる項目ごとに、地下水の流動状況等を勘案して、当該項目に
係る地下水の水質汚濁の状況を的確に把握できると認められる場所において行うものとする。 

第３ 環境基準の達成期間 
環境基準は、設定後直ちに達成され、維持されるように努めるものとする（ただし、汚染が専ら自然
的原因によることが明らかであると認められる場合を除く。）。 
第４ 環境基準の見直し 
環境基準は、次により、適宜改正することとする。 
(1) 科学的な判断の向上に伴う基準値の変更及び環境上の条件となる項目の追加等 
(2) 水質汚濁の状況、水質汚濁源の事情等の変化に伴う環境上の条件となる項目の追加等 

別表 

項 目 基 準 値 測 定 方 法 

カ ド ミ ウ ム  0.01 mg／L以下 日本工業規格K0102（以下「規格」という。）55に定める方法 

全 シ ア ン 検出されないこと 規格38.1.2及び38.2に定める方法又は規格38.1.2及び38.3に定める方法

鉛  0.01 mg／L 以下 規格54に定める方法 

六 価 ク ロ ム  0.05 mg／L 以下 規格65.2に定める方法 

砒 素  0.01 mg／L 以下 規格61.2 、61.3又は61.4に定める方法 

総 水 銀  0.0005 mg／L 以下 
昭和46年12月環境庁告示第59号（水質汚濁に係る環境基準について）（以

下「公共用水域告示」という。）付表1に掲げる方法 

ア ル キ ル 水 銀 検出されないこと 公共用水域告示付表2に掲げる方法 

Ｐ Ｃ Ｂ 検出されないこと 公共用水域告示付表3に掲げる方法 

ジ ク ロ ロ メ タ ン  0.02 mg／L 以下 日本工業規格K0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法 

四 塩 化 炭 素  0.002 mg／L 以下 日本工業規格K0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法 

1，２－ジクロロエタン  0.004 mg／L 以下 日本工業規格K0125の5.1、5.2、5.3.1又は5.3.2に定める方法 

１，１－ジクロロエチレン  0.02 mg／L 以下 日本工業規格K0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法 

シス－１，２－ジクロロエチレン  0.04 mg／L 以下 日本工業規格K0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法 

１，１，１－トリクロロエタン  1 mg／L 以下 日本工業規格K0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法 

１，１，２－トリクロロエタン  0.006 mg／L 以下 日本工業規格K0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法 

ト リクロロエチレン  0.03 mg／L 以下 日本工業規格K0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法 

テトラクロロエチレン  0.01 mg／L 以下 日本工業規格K0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法 

１，３－ジクロロプロペン  0.002 mg／L 以下 日本工業規格K0125の5.1、5.2又は5.3.1に定める方法 

チ ウ ラ ム  0.006 mg／L 以下 公共用水域告示付表4に掲げる方法 

シ マ ジ ン  0.003 mg／L 以下 公共用水域告示付表5の第1又は第2に掲げる方法 

チ オ ベ ン カ ル ブ  0.02 mg／L 以下 公共用水域告示付表5の第1又は第2に掲げる方法 

ベ ン ゼ ン  0.01 mg／L 以下 日本工業規格K0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法 

セ レ ン  0.01 mg／L 以下 規格67.2 、67.3又は67.4に定める方法 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10mg／L 以下 
硝酸性窒素にあっては規格43.2.1、43.2.3又は43.2.5に定める方法、亜硝

酸性窒素にあっては規格43.1に定める方法 

ふ っ 素  0.8 mg／L 以下 

規格34.1に定める方法又は規格34.1c)(注(6)第三文を除く。)に定める方法

(懸濁物質及びイオンクロマトグラフ法で妨害となる物質が共存しない場合

にあっては、これを省略することができる。)及び付表6に掲げる方法 

ほ う 素  1 mg／L 以下 規格47.1、47.3又は47.4に掲げる方法 

備考 

１ 基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする。 

２ 「検出されないこと」とは、測定方法の欄に掲げる方法により測定した場合において、その結果が当該方法の定量限界を

下回ることをいう。 

３ 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の濃度は、規格43.2.1、43.2.3又は43.2.5により測定された硝酸イオンの濃度に換算係数

0.2259を乗じたものと規格43.1により測定された亜硝酸イオンの濃度に換算係数0.3045を乗じたものの和とする。 



３．土壌の汚染に係る環境基準について(平成 3年 8 月 23 日環境庁告示第 46 号) 
（改正：平5環告19、平6環告5、平6環告25、平7環告19、平10環告21、平13環告16、平成20環告46号) 

 

環境基本法（平成 5 年法律第 91 号）第 16 条第 1 項による土壌の汚染に係る環境上の条件につき、

人の健康を保護し、及び生活環境を保全するうえで維持することが望ましい基準（以下、「環境基準」

という。）並びにその達成期間等は、次のとおりとする。 

第１ 環境基準 

１ 環境基準は、別表の項目の欄に掲げる項目ごとに、同表の環境上の条件の欄に掲げるとおりと

する。 

２ １の環境基準は、別表の項目の欄に掲げる項目ごとに、当該項目に係る土壌の汚染の状況を的

確に把握することができると認められる場所において、同表の測定方法の欄に掲げる方法により

測定した場合における測定値によるものとする。 

３ １の環境基準は、汚染がもっぱら自然的原因によることが明らかであると認められる場所及び

原材料の堆積場、廃棄物の埋立地その他の別表の項目の欄に掲げる項目に係る物質の利用又は処

分を目的として現にこれらを集積している施設に係る土壌については、適用しない。 

第２ 環境基準の達成期間等 

環境基準に適合しない土壌については、汚染の程度や広がり、影響の態様等に応じて可及的速や

かにその達成維持に努めるものとする。 

なお、環境基準を早期に達成することが見込まれない場合にあっては、土壌の汚染に起因する環

境影響を防止するために必要な措置を講ずるものとする。



別表 
項 目 環境上の条件 測 定 方 法 

カ ド ミ ウ ム 

検液1Lにつき0.01mg以下であ
り、かつ、農用地においては、
米1kgにつき1mg未満であるこ
と。 

環境上の条件のうち、検液中濃度に係るものにあって
は、日本工業規格 K0102（以下「規格」という。）55 に
定める方法、農用地に係るものにあっては、昭和 46 年 6
月農林省令第 47 号に定める方法 

全 シ ア ン 検液中に検出されないこと。 規格 38 に定める方法（規格 38.1.1 に定める方法を除
く。） 

有 機 燐 検液中に検出されないこと。

昭和49年 9月環境庁告示第64号付表1に掲げる方法又
は規格 31.1 に定める方法のうちガスクロマトグラフ法
以外のもの（メチルジメトンにあっては、昭和 49 年 9
月環境庁告示第 64 号付表 2に掲げる方法） 

鉛 検液1Lにつき0.01mg以下であ
ること。 

規格 54 に定める方法 

六 価 ク ロ ム 検液1Lにつき0.05mg以下であ
ること。 

規格 65.2 に定める方法 

砒 素 

検液1Lにつき0.01mg以下であ
り、かつ、農用地（田に限る。）
においては、土壌 1kg につき
15mg 未満であること。 

環境上の条件のうち、検液中濃度に係るものにあっては
規格 61 に定める方法、農用地に係るものにあっては昭
和 50 年 4 月総理府令第 31 号に定める方法 

総 水 銀 検液1Lにつき0.0005mg以下で
あること。 

昭和 46 年 12 月環境庁告示第 59 号付表 1に掲げる方法

ア ル キ ル 水 銀 検液中に検出されないこと。 昭和46年 12月環境庁告示第59号付表2及び昭和49年
9 月環境庁告示第 64 号付表 3に掲げる方法 

Ｐ Ｃ Ｂ 検液中に検出されないこと。 昭和 46 年 12 月環境庁告示第 59 号付表 3に掲げる方法

銅 
農用地（田に限る。）において、
土壌1kgにつき125mg未満であ
ること。 

昭和 47 年 10 月総理府令第 66 号に定める方法 

ジ ク ロ ロ メ タ ン 検液1Lにつき0.02mg以下であ
ること。 

日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.2 に定める方
法 

四 塩 化 炭 素 検液 1L につき 0.002mg 以下で
あること。 

日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1 又は 5.5
に定める方法 

1，２－ジクロロエタン 検液 1L につき 0.004mg 以下で
あること。 

日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2、5.3.1 又は 5.3.2 に定
める方法 

１，１－ジクロロエチレン 検液1Lにつき0.02mg以下であ
ること。 

日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.2 に定める方
法 

シス－１，２－ジクロロエチレン 検液1Lにつき0.04mg以下であること。 
日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.2 に定める方
法 

１，１，１－トリクロロエタン 検液 1L につき 1mg 以下であること。 
日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1 又は 5.5
に定める方法 

１，１，２－トリクロロエタン 検液 1L につき 0.006mg 以下で
あること。 

日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1 又は 5.5
に定める方法 

トリクロロエチレン 検液1Lにつき0.03mg以下であ
ること。 

日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1 又は 5.5
に定める方法 

テトラクロロエチレン 検液1Lにつき0.01mg以下であ
ること。 

日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1 又は 5.5
に定める方法 

１，３－ジクロロプロペン 検液 1L につき 0.002mg 以下で
あること。 

日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.1 に定める方
法 

チ ウ ラ ム 検液 1L につき 0.006mg 以下であること。 昭和 46 年 12 月環境庁告示第 59 号付表 4に掲げる方法

シ マ ジ ン 検液 1L につき 0.003mg 以下であること。 
昭和46年 12月環境庁告示第59号付表5の第1又は第2
に掲げる方法 

チ オ ベ ン カ ル ブ 検液1Lにつき0.02mg以下であ
ること。 

昭和46年 12月環境庁告示第59号付表5の第1又は第2
に掲げる方法 

ベ ン ゼ ン 検液1Lにつき0.01mg以下であ
ること。 

日本工業規格 K0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.2 に定める方
法 

セ レ ン 検液1Lにつき0.01mg以下であ
ること。 

規格 67.2 、67.3 又は 67.4 に定める方法 

ふ っ 素 検液１Lにつき0.8mg以下であ
ること。 

規格 34.1 に定める方法又は規格 34.1c)(注(6)第三文を
除く。)に定める方法(懸濁物質及びイオンクロマトグラ
フ法で妨害となる物質が共存しない場合にあっては、こ
れを省略することができる。)及び付表 6に掲げる方法

ほ う 素 検液１Lにつき1mg以下である
こと。 

規格 47.1、47.3 又は 47.4 に掲げる方法 

備考 
１ 環境上の条件のうち検液中濃度に係るものにあっては付表に定める方法により検液を作成し、これを用い
て測定を行うものとする。 
２ カドミウム、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、セレン、ふっ素及びほう素に係る環境上の条件のうち検液
中濃度に係る値にあっては、汚染土壌が地下水面から離れており、かつ、原状において当該地下水中のこれ
らの物質の濃度がそれぞれ地下水 1L につき 0.01mg、0.01mg、0.05mg、0.01mg、0.0005mg、0.01mg、0.8mg
及び１mg を超えていない場合には、それぞれ検液 1L につき 0.03mg、0.03mg、0.15mg、0.03mg、0.0015mg、
0.03mg、2.4mg 及び 3mg とする。 
３ 「検液中に検出されないこと」とは、測定方法の欄に掲げる方法により測定した場合において、その結果
が当該方法の定量限界を下回ることをいう。 
４ 有機燐とは、パラチオン、メチルパラチオン、メチルジメトン及びＥＰＮをいう。 

付表 省略 



４．ダイオキシン類に係る環境基準について(平成 11 年 12 月 27 日環境庁告示第 68 号) 
（改正 平成 14 年 7 月 22 日環告 46) 

 

ダイオキシン類対策特別措置法（平成 11 年法律第 105 号）第 7 条の規定に基づくダイオキシン類によ

る大気の汚染、水質の汚濁（水底の底質の汚染を含む。）及び土壌の汚染に係る環境上の条件につき人の

健康を保護する上で維持されることが望ましい基準（以下「環境基準」という。）は次のとおりとする。 

第１ 環境基準 

１ 環境基準は、別表の媒体の項に掲げる媒体ごとに、同表の基準値の項に掲げるとおりとする。 

２ １の環境基準の達成状況を調査するため測定を行う場合には、別表の媒体の項に掲げる媒体ごとに、

ダイオキシン類による汚染又は汚濁の状況を的確に把握することができる地点において、同表の測定

方法の項に掲げる方法により行うものとする。 

３ 大気の汚染に係る環境基準は、工業専用地域、車道その他一般公衆が通常生活していない地域又は

場所については適用しない。 

４ 水質の汚濁（水底の底質の汚染を除く。）に係る環境基準は、公共用水域及び地下水について適用

する。 

５ 水底の底質の汚染に係る環境基準は、公共用水域の水底の底質について適用する。 

６ 土壌の汚染に係る環境基準は、廃棄物の埋立地その他の場所であって、外部から適切に区別されて

いる施設に係る土壌については適用しない。 

第２ 達成期間等 

１ 環境基準が達成されていない地域又は水域にあっては、可及的速やかに達成されるように努めるこ

ととする。 

２ 環境基準が現に達成されている地域若しくは水域又は環境基準が達成された地域若しくは水域に

あっては、その維持に努めることとする。 

３ 土壌の汚染に係る環境基準が早期に達成されることが見込まれない場合にあっては、必要な措置を

講じ、土壌の汚染に起因する環境影響を防止することとする。 

第３ 環境基準の見直し 

ダイオキシン類に関する科学的な知見が向上した場合、基準値を適宜見直すこととする。 

別表 

媒 体 基 準 値 測 定 方 法 

大 気 0.6pg-ＴＥＱ／ｍ3以下 ポリウレタンフォームを装着した採取管をろ紙後段に取

り付けたエアサンプラーにより採取した試料を高分解能

ガスクロマトグラフ質量分析計により測定する方法 

水 質 

( 水 底

の底質

を 除

く。) 

１pg-ＴＥＱ／Ｌ以下 日本工業規格Ｋ0312 に定める方法 

水底の

底質 

150 pg-ＴＥＱ／ｇ以下 水底の底質中に含まれるダイオキシン類をソックスレー

抽出し、高分解能ガスクロマトグラフ質量分析計により測

定する方法 

土 壌 1,000 pg-ＴＥＱ／ｇ以下 土壌中に含まれるダイオキシン類をソックスレー抽出し、

高分解能ガスクロマトグラフ質量分析計により測定する

方法 

 備 考 

１ 基準値は、２，３，７，８－四塩化ジベンゾ－パラ－ジオキシンの毒性に換算した値とする。

２ 大気及び水質（水底の底質を除く。）の基準値は、年間平均値とする。 

３ 土壌にあっては、環境基準が達成されている場合であって、土壌中のダイオキシン類の量が 250

pg-ＴＥＱ／ｇ以上の場合には、必要な調査を実施することとする。 

 



５．  神戸市ゴルフ場農薬指導指針

指針値Ａ 指針値Ｂ 指針値Ｃ
(㎎/L) (㎎/L) (㎎/L)

アセフェート 0.08 ─ 0.8
イソキサチオン 0.008 ─ 0.08
イソフェンホス 0.001 ─ 0.01
エトフェンプロックス 0.08 0.4 0.8
クロルピリホス 0.004 ─ 0.04
ダイアジノン 0.005 ─ 0.05
チオジカルブ 0.08 0.4 0.8
トリクロルホン（ＤＥＰ） 0.03 ─ 0.3
ピリダフェンチオン 0.002 ─ 0.02
フェニトロチオン（ＭＥＰ） 0.003 ─ 0.03
アゾキシストロビン 0.5 2.5 5
イソプロチオラン 0.04 ─ 0.4
イプロジオン 0.3 ─ 3

0.006 0.03 0.06
(イミノクタジンとして) (イミノクタジンとして) (イミノクタジンとして)

エトリジアゾール（エクロメゾール） 0.004 ─ 0.04
オキシン銅（有機銅） 0.04 ─ 0.4
キャプタン 0.3 ─ 3
クロロタロニル（ＴＰＮ） 0.04 ─ 0.4
クロロネブ 0.05 ─ 0.5
チウラム（チラム） 0.006 ─ 0.06
トルクロホスメチル 0.08 ─ 0.8
フルトラニル 0.2 ─ 2
プロピコナゾール 0.05 0.25 0.5
ペンシクロン 0.04 ─ 0.4
ホセチル 2.3 11.5 23
ポリカーバメート 0.03 0.15 0.3
メタラキシル 0.05 ─ 0.5
メプロニル 0.1 ─ 1
アシュラム 0.2 ─ 2
ジオチピル 0.008 ─ 0.08
シデュロン 0.3 1.5 3
シマジン（ＣＡＴ） 0.003 ─ 0.03
テルブカルブ（ＭＢＰＭＣ） 0.02 ─ 0.2
トリクロピル 0.006 ─ 0.06
ナプロパミド 0.03 ─ 0.3
ハロスルフロンメチル 0.03 0.15 0.3
ピリブチカルブ 0.02 ─ 0.2
ブタミホス 0.004 ─ 0.04
フラザスルフロン 0.03 0.15 0.3
プロピザミド 0.008 ─ 0.08
ベンスリド（ＳＡＰ） 0.1 ─ 1
ペンディメタリン 0.05 ─ 0.5
ベンフルラリン（ベスロジン） 0.08 ─ 0.8
メコプロップ（ＭＣＰＰ） 0.005 ─ 0.05
メチルダイムロン 0.03 ─ 0.3

指針値A ：環境庁暫定指導指針値の１／１０
指針値Ｂ ：環境庁暫定指導指針値の１／２
指針値Ｃ ：環境庁暫定指導指針値

神戸市では、ゴルフ場からの農薬の排出実態を把握し、これによる水質汚濁を未然に防
止することを目的に、｢神戸市ゴルフ場農薬指導指針｣を平成３年９月に策定した。さら
に、平成５年１月、平成９年５月、平成１４年４月に指導指針値の一部改正を行った。本
指針では、事業者に対して、低毒性の農薬の選定や使用量の抑制等を義務づけるととも
に、排出水中の農薬の濃度について指導指針値※を設定しており、これらについては「ゴ
ルフ場農薬等の環境保全に係る覚書」を結び、担保することとしている。

※指導指針値

除
草
剤

農薬の
区分

農薬の名称

殺
虫
剤

殺
菌
剤

イミノクタジン酢酸塩



 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成20年度 環境水質 
神戸市 環境局 環境創造部 環境評価共生推進室 
Tel.(078)322－5312  Fax.(078)322－6069 
E-mail: kankyo_sidou_joho@office.city.kobe.lg.jp 

神戸市 環境局 環境創造部 環境保全指導課 水環境係 
 Tel.(078)322－5309  Fax.(078)322－6068 

E-mail: kankyo_sidou_suisitu@office.city.kobe.lg.jp 
 
〒650-8570 
神戸市中央区加納町 6丁目 5番 1号 
 

★神戸市公共用水域測定結果 

http://www.city.kobe.lg.jp/life/recycle/environmental/earth/index.html

★神戸市水環境関係のホームページ 

http://www.city.kobe.lg.jp/life/recycle/environmental/cleanup/index.html
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